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まえがき

多少の貯余曲折を経ながら、三年がかりで仕上げることができた。

肝余曲折の原因は、当初、対象を広げすぎたきらいがあったことにある。反省して、内

容を、システムに関する事柄、日本語の音声の聴き取りに関する事柄、日本語・日本文化

教育に関する事柄に絞り、研究を進めることにし、それらを中心に本報告書をまとめるこ

とができた。

諸般の事情で報告を載せられなかった方々にも要所要所で御教示・御支援を頂いた。

以上をもとにさらなる研究の発展を期したい(高度化を図りたい)と考えている。

2001 (平成13)年2月1日
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日本語CALLコースウェアに何を求めるか

水町伊佐男★

山中恵美★★

1.はじめに

日本語学習者が世界的な規模で増加している中で,学習者の多様化への対応が必要と

されている。日本語学習者は教育の内容と方法の改善を強く求めている。インターネッ

トのWEB教材により学習環境が広がると共に,コンピュータ支援学習(CALL:

Computer-Assisted Language Learning)の特徴を生かした個別教育が期待されている.

日本語CALLの教材は質的にも量的にもいまだ不十分であり,日本語CALL教材の開

発が求められている。

近年の科学技術の急速な発展に伴い, /、-ドウェアやソフトウェアの開発環境は格段

の進歩が見られるが,それらに比べて,コースウェアの重要性の認識は軽視されるきら

いがある. CALLのコースウェアは,外国語教育に係わる指導理論や学習者管理方法な

ど多様な観点が必要となる一方,教育・学習のための言語材料(内容:WHAT)と学

習過程(方法: HOW)の両面から綿密に検討しなければならない.ハードウェア・ソ

フトウェアが進歩すれば良質のコースウェアが得られる,というわけではない.有効な

コースウエアとするためには,言語と教育の観点からも深く関わりあいを持ち,詳細に

検討する必要がある。

本稿では,日本語教師が教材として望ましいと考える内容と共に,担当する学習者の

ニーズを教師としてどのように捉えているかについて,小規模の調査の結果を考察する

他,システムとコースウェアの連携として望ましいと思われる項目を列挙する.

2.日本語教師への「アンケート調査」

調査用紙(資料1)の項目1-7は,被調査者(教師)の属性やメディア環境などの

ついての質問であり,同8は57にわたる小項目についてニーズ調査をした.公立学校

で外国人に日本語を指導する日本人の現職教師6名,自国で日本語を教える中国人や韓

国人日本語教師7名である.

(1)属性

日本人の日本語教師は,男性2名,女性4名, 21-30代2名, 31-40代2名, 41・50

代2名,日本語教育の経験は, 0ケ月(これから指導を始める人)から13年と幅が大
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きかった.また,教科書のレベルは入門・初級と中級であり,生徒の母語は,中国語,

韓国語,ポルトガル語,スペイン語,英語,タガログ語,マレー語であった.

一方,外国人日本語教師は,男性1名,女性6名, 21-30代2名, 31-40代5名,冒

本語教育の経験は, 3年1ケ月から137ケ月牛と幅が大きかった.また,教科書のレ

ベルは入門・初級と中級であり,生徒の母語は,中国語,韓国語であった.

(2)メディア環境

表1　日本語教師が使ったことのあるメディア及び身近に使えるメディア

使 ったこ とのある 人数 身近 に使 える 人数

メ デ ィア メデ ィア・'X l '̂ 日本 人 蝣'l I 'x 日本人

テ レビ 4 1 テ レビ 3 4

ラジオ 0 0 . ラジオ 3 2

テー プ レコー ダー 7 3 テー プ レコー ダー 5 2

ビデオ 6 5 ビデオ 5 5

L an gu ag e L abo ratory 1 0 L an guage L abo rato ry 「 0

ワー プ ロ 2 1 ワー プロ 1 2

イ ンターネ ッ ト 1 2 イ ンターネ ッ ト 3 3

C D -R O M 3 3 C D -R O M 0 4

コン ピュー タ 5 I コン ピュー タ 3 4

(3)学習者のニーズ

57の小項目では,日本語教育学会(編) (1991)に基づき,本調査の目的に合わせて,

それぞれえわ項目について, 「生徒ができると思う」場合は「できる」, 「生徒さんが勉

強しておく必要があると思う」場合は「必要」, 「生徒さんが勉強するのが難しいと思う」

場合は「難しい」にレ印をつけてもらった,結果を表2 (表2-1,表2-2,表2-3,表2

-4)に示した.日本人教師, 「外」 -外国人教師手直しをした上で指導している学習者

が「できる」,学習する「必要」があるか,学習するのに「難しい」ことと教師が思っ

ているかどうかについて調査した.
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表2　日本語教師のニーズ調査

表2-1　主に音声主体の学習に係わるコミュニケーション

学 習 項 目 できる ・J.!' 難 しい

冒 .'v. 冒 外 冒 外

1. あい さつ をす る 6 7 ー 4 0 0

2. 時 間をたずね る 6 5 1 4 0 1

3. 簡単 な質 問をす る 6 5 1 5 0 I

4. 道順 を聞きなが ら目的地 まで行 く 5 2 2 5 0 3

5. デパー トで買 い物 をす る 6 5 ー 5 0 1

6. レス トランで 注文す る 6 4 1 5 0 1

7. 電話で受 け答 えをす る 6 3 2 6 0 2

12 。電車 .バ スの乗 り換 えをす る 3 1 5 6 1 3

13 . 電気 .水道 . トイ レな どの修理 を頼む 1 2 3 4 3 4

14. 駅や電車 の中での放送がわ かる 3 2 4 4 I 6

15. テ レビの天気予報 がわか る 5 4 3 4 0 2

17. 近所の人 と親 しく話す 2 2 1 4 1 5

18. パーテ ィに参加す る 5 1 2 5 1 4

21. 日本料理 を習 う 3 1 2 6 2 3

22. 出入国や ビザ な どに関す る話 をす る 2 1 2 6 T, 3

23. 人 に頼み事 をす る 5 3 4 6 1 2

24- 人 を訪 問す る 5 3 3 5 0 . 1

25. お礼 を言 う 6 5 2 6 0 1

26. 人 を誘 う/ 誘 いを断 る 6 4 2 5 0 . 3

27. 日本、 あるい は 自分 の国 につ いて話す 6 1 1 6 . 0 3

28. 敬語 を使 って話 をす る 2 1 4 4 2 7

29. 困 った ときに助けを求める (盗 まれた り、 5 3 2 5 0 4

落 とし物 を した時 な ど)

31. お見舞い に行 く s 2 4 5 1 3

5-



3 3 ∴亨 .レ ビ . ラ ジオ 幸三 .主.二 元 を聞 く
>

.つ …子 h 4 ▼-▼丁 1…
h

34 . 日分 の 専 門 の講 義 、ゼ ミを聞 く

35 . 日分 の専 門 b llを --s で 発 言 す る

1 1 3 4 . 5 7

1 1 4 4 3 6

36 . 会 社 で の 会 議 . 打 ち合 わせ を 聞 く 2 1 5 4 2 6

37 . 会 社 で の 会議 . 打 ち合 わせ で発 言 す る 1 1 4 4 4 6

38 - ス ピー チ をす る 1 1 5 4 3 6

39 - 一般 的 な 内 容 の講 義 を聞 く

il6∴二 般 的 な 内容 の講 義 で発 言 す る

4 7 - テ レ .ビで ドラ盲 .・映 画 を見 る

3 1 4 4 3 4

3 1 3 4 3 6

5 1 3 5 3 5

50 . デ ィ ス カ ッシ ョン をす る 2 0 4 4 4 6

5 1. 簡 単 な 通 訳 が で き る 5 2 4 5 2 2

56 . 自然 な発 音 . イ ン トネ ー シ ョン で話 す 5 0 4 7 2 1

140 7 9 10 1 168 52 12 4

平均 (3 5 項 目) . 3 .9 2 .2 2 .8 4 .7 1.4 3 .4

(注) 「できる」 -生徒さ^ができると思う、 「必要」 -生徒さんが勉強しておく必要が

あると思う、

「難しい」 -生徒さんが勉強するのが難しいと思う, 「ロ」 -日本人教師, 「外」

-外国人教師

数字は人数

表2-2　主に文字主体の学習に係わるコミュニケーション

学 習 項 目 できる 必 要 V". ' '.

冒 外 冒 外 日 外

9. 銀行 .郵便局 でお金 をお ろす 2 2 2 5 3 2

10. 区役所 .市役所で書類を出す 1 0 3 5 } 5

19- 街 の表示 を読む 2 3 4 7 1 2

30. 図書館で本 を探す 4 3 6 6 1 1

4 1. 新 聞 .雑誌 を読む 1 1 4 5 5 5

42. 手紙 を読む 3 4 5 6 3 2
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4 3 . 手 紙 を書 く 乏 "…手 -1 一6 …∴ ¥ 4

4 4 . ⊥般 的 な 内容 の本 を読 む 2 2 4 5 5 3

4 5 一 教科 書 . 専 門書 を読 む 3 1 4 4 4 5

4 6 . 図書 館 で 資料 を調 べ る 2 1 4 6 3 2

4 8 ▼研 究 論文 . レポー トを読 む 1 1 2 4 6 7

4 9 . 研 究 論 文 . レポー トを書 く 1 1 2 4 6 7

52 - 役 所 . 学 校 か らの 書 類 を読 む / 書 く 1 1 2 6 5 1

53 . 会 社 で の 資料 . 書 類 . 報 告 を読 む / 書 く 2 1 3 5 5 2

27 2 6 . 4 9 74 5 4 4 8

平 均 (14 項 目) 1.8 1.7 3 .2 4 .9 3 .6 3 .2

表2-3　音声と文字の学習が総合的に係わるコミュニケーション

学 習 項 目 で きる I.-1-1:- 難 しい

冒. 外 日 /¥, 日 外 ▼

8 . ホテ ル の予 約 を して 、旅 行 をす る

i▼1∴二 人 で 病 院 に行 く

2 2 . 1 5 3 5

4 1 1 5 0 5

16 . 仕 事 場 で 日本 語 を使 って 、仕 事 をす る 4 1 2 4 2 6

20 . ア パ ー トを探 し、契 約 . 引 っ越 しをす る 1 1 1 4 .4 6

32 . 仕 事 を探 す 2 1 I, 5 4 3

13 6 12 23 13 2 5

平 均 ( 5 項 目) 2 .2 1.0 2 .0 3 .8 2 .2 4 .2

表2-4　その他・以上のの分類に該当しない項目

学 習 項 目 でき.る 必要 難 しい

白 外 日 外 冒 外

54 . 使 え る言葉 の量 をふやす -1 2 6 7 1 0

55 . 漢字 . 熟語 を身 につ ける } 1 6 7 1 0

57 . そ の他 (日常生活の用語 ) 0 0 1 】 0 0

平 均 (3 項 目) 2.0 1.0 4 .3 5 .0 0 .7 0
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3・日本語CALLシステムに望むまれる機能

基本的に,システム(ハードウェアとソフトウェア)から学習者への一方向的な提示・

配信ではなく,学習者とシステムの間の双方向性を持つ機能を実現する必要がある.そ

のためには,学習の進行や方法について,学習者の任意の選択を可能とする環境を提供

するこ.とが必要であり,日本語教育CALL教材の立場から,以下の機能が望まれる.

(1)多言語対応

・表示文字が,日本語と中国語,日本語と韓国語,などのように,同一の表示画面で,

日本語とそれ以外の言語が同時に表示できる

・学習者が日本語による解答入力ができる.

・キーボードによる入力とは別に,表示画面に「五十音図」を配置し,マウスで文字選

択をして,解答文字を構成できる.この方式は, 「五十音図」の代わりに他言語の文

字を表示させることにより,入力についても多言語対応の機能となる.

(2)音声の再生速度制御

・音声再生の速度は,ノーマルとスローの速度切り替えができる.

・ビデオ再生開始後に,学習者の選択による切り替えを可能とする.

・スロー再生時には,ノーマル再生と同等の音質を維持できる.

1スロー(速度)は複数の速度選択ができる

(3)音声と連動(同期)する文字表示

・教材の音声内容の文字(スクリプト)が画面表示できる

・複数行の文字表示を可能とし,多数の行にまたがる場合は文字のスクロール機能を持

as

・映(画)像や音声再生開始後に,学習者の選択により,文字の表示・非表示の切り替

えができる.

・音声再生文と文字表示文が同期する.

・スロー再生と連動して,表示文字の表示速度も調整できる.

(4)特定文字の指定による補足資料(解説・静止画・動画等)の表示

・必要に応じて,補足資料の表示・非表示を学習者が任意に選択できる.

・スクリプト中の特定の文字を指定(例えば,マウスによる文字列の指定により反転表

示)すると,必要な補足資料が表示できる.

(5) VOD教材とWEBブラウザーとの連携
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VOD教材の場合は,ビデオ視聴後に　WEBブラウザーにより調査・レポート用

のHTMLファイルが表示され,調査又はレポート提出のための回答入力を受付ける.

(6)学習者履歴の収集と表示

・開始時に,複数の教材から,学習者が任意の教材を選択できたり,学習済みの教材

の教材名などの学習管理ができるなど,柔軟にデザインできる.

・補足資料の表示項目・回数日本語教育学会(編) (1991)など,学習状況の把握が自動

的に収集でき,データの種類は実験の進行にあわせて追加できる.

(7)機能の切り替え用「ボタン」の配置

・システムと学習者の間で,インターアクティブな学習ができる「ボタン」の配置を自

由に設定できる・例えば,文字の表示・非表示制御用のボタン,再生音声速度制御用

のボタン,補足資料の表示・非表示制御用のボタン,学習者履歴の表示・非表示制御

用ボタンなどがある.

☆広島大学教育学部(研究分担者)

**ハーバード大学(研究協力者)
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被調査者:

調査実施機関:
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調査実施年月日:平成　年　月　日

日本語教育についての調査

この調査は,日本語を教えている教師の必要性などについて知り,日本語教育を考え

る上の資料とするためのものです.他の目的に使用することはありませんので,正確に

回答してくださるようお願いいたします.質問の中で, は下線に記入し, 「 -

つ」と示したものには日印にレ印を一つだけつけて下さい.それ以外は,レ印をいくつ

付けてもいいものです.

1.あなたのことについて(1)は下線に記入し, (2)と(3)はそれぞれ口にレ印

を一つつけて下さい.

(1)これまでの日本語教育の経験: 午 ヶ月

(2)年齢:□21-30才　□31-40才　□41-50才　□51才以上

(3)性別:□男　□女

2.今使っている日本語の教科書のレベルを教えて下さい.

□入門　　　　□初級　　　口中級　　　□上級　　□その他(

3.あなたの生徒さんの母語又は母語と同等の言語を教えて下さい.

□中国語　□韓国語　ロポルトガル語　□英語　ロインドネシア語　ロタイ語

コその他(

4. 0本語を教える時に,教師として授業中や授業のために使ったことのあるメディア

を教えて下さい.

ロテレビ　ロラジオ　ロテープレコーダー　ロビデオ　ロLanguageLaboratory

ロワープロ　ロインターネット　ロCD-ROM　ロコンピュータ

ロその他

5.あなたの生徒さんが,学校で日本語を勉強する時に,身近に使えるメディアを教え

て下さい.

ロテレビ　ロラジオ　ロテープレコーダー　ロビデオ　ロLanguageLaboratory

ロワープロ　ロインターネット　ロCD-ROM　ロコンピュータ

「　一蝣'li't
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6.あなたの生徒さんにとって必要なのに不足していると思う教材内容を教えて下さ

い.

7.日本語を教える時に,教師としてもっとも困っていることを教えて下さい.

8.次の1)-57)の項目は,あなたの生徒さんが日本で生活する時のこ・とを考えて答え

て下さい.あなたの生徒きんが「できると思う」ことは「できる」に, 「勉強をしてお

く必要があると思う」ことは「必要」に, 「勉強するのが難しいと思う」場合は「難し

い」に,それぞれレ印をつけて下さい. 1つの項目にレ印が3つつく場合もあるでしょ

うが,レ印がついていないものは,それぞれ「できない」 「必要ではない」 「難しくない」

とあなたが考えていることになります.

1)あいさつをする

2)時間をたずねる

3)簡単な質問をする

4)道順を聞きながら目的地まで行く

5)デパートで買い物をする

6)レストランで注文する

7)電話で受け答えをする

8)ホテルの予約をして,旅行をする

9)銀行・郵便局でお金をおろす

10)区役所・市役所で書類を出す

ll)一人で病院に行く

12)電車・バスの乗り換えをする

13)電気・水道・トイレなどの修理を頼む

14)駅や電車の中での放送がわかる

15)テレビの天気予報がわかる

16)仕事場で日本語を使って仕事する

17)近所の人と親しく話す

18)パーティに参加する

19)街の表示を読む

-H-

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　口必要

□できる　　　□必要

□できる　　　口必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる・　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

'!".< . ・・

□難しい

口難しい

□難しい

口難しい

□難しい

□難しい

口難しい

□難しい

□難しい

ォ.∴.

□難しい

「M!∴・

;輔ォ-,1

□難しい

□難しい

□難しい

口難しい

I ML-.



20)アパートを探し,契約・引っ越しをする

21)日本料理を習う

22)出入国やビザなどに関する話をする

23)人に頼み事をする

24)人を訪問する

25)お礼を言う

26)人を誘う/誘いを断る

27)日本,あるいは自分の国について話す

28)敬語を使って話をする

29)困ったときに助けを求める

(盗まれたり,落としものをした時など)

30)図書館で本を探す

31)お見舞いに行く

32)仕事を探す

33)テレビ・ラジオでニュースを聞く

34)専門の講義,ゼミを聞く

35)自分の専門のゼミで発言する

36)会社での会議・打ち合わせを聞く

37)会社での会議・打ち合わせで発言する

38)スピーチをする

39)一般的な内容の講義を聞く

40)一般的な内容の講義で発言する

41)新聞・雑誌を読む

42)手紙を読む

43)手紙を書く

44)一般的な内容の本を読む

45)教科書・専門書を読む

46)図書館で資料を調べる

47)テレビでドラマ・映画を見る

48)研究論文・レポートを読む

-il葛‥

I　-v二　　二,

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

L M -㍉:メ

ロできる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

口できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□できる

□必要

□必要

□必要

□必要

∴言'. !'・>

□必要

□必要

□必要

⊂必要

l　心'}'.'-

□必要

□必要

i-L立

□必要

l　4、・'s'蝣r

□必要

□必要

□必要

□必要

□必要

□必要

「 ・L/、 xij

□必要

i ,:;甘

口必要

・」蝣、 ')!蝣-

□必要

□必要

上'/.!・'・

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

i M-

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

:蝣?.蝣! '∴.

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

巳難しい

□難しい

‥蝣1?LL ..

□難しい

□難しい

し'.3∴い

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

LうIV:'・、.

□難しい



49)研究論文・レポートを書く

50)ディスカッションをする

51)簡単な通訳ができる

52)役所・学校からの書類を読む/書く

53)会社での資料・書類・報告を読む/書く

54)使える言葉の量をふやす

55)漢字・熟語を身につける

56)自然な発音・イントネーションで話す

57)その他(　　　　　　　　)

口できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　口必要

□できる　　　□必要

口できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　□必要

□できる　　　口必要

ご協力ありがとうございました.

口難しい

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

□難しい

」朝IrL '.・

r　珊i '..

□難しい

注: 1)-57)の項目は,日本語教育学会編(1991) 『日本語教育機関におけるコース・

デザイン』 (凡人社)の資料(pp.45-53)を参考にし,本調査の目的に合わせて加筆・

修正をしました.
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マルチメディア教育支援システムを導入した新しい教授法の開発

赤堀侃司(東京工業大学) 、大田　剛(埼玉大学)

日本語教育のためのシステムの開発についてすべて総括することは難しい。そこで、

(1)研究分担者がこれまで関わってきたシステム開発の内容について参考文献で紹介し、

(2)次に研究分担者とその研究協力者の研究について、その概要を紹介する。

5-②- 1・日本語マルチメディア教材のシステム開発に関わる参考文献

研究分担者である赤堀侃司が関わったシステム開発について、以下のように分類し紹介し

たい。

1-1・スタンドアロンのマルチメディア教材の学習システム

これについては、以下の参考文献を参照されたい。

(l)日本語教育学会(1997), 「マルチメディア日本語教材に関する調査研究-報告書-」

(2)日本語教育学会(1998), 「マルチメディア日本語教材に関する調査研究-報告普-」

1-2. We b上の日本語作文の学習システム

これについては、以下の参考文献を参照されたい。

(3)Yang, J.C.,Akahori,K. (1997a),"Development of Computer Assisted Language Learning

System for Japanese Writing Using Natural Language Processing Techniques:A Study on

I),

Passiive Voice , Proceedings of Artificial Intelligence in Education, in Koube,

pp.263-270

(4)Yang,J.C.,Akahori,K. (1997b),"An Error Analysis System for Japanese Writing Using

Natural Language Processing Techniques and Its Implementation to CALL System",
M

Proceedings of First Inte叩ational Conference on Cognitive Science'97, in Soule,

pp.230-235

1-3. Web上の4コマ漫画を利用した学習システム

これについては、以下の参考文献を参照されたい。

BEE



(5)Akahori.K. ,Ybshioka.T,Usami.S. ,Katoh.K. ,Nitoguri.A.,Furagohr主N. (1998)"Web-based

Japanese Learning Materials Constucted by Comic Story Database , Proceedings of

Conference on Education Technlogy,pp. 545-546

(6) (財)ソフトウェア工学研究財団委員会報告(1998) 「インターネット利用による日本語

学習システムの構築に関する調査研究」、 (財)ソフトウェア工学研究財団、 (財)産業研究所

(7)荒井健太郎、赤堀侃司(1998)" 4コマ漫画を題材とした日本語学習支援システムへの自然

言語処理技術の適用",電子情報通信学会研究報告(教育工学研究会) ET98-36, pp. 39-46

1-4. Web上で漢字・ひらがなを表示する支援システム

これについては、以下の参考文献を参照されたい。

(8)藤谷哲,赤堀侃司(1997), 「メ-リシグリストのログ参照のためのキーワード抽出と子供用

インターフェースの開発」 ,日本科学教育学会年会論文集21,pp.57-58

(9)高橋弘行,赤堀侃司(1997), 「www上で日本語表示を可能にするモジュールの開発」 ,情報

処理学会論文詩,Vol.38,No. 12,pp. 266ト2669

5-②-2. We b上の学習システムの構築に関する研究報告

以下紹介する研究報告は、一般にWe b上で学習支援システムを構築するための開発シス

テムである。本研究は、研究分担者である赤堀侃司と研究協力者である大田剛の共同研究で

あることを、お断りしたい。本研究報告は、日本教育工学会研究報告、 JET2000-1

p77-82 (2000年)で、発表した内容である。

動的フレーム生成機能を持つWeb-CAIの開発

Deve l o pmen t o f WBT with dynamic frame generator

太田剛*　　　　　　　　　　　　　　　赤堀侃司**

Go OTA Kan j i AKAHORI

*埼玉大学地域共同研究センター　　　　　* *東京工業大学

Cooperative Research Center Saitama University To kyo I n s i t u t e o f

Te c hn ol o gy

「概要」

インターネットとパソコンの普及により、高等教育、生涯教育、企業内教育において遠隔

教育で使用するCAIシステムが必要とされている。最近の技術動向、教育システムの標準化
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動向を考慮し、学校現場で直線型・分岐型のコースウェアを簡単に作るという要求から、高

度な学習制御を組み込むという要求を実現するため、 HTMLファイルからコースウェアを動的

に生成するWebベースの教育システムを試作した。

「キーワード」建l　埋I　遠隔教育　訓練システム　個別化　知的CAI

1.はじめに

日本国内においても、 1974年の葛飾区常磐中学の実験よりコンピュータの利用した教育シ

ステムが試みられている。但し、近年研究対象としては学習者の特性や個人差に対応する個

別教授システムより、むしろ最近の技術発達により利用可能になった多様なメディアの活用

やインターネット上での協同学習等が注目されている。

ところが、インターネットやパソコンの普及により、高等教育や生涯教育、企業内教育に

おいて遠隔教育のニーズが高まり、 CAIと呼ばれるシステムの必要性も新たに高まってきて

いる。従来のCAIの場合は、まずコンピュータを導入し、教師より効率の良い教育を行うこ

とが目的であったが、現在ではすでにメール等のためのパソコンがあり、遠隔教育では「単

にホームページを見るよりは良い教育ができないか」という目的を達成できるシステムであ

れば、社会的に十分に価値があると考える。

本研究では、このような状況をもとに時代に対応したCAIシステムについて新たに見直す

と伴に、 WebベースのCAIシステム「どこでもスクール(WCAL:WebBased ComputerAssisted

Learning)」を試験的に構築した。

2.今後のCAIシステムをとりまく状況

今後のCAIシステムは下記のような状況を考慮する必要がある。

(1)学習制御の根底となる認知的基盤の整備

従来、学習者に対応した柔軟性のある教育をコンピュータで行う場合、それを実現する理

論、又はコンピュータ自体の能力も未成熟であった。これに対し現在では、 CALL等にみられ

る自然言語処理に基づいたシステムでは学習者の入力を的確に判断できるようになってきて

いる。また、特定の教材に対応したルールベースやオントロジー等の知識表象も教材の構築

や学習の制御に利用可能な状態となっている。

(2)オーサリングシステムの普及と教材作成者の底辺の広がり

CAIシステムにおいて教材を構成する文字、グラフィック、アニメ、音声、映像を実装す

ること自体が課題の時代があった。現在ではこれらのメディアはあたりまえに使えるもので

あり、ボームページの普及により各種オーサリングシステムも充実し、それらを使って教材
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を作れる潜在的な人口も増えている。さらに複雑な教材も記述できるRealPlayerG2やⅩMLも

普及しつつある。

学 習 開始 . 認 証
学 習 実 行 シ ス テ ム

w w
l 学 習 課 題 選 択 l

▼

- フ レー ム実 行 教 材 提 示 . 入 力

I
▼ 、、

学 習 終 了

-スウェア

教材作成システム
(オーサリング)

学習評価システム
(狭義のCMI)

評価結果

図1..従来のCAIのシステム構成

(3)教育システムの標準化と商業ベースの動き

教育システムの利用が盛んな米国の民間航空会社が中心になり、近年AICC(Aviation

Industry CBT Committee)による標準化の動きが活発で、今後この仕様にもとずく各種シス

テムが商業ベースで登場することが予想されも。仮に標準化が進むと、研究レベルでも、図

1・のように個々のシステム要素をすべて醜発する必要はなく、標準データ、標準インターフ

ェースに従う特定の部分のサブシステムを開発するだけで、特徴あるシステムの構築ができ

るようになる。

(4)協同作業環境としての教育システム

今後は個別教授にCAIを使っていても、場合により教師に質問したり、学習者の間で論議

したり、またレポートの提出をする等の協同作業環境と連動することが要求される。

3.本システムの目的と開発対象

図1に示すように従来のCAIシステムは学習実行、評価、オーサリングがオフラインで動

作し、学習実行内には、学習課題選択・フレーム実行・マッチングなどの機能を内蔵してき

た。これに対し、図2に今後の教育システムの予想を示した。まず、 CMIが重視され、これ

はリアルタイムに学習制御を行う中核的な要素と、複数の学習教材をまたがって総合的に学
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習を管理する要素に機能が分化する。例えば、学習者の認証や多国語対応の教材の切り替え

などは後者のCMIが行うO　また従来の学習実行はCMIに従って動くフロントエンド的な要素

が強くなるO　また、協同作業環境とのインターフェースも存在する。尚、あくまでこれは市

場動向の予想であり、学術的な裏づけを保証するものではない。

これらの予想や今後の教育現場の動向を考慮し、次のような複数の目的を持ち本システム

の試作を行った。

(1)学校現場で容易にコースウェアができるシステム

今後の学校現場へのインターネットとパソコンの導入を考えた場合、教材の整備も重要な

課題である。本システムは研究的な側面より、まず、実践的な問題であり、長年のCAIシス

テムの課題であった、現場の教師がコースウェアを作れるシステムを目指すO　但し、システ

ム自体は多くの人が手軽に利用できるレベルから、高度な学習制御を行うレベルまでシーム

レスに使えるようにする。

(2)HTMLエディタをベースとしたシステム

(1)に関連して、 HTMLは現在多くの人が教材を作れる形式であり、 Javaアプレットや

ActiveXを組み込むことにより各種メディアも容易に利用できる。本システムは本来静的な

HTMLを学習教材として柔軟性のあるものとして利用することを目的とする。

(3)標準インターフェースの準拠

-is-



今後、 CAIシステムの標準インターフェースの一つになると予想されるAICCの仕様を考慮

する。尚、今回は他の商用システムとの完全なインタフェースを実現するのではなく、互換

性のある教材構造、履歴形式を内部的に構築することを目的とする。

(4)他のシステムのフロントエンドとしてのシステム

多くのCAIシステムを開発している研究者は今までシステム全体を構築する必要があった

が、システムの中核となるマッチング機能や学習制御等のシステム構築に集中できるよう、

それらのフロントエンドとして使えることを目的とする。
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H T M L

S e rv erAccossOrSQ LBase

WCALCHTML+VBScri

AvtiveServerPages

IIS orPWS

NT4.0　Sen/er oユf Win98

ブラウザ・作成

他のWeb

サーバー

ブラウザー実行

図3.システムの実装方式

4.実現方法

図3・のようにASPベースでシステムを構築するo　これはWindows NT Server又はWindows98

と手軽な環境で利用できる。さらに、プログラム自体がVBScriptで記述されるため、第三者

が楽にシステムを変更・追加できることとDBを容易に利用できる利点がある。

インターネット入n.イ二ノタ-ニネットにつfj:わくって
し、るということ

、二CTIま、はじめにイノノクーネットとしまとのようなものわ・
考えいきましょう,

コ二ノビュータやパソコ二ノ等をつfdL 、Tt切りをネットワーク
とし、し、まT.匿】1-1.aほもっとも簡単Tiネット-ワークで霞で2
台の/ iソコンをつfiいr=ところです。ネットワ-クを使うと
他のパソコンのデータが使えfニリし蓋マ(もし、つながって
いfiければフロッピーディスクflとにいったんデータを帰
す芋して.他のバ、ノコーノに手守っていかなければいけませ

ん).

、欠 き の

=Y J

で 、l ト ワ ー ク と よ ペ る も の は ど れ で し 1 .～

「 j ミソ
よ っ e

1マ ノ ー ト ′くソ ] ン で f芳帯 電 Ⅰ畠を イ支 っ て イ ン タ T ネ .、トを イ吏
う ′

を つ f i ぐ P

む.a..、h J

.ォサ 十手十 十 十

輔 + + +

こ.l rコL X .

七 十 m m

イ二ノクーネット入r1-　イ二ノダ-ネットにつfi力くってし、るとし、うこと

ここでは、はじめにインターネットとはどのようなものか考えいきましょう。

コンピュータやパソコン等をつ′よし、だものを′{、-y¥- <:?蝣　ツといいます。区Iトー
1 aはもっとも簡単なネットワ-クで家で2台のパソコンをつf:iいたところで
す.ネットウ-クを使うと他のJくソコンのデータが使えたりしま~す~ (もし、二昭
わミってし、rufれ(まフロシビ　　ィスク7-iと(=し、ったんデ-タを4呆存して, 1也

のノくソコンに持ってい力、7'i【ナ才1ほいけま1±ん) Q

=欠きのEPでネットウ-クとよ.＼るものはとれでしょう.
「　Jてソコンとデンタ'JL-T.コメラをつなぐ

「　ノートノミソコン~で幸男帯1空言舌を1吏ってインタ-ネットを頂≡う

「　ダイアノレアップ)し一夕に」ANケープ)Lで2台)くソコンをつfIiく。

図4.HTMLからのフレームの合成
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本システムの基本的な機能として通常のHTMLファイルをコースウェアとして利用するこ

とにあるが、図4.に示すよう複数のファイル内容を合成したり、 CAI用のナビゲーションを

付加してブラウザで利用できるようにする。このコースウェアファイルを生成する方法には

2種類あり、図5に示すように、コースウェア編集時に、あらかじめHTMLファイルとして生

工

L

コースウエア編集 W C A 1
l一■
"̂

(ブラウザ ) オ ー サ リ ング

3 -

H T M
学習 W C A

(ブラウザ ) エ ク ゼ キ ュー 夕

図　5.静的なコースウェア生成

図6.動的なコースウェア生成

図7.モード1のコースウェア編集の流れ

成しておく方法と、図6.に示すように、学習実行時にHTMLファイルを読み取り合成し、ブ

ラウザに送る方法がある。後者の方がより柔軟な教材の提示が可能となる。

HTMLの合成は、タグをもとにして判断される、例えば特定の装飾タグを用語としてリンク

し、用語集を編集する機能も持つ。また、作成時のフォーム内の初期値を正答として扱い、
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学習時はこの初期値を表示しない。本システムに組み込みのマッチング機能では学習者の入

力とこの初期値をダイレクトに比較し正誤の判断をする。これは柔軟性にかけるようである

が、むしろ学習者自体がシステムの特性を把握しシステムに合った解答をするようになるだ

ろう、また不完全なマッチングパターンを準備する時間があれば教材そのものに時間をかけ

るべきだという開発思想にもとずく。特にCALLのようにマッチングを重視する場合、別途機

能を作成して組み込むことになる。

5.システム機能

本システムは広範囲な利用者・用途に対応するため、表1に示すような3つの動作モード

を持つ。また各モードの教材の教材構造の考え方はAICCのLevel1-3にそれぞれ対応してい

る。作成方法はHTMLエディタで素材を作成し、コースウェアの編集作業はブラウザ上で行う。

そして、学習者はブラウザ上で学習を行う。

5.1電子紙芝居・図鑑(モード1)の機能概要

モふド1は直線的又は階層的な固定のコースウェアを提供するO実際の作成は図7.図8に

表l.WCALの動作モード

タイプ 名称 教材素材 学習制御
教材 構造
の考え方

フレーム
生成 学習履歴

協同作業
環境

モー ド1
電子紙芝居
図鑑 H T M L

直線型
階層
検索

A IC C
L evell
相当

静的
○ ○ .

モー ド2 単純分岐 H T M L If..T h en 型
A IC C
L evel2
相当

静的
○ ○

モー ド3 D B 制御 H T M L
静的な

Select型

A IC C
L evel3
相当

動的 ○ ○

′
す よ う に、作 成 した H TML フ ァイ ル を特 定 デ ィ レク トリー に格 納 して お く と、ブ ラ ウザ

そのファイル名文はグラフィックのサムネイルが表示され、階層構造や提示順番を指定する

ことにより、次のファイルへのリンクが自動的に生成されコースウェアが作成されるO
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図8.モード1のコースウェア編集画面

最も単純な例では、表示されたファイル名に提示順番を入力するだけで教材が作成でき

る。さらに、 HTMLエディタを使えない人のためた、デジカメ等でとったグラフツクファイル

をもとに、教材を作成することも可能である。
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図10.モード3の学習実行の流れ

図9.モード2のコースウェア編集画面

5.2.単純分岐(モード2)の機能概要

モード2では単純な分岐が可能なコースウェアを提供する。分岐の判断は一つの問題(従来

のCAIの呼び方ではフレーム、物理的には一つHTMLファイル)の合否であり図9.のように直

接的な飛び先を指定する。但しモード2では、 AICCのLeveI2のように過去の学習結果をも

とにした判断はできない。
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機能が独立した関数として提供され、ここにどのような機能を実装するかで、システムの動

作が規定される。各関数は、 VBScriptの以下のような関数で定義され、 ASPのインクルード

ファイルの形で作られているため、ファイルの入れ替えによって機能の変更が可能である。

[CMIgExlUserlDC )]

学習者の認証を行う。

[CMIEx2GetCrsEnv( )]

学習者の教材環境壷取得するo

[CMIEx2GetNext( )]

学習可能な教材を取得する。

[WBTEx3GenFrame( )]

HTMLをもとにフレームを生成し、ブラウザに　　送る

[CMIEx3Mathing]

学習者の入力内容を通知する

[CMIEx4Stop]

学習の中断、中止を通知する。

本システムは試作として次の2種類の学習制御機構(図.2の教材に依存したCMIに相当)を

用意している。尚、現嘩点で教材構造編集のブラウザ上の専用GUIは未開発であり、 ACCESS

のGUIを使いDBに直接、教材構造および制御構造を設定している0

(l)AICCのLebe13互換の学習制御機構

AICCの学習制御の基本として、過去の学習単位の状態(実施、未実施、合否等)をもとに、

各学習単位に設定された実行条件が莫となるような学習(複数の場合あり)を次に実行するも

のとして判断するO　この意味でモード2は、あるフレームの合否によって次フレームが決ま

るというよりは、あるフレームが実施されそれが合格(又は不合格)になることにより、別の

フレームが学習可能になるとも考えられるo　モード3では、過去のフレーム状態を記録し、

設定された複数の実行条件により、フレームを抽出する機能を提供する。

この考え方は、たとえば、 Aが終了した場合、 BとCが学習できるというような学習者の判

断により複数の学習系列の選択がある時の制御方式の記述が簡単になる。

そして、学習状態は主として各学習単位の実行状態の集合として表現される。

(2)汎用的なDB型学習制御機構
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もう一つの学習制御機構として、学習者の学習状態を記録する複数の変数と、各フレーム

に属性を設定するDB構造を提供する。実際の学習制御は、その時の変数内容をもとに、マッ

チングするフレームを選択することになる。同様な学習制御機構を持つシステムとして日本

国内では一ツ橋中学で実験されたCORE57(1984)、および商用ベースではMultiCal(三菱電

機:1985)等があるが、本システムとして現時点ではフレームの属性に意味付けしていないo

学習状態は、 (1)に対して主に変数の内容として表現されることになる。

5.4.共同作業環境との連動について

本システムの各モードと組み合わせて使う協同作業環境として学校用インターネット・イ

ントラネットシステム「インターネットの箱(PLE)」の開発も行っている(1999年12月Web

上公開済)。このシステムは図.11のようにWebメール、電子掲示板、メーリングリスト、検

図11.協同作業窮境との連携

索エンジン、テレビ会議等を備えていて、各学習画面からダイレクトに各機能を呼び出すこ

とにより、個別教授環境と協同作業環境を連携することができる。

特に遠隔教育を考慮した場合、図.12のようにWeb上でTV・データ会議機能を呼び出し、

教育のサポートセンターに自動的に接続し、会話やチャット・ホワイトボードなどを使って

支援を受けることも可能である。

6.終わりに

今回の試作は主として機能検証が中心であり、現場の学校で使用するには、運用性・編集
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機能・エラー処理など不充分なものであるo今後早急にこれらの見直しを行い、 「インターネ

ットの箱庭」同様、下記のURLにて公開していく。　「www.jona.or.jp/ gohome「黒板を超え

て」

図.12　WebでのTV・データ会議例

また、 AICC仕様は運用レベルで図2.の総合的なCMIを意識したものであり、今後商用システ

ムの動向を踏まえ、インターフェースレベルでの互換性を確立していくつもりである。

さらにモード3では試験的な機能を作成した段階であり、より具体的で有効な学習制御機

能を開発していきたい。
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「音声教育のマルチメディア開発」

多和田展一郎,プロジェクトチーム・ディレクター
堀田泰司、ソフト開発コーディネータ
石原浮也、ソフト開発デザイン担当

山口敬次、プログラマー

I.背景

日本語教育におけるマルチメディア教材開発は、 80年代から特に日米両国において進めら

れ、現在までに様々な形態のソフトが開発されてきた。しかし、そうした状況の中で日本語

学習者用の発音矯正を目的とした日本語教育ソフトは、いまだ開発が十分とは言えない。音

声に関するソフト開発は聴解練習が主で、インターラクテイブな会話のできる発音練習や会

話練習のソフトの開発は、近年までごく限られた範囲でしか開発が行われてこなかった。そ

の最大の原因は、 90年代に入るまでコンピュータの音声認識ソフトが非常に限られた範囲で

しか機能できなかった経緯があろう。しかし、音声認識機能も近年では、次第に一般化しつ

つあり、会話によるインターラクテイブな語学教育ソフトの開発は、今後更に発展するであ

ろう。このような背景から我々も音を媒体としたインターラクテイブな日本語教育ソフトの

開発を試みた1998年4月より開発計画は始まり本年の3月で3年間の開発計画に一応の終

止符が打たれようとしている。さまざまな試みや挫折を超え、開発を試みたマルチメディア

教材ソフトは全部で3つあった。しかし、最終的に完成に至ったものは、音声認識機能は利

用していないが日本語の音の認識練習には、非常に有効的である「ヒヤリングチェッカー」

と「ヒヤリングマスター」であった。

「ヒヤリングチェッカー」は、提示する語レベルの刺激の中にターゲットとなる音素・書

類があるかないかを学習者に判断させるソフトで、 「ヒヤリングマスター」は、提示する語・

句・文レベルの刺激をローマ字によって入力させ、カナに変換させるというマルチメディア

教材である。また、 「ヒヤリングチェッカー」は学習者が特定の音素、あるいは特殊抱と呼

ばれる促音、発音、更には濁音、清音といった音類がどのような音声実現(異音)を持つか

ということをどの程度まで理解しているかをテストしたり、それぞれの音素・書類がどのよ

うな異音を持つかを身に付ける訓練を学習者にさせることを目的としており、また、 「ヒヤ

リングマスター」は聴覚弁別に加え、音素単位での記憶等複合的な課題を含む訓練およびテ

ストを行うことを目的としている。
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本稿では、当初目指していた音声認識機能を利用して開発計画を進めた「スピーチマスタ

ーつ　と実際に開発された音声認識練習を目的とした「ヒヤリングチェッカー」と「ヒヤリン

グマスター」の3つのマルチメディア教材開発について報告する0

1998年の科学研究費の支給とともに開発計画は始まり、初年度の半年は、既存のマルチメ

ディア教材-の構造と機能の研究を行い、その後、コンピュータの音声認識機能を前喝におい

た「スピーチマスター」の開発を進めた。しかし、実際には、市販されている音声認識ソフ

ト(ViaVoice98)では、インターラクテイブな発音練習ソフトの開発は困難であることが判明

し、学習者の聴解力だけを利用した「ヒヤリングチェッカー」と「ヒヤリングマスター」の

2つの開発を進めた。以下が今回の開発計画の日程である。

1998年4月　-1998年10月:マルチメディア教育用ソフトの構成と機能の調査
CALL音声教育教材の調査と「スピーチマスター」プロジェク
トの計画立案

1998年10月　-1999年5月: 「スピーチマスター」開発を進めたが、音声録音機能の搭載が
不可能とわかり、断念(Oracle Media Object使用)

1999年6月　-2000年3月: 「ヒヤリングマスター:診断ソフト」開発.(Visual Basic使
用)

2000年4月から12月:　「ヒヤリングマスター:練習ソフト」開発(Visual Basic使
用)

II.ソフト開発の概要

A. 「スピーチ・マスター」の開発

音声教材ソフト開発の当初の目標として、市販されている音声認識ソフト(ViaVoice98)

を利用し開発が進められた「スピーチ・マスター」は、マルチメディアの最も重要な機能で

あるインターラクデイブな語学教育用教材を目指していた。対象者は、日本語能力初級の文

辛(ひらがな、カタカナ)が読める日本語学習者。また、日本の大学では、特に韓国人の留

学生が多いということを年頭におき韓国人留学生用の練習機能もソフトの一部として開発を

進めた。

「スピーチ・マスター」は大きくわけで3つの機能に分かれていた0第1部は、日本語

の発音を紹介するチューターソフトであり、五十音表から、 1字づつの発音の仕方を、前(ビ

デオ)と横(アニメ)から口の動きを学習者に見せ、また、それぞれの文字が入っている単語も

l資料1-A:マルチメディア教材リスト参照
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紹介し、その昔の聞き取り練習もする機能をもたせようとした。第2部は、単語の発音練習

を目的とし、プロソデイグラフと音声を使い、発音とアクセント曲線を確認させ、特にアク

セント、特殊拍(長音、擦音、促音、濁音)の練習を重視した。また、そうしたアクセントや

特殊抱のサンプルとして、日本人の通常の会話の発音もビデオで紹介しながら、学習者が自

分の声を録音し、自習出来る機能を備え付ける計画であった。第3部は、単文のイントネー

ションの練習、特に、疑問文や特殊なニュアンスの入った表現のイントネーションを中心に

練習することを目的とした。ここでもプロソディグラフや学習者が録音できる自習機能も組

み込んでおく計画であった。　以下は、そうした3つ部分の構造と機能を更に具体的に説明

している。

第1部:五十音表に沿った発音モデルの紹介

表を見て、ある文字を押すと発音が聞こえる。横には、口の動きを表示するアニメ(5コマ

で口の動きを表現する横からの断面図)とビデオ(前からの断面図)の画面がある。その下に

Playボタンがある。また、韓国入学生には、韓国人留学生用発音練習セクションを設けた。

第a部:単語の練習

単語の練習機能の部分では、特殊抱に関しては、一拍の長さがあることの確認、濁音に関

しては、有声音と無声音の区別、そしてアクセントに関しては、平板、頭高、中高、尾高の

形があることを認識させることを目的とした。以上のことを踏まえ例えば、以下の単語リス

トを練習用単語リストとして使用した。
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五

また、このリストを利用し、単語レベルの音声の聞き取りが出来ているか確認する診断プ

ログラムと練習を目的としたプログラムの2つが構成された。
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診断プログラムでは、例えば、上の画面のように単純な2つの単語のアクセントの

どちらかの音を聞き、正しいアクセントを表記している方を選択肢の中から選ぶという単純

な診断プログラムを計画したOまた、 1つのカテゴリーごとに5つの単語を聞かせ、全ての

カテゴリーのアクセントと特殊抱を一度のテストで見分けさせる評価機能を持たせた。そう

した診断プログラムで個々の学習者の音声認識能力をコンピュータに自動的に評価させ、学

習者が自分の練習目標を明確に持てるように計画した。また、自分の弱点がわかった学習者

は、以下の練習プログラムで単語の聞き取りと発音の練習が出来るような機能を持たせた。

、
、

iiiii iiii iiiii.
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画面上の機能としては、まず、単語が見えるスクリーンとプロソディグラフで音声のアク

セントの高低を確認する。発音を何回か聴いた後、今度は、学習者が中央の録音機能を使用

して自分の声を録音し、自分の録音した音声とモデルの音声を比較する。また、学習者の録

音した音声もプロソディグラフ上に表示されるので、視覚的にも音声モデルと比較できるよ

うになっている。そして、コンピュータもプロソディグラフの2つの波形を比較し、いくつ

かの段階の評価を学習者に画面上で提示する。単語の練習を終了した学習者は、文章レベル

の練習プログラムへ進む。

第3部　文章の練習

文章の発音練習は、以下の画面上で行われる。基本的な練習法は、単語レベルの練習とほ

ぼ同じであるが、いくつかの機能は異なっている。

き よ う は 、 い いて ん き で す ね

文章練習では、正しい日本語のイントネーションを習得することを目的としている。例え

ば、疑問文のイントネーションと平常文のイントネーションの違いや強調の仕方などである。

音声モデルと学習者の録音した音声の比較・評価の機能は、単語練習と同じであるが、ここ

では、さらに、ビデオで何人かの日本人の発音を確認させ、文章表現上の日本人の発音の個
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大差を紹介し、少しでも日本人の発音の多様性に対応できるような練習機能を導入しようと

したO以上のような機能を持ったソフトが「スピーチマスター」であった。このソフト開発

は、 1999年5月まで続けられたが、最終的に音声認識ソフトである「ViaVoice 98」の音声

認識の汎用性が、期待していたほどないことが判明し、このソフトには適していないことが

わかり、プログラムの構成と機能の変更が必要となった。そして、最終的には、 「ヒヤリン

グチェッカー」と「ヒヤリングマスター」が開発された。

B. 「ヒヤリングチェッカー:珍断ソフト」の開発

1.理論的背景とソフトの構成

一般的に、 Critical Period以降に外国語の音声・音韻体系を完全に習得することは

難しく、石原(1994、 1996、 1997a、 1997b)において示したように、 L2の発音は母語の

音声・音韻体系の影響を強く受ける。従って、外国語音声教育において求められること

というのは、つまるところ極力Llの影響を排除し、学習者がL2によるコミュニケーシ

ョンを行う際に使用する音声や中間言語的音韻体系を、よりL2の音声や音韻体系に近い

ものへと近づけることである。

ところが、教室における発音練習においてOutput、すなわち自分の発音が正しいのか

どうか、正しくなければ何が違うのかといった判断は、実は教師の側ではなく最終的に

は学習者の側にゆだねられている。

指導者が学習者の発音を聞きそれを修正しようとする場合、音声学的な訓練を受けて

いない学習者に対しては、その発音のどの部分をどのように改めることによって適切な

発音になるのかを説明することはとても難しい。いきおい正しいモデルを発音して、そ

れを模倣させるという手段をとることになるが、しかしその場合、自分の発音のどの部

分にモデルの発音との違いがあるのかということは学習者にとって非常に自覚しにくい。

というよりも、モデルの発音において示されている、修正すべきポイントとなる音声学

的特徴に無自覚であるからこそ学習者は不適切な発音をするのである。更に、自分の発

音の、今度はどの部分を変えようかという判断も修正すべき方向性を考えるだけの材料

を持たない学習者に委ねざるを得ない。また授業において、その修正がうまくいくまで

教員が延々と一人の学習者に時間を割くことは不可能である。教員の立場としてはうま

く発音できない学生であっても数回リピートさせ、適当なところで切り上げなければな

らないO　このような方法は一見学習者の発音にフィードバックを与えているように見え

て、実は適切なフィードバックを与えていないのである。
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また、ターゲットとなる言語の話者との実際のオーラルコミュニケーションにおいて、学

習者の発音の間違いが、それほど重大なものでなく、聞き手が言語外的/言語内的文脈から

様々な推論をすることによって修正され、適切に理解される程度のものであれば、自分の発

音に間違いがあること自体に日本語学習者が気がつかない場合さえ実は相当ある。

コンピューターを音声教育に用いる際の利点というのは、学習者が自分で好きなだけ時間

をかけることができること、そして何よりも学習者に教室では与えることのできないような

フィードバックを与えることができる点にある。

音声言語のコミュニケーションにおけるメッセージの受け手側では、その言語においてど

のような音声がどのような条件の下で他の音声と対立するか、またはしないかという規則の

総体である音韻体系を用いて連続的な存在である音声を分節し、それによって、有限であり

また当該言語において最も基本的な記号である音素を取り出す。従って、簡単にいえば、学

習者はその音素が、どのような条件下でどのようなバリエーションを持つのかという規則を

学ぶ必要があるということになる。

Hearing Checkerは、提示される単語レベルの音声刺激の中に、日本語の特定の音素ある

いは、日本語において特定の音韻論的特徴を共有する書類、たとえば濁音、清音、擦音、促

音などが存在するかしないかを学習者に判断させる一種のクイズであるO　このアプリケーシ

ョンの中では、日本語の音素がどのような条件下でどのようなバリエーションを持つのかと

いう刺激を、適切に、また数を増やして提示し、それに対する学習者の反応に一つ一つ適切

なフィードバックを与え、正反応のみを強化することによって、ある音素・書類にとって重

要な音韻素性や音韻規則、あるいは音素のゲシュタルトを身に付けることができる。

例えば、日本語学習者にとって、比較的難しい日本語の擦音/N/ (ひらがなの「ん」で表さ

れるような音素)は、条件異音として[m]、 [n]、 [り]、 [N]、その他鼻母音など様々なバリ

エーションを持つが、そのような異音の現れる音韻環境を伴う音連続を「この中に『ん』は

ありますか」という質問と共に、ダミーとなるものを適切に混ぜて刺激として提示し、それ

に対する反応が正しければここちょい音や「正解です」等のことばで弓酎ヒし、どのような条

件を伴う鼻音が/N/なのかを学習することができる。さらに、中国語、韓国語など[有気性]

という素性によって音を区別する体系を持つ言語の話者にとってかなり難しい、 [有声性]と

いう素性によって区別されるE]本譜の濁音、清音の違いも、このアプリケーションの中で、

適切に選ばれた刺激を使って訓練するごとで効果的に学習できるのである.
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Hearing Checkerは提示する刺激を自由に設定することができる。上で述べたような学習

者の母語の音韻体系と日本語の音韻体系の違いに応じて、間違えやすいと考えられる音類を

ターゲットとした刺激を作れば様々な日本語学習者に対応する(単語リスト参照) 0

また、 Hearing Checkerでは後で触れるHearing Masterとは異なり、学習者はターゲット

となる音素・音類が有るか無いかを判断することのみが求められるので、記憶など情報処理

上の余分な負荷はかからず、学習者を音声学的・音韻論的情報処理のみに集中させることが

できる。

Hearing Checker単爵リスト

Hearing Checkerは提示する刺激を自由に設定できるが、あらかじめ以下の無意味語を音

声ファイルとして用意した。

<リスト1>直音、勘音のうち、有声性に関し対立し語頭、語中で5母音に後続されるもの

語頭
¥*

ばはつに　　　　ぴんろん　　　　ぶんてつ　　　　べくそれ　　　　ばくそつ

ばいうす　　　びるにし　　　　ぶつけし　　　　べみえろ　　　　ばんそろ

・.'j

ぱくせつ　　　　ぴろおく　　　　ぷんせつ　　　　ぺろふん　　　　ばるえこ
ばおなし　　　　ぴやもり　　　　ぷまさか　　　ぺたしも　　　　ぽめろけ

ビャ行

びゃいきん

ぴゃりみろ

びゅうぽん

びゅくへは

ぴょうせき

びょこてつ

ダ行

だたうお　　　　ディスク　　　　ドゥ-　　　　　でかせま　　　　どらかち

だせてみ　　　ディンプル　　ドウニヤン　　ですくの　　　　どかゆみ

夕行

たへとに　　　　ティミクモ　　トウミロネ　　　てるぬめ　　　　とみねそ

たにこれ　　　　ティロミホ　　トウニモエ　　　てはにた　　　　とすえぬ

ザ行

ざいしつ

ざこぬい
ずいはつ　　　　ぜいそれ　　　ぞうひょう
ずきしろ　　　　ぜんまい　　　　ぞくみち
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サ行

さいこれ

さつにせ

ジヤ行

じやりふく

じゃみえろ

シャ行

しゃきん

しゃくとり

-r i y

がいきん

がくめし

蝣'.I'i

かいきん

かみつき

ギャ行

ぎゃはつり

ぎゃせあき

キャ行

きゃくすみ

きゃたつ

蝣,'i Il

バ行

そばかし

ういぼけ

パ行

I.・サー　　・:

なおぼし

ビヤ育
きんびゃい

いしきびゃ

ダ行
うおだた

せてだみ

Lはこみ

しころん

じみはろ

じろせき

ぎんせろ

ぎろうけ

きんもく

きろえき

そんぴん

えびかん

ろぴおく
やもびり

スクディン
ディンプル

すよもり

すみのも

じゅくもく

じゅくみそ

しゅくもく

しゅうきん

ぐんせい

こ∴;.:- ;.!

くみたる

くいてさ

ぎゅうろく

ぎゅしめい

きゅうそく

きゅうてき

しんぶつ

いぶのし

せんぶつ

まぷさか

ぽんびゅう

おきえびゅ

サイドゥ一

二ヤンドゥ
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せつうけ

せろあい

じえもろい

じえくする

ン′ェ二ミ　/

シェイコン

げっもく

げきろく

けいせつ

けりあき

にこべれ

もべくみ

ろぺふり

たしぺも

かせまで

すでのく

それふみ
そとおき

じょろへん

じょうみん

しょくみん

しょうこり

ごいさき

ごろすみ

こいこく

こみろく

ぎょうそん
ぎょみさね

きょうかつ

きょしん

しろぼそ

いぼしろ

えるぼこ
めぼろけ

せきびょう

かなきびょ

かちどら
かゆみど



夕行

へとたに

にこれた

ザ行

しつざい

こぬいざ

サ行

これさい

つにせき

ジャ行

ふくじゃり

みえろじゃ

シャ行

ろくしゃ

よんしゃく

ガ行
きいんが

くめがし

ギャ行

ぽつりぎゃ

あきぎゃせ

ミクモティ　　　ミロネトゥ

ロミディホ　　　ニモトウエ

いずはつ

きしろず

ほしこみ　　　　よもすり

ころんし　　　　みすのも

みじはろ　　　　くもじゅく

ろせきじ　　　みそくじゅ

きゅうしゅ

きんしゅく

せろぎん　　　せいぐん
ろうけぎ　　　みはりぐ

ろくぎゅう

しめいざゅ

<リスト2>長音、促音、擬音のミニマルセット

促音-長音一癖音
いっかい

いっき

いっく

おっけ
いっこ

あっさい

いっしき

えっすい

うっせき

いっそく

い-かい　　　　いんかい

い-き　　　　　いんき

い-く　　　　　いんく

お-け　　　　　おんけ

い-こ　　　　　　いんこ

あーさい　　　　あんさい

い-しき　　　　いんしき

えーすい　　　　えんすい

うーせき　　　　うんせき

い-そく　　　　いんそく

蝣蝣o

るぬてめ

にたほて

それぜい

まいんぜ

つうけせ

あいせろ

もろいじぇ

くじえする

いくしぇ

えりしえみ

つもくげ

ろくげき

みねそと

えぬとす

ひょうぞう

みくちぞ

ふみそれ

とおきそ

ろへんじょ

みんじょう

おくしょ

ろくしょく

さきごい

ろすみご

そんぎょう

みさねぎょ



いったい

いっち
ォEサDB

いってけ

いっとく

いっしょく

いっぱい

いっぴき

いっぷく

いっぺり

・　　　　蝣>一　蝣

い-ち

い一つい

い-てけ

い-とく

い-しょく

1-　サi * '

い-ぴき

い-ぷく

い-ぺり

いんたい

いんち

いんつい

いんてけ

いんとく

いんしょく

いんばい

いんぴき

いんぷく

いんぺり

<リスト3>擬音のバリエーション

J'.'.-ll

けろんば

しんたり

りさんか

ほんしき

ほんあく

はんやく

けろんぼ　　　　けろんま
しんだり　　　　しんなり

りさんが( 「が」の子音を破裂音、鼻音、摩擦音で発音)
かんじき　　　　みんさつ　　　　ぜんざい

かんいつ　　　　こんうき　　　　えんえき　　　　ばんおけ

<りすと4>長音のバリエーション

長音

あーせき　　　　い-きみ　　　　うーのて　　　　えーぞく　　　　お-だま

さ-まく　　　　き-ぬく　　　　ぐ-のね　　　　しょ-こり　　　もーどく

もろさ-　　　　しみり-　　　　かなぶ-みのこ-ざまく-
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2.プログラミングの概要

HearingCheckerのインターフェイス

図B-1

図B- 1が、 HearingCheckerのタイトル画面である。この画面の任意の場所をクリックす

ると図B-2へと進むO

ミg　.,

賢粥
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図B12がどのモードでTestを起動するか、もしくは編集モードに入るかを選択する画

面である。①～③のイメージをクリックすると言語モードを選択してTestに入ることができ、

図B-3へと進むo ④をクリックすると編集モードに入ることができ、図に進むOなお、 Test

に入る前には名前を入力しなければならず、編集画面に入るにはパスワードを入力しなけれ

ばならない。

Testiを始めます,どこかクリックしてください

図B-3

図B-3は、言語モードを選択してTestにもまいった直後の画面である、この画面のどこ

かをクリックすると、 Testに入り、図B-4の画面に進むo

Test!

Playを押して雷を毘<わん
(日本語)

日本語の間鼻

②ノ濃

図B14

図B-4はTestの画面である、①の1T¥1"playと書かれたイメージをクリックすると音声が
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再生される、再生するとイメージが一秒間ほど光り、その後グレーになるグレーになってい

るときは音声を再生することができない。 ②をクリックすると問題のヒントを見ることがで

きる。音声を再生すると図B-5の画面になる。

Test I 日本語の問題

これがただしいのかな
? (G本盛)

着

た'¥tft V

'jltW

図B-5

図B-5は、音声を再生した後の画面であるO音声に応じて①～③のイメージから正し

いと思われる答えを選択しなければならない。もし、ここで次の間題が存在すれば、図B-

4に戻る8問題が最後に達したとき、 Testl、 Tesi2であれば、後続のTesiが存在すれば、

図B-3に戻るoすべての問題が終了しているならば画面は図B-6となるO

嘩績
OX bOS 1 OO%

ra正真1

問題　　　　Question is nothing!

問題　　　　Question is nothing!

100*　　　間中

0弘　　　0間中

0*　　　on中

総合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100*

図B-6
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図B-6は、問題が終了した後、結果を表示する画面である。このときログファイルに

も成績を記載する。中央のグラフにグラフで成績が表示される。右下のReturunと書かれて

いるイメージをクリックすると、タイトル画面の図B-1へと戻ることになる。

問誠二のリストファイルを入力してくだ孔l

B本蛮
r="ss二亡T、問呈j文き入、Tlして下さい

英語　~ii占b三ita

軸国語NoD言tTi

問星萱三の問呈白文を入J]して下乱1

2　3

匝壷∃ _A.塑_A
問題-のアド)

巳本語ヒント

Bra竺J J聖二
西軍bd璽mwsi困日嗣um由鰯ァ31

B型L工C le.敷.j
問題三のアド」 t'イス文を入力して下乱1

E]寸慧NcOaia　　　　　　…　　　‥~th~ん~~ー'~… ^ん~　　師LiこIa"　‥

英語　Nof'an　′- ~レ′r'ル　ーー′、′t一山′t-′……-…、"~`~　~~~"~　…~~つ~hJtxalaか~r"'、、…　一一4~-′-'　山~h"‥r w一、　　′ p^~′′…

:主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、・l

図B-7

図B- 7は、Testの編集モードに入った画面であるTestは三つまで作ることができるo

(彰～⑤までを使用して、問題の詳細を作成するO ①に問題のリストファイルを入力しなけれ

ばならないが、これには(塾のBrawz..ボタンを使用して、ファイルを読み込む必要があるO

③のClearボタンをクリックすると①の情報を消去することができる。 ④には各国語で問題

文を入力し、 ⑤には各国語で問題のヒントを入力する事ができる。

⑥を使用するとTestをセーブする事ができる、セーブするまでは変更が有効にならないの

で注意が必要である。ここで最低でも①に情報を入力しておかなければTestは作成されない。

⑦をクリックすると問題のリストファイルを編集できる図B-8へと進む。

⑧をクリックすると編集を終了して、図B-2の画面へと戻る、なおこのときにはまだセ

ーブされていないので注意が必要である。
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図B-8

図B-8は問題のリストファイルを編集できる画面である。 ①には現在編集しているフ

ァイル名がフルパスで表示される。リストには2 1間まで登録することができる。 ②には使

用する音声ファイルが入力される、ここにファイル名を入力するには③のBrawz‥ボタンを

使用してファイルを読み込む必要がある。なお、ファイルがHearingChecker本体が格納され

ているフォルダの下にある場合はそれまでのパスは省略される。 ④のClearボタンを使用す

ると、 ②のファイル名の情報を消去できる。

⑤で問題の正誤の情報を決定できる。

⑥のTestボタンを使用すると②に入力した音声ファイルが正常ならばその音声ファイル

を再生することができる。

⑦のSave asボタンをクリックすると、問題のリストファイルを名前を付けて保存するこ

とができる。

⑧のSaveボタンをクリックすると、問題のリストファイルを上書き保存する。なおこのボ

タンは現在編集しているファイルに名前が付いていなければ有効にはならない。

⑨のLoadボタンをクリックすると、既存の問題のリストファイルを読み込むことができる。

⑲のAllCIearボタンをクリックすると、現在入力されている情報がすべて破棄される。

⑪のQuitボタンをクリックするとリストファイルの編集を終了して、図B-7へと戻る。
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HearingCheckerのソースコード

資料2 : HearingCheckerがHearingCheckerのソースコードである、

①の標準モジュールでは、アプリケーションで使うグローバル変数を宣言しているoまた

Dirve関数は、カレントディレクトリをアプリケーションのパスに変更する関数である、こ

の関数は引数をとらず、戻り値も返さない。

上の図はfrmTopのオブジェクトの配置図である。

②のfrmTopはタイトル画面であり、不可視なものをのぞくすべてのオブジェクトには

Clickイベントで次のhmSeleclを呼び出すようにしてある。また中央にでる　ClickPlease!"

という文字列はTimerlのイベントにより、点滅を制御してある0
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bmtel

上の図はfrmSelectのオブジェクトの配置図である。

③frmSelec!は、テストを起動するときの言語オプション、または編集モードで起動、を

選択することができる、主要なイベントはimgJapanese、 imgEnglish、 inigKorea、 imgEditの

Clickイベントである。

ImgJapanese、 imgEnglish、 imgKoreaのClickイベントがおこると、名前を登録させるイ

ンプットボックスが呼び出される、もし、ここで名前を登録しなければイベントを終了するO

名前が登録されれば、そのときの年月日とともに最後にログファイルに記録するためのグロ

ーバル変数gstrNameに格納されるoその後、 imgJapaneseであれば1が、 imgEnglishであれ

ば2が、 imgKoreaであれば3がグローバル変数のgbytGengoに格納される。

ImgEdi　を選択するとfrmPreferenceを呼び出され問題の編集画面に入れるが、その前に

パスワードを要求するインプットボックスが呼び出される、当然このパスワードが正しくな

ければ、編集画面に入ることはできないQ

ちなみに左右の飾りはラベルコントロールである、また、ボタンに使用しているイメージ

コントロールのクリック域を制限するためにもラベルコントロールを使用している。
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上の図は、 hmPreferenceのオブジェクトの配置図である。

④frmPreferenceでは、問題のテーマ及びヒント、どの問題のリストを使用するかを編集

できるO主要なイベントはFormのActivateイベント、cidBrawzl,2,3、cmdClearl,2,3、cmdSave、

cmdEdit、 cmdQuitの各Clickイベントである。

FormのActivateイベントが起こると、 edit,iniファイルから、情報が読み込まれて、各

テキストボックスに格納される　edit,iniファイルが存在しない場合はこのイベントは行わ

れない。

cmdBrawzl,2,3がクリックされると、cut関数が呼び出される。この関数は引数をとらない。

この関数はcdbFileを使用してファイルダイアログボックスを呼び出す。さらに、ファイル

ダイアログボックスに入力された値を、アプリケーションのパスの文字列数で左から切った

値をモジュール変数のmstrPartに、アプリケーションのパスを省略した値をmstrFileに格

納し、関数を閉じる。さらにmstrFileとアプリケーションのパスを比較して、同じならば

mstrFileを、異なればパスを省略しないファイル名をIbl1,2,3に格納する。ちなみにここ
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で格納されるファイルの拡張子はflsであるo

cmdClearl,2,3のClickイベントでは、 1bll,2,3の値が消去される。

cmdSaveのClickイベントが起こると、現在の各テキストボックスの値をed五iniに格納

する。もし空白のデータがあれば、その値は'Nodata"という文字列に置き換えられる。

cmdQuitのClickイベントが発生すると、frmSeleciを呼び出し、frmPreferenceを閉じる。

cmdEdHがクリックされるとfrmEditを呼び出し、 frmSeleciを閉じる。

lblNol

軒叫ぶ　　"uW

cdbSave

「d"`Brawzj
clearj

一

言

True or False?

True r False

True or F<ヨIseウ

<> True <、 False 丁est

Tん蝣e or Falseワ

・T True r Fa Test

!・　Tn岬　蝣False

cdbLoad

cmdQuit

cmdBrawz i

cmdSave.as

上の図はfrmEditのオブジェクトの配置図である。

⑤frmEditでは、問題のリストを編集できる。問題は2 1間まで登録することができる。

主なイベントはcmdBrawzl-21、cmdClearl-21、cmdTestl-21、cmdSave、cmdSave As、cmdLoad、

cmdQuitのClickイベントである。

cmdLoadのClickイベントで、編集するファイルを読み込むことができる、利用するファ

イルはflsの拡張子を持ったファイルであるoここで読み込まれたファイル名が一番上に位
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置する　blFileに格納され、さらにファイルの内容が一行ずつ読み込まれ、 11サ11-21にファ

イル名が、 fral-21までのフレーム内にあるオプションボタンに正誤の情報が格納されるo

cmdSave AsのClickイベントでは、ファイルを保存ダイアログを呼び出し、ファイルを新

規に作成して、 It>11-21のファイル名とfral-21.までの正誤情報を記録する、なお、情報

がない場合には'Nodata"が格納される。

CmdSaveのClickイベントは基本的にcmdSave Asと同様の働きを持つが、これはcmdLoad

でファイルを読み込むか、 cmdSave Asで一度ファイルを新規作成してからでないと有効には

ならない。

cmdClearのClickイベントではすべての情報が破棄されるo

cmdBrawzl-21のClickイベントではIbl1-21にファイル名を格納させるイベントが起こ

る、このイベントは　frmPreference　の　cmdBrawz　と全く同じ働きであるから省略する。

CmdClearl-21は1bl1-21の内容を消去するはたらき　CmdTestl-21はIbl1-21に格納さ

れたファイルが存在すればそのファイルを再生する事ができる。ちなみにWavファイルの再

生にはすべてを通してmmcコントロールを利用している。

cmdQuitのClickイベントではfnPreferenceを呼び出し、 frmEditを閉じている。
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iblMondai
mmcwave

Testiを始めます、どこかケノックしてください

bISetumei

mcTrue

扇紅mmcFalse

m触cunknown

tmrCmd

tmrtnd

tmrP】ay

上の図はfrmTest:のオブジェクトの配置図であるO

⑥frraTestl,2,3では、作成した問題を実際に出題することができる。

主要なイベントはFormのActivateイベントと、 imgPlay、 imgTrue、 imgFalse、 imgUnknown、

ImgHintのClickイベントである。

FormのActivateイベントでは、まずedit言niファイルを開いて、テスト全体で使用する

ファイル名を格納する。このファイルがどれも存在しない、またはファイルに問題が格納さ

れていなければ、問題が作成されていませんと警告をだし、 frmPreferenceの画面に戻され

ることになるo存在すればそのファイルから、問題に使用する音声ファイル、正誤の情報、

及びヒントをそれぞれローカル変数のstrFilel-21、 blnSeikail-21、 strAdLに格納してい

くo　ヒントはimgHintのClickイベントで、メッセージボックスの形式で呼び出される。

imgPlayのClickイベントで、問題に対応する音声を再生する、このときtmrCmdのイベント

も発動し、アニメーションを開始する。

ImgTrue、 imgFalse、 imgUnknownのClickイベントで、問題の正誤を判定する。このとき、
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問題の正誤にあわせてそれぞれ警告音を鳴らすようになっている。また最後にログファイル

に記録するためここで「どれを選択したか」 「正解したかどうか」の情報をグローバル変数

であるgstrSeikaiおよびgbytSeikaiに格納する0

このイベントで、もし問題が最後まで達していたら次のテストへと進む、これがfrmTest3

の場合であればfrmHyoukaに進む。

ibiO Ib汀itie lbM OO

shpQI

IblQI

!biQ2

shpQ2

lblQ3

shpQ3

IblQ

shpQ

IblNaiT

IblTensu i

lbIMondaM

iblTensu2

iblMondai2

ibiTensu3

iblMondai3

IbiTensu

上の図はfrmHyoukaのオブジェクトの配置図であるO

⑦frmHyoukaでは、問題の成績を表示する。成績は、正解のパーセンテージと、グラフで

表示している。主要なイベントはFormのActivateイベントとimgReturnのClickイベント

である。

FormのActivateイベントでは成績を計算し、グラフの長さを決定している。もし問題が

存在していなければ、グラフは表示されずに"Question is Nothing"という文字列が表示され

る。また、このときログファイルに成績を記録している、記録する内容はfrmSelectで格納

されたgstrNameの値とfrmTesi　　で格納されたgbytSeikaiとgstrSeikaiである、このロ
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グファイルの記録にはリストコントロールのistlを利用している、このコントロールは不

可視に設定されていて、実行時にユーザーの目に触れることはない。ログファイルの記録時

にはこのリストボックスにログファイルの内容が格納され、新規に成績をリストボックスに

加えてからふたたびログファイルに記録するという具合である。

IragRetrunのClickイベントが起こると、グローバル変数をすべて初期化して、タイトル

画面のfrmTopに戻る。

・使用するファイルの形式について

基本的に全てテキストファイルを使用している。

直立HIiE案■■
フ減じく臼　編集⑬　走

上の図はHearingCheckerで問題の詳細を保存している設定ファイルの内容である。 1行に

1つのデータを格納している。 1行目がTestlで使用する問題のリストファイルのパス、 2行

目から4行目が問題の題名を格納、 5行目から7行目が問題のヒントを格納している。以下

Test2及び、 Test3で使用するデータをTestlと同じように格納している0

^(Dt"S

waveVlⅥ泊hatuni JSV

1

waveVI Vba i usu.WAV

1

wave*1.ねi nron,WAY
1

wave・H lW sero. WA〉
1

サave・1 1 1Ymi eroJ ya. BAV

】

wave・1 I l・moro i j yeA岨V

1

wave・11 Ytokiso.別AY

1

wave・l l lVtun i sesa.削AV

1

waveYH IVfukujyar i. WAV
蝣

上の図は問題のリストファイルを格納したファイルの内容である。奇数行に使用する音声

ファイルを偶数行に正誤の情報を格納している。
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上の図はテスト結果を記録したログファイルの内容である。実質的なデータは二行目か

ら始まっており、左から、ログのインデックス、被験者のテスト結果(0がわからなかった、

1が正解、 2が不正解) 、名前、年月日、起動したモードの種類を記録しているo

C. 「ヒヤリングマスター:練習ソフト」の開発

1.理論的背景とソフトの構成

HearingMaster (以下、 HM)は音節レベルから、語、句、文レベルまでの長さの音声連

続を聴覚刺激として提示し、学習者はそれを聞き取ってローマ字で解答していくというアプ

リケーションソフトであり、訓練、テストそれぞれのモジュールを備えているO

このアプリケーションの基本的な考え方も、訓練に関しては、学習者が行う音韻論的な弁

別に対して適切なフィードバックを与えることで、学習者のE]本語音韻体系をよりネイティ

ブに近づけていこうというものである。

HMによるフィードバックを含めた、聴覚刺激から解答までの間の学習者の神経心理

学的な機序はほぼ以下に示した図のようであろうと思われる。

<Clnput-Outputプロセス>

まずHMによって与えられた聴覚刺激は、おそらく音声そのものとしてではなく、学

習者の中間言語的音韻体系ないしは母語の音韻体系を使って記憶の単位となる音素へと

変換され、その変換された音素は音節ないしモーラごとにまとまり、短期記憶の中に一

時的に保存される。この短期記憶への保存の前後、学習者には短期記憶に保存される音

素列に対応する音声の発音を行ったり、その発音をしているかのように口を動かす姿が

観察されることが多い。これは短期記憶への保存の前であれば短期記憶装置への音素列

の定着の促進、保存後であれば短期記憶に保存された音素列から音声への変換ないしは

長期記憶への定着を促す行動と見なせるが、このような行動は健常な子供が言語習得の

際によく見せるリハーサル(rehearsal)と非常に似ている.次に、そのリハーサルを維

持しつつ、音素ないし音声からローマ字への変換が行われる.特にローマ字のキーアサ

インメントを覚えていない学生は、その次に目的のキーの位置を探し、そして最初のイ

ンプット(Input)がキーを押すという手の運動へと変換されるo短期記憶からこの手の
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運動までのプロセスは短期記憶内に保存されている音素的記憶のストックが無くなるま

で繰り返され、それが無くなるとまたインプットの段階からのプロセスが始まる。

<Feedbackプロセス>

(1)日本語IMによって変換されたひらがな列が与えられた聴覚刺激と同じであれ

ば、 HMにより正解であることが示され、学習者は満足感を得ることができ、学習者が

それまで行った一連の処理が強化され、より妥当な中間言語的音韻体系が形成されるO

(2)モニター上のひらがな列がインプットと異なるという反応がHMにより与えら

れた場合、学習者はその原因を考え、原因が、自分の中間言語的音韻体系の問題による

入力ミスである場合はその問題点が修正される。そして、その修正が妥当なものであれ

ば(1)のプロセスによって正反応が強化され、学習者の中間言語的音韻体系はより妥当

な中間言語的音韻体系へと発達する。

中間言語的音韻体系のうち妥当な部分がどんどん弓削ヒされる一方、妥当でない部分は

削られていくというこのフィードバックによって学習者の音韻論的能力は向上していく

と考えられるoまた、 Input-Outputプロセスの中に観察されるリハーサルによって、

子供が調音運動を獲得していくように学習者が自分の音声学的能力をも向上させること

が期待される。

日本語入力のプロセス

Input-Outputプロセス

Input--　　　　　音声連続

t

形態意味論的処理(分節の決定)

音声への変換・調音運動(rehearsal? )

1

音素(中間言語的音韻体系)への変換　調音運動(rehearsal)

音節(モーラ)単位での音素的記憶　　　(短期記憶)

音声への変換

ローマ字への変換

キーの位置の目視(searching)

Output--一　手の運動(キーを押す)
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Feedbackプロセス

Outputで得られた解答が

(1)　正解

J

達成感

上

より妥当な中間言語的音韻体系、

音声と正しい音素列とのリンクの

強化(reinforcement)

(2)　　　違う

J

原因の究明

1

(中間言語的音韻体系等の)修正

上.

(Input-Outputプロセスのやり直し)

正反応

1

(1)へ

HMを使う際、ローマ字を用いるのは、日本ではローマ字による入力が一般的であること、

ひらがな入力を行う場合に覚えなければならないキーアサインメントよりもローマ字入力で

用いるキーアサインメントの方が数が少なく、入力方法の習熟に時間がかからないと思われ

たことなどの理由もあるが、最も大きな理由はローマ字での入力が音韻論的な訓練になると

考えられるためである。しかし、 HMに音韻論的教育効果を期待するには、正書法としてい

わゆる「ヘボン式」ではなく、次のような、より日本語の音韻体系を適切に反映した「訓令

式」を用いる必要がある。 HMではヘボン式のローマ字入力でもひらがなに変換するように

なってはいるが、事前にこの表を用いて、この入力方法を教え込んでおかねばHMの訓練効

果は半減してしまう。

直音

a i u e o

良 g　か　　き　　く　　け　　こ

s z　さ　　　し　　す　　せ　　そ

t d　た　　ち　　っ　　て　　と

n　　　な　　　に　　　ぬ　　ね　　の

h b　は　　ひ　　ふ　　へ　　ほ

p　　　ぱ　　ぴ　　ぷ　　ぺ　ぽ

m　　　ま　　み　　む　　め　　も

y　　　や　　　　　ゆ　　　　　よ

r　　　　ら　　　り　　　る　　れ　　ろ

W　　　わ　　　　　　　　　　　　　を

ts

th dh

tw dw

ツア

フア

Ⅴ　ヴァ

nn m

ツイ

ティ　　テユ

トウ

フイ　　フ

ヴィ　ヴ

ツェ　ツオ

+y a

きゃ

しゃ

ちゃ

にや

ひや

ぴゃ

みや

劫音

u

きゆ

しゅ

ちゅ

にゆ

ひゆ

ぴゅ

みゆ

りゅ

e       0

(きぇ)　きょ

しぇ　　　しょ

ちえ　　　ちょ

(にえ)　にょ

ひえ　　　ひょ

(ぴぇ)　ぴょ

(みえ)　みょ

(りえ)　りょ

フェ　フオ　　　　　フユ　　　　　　　　　　　　　　フヨ

ヴェ　ヴォ　　　　ヴユ　　　　　　　　　　　　ヴヨ

CC (n以外の子音連続)促音　　　　　一長音記号
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ローマ字による入力が音韻論的な訓練になる理由は、韓国語話者の場合を例にとると次の

ように説明できる。

日本語には濁音と清音の区別があり、一方韓国語の場合には平音と激音との対立があるD

これらの区別は音韻論的にそれぞれ有声音と無声音、無気音と有気音の対立として捉えられ

る。これらの違いは日本語内、韓国語内においては明確に区別されるが、音声学的に見ると

互いに重なる部分があり、日本語の清音の中には有気音と無気音が含まれ、韓国語の平音の

中には有声音と無声音が含まれる。しかし、日本人から見れば、韓国人が日本語を喋る中で

激音を使えば、それは常に清音に聞こえ、平音を使えば語頭以外では濁音に聞こえるので、

中級ぐらいまでの日本語学習者が濁音と清音との対立を近似的に無気音と有気音の対立のよ

うに捉えることには問題が無い、というより、むしろこのように母語の音韻体系を利用し、

学習者がより妥当な中間言語的音韻体系を形成するような方向で指導を行うべきである。さ

らに、韓国においては日本語教育よりも英語教育の方がより低年齢から行われている。最近

では小学校においても英語教育が始まり、幼児教育としての英語教育も以前から盛んである。

このような状況の中でアルファベットの中の有声音と無声音との対立の捉え方は日本語の清

音と濁音の対立の捉え方よりもこなれていると考えられる。それを利用するという意味でも

ローマ字入力を行うことは意義があると考えられる。

ところが、ヘボン式は、英語圏の人々がその表記を見て発音した場合、より日本語の発

音に近い発音になるように工夫されており、韓国語を母語とする人々が日本語の清音と濁音

との対応関係、さらには直音と勧音との対応関係を理解するのには向かない部分が含まれて

いるo例えば、 「Lや」と「じゃ」は清音と濁音の関係にあるのに、前者はsha、後者はja

とその関係をこのような表記から把握するのは難しいが、それぞれsya、 zyaと表記すれば

これらが有声音と無声音の関係にあり、さらに「さ」 、 「ざ」との関連まで直観的に捉える

ことが可能になる。上で示した訓令式のヘボン式と違う部分はこのような観点から工夫され

たものである。

また、韓国語には平音と激音と並んで濃音と呼ばれる音類があるO音声学的には違いが

あるものの、この音は日本人には促音のように聞こえる場合が多いので日本語の促音を濃音

で置き換えてもそれほど問題はない0 -方この濃音はハングルでも平音の文字二つの組み合

わせ、ローマ字表記の場合でも重子音として表記される。これは日本語の促音のローマ字表

記と同じなので日本語のローマ字入力の練習をすることは日本語の促音を濃音として中間言

語的音韻体系の中に取り込むのにも役立つと考えられる。
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また、日本語においては促音の場合以外でも音の長さが語の弁別にとても大きな役割を

果たす。かつては韓国語においても音の長さは弁別的に機能していたらしいが、現在では音

の長短からはそのような機能は失われてしまっている。そのため、韓国大学習者にとっては、

日本語の場合に限らず音の長短を区別することが非常に難しいようである。特に長母音と短

母音の弁別能力を身に付けさせることは韓国大学習者に対する日本語音声教育の中で最も重

要な課題として位置づけられると言っても過言ではない。

ローマ字には母音を表す字母が基本的には5つしかなく、 5母音体系の言語を表記するよ

うに作られている。現代日本語も基本的には5母音体系で、それぞれの母音は音が長いか短

いかによっても区別される.ローマ字表記で長母音の場合に母音の上に印をつけることがあ

るのはそのためである。しかし、日本語正書法のかな表記の場合にはそのような方法が使え

ないため、長母音は母音字母を組み合わせることによって示される。一方、韓国語の母音は

上でも触れたように長さによって区別されることはない。しかし、韓国語では母音の奴が多

いことや、ハングルでも基本的な母音を表わす記号を組み合わせて合成母音と呼ばれる種類

の母音を表記するため、韓国語をローマナイズする場合でもローマ字の5つの母音字母を組

みあわせて使うことが多い.コンピューターのE]本譜入力の際に、ア段、イ段、ウ段の長音、

そしてオ段のうち旧仮名遣いで「は」や「を」で表記されていた長音はaa、 ii、 uu、 ooと入

力しなければならないので、短母音との区別は韓国大学習者にも直観的に理解され、日本語

の入力練習がこれらの各段の長母音と短母音の弁別を彼らの中間言語的音韻体系の中に組み

込む訓練となるが、日本語においてエ段の長母音とオ段の長母音の多くはそれぞれei、 ouと

入力せねばならず、上で触れたような理由から、韓国大学習者にはこれらが二重母音、すな

わち1モーラの短母音であると認識される恐れがあり、その場合、エ段とオ段の長母音と短

母音を弁別する能力を身に付けさせるための訓練にはならない。従って、より学習効果を高

めるためには、最初のうちは実際にある単語を聴覚刺激として用いることを避け、エ段の長

母音とオ段の長母音はee、 00、と入力するようにしておき、しかる後に実際の語を導入して

ei、 ouという表記がエ段の長母音とオ段の長母音を表わすことをコンピューターを使った入

力練習の際学習者に常に意識させておく必要がある。この点だけを注意しておけば長母音と

短母音の弁別能力を中間言語的音韻体系に定着させることができると思われる。
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2.プログラミングの概要

HearingMasterのインターフェイス

図C-1

図C- 1がタイトル画面でもある、 frmModeSeleetのインターフェイスであるo

①②③の各ボタンでどの言語でアプリケーションを起動するのかを選択できる、このボタ

ンをクリックすると図C-2の画面に変わる。

④の問題を編集ボタンをクリックすると図C-3のパスワード認証画面を呼び出す、ここ

で認証されると編集モードでアプリケーションが起動し、図C-5のfrmFileSelectの画面

に変わる。

⑤のQuitボタンをクリックするとアプリケーションを終了する0
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図C-2は言語を選択した後、起動モードを選択する際のfrmModeSelectのインターフェ

イスである。

①②をクリックするとテストおよびプラクティスのいずれのモードで起動するか選択でき

る、選択すると図C-4のfrmFileSelectの画面に変わる。

③のBackボタンをクリックすると画面が図C-1に変わるO

図C-3

図C-3はパスワードの認証画面である。 ①のテキストボックスにパスワードを入れて②

のOKボタンをクリックすると、パスワードを確認し、パスワードが正しければ認証情報を返

し、間違っていればエラーメッセージをだして①のテキストボックスの値を空にする。 ③の

Cancelボタンをクリックしたらパスワードを認証せずにこのフォームを閉じ、図C-1に戻

る。

図C-4はテストモードおよびプラクティスモードで起動したときのfriFileSelectのイ

ンターフェイスであるO　この図ではテストモードで起動してあるが、プラクティスモードで

はテストの文字がプラクティスに変わるだけなので省略している。
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①はタイトルで、ここにどのモードで起動しているかの情報が記述される。

②は問題の一覧を表示するウインドウである、もし問題が一度にウインドウで表示できな

い場合はウインドウの右端にスクロールバーが表示され、スクロールすることにより問題を

すべて表示することができる。 ③は問題を表示するラベルである、これをクリックすると図

C-9のfrmTestの画面に切り替わる。

④はナビゲーションキャラクターの台詞で、アプリケーションの簡単な案内がここに表示

される。

⑤のBackボタンをクリックするとタイトル画面に戻り、 ⑥のQuiボタンをクリックする

とアプリケーションを終了する。

琵訂岬XMmmべく0'岬-附X

億こAp。Il。 13 [可能10問]

2二　Matrix [可能5悶]

3: Leon [不可4問]

:/、一L~~′′′′ノ:　　　　　~~　′"I

l

5: Lupin The third [可音巨1問]

-トー:言:I.‥二　　　　　　　　こ　　く‥ ‥-・　　'**　　4

・監慧盟慧戸)レダ蝣cSBixu蒜蒜憎盲ittings¥崩蒜-n一」S芸i蒔′白岩cu蒜昌nl蒜¥ヨ　蒜蒜諦補訂Wー昔
and Settings軸蝣dministrator州y

BS^^^^^^BE&Is開　　脚包　包-　　思関　空

( p、

産声　芽　　　　　　　　Bask

図C-5

図C- 5は編集モードで起動したときのfrmFileSelectのインターフェイスであるO

①②は図C-4の説明と同一であるO ③は問題を表示するラベルであるが、編集モードにお

いてはそのファイルが使用可能かどうかの情報も加えて表示される。

④⑤⑥は各モードで使用するディレクトリの設定を表示している、この設定は⑦⑧⑨のボ

タンをクリックすると変更できるO　このボタンがクリックされると図C-6のフォルダ変更

のfrmFolderを呼び出す。 ⑩はパスワードを変更するためのボタンで、これをクリックする

と図C- 7のパスワード変更画面であるfrmPassChangeを呼び出すO
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-′‥.^DocumentsandSettings
iAdministrat。r②
一勺MyDocuments
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sawされていミ.フォルダ

:¥Documents and Sett

tocuments¥コピー蝣~~ mmp捕編成　鋪¥Questionl¥Data!

ings*Administrator¥My

主1<一・-;

図C-6はフォルダ変更をするfrmFolderのインターフェイスである。 ④に現在設定され

ているディレクトリが表示されている。ここを変更するには①②のリストボックスを操作し

て変更するo ③のフォルダ作成ボタンをクリックするとフォルダを新規作成でき、フォルダ

は選択されているフォルダの下に作成される。⑤のOKボタンをクリックすると変更を受理し

て終了し、 ⑥のCancelボタンをクリックすると変更を破棄して終了する。 ⑦のClearボタン

をクリックするとフォルダの設定をクリアできるが、このボタンは編集モードのフォルダを

変更する時には必要ないので表示されない。

規fiiv fスワード至大1してく　さい

1　　　　　° 、~‥′~′　　ヽ・・・一、一

竺仙達曇史」一-・・、　一一一　　　　　　　.p　- ・ J　　一一・・・一一,・　　　.　　　　　__-._L

一　　　　　　　一　　　　　　、~J-I 1tll　ヽ　　　　　　　　　ヽ

図C-7

杏

り汀スワードを入力してくだ乱1

卜　　ー~~′~.ー′~~′、′~′V/-.′　‥''、V

確認のためもう一度入力してください

2 ・-

③oK i⑥cancel
・ -　r-　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　-　　　　　　　　　一　　　　　--4一一一T --.--　h.　　ー

図C-8

f

i

...I

図C-7はパスワードの変更画面である、インターフェイスは図C-3と変わらない①のテ

キストボックスにパスワードを入力してOKをクリックする、このとき入力したパスワードが

正しければ図C-8の画面に切り替わるo

図C-8では①のテキストボックスに新しいパスワードを入力し、確認として②のテキス

トボックスに同じ内容を入力する。そして③のOKボタンをクリックしたときに①と②の値が

同値であればパスワードが変更される、④のCancelボタンをクリックするとパスワードを変

更せずに終了する。
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名前を入力して下さし、

曙　「

⑤o賢一

, iH・'"'-1ft?帽章`引Jご潤、盃,{ t ll<11:¢!_fミ'一蝣>]'サ]心し∴tす

閏こ衰_できた音をロー--マ字で入+Jbでくだ親1

それでは名前苛入力して強めて"-ぎこ凄い

'・'II-Mi

図C19はテストモードおよびプラクティスモードで起動したときの画面である、①のタ

イトルに選択した間題名と起動モードが表示される。②に名前を入力し、③のOKボタンをク

リックすることにより名前が登録されるoこのとき名前を入力していなければ、NoNameとし

て登録される。名前が入力されると、図c-10の問題の画面に切り替わる。

COミf'.-fj?蝣!.蝣蝣'蝣''蝣/*蝣?ぎrm　ブ　-,
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'M^SOT

種
2|M.iv　□

答えをローマ字で入力してくだ乱1、下のボックスでひらがなに変換されます
乱　.A._"、、 _"_H、　　　ふ._

4'

5

r・LjY*-押し(~昔tA.日軌, V '、∴一、さい

叫　　　′_・_、u.DベUへ　　　-一一一一---hムー　　-、,I--一、 -、--く、.-・へ.Jニ、.-"--、・・--　　　　　　一　　　　　一.こ　--、・ノー、・ノー、・ノー・--・----・-一一、

図C--10
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図C-ll

図C- 1 0は問題が実行されている画面である、 ①に現在の問題番号が表示される。

②をクリックすると音声が流れるo ②はテストモードだとひとつの問題につき-回しかク

リックできないが、プラクティスモードでは何回でもクリックできる。音声が曲がれている

間、 ②と⑥のボタンは無効となり、となりの●で表示された文字が赤く変わり、音声が再生

されていることを示す。

④のテキストボックスに答えとなるローマ字を入力すると⑤は④の入力を受けて自動的に

ひらがな変換を行うものである。

答えを入力し終わった後、 ⑥のOKボタンをクリックすると答えが正解であれば正解の音が

ながれ、誤答であれば誤答の音が流れる。テストモードであればいずれの場合も次の間題に

進むが、プラクティスモードの場合は図C-1 1のように「答えを表示」ボタンが表示され

る。このボタンをクリックすると、問題の答えが④のテキストボックスに入力される。プラ

クティスモードでは正解の値を入力するまでは次の間題に進むことはできない。もしここで

問題の終わりに達したら結果を表示する図C- 1 2に画面が切り替わる。

b.「-
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図C-12

図C- 1 2はテストおよびプラクティスのの結果を表示する画面である、ここでは問題数

および言E解した問題数と、正解確率が表示される、また、テストモードの時にはユーザー

の正誤状況を記したログファイルも記録される、このファイルは使用したフォルダに「[問題

のIndex].log」ファイルとして保存されている。

このフォームのいずこかをクリックすると図C-1のタイトル画面へと切り替わる。

ちなみにこのフォームに切り替わったとき音が鳴り止むまではクリックしても何も起こら

ない、これはこのフォームがいきなりクローズされるのを防止するためであるO

堅工RfcKj^^^^^^^BBraS^^^^Sユ　　岳
Mil i甲i"V."t一十し蒜　、 W?K~寸　　　. .. t~　~

喜軸蜘蛸壷
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蒜
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(5)

rh蝣'-一-　蝣蝣　蝣蝣　蝣　6

図C-13

図C-1 3は問題の一覧を表示するfrmListのインターフェイスであるO ⑤のりストポッ
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クスに問題の一覧が表示される。 ①のNewボタンをクリックすると問題を新規登録でき、 ②

のView/Editボタンをクリックすると選択した問題を編集できる。 ①②とも図C-14の

frmEditを呼び出してそこで問題を登録・編集する。

③のChangeボタンで選択した問題の順番を変更することができ、 ④のDeleteボタンで選

択した問題を削除することができる。

ちなみに②③④の各ボタンはリストボックスの中の問題を選択するまでは有効にはならな

い。

また⑤をダブルクリックまたは右クリックすることにより、 ①②③④の機能を持ったポッ

プアップメニューを表示することができる。

⑥のテキストボックスにはこの間題のテ一々を入力することができ,、. ⑦のオプションボタ

ンでこのデータファイルの使用の可否が決定できる。

⑧のQuitボタンをクリックすると編集を終了して図C-5の画面に戻る。このとき変更を

保存するか尋ねてくるメッセージボックスが表示されるが、ここでOkを選択しない限りはこ

こでの変更は有効にはならない。

使用するサウンドコァイル:

問題の碩要などを入力L.てくだ乱1

汚、Fu.ジクスか現ている
喜

橋脚aV
l~　　i:,.2>

Play簡　Rec。rd⑨

答えをローマ字で記入してくだ乱し下のボックスでひろbliなに変換されます

^‥-,>h> *…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝣g

lる

トc*-9　　　　Ki:

図C-14

図C- 1 4は問題を登録・編集できるfrmEditのインターフェイスであるo

①に使用するサウンドファイルが表示される、ここを変更するには②のBrawz‥ボタンを

使用する必要がある。このボタンをクリックするとファイルを開くダイアログボックスが表

示され、ここでファイルを選択すると①にファイルが登録される。登録した音声は③のPlay

ボタンで再生することができる。④のRecordボタンを使用すると音声を新規に作成できる図

C-1 5のfrmRecを呼び出す。

⑤のテキストボックスに問題の概要などを入力し、 ⑥のテキストボックスに問題の答えと

なるローマ字を入力する。 ⑥のテキストボックスは⑦と連動しており、 ⑥にローマ字が入

--- (if) --



力されると連動して⑦にそれに対応したひらがなが入力される。⑧のAllClearボタンをク

リックすると、 ⑥と⑦の情報がクリアされる。

⑨のRegistボタンをクリックすとこの問題を登録し、 ⑩のCancelボタンをクリックす

ると何もしないでこのフォームを閉じる。

..㍗
重

i
j
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ま
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i
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芽
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図C-15

図C- 1 5は新規に音声を作成できるfrmRecのインターフェイスであるO

①のRecordボタンをクリックすると録音が開始される、このとき⑤が赤く表示され、

録音中であることを示す。録音は②のStopボタンで止めることができるが、 20秒経過

すると自動的にストップする、これは録音のとめ忘れを防止するためである。

③のReplayボタンをクリックすると録音した音声を再生することができる。

④のSaveボタンをクリックすると、録音した音声を名前を付けて保存することができ

る。

⑥のQuitボタンをクリックするとこのフォームを閉じるが、録音した音が保存されてい

ないと、保存するかどうかのメッセージをだす。このメッセージを処理すると、このフォー

ムを閉じて、図C-14の画面に戻るo

HearingMasterのソースコード

資料2 :HearingMaster　標準モジュールが、標準モジュールのソースコードである。 (-

1.蝣;i]宜1

①は定数と変数の宣言であるが、モードの種類などがかなり多くなったため、モードの種

類に分け、列挙型で定数宣言してある。グローバル変数にしても、まとめられるものは種類

ごとに構造体を作成してまとめて宣言した。

定数SOUND INIFILE CONTENTSはこのアプリケーションで利用するSound, iniの内容を全て
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記述してある、ユーザーが誤って削除したなどの予期せぬエラーが発生した場合はこれを利

用して自動的にSound,iniを作成できるようにしてある。

②のGetlniValueは初期化ファイルから求められた値を対応するキーから取り出してくる

関数である、引数には「利用する初期化ファイルの名前」 「セクション名」 「キー」をとる。

Win32APIにはGetPrivateProfileStringという関数も用意されているが、ここではAPIを使

わない方法にした。なお、これは日経ソフトウェア8月号に掲載されていたコードを参考に

している。

③のPutIniValueについても同様である、やはりWin32APIにPutPrivateProfileStringと

いう関数が用意されているが、こちらも同様の形式を使用した。中身はというと初期化ファ

イルの書式を利用したものである。初期化ファイルは一般的に「[]」で囲まれる「セクショ

ン」という部分と「-」記号によって値を右辺にとる「キー」という部分からなっている。こ

の「[]」と「-」記号、および改行コードを検索することにより、値の位置を特定して切り

出して返すのがGetlniValue関数であり、特定された値の範囲のみを指定の値に置き換える

関数がPutIniValue関数である　GetlniVaiueの戻り値は成功すれば初期化ファイルから読

み込んだ値、失敗すればEmptyを返す　PutIniValueは成功すれば1を、失敗すれば2を返

すように作成した。

④と⑤のStringDeCode関数とStringEnCode関数はデータファイルの暗号化を行う関数で

ある　StringEnCode関数はデータを暗号化した上で保存し、 StringDeCode関数はその暗号化

されたファイルを解読して読み込む関数である。

④のStringEnCode関数は引数に「保存するファイル名」と「暗号化したい文字列」をとるO

文字列長が0でなければ暗号化を開始するO暗号化はこ文字ずつ行うので、暗号化した後の

文字列を保存しておく変数が必要になる。メモリを少しずつ確保していくのはコンピュータ

ーにとって負担がかかるので、先にメモリを確保しておく。暗号化は文字列を数値化して擬

似的にバイトに変換して行うだけなので、文字列型として確保する。確保するメモリの量は・

バイト* 2である。しかしVBでは文字列をUnicodeとして扱うので、正確な文字列のバイト

数を調査することができない。よって、メモリの量は文字列* 2から文字列*4までの範囲

となるので、最大量である文字列* 4だけメモリを文字列型の変数として確保しておく。確

保するときに便宜的に埋めておく文字はスペースを使う、こうすると余剰の分は簡単に切り

落とすことができるからである。

暗号化は一文字ずつアスキー値に直した文字列を16進数に変換して、 -バイト文字の場合
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は2桁、二バイト文字の場合は4桁に変換する(アスキー値の値が少ない場合は奇数桁になる

のでその場合はHex2関数およびHex8関数を使用して偶数桁に変換する)2桁の場合はそのま

ま桁転換をおこない0 4桁の場合は上下で2桁に分離してから桁を転換して再結合する。こ

れらの数値をあらかじめ用意した変数にMidi関数を使用して置き換えていく。

暗弓イヒが終了した後、変数の余ったスペースはRTrim関数により切り落とされる。この暗

号化された文字列は、二文字ずつバイト型に変換され、最後にバイナリモードで一気にファ

イルに保存される。戻り値はboolean値で成功すればTrue、失敗すればFalseを返す。

⑤のStringDeCode関数はStringEnCode関数の逆の働きを行う。この関数はString型の変

数を一つとる、これは「開きたいファイル名」である。ファイルが存在すればファイルから

データを取り出して解読を開始する。動的配列で宣言したバイト型の変数をファイルのサイ

ズ-1で再宣言してバイナリモードで読み込まれ、ファイルの内容がバイト型の変数に1バイ

トごとに取り込まれる。さらに各バイトを16進数に変換して用意した文字列に置き換えてい

く。この文字列はStringEnCode関数の時と同様にして確保しておく。ただし今回は正確なバ

イト数が把握できているので、確保するメモリ量はバイト*2である。埋めておく文字列は

1バイトなら何でも良い。戻り値には成功すれば解読できた文字列、失敗すればEmptyを返

す。

この置き換えた文字列を二文字ずつ取り出して桁変換して再び置き換える。この置き換え

た文字列を再びバイトに変換した後にstrConv関数を使用してUnicodeに変換してから戻り

値として渡して関数を閉じる。

⑥のChangeHIRAGANA関数は入力されたローマ字の文字列をひらがなに変換して返す関数

であるO引数としてString型の変数を一つとる、これは「変換したい文字列」であるo　この

アプリケーションでは、テキストボックスのChangeイベントごとに発生させるようにしてあ

る。つまりテキストボックスに文字列が入力されると即座にひらがな変換を行って返すこと

によりリアルタイムな変換を実現しているのである。

この構造をおおまかに説明するならば文字列を1文字ずつ調査し、全ての文字を調査し終

わったならばループを抜けるという構造である。よって、条件漏れがあれば無限ループがで

きてしまうので注意が必要である。

このChangeHIRAGANA関数は、 ⑦⑧⑨⑲のCaseO、 Casel、 Case2、 ChangeCharacter関数で

1セットである。ひとつにまとめるには非常に巨大であるのでこのように分割することにし

た　CaseOは引数にString型の変数4つとInteger型の変数を2つとる、左から「変換した
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い文字列」 「変換中の文字列」 「変換のエントリ文字」 「変換の一つ前のエントリ文字」 「現

在変換されている文字列の位置」 「現在のエントリの数」である　Casel,Case2にはこれに

String型の変数「変換の二つ前のエントリ文字」が加わることになる　CahngeCharacterは

String型の変数を一つとり、それは「変換したい文字」をであるO

ひらがなに変換されるローマ字は1文字から成るもの(母音) 2文字から成るもの(子音

+母音など) 3文字から成るもの(kya,kyu,kyoなど)がある。それぞれの入力の候補となる

文字をここでは1文字目エントリ文字(母音) 、 2文字目エントリ文字(子音) 、 2文字目エ

ントリ文字と次の入力で決定される3文字目エントリ文字(ky.shなど)と呼称している。

いずれにしても、変換を確定するのはほぼ母音である。

この関数はまず引数の文字列長を調査し、ループを抜ける条件を設定する。そして、

字列の調査位置を初期化しループに突入する。このループはSelect Case文により調査する

エントリ文字によって分けられており、最初に1文字目エントリ文字を調査するcaseOに入

る、ここで変換が確定すれば調査文字列位置をl文字増やして再びループに入り、 2文字目

エントリ文字がトラップされれば調査文字列位置を1文字増やしてCaselへ、さらにCasel

で変換が確定すれば調査文字列位置を.2文字増やして再びループに入り、 3文字目エントリ

文字がトラップされれば調査文字列位置を2文字増やしてCase2へすすむ　Case2では変換

が確定してもしなくても調査文字列位置を3文字増やして再びループへ入ることになる。

ところで変換するときにはやはり例外的なものも少なからず存在する。子音を連続的に入力

して変換される「っ」や「ん」 、それと「X, 1」によって変換されるときである。 「ん」を

入力するときは「n」を使用する。 「n」は後に母音がくればナ行に変換されるが、それ以外

の文字がくれば「ん」に変換される。この時、 2文字目に再び「n」がくれば2文字使用して

「ん」と変換される。しかしその他不特定の文字がくると「n」は一文字のみ使用して「ん」

と変換され、 2文字目は変換が未確定である。 2文字目は不特定なので、この場合調査文字列

位置を1文字だけ進ませ、 2文字目は再走査することにした。子音を連続的に入力して変換

する「っ」も同様に処理した。 「Ⅹ, 1」は両者とも後に入力された文字を小さくする働きを

もつ文字である。変換が確定するには2文字で確定する場合と3文字で確定する場合がある。

2文字で確定する場合は例外なく2文字使用して変換される。 3文字の場合、 3文字目エント

リ文字が「Xt」であった場合が問題である。最後の文字が「u」であった場合、 「つ」と変換

されるので調査文字列を3文字増やしてループを再開すればよいが、それ以外の母音であっ

た場合、 「Ⅹた」と変換される。数が限られているので、ここから条件分岐させても良いの
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だが、コードが分かりにくくなる上バグの元になる恐れがあったので、調査文字列を1文字

だけ増やした上で2文字目以降は再走査することにした。いずれの関数内のCaseも調査文字

列が引数の文字列長を超えれば今まで変換して蓄積した文字列と未変換の文字列を加えて戻

り値とし、ループをブレークして関数を閉じる。

この関数はひらがな入力の全ての条件をコード上に書いてしまったために非常に長くなっ

てしまったo打開策としてアスキー値の増減を利用してみようかとも考えたが、この増減の

値がかなり不規則なものであったため実用的とは言えなかった。この解決策はまだ見つかっ

ていない。

Case2サブルーチンはCaselサブルーチンと構造が似ているので割愛したo

ChangeCharacter関数は変換できる文字ではないが、 「,」を「、 」というふうに変換した

い文字を集めて変換させるものである。

その他説明を省略した関数であるが、DriveOサブルーチンはカレントドライブとディレク

トリをアプリケーションのパスにするもので、 Cutting関数はパスがアプリケーションの下

であればアプリケーションまでのパスを切り取る関数、 PathCut関数はパスを省略してファ

イル名だけを返す関数、 Lemut関数は左から任意の文字数を切り取る関数で、 RigthCut関

数は右から任意の文字数を切り取る関数である　BackMid関数はMid関数を後ろから検索で

きる関数である。

資料2 : HearingMaster・frmModeSelect frmPassChangeがfrraModeSeleelおよび

frmPassChangeのソースコードである。
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上の図が、 frmModeSelectのオブジェクトの配置図である。

frmModeSelectはアプリケーションが起動したときに一番初めに表示されるフォームであ

るO

まずはじめに①のLoadイベントが起こるが、このイベントでフォームのTopプロパティを

現在のスクリーンの高さ-フォームの高さに、 Leftプロパティを現在のスクリーンの横幅-フ

ォームの横幅に設定している。こうすることによって、このアプリケーションは起動時に画

面の中央に表示されることになる。単に画面の中央に表示するだけならStartUpPositionプ

ロパティで「画面の中央」を選択してもよいのだが、これを選択してしまうとほかのフォー

ムをいかに動かそうが、その変更がまったく反映されず、アプリケーションとしての一体感

が失われてしまうことになるo　この場合各フォームは連動して動いたほうがフォームが複数

枚あることを感じさせないので、こういう方法をとることにした。ちなみに次のフォームが

Showされるときには、前のフォームのTopプロパティとLeftプロパティを継承していくよ

うに設計している。

またLoadイベントではこのフォームの背景を描画している、背景に使った画像は48x48の

BMPでPaintPictureメソッドを使用して横に14回、縦に10回描画させることでフォーム全

体に背景を描画させている。この描画された状態を持続させるために　frmModeSeleclの
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AutoRedrawプロパティはTrueに設定した。

その次には②のActivateイベントが起こる。このイベントでまずオブジェクトが初期化さ

れる、韓国語をこのアプリケーションはサポートするが、日本語と英語は日本語のフォント

で表示できるものの、韓国語は韓国語のフォントが必要なので、別々に設定しなければなら

ないo韓国語のボタンのキャプションが意味不明の文字列になっているが、これは日本語VB

でハングルを表記することが不可能だからである、これがボタンに表示されるときにはフォ

ントが設定されているのでちゃんとしたハングルとして表示される。

次にテストおよびプラクティスで使用するディレクトリに使用可能なファイルがあるかど

うかがチェックされる。ディレクトリのパスはSound,iniという初期化ファイルに格納され

ているが、このファイルを利用する前にファイルの存在をしらべ、もし何らかの理由で削除

されたりしているとSOUND INIFILE CONTENTS定数を使用してSound, iniファイルを自動的に

復旧させる仕組みになっている。

調査方法はデータファイルが存在しているかどうか、存在していればデータファイルが使

用可能になっているかどうかを調査する。条件にひとつでも引っかかるファイルが存在すれ

ばそこで調査は終了する。この調査で使用可能であると判断されなければ、そのモードは使

用できなくなる。

③④⑤のcmdl_Clickイベント、 cmd2 Clickイベント、 cmd3 Clickイベントにより言語が

設定される.言語のモードを保持するのはグローバル変数であるModes.Languageである、こ

の変数は定数のModeJ、 ModeE、 ModeKを保持することができる、左から日本語、英語、韓国

語をあらわしている。 ⑥のcmdEdit ClickイベントはfrmPassChangeを呼び出す、このフォ

ームはパスワードの認証、および変更が可能なフォームである、ここでは認証の機能が作動

する、ここで認証されれば編集モードでfrmFileSelectにアクセスできるo　このとき、起動

モードの情報を格納するグローバル変数であるModes.Loadingに定数ModeEditが格納される、

このModes.LoadingはLOADING MODE型の変数であり、はかに定数ModeTestとModePractice

を格納する。左から編集モード、テストモード、プラクティスモードをあらわしている。

frmPassChange　でどの機能が働くかの情報を格納するのはグローバル変数である

modes.Passwardである。この変数はPASSWARD_MODE型の変数であり、定数ModeChange、

ModePermissionの二つの値を格納することができ、左から変更、認証を表している。

FrmPassChangeの機能については後述する。

さて、 cmdl Click、 cmd2 Click、 cmd3 Clickイベントが起こると、各ボタンの働きが変わ
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る　cmd3のVisibleプロパティはFalseになり不可視になる、 cmdlとcmd2は今度はテスト

モードとプラクティスモードのどちらで起動するかを選択する働きをもつようになり、

cmdEdi　はフォームのActivateイベント起こしてフォームを初期化する。

このとき、 cmdl_Clickおよびcmd2_ClickイベントでModes.Loadingにcmdl Clickでは

ModeTest、 cmd2 ClickではModePracticeが格納され、 frmFileSelectが呼び出される。

⑦のcmdQuit_Clickは一貫して変化せず、 Unloadイベントを呼び出す働きをもつo

UnloadイベントにはEndメソッドが記述されており、アプリケーションを終了させる。

txtlnputi txtlnp
蓋 近.豊艶 澄 謹 至芸賀 邪 きて主※ ≡ミ謡 .く> 4.ラ:=:。?<く.fl。2.。

Cancel

2

ut

2m

2

上の図がfrmPassChangeのオブジェクトの配置図である。

frmPassChangeは前述したとおり、パスワードを変更、認証する機能がある。このフォー

ムにはtxtInput]とtxtInput2の二つのテキストボックスがあるがこのフォームがLoadされ

たときにはtxllnpu12はVisibleプロパティがFalseになっており非表示である。

⑧のcidOk_Clickイベントで変更と認証の機能が分かれる、認証の機能の時にはこのイベ

ントが呼び出されると、 DeCode関数が呼び出される、この関数は暗号化したパスワードを解

読する関数である、この機能については後述する、 DeCode関数より返された値と

txtlnputl. textの値を比較して、同値であれば認証し、認証した情報と.してグローバル変数
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であるgPasswardPermissionに1を格納し、フォームをUnloadして呼び出し元のフォームに

処理を戻す.値が異なればエラーメッセージをだし、 txtInput,texlにEmptyを代入してイ

ベントを終了する。

変更する機能のときは、 Select Caseにより-回目と二回目の機能が分割してある。

回目ではやはりDeCode関数をよびだL txtInputl. textの値と比較する、これが同値で

あれば次のステップに進むよう、カウンターの変数OnNowModeの値をひとつ増やし、

txtInput:のVisibleをTrueにして表示させる。値が異なればエラーメッセージをだし、

txtInputl. textにEmptyを代入してイベントを終了するO

二回目では今度はtxtInputl. textの値とtxtInput2. textの値を比較する、同値であれば

EnCode関数を呼び出してパスワードを変更し、フォームをUnloadしてイベントを終了する。

値が異なればやはり値が異なればエラーメッセージをだし、 txtInputl.texlと

txtlnput2. textにEmptyを代入してイベントを終了する　EnCode関数は与えられた文字列を

暗号化する関数である、この機能については後述する。

⑨のcmdCancel Clickイベントがおきると、 gPasswardPermissionに認証されていないと

いう情報で0を代入し、フォームをUnloadしてイベントを終了する。

⑲のEnCode関数は前述したとおり与えられた文字列を暗号化し、 Sou止iniファイルに格

納する関数で、引数にはString型の変数をとる。

引数が渡されると関数は引数をバイナリに変換する、この方法は標準モジュールの

StringEnCode関数でやった方法と似ているが、このときの暗号化のアルゴリズムは桁転換で

なく、 10減算していくというものである。変換が終了すると、 Sound,iniファイルに値を格

納して、関数を閉じる。

⑪のDeCode関数は前述したとおり、暗号化され、 Sound,iniファイルに格納されているパ

スワードを解読して返す関数である、引数はとらない。

働きとしてはEnCode関数とまったく逆である、 Sound,iniファイルからパスワードの値を

取り出し、バイナリに変換し10加算してUnicodeに変換するものである。戻り値として変換

された文字列を返す、失敗すると長さ0の文字列を返す。
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資料2 :HearingMaster・frmFileSelect frmFolderがfrmFileSelectおよびfrmFolderの

ソースコードである。

VScr0日1

IblEditDataFolder

IblTestDatafoider~十

IblPracticeDataF壷諒
iiiiiiiiiiiii

上の図がfrmFileSelectのオブジェクトの配置図である。

①のfrmFileSeleclの宣言セクションのユーザー定義変数はナビゲーションキャラクター

の画像を格納する変数と、その台詞を格納する変数のためのものである。

このフォームはまず②のLoadイベントによってオブジェクトを各種初期化している。コマ

ンドボタンの値をここで設定しているのはCaptionに改行を入れたかったからである。その

ほかにも問題で必要なラベルやシェイプコントロール、ラインコントロールがここでLoadさ

れるO　また、ナビゲーションキャラクターの表示に使用する画像もここでセットされる.

次に③のActivateイベントが起こる、このイベントで起動モードによってインターフェイ

スが変更される。

このイベントのはじめに、ナビゲーションキャラクターの台詞や、タイトルの文字列が言

語モードに沿ってすべて変数に格納してしまう。台詞などを-箇所で初期化するのは、その
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あとで変更を容易にするためである。

その次には、編集で使用するディレクトリ、テストで使用するディレクトリ、プラクティ

スで使用するディレクトリをSound,iniファイルより取得してくる。この後各ディレクトリ

の妥当性を調査する、妥当であればそのディレクトリが各モードで使用するディレクトリと

して保持されるが、妥当でなければ、編集モードのディレクトリの場合はアプリケーション

のパス¥Question¥Datal"というディレクトリに自動的に設定される。このディレクトリが存

在しなければ自動的に作成されるoしかし、テストおよびプラクティスモードのディレクト

リの場合は、ディレクトリは空白として設定されることになる。これはテストおよびプラク

ティスはユーザーの意図によって使用不能にできるようにするためであるo次に各モードに

よりこのフォームのインターフェイスが変更される。

まず各モードのディレクトリの中のデータファイルをすべて調査するO編集モードであれ

ばウィンドウ内の各項目に「問題のテーマ名」 「使用可否の情報」 「問題数」が表示される、

使用可能であれば、たとえば「1 :問題1 [可能　6間]」という風に表示される、使用不

能であれば「1 :問題1 [不可　6間]」と表示される。もしファイル自体が作成されてい

なければ「1 :作成されていません[不可]」と表示されることになる、問題を表示するた

めのコントロールは一つ前のコントロールの値を参照して自分の配置を決定する。このウィ

ンドウに20間まで表示されるが、一度に表示しきれないのでウインドウをスクロールさせて

表示させているoこのウインドウはピクチャボックスを二つ使用して作成されており、その

構造は親ピクチャボックス内に垂直スクロールバーと子ピクチャウインドウを格納している

というものであるo子ピクチャボックスは親ピクチャボックスよりも大きめに作られており、

垂直スクロールバーで位置を調節することにより、ウインドウ内でスクロールしているよう

に見せているものである。

これがテストおよびプラクティスモードの場合、使用可能になっているファイルのみを表

示することになっているoどれが使用されるかというのはランダムなので、問題の表示に使

用される各コントロールは以前にVisibleにされたコントロールの値を参照して配置を決定

するo子ピクチャボックスは問題数に応じて大きさを変更するよう設定した問題数が少なす

ぎると、親ピクチャボックスより子ピクチャボックスの方が小さくなってしまう問題が考え

られるが、このときは子ピクチャボックスを親ピクチャボックスの大きさに合わせ、垂直ス

クロールバーを非表示にするようにしているOまた、スクロールバーのスクロール量は子ピ

クチャボックスの大きさに応じて変更される。
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その後の④のDeactive Clickイベントで、 VScrolllのValueを0にしているのは、この

フォームが再び開かれたとき、スクロールバーが必ず上部に位置するようにするためである。

またテストおよびプラクティスモードでは下部に位置するピクチャボックスにナビゲーシ

ョンキャラクターが描画される。このキャラクターは⑯の　ShowCharacter関数などで

PaintPictureメソッドで描画し、マスク画像を併用することによりスプライト表示とアニメ

ーションを実行しているoなお、マスク画像の描画で使用しているラスタオペレーション定

数はvbSrcAnd、本体画像の描画で使用しているラスタオペレーション定数はvbSrdnvertで

ある。瞬きのアニメーションには⑰のタイマーイベントを使用している　0,2秒に一回の割

合でイベントが発生するが、瞬きはRnd関数を使用して10回に一回の割合で発生するよう

にした。すなわち、 2秒に一回の割合で瞬きをしていることになる。もし瞬きイベントが発

生したら、その次のタイマーイベントで通常の表情を再描画して元の表情に戻しているO　ス

プライトで画像を表示する部分にピクチャボックスを作成したのは、画像を描画するには

AutoRedrawの設定をTrueにしておく必要があるからである。この設定をTrueにした場合、

そのオブジェクトの大きさの分だけメモリを消費するため、その領域を限定することでメモ

リの節約をしているのである。

このウインドウ内の項目にマウスを乗せるとラベルの文字が赤くかわり、ナビゲーション

キャラクターの台詞もそれに応じて変更されるが、これは⑤⑥⑦のイベント、すなわちその

ラベルのMouseMoveイベントとその外にあるオブジェクトのMouseMoveイベントを使用して

いる。すなわちラベルのMouseMoveイベントにおいてイベントを発生させ、外のオブジェク

トのMouseMoveイベントにおいてイベントを終了させるという具合である。

さて、ウインドウの中の問題をクリックすると⑧のIblQuestion_ClickdndexAs Integer)

イベントにより、編集モードであればその間題の編集をするべくfrmListが呼び出され、テ

ストモードおよびプラクティスモードであればfrmTestが呼び出されるIblQuestionはコ

ントロール配列のため、 Indexにはクリックしたラベルコントロールの番号が格納される。

このIndexの値を利用して、 frmListおよびfrmTestで開くファイルを決定する。このイベ

ントの最後にPicture2のMoseMoveイベントを呼び出しているのはこのラベルをクリックす

るとこのフォームはHideされ、それ以降のイベントが起こらなくなり、再びこのフォームが

表示されるとき、マウスがアプリケーションの外に位置していると、 ⑤のラベルのMouseMove

イベントによる変更が有効になりつづけてしまうので、それを防止するためである。

ところで編集モードで起動したときにのみ各モードで使用するディレクトリを変更するボ

-77-



タン3つと、パスワードを変更するボタンが表示されるOこの各ボタンをクリックすると⑨

⑲ ⑪ ⑫の　cmdChangeDirectory-Click 、 cmdPractice_Click 、 cmdTest Click 、

cmdChangePassward Clickイベントが起こるoパスワードを変更するときには⑫で

irmPassChangeを呼び出すが、これについては前述したのでここでは割愛する。ディレクト

リを変更するボタンのいずれかをクリックすると、 ⑨⑲⑪⑫のイベントでいずれの変更モー

ドであるかの情報がグローバル変数のModes.ChangeFormに格納される。この変数は

LOADING MODE型変数であり編集、テスト、プラクティスの各モードを格納できる、そして、

frmFolderを呼び出して、各モードのディレクトリを変更することができる、 frmFolderの機

能については後述する。

各モード共通でcmdBackとcmdQuitが表示されるが、 ⑱のcmdBack Clickイベントでは

行mModeSelecIを呼び出して、 frraFileSelectをHide L、 ⑭のcmdQuiLClickイベントでは

UnLoadイベントを呼び出してアプリケーションを終了させる。

上の図が、 frmFolderのオブジェクトの配置図である。

frmFolderでは各モードで使用するディレクトリを変更することができるOこのフォーム

が⑱でLoadされると、現在各モードで設定されているディレクトリがIblFolderに格納され

る、この値を変更するには上部のドライブリストボックスと、ディレクトリリストボックス

を使用する。
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⑱のcmdMkDiLClickイベントにより、新規にディレクトリが作成できる、インプットボッ

クスで作成したいディレクトリの名前を入力するが、このときすでに存在しているディレク

トリは作成できない。新規作成されたディレクトリは現在ディレクトリリストボックスで選

択されているパス下に作成される。

⑳のcmdOk Clickイベントにより変更が受理され、その値をSound,iniファイルに格納し

フォームをUnLoadして終了する　cmdCancel_Clickイベントにおいては変更を破棄しフォー

ムをUnLoadして終了する　cmdClear Clickイベントでは、現在選択しているディレクトリ

情報を破棄することができる。これにより、そのモードを使用不能にできる。ちなみにこれ

は編集モードのディレクトリ変更では必要ないので表示されない。

資料2 :HearingMaster・frmList frmEdit frmRecが、 frmList、 frmEdit、 frmRecのソ

ースコードである。
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上の図が、 frmListのオブジェクトの配置図である。その下にあるのは、 frmListのメニュ

ーオプションであるoこのメニューは実際には非表示で、ユーザーがリストをダブルクリッ

ク及び、右クリックすることにより呼び出される。

frmLisiの主な機能は、問題のデータの一覧を表示する、データを新規登録する、登録さ

れているデータを編集する、データの順番を入れ替える、問題のテーマを登録する、データ

ファイルの使用の可否を決定する、である。

このフォームが開かれたとき、まず①のForm Activateイベントのコードが実行されるO

ここでリストを開いた直後であれば、ファイルの内容が作業用の変数に格納される。そして

変数からデータを取り出し、テストのテーマを入力するテキストボックス、ファイルの使用
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の可否を決定するラジオボタンが初期化される。

その後、 ⑦のViewList関数によりリストボックスにデータの一覧が表示されるO

データの一覧を表示する機能は、 YiewList関数により与えられている。この関数は弓徴に

String型の変数を取る、この引数はファイルの内容を示す。

この関数が呼び出され、引数が渡ると、まず末尾の改行コードを削除しようとする。これ

は、その次のSplit関数でデータを改行コードごとに区切るときに邪魔になるからであるo

編集の都合上改行コードが混じるときとそうでないときがあるので、 If文により条件付け

られてる。

そしてリストに内容を表示するが、ここでいったんリストボックスを非表示にする。これ

はリストにアイテムを加えている間、更新を禁止するためで、こうすることにより実行速度

が上がる。

そして、さらにタブごとにデータを区切って、前の2つのみデータを表示させる。各項目

の前にインデックスが振られるが、これは事前に3桁になるように調整する。すべてのアイ

テムが加わると、リストボックスを再び表示して、関数を閉じるO

②のcmdAdd Clickイベントにおけるデータの斬規登録も、③のcmdEdit Clickイベントに

おけるデータの編集も、 frmEditフォームに処理する情報を渡して処理させるo渡す情報は

処理の種類と、 cmdEdiLClickイベントの場合は現在選択されているデータのインデックス

であるoこの情報を渡すのにグローバル変数であるModes.EditDataとgEditDataNumが使用

される　Modes.EditDataには定数EDIT DATAおよびADDDATAの二種類が格納され、

gEdiIDataNumには選択した番号が格納される。処理が終わってfrmEdi　がUnloadされ、

irtnListで再びActivateイベントが起こることにより、リストが更新される　frmEditの処

理については後述する。

④のcmdDelete Clickイベントにより、選択されたデータが削除される。削除の方法は選

択された番号のデータだけを残してForループにより結合させて処理するものであるO選択

されたデータの番号の時にのみ結合を行わないことで、そのデータのみ削除する。

⑤cmdChange_Clickイベントで問題のデータの順番を変える。データの順番を変えるには、

リストに選択したデータを選択した番号に場所に挿入しなければならないので、選択した番

号に達したときにForループをとめ、目的のデータを挿入し、再びForループにより残りの

データを結合している。このとき大きな番号から小さな番号に変えるのと、その逆ではこの

選択した場所が異なってしまうので、ここではその場合に分けて処理している。

181-



⑥のcmdQuit_Clickイベントにより編集を終了してfrmFileSelectに戻る。このときには

メッセージボックスにより編集を終了かするか否かを尋ねるOここでOKが選択されれば、フ

ァイルの使用の可否の情報を加えていままで編集した内容をファイルに書き込んで終了する。

Noが選択されれば変更を破棄して終了、 Cancelが選択されれば処理は実行されない。右上の

×ボタンをクリックすると同様の処理が行われるが、このときはfrmFileSelectフォームに

戻らずにアプリケーションを終了する。

lb旧utput

txtlnput

上の図が、 frmEditのオブジェクトの配置図である。

frmEditではfrmListから送られてきた情報を元に問題を編集することができる。

frmEditではまず編集モードであれば⑧のLoadイベントで編集するデータを読み込む。こ

のとき新規登録モードであればその場でイベントが終了するO　読み込まれたデータはデータ

を表示するフィールドであるIblFile、 txtMonda上　txtInput、 IblOutputにそれぞれ格納さ

れる。

IblFileには使用するサウンドファイル名が格納される。これは⑨のcmdBrawz Clickイベ

ントにより変更される。このイベントが起こるとファイルを格納しているディレクトリのパ

スをSound,iniファイルより読み込む。このパスの妥当性が確認されれば、このディレクト
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リがファイルを開くダイアログボックスの初期ディレクトリとなり、妥当でなければ初期デ

イレク日月まこのアプリケーションの存在するディレクトリとなる。

その後ダイアログボックスのフラグを設定して、 「読取専用ファイルとして開く」チェッ

クボックスを非表示にし、存在しないファイル名は選択できないようにしている。またフィ

ルターをかけてWavファイル以外は選択できないように設定している。そして、ダイアログ

ボックスを開いてファイルを選択するが、このときファイルを選択したディレクトリが新た

に初期ディレクトリとしてSound,iniファイルに登録される。このときファイルを選択しな

いでダイアログを閉じるとエラー処理によりイベントが終了する。

最後に選択されたファイルのパスがアプリケーションのディレクトリの下にあるのならば、

そこまでのパスは切られて相対パスとして登録される。そうでなければ絶対パスとして登録

される。登録されたパスはiblFile.Captionに設定され、イベントを終了する。

⑲のcmdPlay_Clickイベントにより、登録したファイルを再生することができる。音声の

再生にはmmcコントロールの"Play"コマンドを使用している、このイベントはファイルを再

生すると終了する。

⑪のcmdRec Clickイベントにより、新たに音声ファイルを作成することができるfrmRec

フォームを呼び出す。このフォームで音声が保存されて返ってくるとこのイベントでIblFile

に登録されている音声ファイルをその音声ファイルに変更する　frmRecフォームの処理につ

いては後述する。

txtlnpulでは⑫のtxtInput_ChangeイベントでChangeHIRAGANA関数が呼び出される。こ

れは標準モジュールに組み込んだ関数で、リアルタイムにローマ字をひらがなに変換する機

能を持つ、これでIblOutputに対応したひらがなを表示させる。

⑬のcmdRegitst_Clickイベントにより、登録した内容を保存する。各フィールドの値を

TABで区切ったデータを作業用変数に組み込む。新規登録の場合はその末尾に加え、編集の

場合は作業用変数から得られた内容を改行コードで区切ってデータを分け、編集する番号の

データを置き換えてJoin関数で再び連結して作業用変数に戻す。その後frmEditはUnload

され、 frmLlstに処理が戻る。
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上の図がfrmRecのオブジェクトの配置図である。

frmRecでは新規に音声を録音して音声ファイルを作成できるO録音にはmmcコントロール

の"Record"コマンドを使用している。

⑪の宣言セクションの最初の定数は、音声ファイルの作成に使うためのテンポラリファイ

ルの名前と、音声ファイルのフォーマットのヘッダーを1 6進数で表記したものである。

⑮のcmdRec Clickイベントで音声を録音するイベントが起こる。このイベントではまず録

音に使用しているmmcコントロールをCloseさせるOもLOpenになっていると使用している

音声ファイルに変更が加えられないからである。

ファイルの作成はまず宣言しておいた音声ファイルのフォーマットのヘッダーをバイナリ

に変換するo以前に作業用のテンポラリファイルが作成されていれば消去し、変換された値

を新たにテンポラリファイルを作ってそこに書き込む、という行程が行われる、これで何も

録音されていない音声ファイルが作成される。後はmmcコントロールの"Record"コマンドを

使用して録音するだけである。録音が始まるとTimerlのEnabledプロパティがTrueになる。

このTimerイベントでとめ忘れ防止のため録音が20秒でとまるように設定した。

⑯のCradSave_Clickイベントで⑳のFileSave関数が呼び出されるoこの関数により録音し

た音声を保存することができる。この関数は引数をとらない。この関数はまずファイルを保

存するディレクトリをSound,iniファイルより読み出す。その値が妥当であれば、ファイル

セーブダイアログの初期ディレクトリがそのディレクトリに設定され、妥当でなければアプ

リケーションの存在するディレクトリが初期ディレクトリになる。次にダイログのフラッグ

を設定しているが、これはすでに存在しているファイル名を入力したときに上書きしてもよ

いか確認するようにする機能をつけるものである。ファイル名を入力してダイアログを閉じ
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ると、この名前でファイルが指定のディレクトリに保存されるO　このときこのディレクトリ

が新たに初期ディレクトリとしてSound,iniファイルに登録される。 ⑰のcdmQuit Clickイ

ベントによって⑩のUnloadイベントが起きるが、このとき音を録音しておいてセーブしてい

なかったら、その前の⑱のQuaryllnloadイベントにおいてセーブするかどうかのメッセージ

ボックスが表示される。OKを選べばFileSave関数が呼び出され、Noを選べばそのままfrmRec

をUnloadする、 Cancelを選ぶとUnloadイベントはQuaryUnloadイベントでとまり起こらな

い。

frmRecがUnloadされると、 frmEditに処理が戻るO

資料2 : HearingMaster・frmTest frmResultが、 frmTestおよび、 frmEesultのソースコ

ードである。

上の図が、 frmTestのオブジェクトの配置図である。

①の宣言セクションではfrmFileSelectと同じく、画像を格納する変数や、台詞を格納す

る変数を宣言している。

frmTestは②のLoadイベントでナビゲーションキャラクターの画像を格納するO
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次の③のActivateイベントではpctMaskをpctMasterと同じ大きさに設定しpctMaskが前

面にくるように設計してある。ここに名前を入力させるフィールドを作成してあり、名前を

入力することで先に進むことができるように設計してある。これは後でログファイルに記録

するときのためでもあるが、問題に入る前にワンクッション置くためである。そのため、プ

ラクティスモードでもログファイルに記録しないのだが、問題に入る前に名前を入力させる

ことにした。

Activateイベントではその他に、使用するデータファイルを読み込む、問題に使用する各

オブジェクトを初期化する、ナビゲーションキャラクターの台詞およびタイトルを初期化す

る、ナビゲーションキャラクターを描画する、の機能がある.

pctMaskのフィールド内で名前を入力し、 ④のcmdNameのClickイベントを発生させると

入力された値をグローバル変数のTestResult.UserNameに格納する。もし、名前を入力して

いなければ自動的に"NoName"に設定される。そして、 pctMaskのVisibleプロパティがFalse

に設定され問題のフィールドが現れるO

この状態ではcmdOkのEnabledはFalseに設定されている。

⑤のcmdPlay_Clickイベントを発生させると現在行っている問題の音声が再生される。こ

のときこの音声を再生しているmmcコントロールがStopするまでDoLoopをDoEvent関数を

はさんでループさせることにより、ウェイトを持たせている。このループが終了するまでは

各コマンドボタンのEnabledはFalseに設定される。これはDoLoopの実行中にDoLoop再起

呼び出しを防止するためである。さらにこの間横に設置したIblMaruのCaptionの文字列を

赤くすることにより再生中であることを示している。このループを終了するとcmdOkの

EnabledがTrueに設定される。このときプラクティスモードは再びcmdPlayのEnabledがTrue

になるが、テストモードではFalseのままに設定される、これでcmdPlay_Clickイベントを

終了する。

答えを入力するtxtInputには⑥のChangeイベントにChangeHIRAGANA関数を組み込んでお

り、これで　blOutputが連動してひらがなが表示されるようになる。

⑦のcmdOK Clickイベントでは答えの正否を判断し、正解すれば正解の音を鳴らし、正解

数を格納するグローバル変数TestResult.CorrectNumに1プラス、正誤の情報を格納するグ

ローバル変数TestResult.AnswerStrの末尾にlを加える。誤答であれば誤答の昔を鳴らし、

TestResult.AnswerStrの末尾に2を加える。いずれもナビゲーションキャラクターの表情を

変更する、正答であれば笑顔になり、誤答であれば困った顔になる。その後、問題数のカウ
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ントをひとつ増やし次の間題に進む、音を鳴らすときにはやはりウェイトがかけてあるので、

音が鳴り終わるまでは次に進むことはないO

これはテストモードのときであるが、プラクティスモードの時は、誤答であった場合、答

えを表示する機能を持ったcmdAnswerのVisibleがTrueになり、表示される。

⑧のcmdAnsweLClickイベントが発生すると、 txtlnputに答えが入力される。プラクティ

スモードでは、正解の答えを入力するまでは次の間題に進むことはできないo

cmdOK Clickイベントで問題が最後に達した場合は、frmResultを呼び出し、frmTestをHide

する。

mmcwav

LineS

Lme4

i

Ⅰ

.

Ⅰ

IblNavi
ーblPercenfag

Timeri

blPereentageOfCorrect
eOfCorrectTitle

pctMaster

上の図が、 hmResultのオブジェクトの配置図である。

frmResultでは⑨のLoadイベントで成績を表示する、表示する内容は問題数のうちの正解

数と正解率であるOこれはfriTestで代入されたグローバル変数TestResultの各値を使用し

て計算する。

Loadイベントではテストモードのときのみ成績をログファイルに記録する。ログファイル
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には正誤の情報と、間題名、それと最初に登録した名前が記載される。ログファイルはテス

トまたはプラクティスで使用したディレクトリ内に、 「[問題のインデックス].log」という

名前で保存される。

このフォームでは表示されているすべてのオブジェクトの　Click　イベントに

frmModeSelectをよびだし、 frraResultをHideさせるように記述しているのでどこかをクリ

ックすると、タイトル画面であるfrmModeSeleetに再び戻る。しかし、この画面が表示され

た瞬間に何かの弾みでクリックしてしまうとこの画面がほとんど表示されることがなくなっ

てしまうので、このフォームが表示されるときに問題を終了したという合図の音を鳴らすと

ともに、この音の再生がStopするまでにDo-LoopとDoEventを併用してウェイトをかけた、

これによりそれが終わるまではクリックイベントが発動することはない。

・使用するファイルの形式について

基本的にテキスト形式であり、データの分割が必要なときはタブを使用して分割している。

DataD i rectory-C: ¥WINDOl榊S¥デスクトvl棚M醇冒告書¥mtnp・Guest i on和Ia-tai
TestuataD i rectory=C:榊INDO州S¥デスクトッ7.1MMP報告書・mmp¥Quest i onVData!
Pract i ceDataD i rectory=C:珊INDO間S¥デス外ッ70棚MP報告書¥mmpYQuest i on¥Datai
SoundLoadD i rect o ry=C :州I NDO叩SYデス外げ州MF報告書¥mmp軸ave¥l
SoundSaveD i rectory-

Pass=6D726B7871 6F

上の図はHearingMasterで使用する設定を保存した設定ファイルの内容である0 -・般的な

初期化ファイルの形式に従った形式をとっており、上から編集するデータのディレクトリ、

テストで使用するディレクトリ、プラクティスで使用するフォルダ、エディットで音声ファ

イルをブラウズするときの初期ディレクトリ、サウンドレコーダーで音声ファイルをセーブ

する初期ディレクトリ、のそれぞれのパス、 1番下は暗号化されたパスワードである。

Ho¶leme True
州aVe削¥bahatuni.W戸IV　　　　ぱはつl*_　bahatuni　ぱはつに
州aV蛸1軸aiusu.WAVぱいうす　baiusu　ばいうす
wave¥1粘ansorro.WAV　　　　ぺんそう　bensoro　ぺんそう
州aVe判抽ekusore.WAV　　　　ぺくそれ　bekusore　ペくそれ
州aVe引軸emiero.WAVぺみえら　bemiero　ぺみえう
州aVe¥1粘inrOn.WAV　ぴんうん　binronn　ぴんうん
州aVe¥1粘okuSOtu.WAV　　　　卦こそつ　bOkusotu　ぱくそつ
岬aVe¥1軸unsetu.WAVぷんせつ　bunsetu　ぶんせつ
朋Ve¥1抽untetu.WAVぷんてつ　buntetu　ぷんてつ
桝aVe削拙utukesi.WAV　　　　ぷくけL bukukeSi　ぷくけし
州aVe削靴utnasaka.WAV　　　くまさか　kutnasakaくまさか

上の図は、問題のリスト格納したファイルである、 1行目の1つ目のデータは問題の題名、

二行目はファイルの使用の可否の情報を格納している。 2行目から問題のリストの情報で、

左から使用する音声ファイルのパス、問題の概要、ローマ字の答え、ひらがなの入力例を格
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納している。

摩E・ヨⅤ職'附ミW・g㌢ト旭・ま・G帽賀・e小(ワ(,(協4-fGI琵ネ(I(ワ(,(慣fォVM&一妨7V

零・eまくま(まサ(<ォ!・妨7Iォ(巾UはW・gVナ-旭・巾　U*8*(川yCh帥7ォ'・(}((リCk

j w・gH・ナ&V力附ズ'∨駕eサ(l(レ間ヨt&Vカサ7サ'Vま(I(レ(チ(ヨミi-ォVナ・ナ&門坊'蝣u-eォ()(ン

(j(軸Vヨ坊'蝣(}(ンCj(セミ　gVt-ナ&匁'.窄・8よ(・Hせ(鴫匁'・茎H(管(ミォーgVトナ&.即

.瞥雪・e*(ユ(レ(サ(,ネJ蝣P蝣Iォ(a〔レけ(,ミォーsY+・ォサォ?VGォ鷲・ex川((・(,サ41*7VGI軸卜

(I(.ミW・gけ・池甲爾VGW等・e軸((L(.鴫W雨VGォ*(H((L(,ミV・gH・地WG軸y7問。・。キ(削レ

(x(【ネ&W力mv7鰍u(レ(I([ミォーi・ナ,油肝ヨ蝣?・*・駕・elf抑(;(嚇Wヨ7-Jl-I(レ(へ(;(ラ,

なお、問題のリストファイルは暗号化されているので、一般のテキストエディタで開くと

上のように意味不明な記号の羅列にしか見えない。

21 1 2　　NoTheme Noトbme

1 121　NoTheme Jo卜m

1211　NoTheme Mario

1 122　　NoTheme Mike

上の図は、テスト結果を記録したログファイルである。左から被験者の成績(1が正解、

2が不正解) 、問題のテーマ、被験者の名前を記録している。

III　参考資料

A.マルチメディア教材ソフトリスト(参考資料)

「Microsoft VisualBasic6.0 Professional Edition」 (Microsoft)

「Tell Me More: Beginner」(エー・アイ・ソフト株) (DosV/ Win95対応)

「漢字の森のロビンフッド」(NECインターナショナル) [IC-9316]

「漢字の森のロビンフッド:迷いの森の大冒険のまき」(NECインターナショナルHIC-9628]

「言葉図鑑:動きのことば」 (NECインターナショナル) [IC-9645]

「スヌーピーの英語大好き」 (NECインターナショナル) [IC-9487]

「ケンチヤコ大冒険: 3年生用」(NECインターナショナル)

B.参考文献

石原淳也　　1992

1994

「日本語環境における音嶺障害研究の問題と課題」 『名古屋大学言語

学論集8巻』　名古屋大学

「英単語聞き間違いの原因となる日本語の音韻論的干渉」 『名古屋大

学言語学論集10巻』　名古屋大学
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浮田・賀集　1997

服部四郎　　1979

Greg Perry　1999

「韓国におけるコンピューターを利用した日本語教育についての理論

と実際」 『名古屋大学言語学論集14巻』　名古屋大学

「コンピューターを利用した韓国における日本語教育方法論」 『E]本

文化学報　第6輯』韓国日本文化学会

『言語と記憶』　　培風館

『音韻論と正書法』　大修館書店

3週間完全マスターVisualBasic 6.0　　日経BP社

Steven Holzner　1999　　Visual Basic言語リファレンスBlackBook　　　インプレス

北山洋幸　　　2000

松田武　　　1999

日経BP社　　2000

はじめてのVisualBasic6.0グラフィックス　&　ゲームプログラミング

技術評論社

Visual Basic 6.0 300の技　技術評論社

日経ソフトウェア

Ⅳ.　著者プロフィール

多和田真一郎、広島大学留学生センター教授、留学生センター長

堀Ef]泰司、広島大学留学生センター助教授

石原淳也、広島大学留学生センター講師

山口敬次、広島大学大学院生物圏科学研究科博士課程前期1年生

注:プログラムのスクリプトは資料2として巻末に添付。
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音声付動画教材「宮島へ行こう! 」作成およびweb上での公開

石原浮也(広島大学留学生センター)、松崎寛(広島大学教育学部)

1.概要

音声付動画教材「宮島へ行こう! 」のテーマは、留学生が西条駅から宮島まで一人で行く、

というものであるoこのテーマを選んだのは、広島大学に来たばかりの留学生のニーズでか

なり高いものに、宮島探索があるためであるo異境の地で交通期間を利用し目的地まで辿.り

着くのには、高度かつ多用なスキルが要求される。そのための支援として、動画教材を作成

しWeb上で公開するものである　URLは、

http://ww. iie.hiroshima-u. ac. jp/center/mat/top.htmlである。

西条駅から宮島へ行くのには、 J R山陽本線を利用する方法と、広島駅から電停を利用す

る方法があるが、今回は前者の、広島駅で途中下車する′てタンを撮ったO途中下車は、広島

止まりの電車から乗り換える状況を想定してのことである。つまりルートを大きく3分する

と、 1)西条駅から広島駅までJR、 2)広島駅から宮島口駅までJR、 3)宮島口駅から宮島港まで

フェリー、となる(表1)o

動画は表1のl)-5-3)-5までの16本分で、サイズは、 1,427-4,329KBとなっている。表

示時間はだいたい15-25秒程度で、場面により異なるが、もっとも長い1主4でも42秒であ

る。

テロップには日本語以外の媒介語は一切用いず、画像を見るだけで留学生のとるべき行動

がわかるものを作成したo登場人物が話す日本語は、主人公の留学生のものは、 「すいません、

宮島に行きたいんですが-o」 「すいません、いいですか?」等の簡素化した表現をとり、そ

の表現をそのまま使えるようにしたが、相手の発話からキーワードを拾い「1番線ですね。」

のように聞き返す会話も含めた。駅員や通行人の日本語表現は、現実の場面で使われている

表現を調べ、制限などを加えずに示した。音源は、その場で録音したものを用い、アフレコ

は行わなかった。
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1)西条駅から広島駅まで

1運賃表・時刻表(jpg画像・リンク)

2　切符を買う　(1,682KB)

3　改札を通る　(2,109KB)

4　電車に乗る　(4,329KB)

5　車内で座る　(1,573KB)

2)広島駅から宮島口駅まで

1　広島駅で降りる(1,684KB)

2　ホームを聞く　(1,688KB)

3　移動　　　　(1,624KB)

4　電車に乗る　(2,185KB)

5　路線図で尋ねる(1,591KB)

6　改札を出る　(1,525KB)

7　フェリー乗り場に向かう(2,935KB)

3)宮島口駅から宮島まで

1　切符を買う　(2,454KB)

2　船に乗る　　(1,502KB)

3　船上　　　　(1,710KB)

4　船を降りる　(1,866KB)

5　到着、観光　(3,260KB)

-」

表1　ビデオ素材一覧

「・ 〒二--*-.'里I-]的

ビデ射り再生にはQuickTi汀伯が必要です。

で、無料ダウンロード

図1トップページメニュー
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脚本の確定,キャスト,ビデオ編集作業は、石原浮也、松崎寛および広島大学教育学部平成

10年度入学生の佐久間英人、川上忍、野口祐子、細川由起子(五十音順、敬称略)が行った。

∴*!;<'十t福生

撮影は, JR西条駅の許可のもと、 2000年1月末に行った。撮影には、石原研究室のSONY

Handycam DCR-TRV-900と松崎研究室のSONYHandycamDCR-TRV7の2台のデジタルビデオ(以

下DV)カメラを使用した。

従来のⅧSや8ミリビデオで撮影された映像は、映像データがアナログフォーマットで記

録されているため、編集を行ったり、コンピュータ上で使用するためには高額な機器を使用

しなければならなかった。しかし、これらDVカメラによって撮影した映像データは圧縮済み

のデジタルデータであって、 DVデータを扱えるアプリケーションがあれば、同カメラが備え

るIEEE1394端子から、 IEEE1394規格(AppleではFireWire、 SONYではi-Linkと呼んでいる)

のインターフェイスを備えるパソコンに簡単に取り込むことができる0

今回、これらDVカメラによって撮影した映像データの取り込み、ノンリニア編集およびタ

イトル・テロップ入れ等の映像処理にはプラットホームとして石原研究室の現有設備である

Apple PowerMacG4 450MHz (メモリ　256MB、ハードディスクATA66 27GB、 SCSI2 36GB、 AGP

グラフィックス)、アプリケーションとして、 Appleが無償で配布しているiMoviel.O (英語

版)をダウンロードし1.02アップデータ(日本語版)をかけたものを使用した。

iMovieはMacからDVカメラをコントロールしつつの映像データの取り込み、ノンリニア

編集およびタイトル・テロップ入れ等の映像処理をとても簡単に行うことができ、その映像

出力は標準でQuickTimeフォーマットのファイル(拡張子は.mov)として保存することがで

きる。

このような組み合わせを選択したのは、今回の計画がパソコンのブラウザ上で手軽に利用

できる音声付動画教材を作成し、研究室レベルのサーバからWeb上で公開するというもので

あり、これを実現するにはAppleのQuickTime (以下QT)という技術を用いるのが最も簡便

であったからである。

大量のデータを多くの利用者に送るQTフルストリーミングにはWebサーバ以外にストリー

ミング用のサーバ(ストリーミング用MacOSXサーバ)を別に設置する必要があるが、語学教

材の場合、必要な音声付映像はそれほど長くない.今回作成した教材でもデータは大きくて

も5MBで、この程度の大きさであれば、 webサーバがあれば実行可能なHTTP QTストリーミ

ングという方法をとることができる。
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HTTP QTストリーミングには、特別な技術や設備は必要ない。特定のページに対し、 QTフ

ォーマットのムービーファイルを例えばGIFファイルやJPEGファイルのように普通にリンク

するだけである.普通のホームページ作成アプリケーションでは、ページの好きな場所にQT

フォーマットのムーどこファイルをドラッグアンドドロップすればよいO　そのように作成さ

れたページでは、プラットホームがMacであろうとWindowsであろうと、そのコンピュータ

にQTPlayerがインストールされていれば、ブラウザ上でそのQTムービーを見ることができ

るO　ちなみにQT Playerの最新バージョン4.1.2は、図1のトップページからリンクしてい

るhttp://www.apple.co. jp/quicktime/download/index.htmlで、無料ダウンロードできるO

このWebページの作成は石原研究室にあるiBook上でAdobe PageMil13.0を使用して行っ

た。映像データのパソコンへの取り込みには、コマ落ちを防ぐという観点からスピードの速

いハードディスクを備えた処理速度の速いパソコンを用いるほうが望ましいと言えるが、一

旦、編集を終えてしまったQTファイルは、処理速度のそれほど早くないパソコンでも十分扱

うことができる。ただ、 QTファイルをページ上に配置するだけならば、 Adobe PageMil13.

そのままでも問題ないが、 QTファイルを配置したページをプレビューする場合にはAdobe

PageMil1 3.0フォルダーの中のBrowser Plug-insフォルダーにあるQuickTime Pluginを新

しいものに変えておく必要がある。

3.内容

http://ww. iie.hiroshima-u. ac.jp/center/mat/top.html

にアクセスすると、図1のトップページが表示される。 「1宮島への行き方」をクリックす

ると、図2の目次へ進む.トップページの「2　宮島案内」は、宮島町観光課等ホームページ

へのリンクである。なお、他サイトへのリンクは、西条駅時刻表、宮島フェリー時刻表等、

各々のページからも張られている。

画面ビデオ素材は図2のように横に2分割されており、左側目次に示されたそれぞれのタ

イトルをクリックすると、画面右側のフレームにjpg画像あるいはQTムービーが表示される

(図2)a -度表示されたムービーは、画面下方の再生/一時停止ボタンを押すことで、見た

い画面を何度でも再生できる。

会話が含まれる場面は、右側フレームがさらに上下に2分割され、上段のムービー下方の

「会話」をクリックすると、下段に漢字かな交じり文が表示される(図3左)。漢字仮名交じ

り文の画面に記してある「ROOMAJI」をクリックすると、ローマ字表記に切りかわる(図3右)0

現在は日本語のみであるが、将来的には学習者の母語訳を表示することも可能である。
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今回公開した動画は素材の段階であり、これをどのような形で日本語学習支援に生かして

いくかは今後の課題であるが、現在のところ、次のようなことを考えている。

(1)動画音声とは別に日本語の録音を行ってリンクさせ、自然な読み方ではあるが雑音の少な

い音声を聞き取る練習ができるようにする。

(2)動画内のセリフ以外の受け答えなど、さらに詳しい日本語表現の情報を付加する。

(3)続編として、広島大学中央口から西条駅までバスに乗る方法に関する動画を作成する。

(4)ブラウザ上で日本語が読めない環境からもアクセス・施行できるようにする。
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図3　0-3右フレーム漢字仮名交じり版とローマ字版

2　切符を貰う 4　電車に乗る

5　路線B]で尋ねる

.;い. li-i-l*事Ⅶヽ　ヽ　J′ I一′

・...'.':'*.蝣>・

・3　季刊で琵る

5　到着、観光
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日本爵教育学会誌『日本語教育』に見る音声教育研究

深見兼孝

はじめに

このレポートは、日本語教育学会誌『E]本譜教育』の創刊準備号(1962年)から107号(2000

午)までに掲載された論文等1)を基に、日本語の音声教育に関連する研究を概観したもの

である。もとよりわずかな件数を見ただけで研究史ができるなどとは思っていない。ただ、

おおまかな流れを掴むことで、音声教育におけるマルティメディアの活用法に関して何らか

のヒントが提供できれば、と思った次第である。

本来なら研究史上注目される研究成果の出現をもって時代区分とすべきだが、上のような

理由で機械的に年代を分け、それに従ってに記述し最後にまとめを置く。

1. 1960年代

日本語アクセントに関する音韻論的研究に山口(1969)、誤用の分析から有効な日本語音声

の指導法を考察した鈴木(1963)、聞き取りテストによって学習者にとって聞き分け困難な音

を探ろうとした山田(1963)がある。

山口(1969)は、文節内の各形態素に「固有のアクセント」を認め、そこからその文節のア

クセントを導き出すための規則を打ち立てようとしたものである。形態素のアクセント型を

計5つ設定し、 「形態音韻規則」と「音韻音声規則」によって実際の発音が導かれる過程を

記述している。

鈴木(1963)は、学習上の問題点を捉えるには学習者の誤用の観察と学習者の母語との対照

記述が必要であり、 (日本語の)音素の対立に速やかに反応する習慣を獲得する練習を(冒

本語の)音素の対立を含む語または文脈においてさせなければならないとし、誤用例を対照

記述の結果で説明しつつ、いくつかの練習のサンプルを挙げている。一方アクセントについ

ては、 Ej本語もタイ語もアクセントにかかわらず母音は一定であり、また日本語のアクセン

トは語の意味内容と必ずしも関係がない、等の根拠をあげつつ「タイ人にはあまり強制すべ

きではない」としている。

山田(1963)は、対照記述の結果を基に聞き分けテストを作成・実施し、その結果について

議論している。主な発見は「母音は語尾においての長短の判別が難しい傾向にあり、子音は

語頭において有声、無声の判別が難しい」ことと、破裂(破擦)音の有声・無声の聞き分け

について、対照記述からの予測(韓国語母語話者には同程度に難しい)と実際の聞き分けの
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難易度(/t, d/の聞き分けが一番難しい)は異なることであろう.

鈴木(1963)と山田(1963)は、いずれも日本語音声との対照記述(前者はタイ語、後者は朝

鮮語)を基にしたものであるが、対照記述からの予測と現実が異なるということについては、

鈴木(1963)にも学習者の誤用のいくつかは対照記述から予想される第一の可能性ではないこ

とが指摘されている。

2. 1970年代

日本語の擬音に見られる異音の現れ方を生成音韻論の立場で記述し、日本語教育への示唆

を与えようとしたものに今田(1973)、著者の経験から初期の音声教育に不可欠な事項とポイ

ントについて述べたものに和久井(1973)、中国語母語話者に対する日本語音声教育の理論と

実践の両面において、主に台湾での状況に合ったものにするにはどうしたらよいかについて

見解を述べたものに菓(1976)がある。

今田(1973)は、擬音の基底形がいかなる条件で表層に現れるかについて、 5つの規則を立

て、これらは「典型的な逆行同化」で「話者の意識の底」にあるとしている。また、これら

の規則の「サブルール」のいくつかは多くの言語に見られるので、モーラの問題を除いては、

擬音の発音の学習はさほど難しくないだろうとし、日本語教師はこのような規則を「しっか

りつかんでおくことが望ましい」としている。

和久井(1973)は、擬音、母音の長短、促音、有声音と無声音を初期の音声教育に不可欠な

事項として、注意を要する語のリストともに挙げている。指導法として、まず教師の発音を

繰り返し聞かせることが重要であるとし、それでもできなければ発音記号や口腔の図(絵)

を補助的に使うことを勧めている。しかし一方で、学生に発音させそれを評価することも重

要だとしている。また、時間の制約下ででどこまでやるかは学生の日本語全般に対するニー

ズに基づかなければならないとし、初期の日本語教育でのクラス分けが必要だとしている。

葉(1976)はまず、教師が学習者に教えるべき音声学的あるいは音韻論的な知識を9つ述べ

ている。そのうち7つは対照記述によって得られるものであるが、この中で単に調音的な特

徴というより聴覚的な特徴の差にも言及し2) 、日本語のdが誤って発音されるとしたら、

多くはrになると強調している。また、日本語の音節を中国語の「併音」によって解釈する

という方法を示している。

この他、音声教育の重要性を認めつつ「くどくどと」行うべきではないと主張し、かつて

台湾が日本統治下にあったことを踏まえ、日本語教育は当時の国語教育ではないと、教師の

注意を促している。
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3. 1980年代

斎藤(1986)は、話し言葉特有の形を「知識として持っていないと相手の言っていることが

理解できない」ので「特に留学生などには」 「ある程度早い時期に知識として与えていた方

がよいのではないか」とし、日本語の話し言葉に見られる「ラ行書」と「ナ行音」のモーラ

音素化(擬音化および促音化)を取り上げ、その制約について考察している。

これによると、様々な制約があるものの、ラ行書は/n, d/の前で顛音化、 A, t/の前で促

音化し、ナ行音は歯(塞)音の前で擦音化するO　ここから、ラ行音の擬音化と促音化は「後

続の子音の有声性の有無によって決定される、同一の現象の異なった現れ」であり、ナ行書

の擬音化と考え合わせると、 「ラ行書」と「ナ行書」のモーラ音素化は、より--一般的には「共

鳴子音で始まる短音節のモーラ音素化としてとらえられる現象であると言える」としているO

斎藤(1986)は今田(1973)に続く日本語の特殊音素の研究であるが、一般性ないしは普遍性

を追求している点で共通であると言えよう。

一方、対照記述の結果を援用した研究も多く現れているが、方向がさらに多様化しているO

まず林(1981)は、中国語を母語とする学習者に対し聞き取りテÅトを行い、それに基づい

て「聴取」の問題点を考察し、あわせてその原因と母語の干渉との関係について考察してい

る。 「音価の近い音素」の混同を「横のドリフト(50音図で言うと別の行の子音と混同する

ことから) 」 、 「縦のドリフト(50音図で言うと別の段の母音と混同することから) 」とい

う用語で分析し、混同の一部は干渉によるものだとする(ということは、干渉では説明でき

ない混同の存在もまた十分認識していると思われる) 。特に、無声子音と有声子音の混同、

「ひ」と「し」の混同、ラ行とナ行の混同、 「たまんご」などのような不要な「ん」の聞こ

え等は干渉によるとしている。

このようにテストによって誤りを突出化させる方法の他、これまでのように筆者の経験の

中で収集した誤用例を扱ったものもある　(1984)は、日本語と中国語の発音上の差異を法

則化し、中国人学習者の日本語の発音の誤りをこの法則に照らし合わせて上で、指導のコツ

ないしはポイントを述べている。具体的には、ウ投書(ウ、ク、フ、ル、ツ、ヌ、ム、ユ) 、

オ段音、オ段擦音とエ段擬音、無声音と有声音の区別の問題を取り上げているが、その他に

も促音や長音について若干の言及がある。

発音の誤りを母語からの干渉で説明する一方、音節を基準に音声上の細かい差に言及して

おり、特に母音にも多く言及していること、また誤りに「大小」の別を設けているのが特徴

的である。また、指導のコツないしはポイントも具体的に示してあるが、教師も学生も、何

が誤ったか、どうすればよいか意識することが強調されている。

杉山(1985)は、自らの中国語の学習経験から逆に中国語を母語とする学習者に日本語音声
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がどのように聞こえるかを想定し、そこから予想される誤りについてその指導法を考察して

いるo主に音節を単位に対照記述から予想される誤り(干渉)が列挙されているのだが、内

容的に(1984)が取り上げていないことも含み、特にアクセントについても述てる。また、

「母語別の発音教材」が必要3)で、 「日本語との対照が、実用的な形で示されることを切

望したい」とも述べてるが、 「実用的」なことを如実に物語っているのであろうD

以上は北京語を.母語とする学習者を対象にした研究だが、野沢(1980)は、中国語母語話者

の日本語学習者が増大している中で、互いに非常にかけ離れている中国語の各方言との対照

が理想的であるとし、広東語と日本語の音韻体系の対照記述の結果から誤用を分析すること

によって、 「広東語話者が日本語を学習する際に遭遇する音声における困難点を、特に子音

に焦点を当てて考察」している。

葉(1976)と同じように、 「聴覚的印象」を取り上げている他、注目すべきは、 「問題がな

いのは/帆/だけである」という指摘である。これまで挙げてきた研究でなされた対照記述は、

構造主義言語学にのっとった極めてオーソドックスなやり方だが、構造主義言語学の基本的

な考え、すなわち、ある要素の価値はその要素を含む体系の中で決定されるという考えから

すれば、このような結論に達しても何ら不思議はないのであろう。音声教育における対照記

述の有効性とその限界(誤用の予想と実際は必ずしも一致しない)が、この時点で日本語教

育の世界でも認識されだしたと言えよう。

高橋(1989)は、中国からの帰国者を対象に、教室で実際に行う導入やドリルの手順の例を

示したもので、 「試行錯誤から生まれた実践記録」であり、 「同一の原因ならば、この指導

方法は様々な学生に生かせることができる」としている。具体的には「学習者に負担になら

ず、分かり易く日本語の音声の知識を身につけさせる」ために「ほぼ重要なもの、困難なも

のの順」に「抱とアクセント」、 「ウの段」、 「エの段」、 「オの段」、 「清音と濁音」 、

「ガ行鼻濁音」、 「特殊音素」、 「キ・ギ・ヒ」、 「/(OV/+/N/」、 「勘音」 、 「ハ・へ・

ホ」 、 「母音の無声化」を取り上げている。

また、実際の運用では直接法で各課の授業の冒頭10分ぐらいを使うとし、帰国者の住んで

いた地方の方言に配慮しつつ、各項目ごとに導入の方法、板書例、ミニマル・ペアによる練

習の方法等を記述している。

高橋(1989)の教授項目は、日本語音声との対照記述と経験に基づいており、それ自体は先

行研究と大きく変わらない。しかし、項目の設定や指導に当たっては経験により依存し、相

対的に対照記述への依存度が限定されているように見受けられる。また、母語の違いによら

ない教材や練習法の共通性を強調しつつも「効果的なミニマル・ペアや指導法など教えて頂

ければ幸いである」とあり、この時点でも実践的な研究が少ないことを物語っていると言え
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よう。

以上、誤用から教材や指導の方法を考えようという研究を挙げたが、これに習得という観

点を加えたのが、吉光(1981)である。吉光(1981)は、実際の会話資料を基に日本語アクセン

トの習得の程度と誤りのパターンを分析することによって、 「学習者のアクセントの能力を

のばすため」の方策を考察したものである。

考察の結果、被験者それぞれが異なったアクセント上の問題を持っていることが判明した

とし、それにあった対応を提案している。吉光(1981)がそこで問題としているのは、学習者

のレベル(既に相当の語嚢や文法が身についているかどうか)およびアクセントへの意識と

「アクセント・ルール」の扱い方である。おおまかにまとめると: 1)既に相当の語嚢や文法

が身についており、アクセントへの意識もあれば、 「アクセントルール」の活用が有効で

あるが、語嚢や文法の拡大が当面の課題であれば、 「先ずアクセントを正しく認識し、それ

を確認する学習が必要」である。 2)アクセントへの意識がないまま学習が進むと誤ったアク

セントが固定してしまうので、初級から中級への過渡期に「アクセント・ルールの導入」に

よってこれを除去する必要がある、となろう。

聞き分けテストを利用した研究で、林(1981)とは別の方向を示したのが開(1987)である。

閲(1987)は、韓国人に日本語の促音の同定実験を行い、彼らが促音の聞き分けに何を手がか

りとしているかを考察しているが、子音の持続時間が弁別的特徴を持たない韓国語を母語と

する学習者は、子音の持続時間の長短を促音のあるなしの判断に使うことが難しい、という

のが結論である。ここから閏(1987)は, 「抱の持続時間を変化させた音声テープなどを用い

て、促音を範ちゅう的に知覚する能力を身につけるようにしなければならない」としている。

また、持続時間でなければ何で判断しているかというと、後続の子音の特徴によっているの

ではないかとしている。

また、開(1989)は、韓国語母語話者が日本語を朗読したときどのような韻律的特徴が現れ、

それが日本語母語話者にどのように評価されるかについて考察し、学習者のパフォーマンス

に対する日本語母語話者の評価という観点を取り入れている。まず、語アクセントでは、高

低がほとんど見られない者と、それが見られるものの日本語の規則に違反している者の二つ

のタイプがあり、全般に助詞を高く発音する傾向があるとしている。また、ボーズについて

は、それが無秩序に現れ、かつその持続時間がまちまちであるとし、被験者のうち1--人に各

句末に特に昇降調の音調が現れ、その直後にボーズが生じていることを指摘している。さら

に、単音については、韓国語で有気閉鎖音を初音に持つ音節が高く発音されるように、日本

語の無声閉鎖音が韓国語の有気閉鎖音で代用されるとき、その拍が高く発音され、日本語話

者にかなりの違和感を与えていると指摘しているO
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関(1989)によれば、結局「日本語らしくない」と評価される原因は短音の発音より韻律的

特徴にあり、 「日本語らしくない」ことは「聞きにくい」 、 「きたない」 、 「不自然な」 、

「普通でない」ことと相関しているとしている。また、今後の検証が必要としているものの、

平坦な発音より日本語の規則に合わない高低の現れの方が評価が低いと推察されるとしてい

る。

一方関(1989)では、韓国語のアクセントの質(高さか強さかなど)については問題が多い

ともしており、この種の研究および韻律の対照記述の困難さが予想される。

さて、以上とは変わって、初級用日本語教科書で、音声に関する記述がなされているもの

を比較検討したのが土岐(1986)である。

土岐(1986)はまず、概括的にほとんどの教科書が50音図がカバーする母音から特殊音素ま

では触れており、また母音の無声化、ガ行鼻音、アクセントにも触れている教科書が多い反

面、 「音節の組み合わせによって生じる音変化」や「単語～文レベルに関する事項」には触

れていない教科書が多いと述べている。また、ここで、一種だけ「リズム」を最初にしかも

ある程度のスペースを割いている教科書があることを指摘し、それも「故なしとはしない」

とコメントしている。

個々の音に関しては、まず母音と特殊音節について、各教科書が用いている呼称から、そ

の考え方を探ろうとしている。次にガ行鼻音については、この音が出現する環境についての

説明が不完全なものが多いこと、調音法については/z/, /r/, /N/を取り上げ、 /z/,は異音と

その環境に関する説明が不十分なものが多いこと、 /r/は調音的な説明に力を入れている反面、

異音の存在とその環境に触れられていないものが多いことを指摘している。

また音節構造については、 50音図によって各音節の説明をしているものと音節構造によっ

て説明しているものが半々であることを指摘した後、後者についてどのような分類をしてい

るかを見ているOその結果、半母音の扱いが矛盾しているものがあること、音節とモーラを

一致させようとして矛盾を起こしているものがる反面、一種だけ音節に長短の別を設定する

ことでこの矛盾を回避しているとしている。

さらにアクセントについては、おおかたの教科書がアクセントに触れており、 「二段式」

表示がなされているが、 「三段式」表示のものもあることを指摘し、 「二段式」表示は簡便

さ、 「三段式」表示は現実との近さゆえの応用性の高さという利点があるとしている。また、

中には(その範囲は異なるが)文レベルでのアクセント表示があるものもあることも指摘し

ている。息継ぎ・プロミネンスについては、それぞれについて言及のある教科書がどのよう

に表示しているかを述べている。また、イントネーションに触れていない教科書が多いとし

ているが、それは「この要素は複雑な要素が含まれていて整理しにくいからである」と説明
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している。

以上を踏まえ、土岐(1986)はおおよそ次のような指摘をしている: 1)音声を文字で伝える

のは難しい、 2)テープも違いがよく聞き取れるものでなければ効果が上がらない、 3)まずは

音価の違いを聞き取らせる練習からはじめなければならない、 4)練習は各課に計画的に配分

されなければならない、 5)学習者に緊張を強いてはいけない。その意味で、ミニマルペアの

練習は避けるべきである、 6)逆にイントネーションやリズムの練習は比較的リラックスでき

るし、個々の単音の音環境も整備され、日本語らしい発音をするための条件も一段と整うと

考えられるo

この5)は高橋(1989)の見解とは異なるが、学習者に日本語音声あるいは自らの誤りを意識

させる必要があることについては、大方の一致を見ているのではないかと思われる。 2で取

り上げた察(1976)の表現も借りて言えば、音声の指導は学習者に意識させつつ、しかしくど

くどせず、また緊張を強いらずに行わなければならない、ということになろうか。

4. 1990年代

「伝達態度のモダリデイの代表である『ね・ねえ』のコミュニケーション機能とイントネ

ーションの関わりを分析・考察」したものに伊豆原(1994)があるo　伊豆原(1994)は、先行研

究を援用しつつ、 「ね・ねえ」の機能を「引き込み」 、 「同意求め」 、 「確認求め」と仮定

し、単独で用いられる場合、語・句末に用いられる場合、文末に用いられる場合それぞれに

ついて、 6種に類型化したイントネーションがどのように現れるかを分析・考察している。

その結果、 「仮説は大筋で見れば検証された」としているが、同時にイントネーションから

「引き込み」と「同意求め」 、 「確認求め」は連続してると言え、話し手はこれらによって

「話し手の展開する世界を聞き手と共有し、その世界に一体化させようと」し、 「ね・ねえ」

の機能は、 「まさに談話進行機能そのものである」と結諭している。

土岐(1997)は、音声・音韻の研究の最近の動向をまとめたものである。単音・音節レベ

ルでは、音声表記の混乱、精微さの程度、リズムの問題と関連して音節の現れ方に関する音

声学的研究の不足などが問題だとしてる。特に、最後の点に関してはさらに音響実験の進行

が必要だとしている。文節レベルでは、アクセントやリズム、イントネーション等が問題に

なるとし、文節間の連結状況、句音調の研究がなされているとしている。また、 2つ以上の

文節が対象になると、日本語では文節間の高さの違いによる働きが顕著であると言われてい

るとし、ピッチ曲線を分析資料とした研究が目立っているとしている。文レベルでは、イン

トネーションを文の情報構造から研究するなど文法研究と音声研究の複合的研究が始まって

いるとしている。が、一方でイントネーションとアクセントの混同に対して注意を促し、ピ
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ツチ曲線に対する音韻的解釈の必要性を説いているOまた、外国人研究者の研究の広がりも

指摘している。そして、現実としてはこれら3つのレベルは互いに「総合的に結合」しては

いるが、実際の研究では「パラメータごとに切り離した材料を用意し」て、段階的に研究を

進めなければならないとしている。

なお土岐(1997)は、調音音声学が文系、音響ならびに聴覚音声学が理系だという区分に

対する疑問を表明すると同時に、音声の分析・記述が聴覚に基づいたものであれ波形に基づ

いたものであれ、長所と短所があることを念頭に置くべきだという考えを示している0

1980年代に引き続き聞き分けテストによる研究も行われている。まず西端(1993)は、中国

語母語話者と日本語母語話者が、促音をどのように知覚しているかを調べる目的で促音の同

定実験を行っている。この間の研究の進歩を反映して、第1音節の母音の長さを固定すると

同時にアクセントによる違いも見ている。実験の結果をまとめると、 ・中国語語母話者の方

がより短い持続時間で促音があると判断している、 A/が/p/や/t/より短い持続時間で前に

促音があると判断される、 ・日本語母語話者は/p/について、頭高型より平板型の語において、

より短い持続時間でその前に促音があると判断している、 ・中国語母語話者は力月こついて、

頭高型より平板型の語において、よ~り短い持続時間でその前に促音があると判断している、

となろう。

さらに西端(1993)は、中国語母語話者の促音の判断にばらつきが大きいこと、頭高型より

平板型の方が促音の知覚に影響を与えているという結果が先行研究に反すること、また、開

(1987)を引き合いに出して、韓国語と同じように有声・無声の対立のない中国語母語話者の

促音の判断には後続子音の影響があるかもしれないということ等を挙げて詳細な研究の必要

性を述べている。

1990年代の聞き分けテストは、単に知覚の問題に留まらない。小河原(1997)は、外国人日

本語学習者の、聞き取りのよしあしと発音のよしあしの関係について、韓国大学習者を対象

に考察しているO

小河原(1997)は「発音矯正場面」を想定し、そこで行われた聞き取りテストの成績と、同じ

材料を被験者に発音させたものに対する日本語母語話者の評価の相関を見ているが、その聞

き取りテストとして次の四つの判定をさせている:教師の繰り返す発音が同じかどうかの判

定(同定) 、教師が何を発音しているかの判定(再認) 、教師の発音と被験者自身がそれを

模倣した発音が同じかどうかの判定(モデル-自己同定) 、被験者自身の発音が意図どおり

に正しく発音されているかの判定(自己再認) 0

実験の結論として、小河原(1997)は「各音声要素における発音基準を意識してもち、自分

自身の発音について、自己認識できている学習者ほど発音もできている」とし、 「学習者自
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身の発音のあり方を意識的に捉えさせ、学習者の意識の中に正しい発音の「基準」を作らせ

るような自己評価能力を高める指導が重要となる」としている。

一方、学習者のパフォーマンス(被験者の日本語音声の生成)に関する研究も引き続き行

われているoまず、李(1999)は、韓国語を母語とする日本語学習者の発音に特徴的に現れる

とされる句末のend focusについて、母語の影響という観点から、句末(助詞)に焦点を当

ててソウル方言話者と慶尚道方言話者の日本語と韓国語の発音を対比的に論じているO李

(1999)によると、統計的にはソウル方言話者では日本語も韓国語もrend focusあり」のみ

が現れ、慶尚道方言話者では「end focusなし」のみが現れているとしている。また、日本

語と韓国語に両方共通の場所に現れた、統計的に「end focusあり」 (ソウル方言話者)と

された句末と「end focusなし」 (慶尚道方言話者)の句末のピッチ曲線を分析した結果、

日本語のピッチパターンと韓国語のピッチパターンはほぼ共通であるとしている。

以上から李(1999)は、 end focusの出現には母語の影響があり、日本語のアクセントパタ

ーンやイントネーションパターンが守られていないところにend focusが現れる傾向がある

とし、韓国語母語話者に対して方言を考慮した指導の必要性を示唆し、今後の課題を述べて

いる。

学習者の生成に関する研究は、習得の研究へともつながっている。山田(1994)は、外国人

上級日本語学習者(英語母語話者)へのインタビューで得たデータを資料にして、アクセン

ト核の位置を中心に、アクセント規則の習得と中間言語体系を分析している。

山田(1994)はまず、先行研究を引用しつつ、一般性の高いものから、 「ストラテジー>普

通ルール>個別ルール」となるとし、 「ストラテジー」と「普通ルール」をひっくるめて7

つの「ストラテジー」を例示し、次にデータをもとに中間言語形成の様相と、アクセント規

則の習得の様相を論じている。

中間言語形成の様相については、学習者はモーラに基づいたアクセント核の位置の決定が

困難で、音節を代用して「彼らにとって使いやすいストラテジーを作り出し」とし、これは

「日本語のストラテジーの影響を受けて形成された独自のシステムを持つ」ので「中間言語

(のストラテジー) 」であるとしている。実際ここで、 7つの「ストラテジー」のうちどれ

が採用されたかによって8つの「中間言語(のストラテジー) 」を設定し、採用されたとす

ればどのような変容を受けているを記述している。

また、アクセント規則の習得の様相については、 「ストラテジ当は習得が難しく、 「普

通ルール」は頻度の高いものが習得しやすく、また、 「個別ルール」は学習が進んでいない

段階で適応されるとし、個別的にアクセントの習得しやすい単語の例を列挙している。さら

に、今回の学習者は全員8つの「中間言語(ストラテジー) 」を使っているが、習得された
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語数によって二つのレベルが認められ、これは在日期間の違いと一致し、そのレベルによっ

てよく使う「中間言語(ストラテジー) 」が異なると同時に、高いレベルでは表現のバリエ

ーションも大きいとしているo

そして以上を受け、 「効果的なアクセント習得の条件として、十分な量のインプット、学

習者方略等が示唆された」と結んでいる。

福岡(1995)は、 「有声破裂音のない」北京語と「有声破裂音のある」上海語を母語とする

学習者の、日本語の有声及び無声破裂音の習得過程を比較して、そこに母語による差が見ら

れることを明らかにしたものであるo福岡(1995)峰、習得の横断的および縦断的調査を行っ

ているが、それは2つの知覚テストと1つの生成テストからなる。また、被験者の生成した

ものをスぺクトログラム分析し、分析のポイントがVOT (閉鎖開放に対する声帯振動の時間

的位置)の値であることを明らかにしている。

福岡(1995)のテストとスペクトログラム分析の結果、およびその考察は次のように要約で

きよう: 1)有声・無声の識別は語中の方が困難。特に、北京語母語話者に日本語の無声音を

有声音に聞く傾向が強く残る、 2)有声・無声の生成は語頭の方が困難。特に、北京語母語話

者に日本語の無声音を語頭では有気音で、語中で無気音で発音する傾向が強く残る、 3)上海

語母語話者の方が、知覚においても生成においても伸びが早い。

最後に福岡(1995)は、中国人学習者が増加しているものの、背負っている方言がまちまち

なのでこれに配慮した音声指導が必要だとし、今後はまず北京語話者に対して有声破裂音が

できるようにするための指導法を研究したいと結んでいる。

教材・教授法の開発およびそれに対する評価の研究も見える。まず、串田他(1995)は、中

国人学習者のための音声教材として開発した「プロソディ-グラフ」の特性と効果を論じて

いる。それによると、 「プロソディこグラフ」は、 「教師に特別な知識がなくとも使える教

材」 、 「中国人学習者が最も効率よく学習できる抜本的な中国人学習者のため」の教材とし

て開発された4)もので、音響機器によって分析されたピッチ曲線を基に、 「短音節」と「長

音節」を表す記号をかなと対応させつつそれらを上下に配置したり、空白を置いたりするこ

とで、実際の(抽象化されていない)声の上下やボーズを視覚的に示し、それによってプロ

ソディ-を「総合的かつ容易に」学習されることを狙っている5) 0

このような教材開発の背景として、串田他(1995)は、従来「正確さ」が強調され、 「自然

さ・流暢さ」が軽視されていたとし、 「自然さ」を支えるプロソディ-から逆に分節要素へ

と進む方向を取ったとしている。また、プロソディ-も項目に分けることで、指導のポイン

トを明確にし、知識の少ない教師でも活用でき、学習者にも自覚されるであろうとしている。

串田地(1995)はまた、 「プロソディ-グラフ」の評価も行っている。それによると、中国
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入学習者にプロソデイ-グラフを使った音声指導をして、日本語教師の評価によってその効

果を統制群(アクセント核による指導)と比べたところ、効果があったとしている。また、

学習者に対するアンケートからも肯定的な評価があったとしている。

最後に串田他(1995)は、 「初級のうちから、総合的に生の音声言語に近いかたまりを提示

し、自然な日本語を習得させることを音声教育の一つの理想とするならば」という前提で、

プロソディ-グラフを初級段階の補完的な位置に置いている。

鹿島(1995)は、所属する機関での初級学習者に対する音声教育の方法を記述し、その有効

性について論じている。鹿島(1995)によれば、問題の根本は、音声教育の具体的な方法が確

立されていないということで、音声教育の実践の中心項目として、リズムを選んでいること

を明らかにしている。

鹿島(1995)はまず、従来の「拍感覚の養成」型の教育では効果が上がらなかったとした上

で、リズムを決定しているのは、 「短音節・長音節」の配列であり、長短の配列によって、

例えば3拍語なら「2 (長音節) 1 (単音節)型」か「12型」の二つしかない、というよ

うに、単語から文に至るまで、拍数によって一定の型( 「リズム型」と呼んでいる)にまと

められるとしている。

実際の導入としては、コースの初めに直音、特殊音(長音、促音、擦音) 、物音の順に導

入し、直音では50音図に基づく「最小の発音単位」の導入からはじまって語レベルでのリズ

ムの導入に入ると述べている。また、特殊音は、そのあるなしによるリズムの違いに主眼を

置き、勘音には直音と同じように導入するが、その矯正(例えば、キョとキオ)もリズムを

利用するとしている。

練習は、リズムの定着を目指して「リズム教育」が全コースを通じて実施されている6)

とし、リズムの知覚と生成(無声化もこの段階で導入・練習)およびリズムの派生(助詞な

どによるリズムの変動) 、最後に文のリズムの練習に至るとしている。なお、導入でも練習

でも文字を使わないとしているO

以上のような音声教育の評価として、鹿島(1995)は、リズム教育が導入される以前の学生

とリズム教育を受けた学生(各々11名)への2回のインタビューを資料とし、その2回の間

の発話量(拍数)と長さの誤りの変化を見ている。その結果、どちらのグループの学生も2

回目のインタビューで発話量が2倍になってるが、リズム教育を受けていない学生はそれに

つれて誤りも倍増しているのに対し、リズム教育を受けた学生は誤りがさほど増えていない、

としている。

以上からリズム教育の効果があったとし、今後は学習者個人の習得の過程およびそれに関

わるもろもろの要素について研究が必要だとしている。
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金田一(1997)は最近の音声教育(研究)の動向についてまとめたものである。まず教授項

目では、従来単音などの小さな単位からプロミネンスのような大きな単位へと分けて考えら

れていたが、最近日本語の韻律および文法項目とイントネーションの関係に関する研究が複

合領域として進められており、現場への還元が期待できるとしている0

また、教授と学習の過程について、 「・教師がモデルを提示する-・学習者が聞く-・学

習者が理解する- ・学習者が模倣する- ・教師が聞く- ・教師が評価する-ゴール/ ・教師

が戦略を立てる- ・へ戻る」のような過程を設定し、これは基本的に将来も変わらないだろ

うとしているoそして、各段階における研究として、主に次のようなものを挙げている: -

教授法、 -中間言語音声、 ・認知、 ・評価法、 ・～・対照研究。

最後に広く研究(アイディア・工夫)の公開の必要性を説いて締めくくっている。

5. 2000年

北京語に代表される中国語北方方言を母語とする日本語学習者の有声・無声破裂音の弁別

能力の習得と聴解力一般の伸びの相関性について、国内(日本)と国外(中国)の学習者を

対比的に論じた山本(2000)と、台語を母語話者とする日本語学習者に対して日本語歯茎音/d,

n, r/の聴取実験を行い、台語および値湾の国語」 7)の影響という観点から、日本語母語

話者に対する同じ実験の結果と対比しつつ、 /d, n, r/の混同の様相を論じた劉(2000)がある。

山本(2000)は、中国人学習者が、国内でも国外でも日本語能力試験の聴解の伸びが悪いの

は、有声・無声破裂音の弁別能力の習得と関わりがあるのではないかと仮定し、国外中級、

国外上級、国内上級の3群の被験者に対し、書き取りによる弁別テストと日本語能力試験に

よる聴解力の半瞳を行っているo弁別テストの素材は、語頭のピッチ(高低) 、破裂音の位

置とその後続母音の組み合わせで作った無意味語で、 「これは　　です」に記入させると

ある。

その結果、まず全般的な誤聴傾向では、有声・無声の誤穂は学習者の国内外の差も、 (国

外での)レベルによる差も見られず、また無声音を有声音と聞き誤る傾向がその逆より3倍

も高いとしているoまた、調音点・調音方法・母音の誤聴が国外の学習者がレベルに関わら

ず高いとしているo破裂音の誤聴と音声環境では、全般的には有声・無声の誤聴は語中が高

いとしているが、同時に誤聴率の高い音とその昔環境についても触れている。さらに、国外

ではレベル差にかかわらず高頻度で誤聴が起こる音が多数あるのに対し、国内ではそれが少

ないとも述べている。聴解力との相関では、国内学習者について有声・無声の識別能力と相

関が見られるとしている。

以上から、有声・無声の識別には母語の影響、学習環境個内・国外-日本語音声の豊か
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な環境・そうでない環境) 、個人差があり、それが聴解能力に影響を与えているのではない

かとしている。

劉(2000)は、日本語母語話者・台語母語話者の混同の実態およびその比較、台語の流暢さ

と混同の様相との関係、混同の現れる音環境の検討、日本語教育へのフィードバックを目的

としたもので、実験材料は、擬音の前で混同がよく起こるという先行研究を踏まえて、擬音

を含んだ3抱の無意味語(1拍目と3拍目に同じ段のダ・ナ・ラ行音の組み合わせ)および

擬音を含まない4抱の無意味語(2、 3、 4拍目に同じ段のダ・ナ・ラ行音、および1拍目

に同じ段のア行音の組み合わせ)となっている。

まず3拍語について、 「台湾の国語」を多用するグループ>台語を流暢に話すグループ>

日本語母語話者の順に混同をよく起こすとし、共通的にデ・ネ・レの混同がよく見られる一

方、台語母語話者ではヅ・ヌ・ル、日本語母語話者ではダ・ナ・ラの混同がよく見られると

しているoまた、擬音の前で混同の傾向が高いのは確かであるとした上で、日本語母語話者

では1拍目も3拍目も/d/と/r/の混同の傾向があるのに対し、台語母語話者では1拍目は日

本語母語話者と同じく/d/と/r/の混同の傾向があるが、 3拍目は/礼/と/r/の混同の傾向があ

るとしている。さらに、 4拍語についても3拍目に混同が有意で見られる他は、 3拍語と大

体同じことが言えるとしている。

以上を踏まえ劉(2000)は、日本語母語話者は特に後続母音が/e/のとき/d/と/r/の混同を、

後続母音が/a/のとき/d/を/r/に聞き違える傾向を示し、台語母語話者は後続母音が/e/のと

き/d/と/r/の混同をしやすい他に、後続母音が高母音であるほど/n/を/r/に聞き違える傾向

を示すとしている。そして、擬音のあるなしや何拍目にその昔が来ているかと合わせ、指導

のポイントとなるとしている。

まとめ

以上、 『日本語教育』に掲載された日本語音声教育関連の研究を見てきた。ごく大ざっぱ

に言えば、学習者の知覚や生成に関して、実験によってそれを突出させ、条件を明らかにす

るという方向が顕著になってきている。また、それを習得あるいは聴解能力ないし日本語能

力全般と関連づける方向が見える。現場への還元が期待できよう。一方、教材や教授法を開

発し、それを評価するという試みも現れてきている。そこには、分節素から超分節へと積み

重ねて行くのではなく、超分節の枠の中でそれと同時に分節素の習得を目指すという姿勢が

見える。マルチメディアを利用した音声教材作りに当たり参考にすべきであろう。同時に、

特定の言語を母語とする学習者を対象にするか、学習者の母語に関わらない教材作りを目指

すか、どうしたら学習者に緊張を強いらずに意識させることができるかも考えなくてはなる

no-



まい。

言うまでもないが、様々なメディアの特性を知っている専門家との協力は不可欠であり、

その特性をいかに有効利用するかがポイントになる。そのためにも、試行錯誤は避けられな

いことであり、有効利用できるデータを蓄積して行かなければならない.現在ハードウェア

もソフトウェアも進歩が著しいo　しかし、その進歩を促進する力の一つは教育現場からのニ

ーズであることを忘れてはならないだろう。

荏

1)　論文・研究ノート・調査報告の他、特集記事を見たが、特集記事の中で題目に「音声

(教育) 」に関するものであることが明示されていないものは省いた。また、 56、 67、 71、

74、 78の各号は入手できなかった。

2)  「 (母音は)日本語では柔らかく、陰性的で、中国語ではやや固く、陽性的である」

(p.110)とか「語中にくる日本語のp-1-k音は・-・無気無声としてとして耳に入ってく

るといえども、絶対に中国語の無気音ほどの強さではな(い) 」 (p.Ill)のような記述が見え

る。

3)鈴木(1963)も、 「このような教材で、どんな母国語をもっている国民にも同様有効に働

くものを作成するのは不可能」と言っている。

4)現地調査の結果、 「教師の知識不足や教材不足が、より効果的な音声教育を行うのに障

碍になっている」としている。

5)プロソディ-グラフの開発に伴う難点として、音響機器の問題と「おそ下がり現象」を

挙げてある。前者については機器がなくても教師に力量があれば教材は作れるとしているが、

後者はなお検討が必要だとしている。

6)他の韻律項目についてもやっているとしているが割愛している。

7) 「台語」は中国語南方方言の　南語のことで、大陸の　南語とは異なるので台湾ではそ

う呼ばれているとしている。また、 「台湾の国語」は、北京方言をもとに台語と日本語の影

響を受けて成立した「台湾国語」が、世代交代と国語政策によって変化したもので、現在標

準化しつつあるとしている。
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言語文化学的なマルチメディア教材へ

平揮　洋一(城西大学)

1　教材に求められるもの

平成元年の頃は,コンピュータ支援の日本語教材といえば,フレーム型でドリル型

のCAIだった　CAIの数もきわめて少なかった。が,平成8年頃から,カラー画像が多

用され音声情報が付加された優秀なマルチメディア教材が姿を見せるようになり,覗

在ではWeb教材も急速に充実しつつある。

従来の日本語教材は,単語の文字表示や文型提示など,日本語の「かたち」に偏り

すぎていなかったであろうか。 「語秦」や「意味」の教育にしても,知的意味・辞書

的意味にばかり力点がおかれてこなかったであろうか。日本語教材と言語習慣・生活

文化などが有機的に関連づけられた教授法がとられてきたであろうか0

コンピュータ支援授業のネットワーク化が進み,教師と留学生とのリアルタイムで

インタラクティブな授業が可能になったことは,日本語教育に軍与するところ大であ

ったが,これまでのマルチメディア教材は「語嚢」 「意味」 「文化」などに対する細

かい配慮に欠けている面がある。また,音韻論や文法論に比べると語嚢論や文化論は

学説が未発達であり,日本語教育を支える言語理論にさまざまな問題点があった。こ

れからの日本語教育を真に充実させるには,語嚢論・意味論・表現論・言語文化学な

どでの急速な理論的発展と教具・教授法の改善,それらの研究成果を踏まえた電脳教

材の作成が待たれるところである。

2　意味論の視点

打開策の一つとして,意味論の視点を取り入れた教材作りを検討してみよう。日本

語教育に有効な意味論がないものであろうか。あるとするなら,どのようなマルチメ

ディア教材が可能になるであろうか。

二十世紀の言語学では,これまでさまざまな意味論が展開されてきた。例えば言語

学的.酎未論では、意味は心の構造により定まるソシュール(Saussure)の意味論,隻

合論的なモデルを仮定し「部分」の意味を合成することによって文全体の意味が構築

されるとする構成意味論,文が入力されるたびに談話構造が更新されるとする談話表

示理論などが説かれた。哲学的意味論ではカルナップ(Carnap) ,ウィトゲンシュタ

イン(Wittgenstein)
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カント(Kant)などの意味論が展開されたが, 「駅舎」 「線路」 「鉄橋」 「踏み切

り」 「ダ悼」といった複数の概念が構造的に結合して「鉄道」がイメージ化されると

考えるカントの「スキーマ」は示唆に富むし,小概念を表す語と大概念を表す語の意

味的関係をスキーマからの「距離」で説明しようとしたロッシェ(Rosch)の認知科学

的意味論,単語はその意味が意義素に分解された形で心の辞書において表象化され,

その表象は基本的構成要素であるSemantic markerの集合からなると考えるカッツ・フ

ォーダ(Kats & Fodor)の意味論などはさらに興味深くなる。言語情報の価値はそれ

を作成するのに要した労力と文脈効果(伝達効果)との相関関係によってのみ評価さ

れるとする関連性理論や,発話を心的表示を構成する指令とみなすメンタル・スペー

ス理論も,いい面を有している。

が,カッツ・フォーダの構成意味論は,言語的意味や連想的意味にこだわりすぎて

いる感が強いし,コリンズ・キリアン(Collins&Quillian)らの意味ネットワーク

理論にしても,辞書項目についての論理的・普遍的な意味特徴のみに着目して意味設

定をしようとするかぎり,窓意性や認知差の問題の根本的な解決は望めそうにない。

メンタル・スペース理論も,ひとまとまりの会話や物語を分析したいくつかの実証を

完了するまでは,マルチメディア教材の中には加えにくい。

最近になって,医学・物理学・数学・工学・心理学などの分野を巻き込んだ「ニュ

ーうルネットワ一・一クーj理論が注目を集めてきており,楽器音の感性的位置関係や服飾

イメージの分析などが行われ,非論理的に見える対象の「感性情報処理」が可能にな

ってきたo数量化理論の活用法を含め,感情的意味や評価的意味の研究には,有力な

支援理論となろう。

現研究段階で結論的にいうならば,単語にしろ談話にしろ,言語情報の有する意味

をコミュニケーションの流れで捉え,人間の言語行動を言語変数と非言語変数(行動

変数,心理変数,文化変数,成立条件変数,連接変数など)の総合化されたコミュニ

ケーション変数として把握し,情報工学的意味論と言語学的意味論とをうまくミキシ

ングしたメディア意味論に裏打ちされたマルチメディア教材が必要になろう。

3　教材に文化を盛り込む

この研究では,二つのコミュニケーション要素の研究成果をドッキングさせ,新し

いタイプの教材作りをめざした。二つの要素とは,前節で触れた言語要素と非言語要

素である。

留学生は母国の言語文化構造や民族性といった多くの「かくれた文化」を背負いな

115-



がら日本語や日本文化を学んでいくので,その習得過程において自ずと多文化型の認

知が行われ,独特の認知類型が形成されていくのではなかろうか。その類型を考慮し

ながら教材と教授法を充実させるのも,新世紀に求めれれる日本語教育だと思われる。

多文化社会に対応するには,あらゆる教育の場において学習者の学力のみならず民

族性や認知類型までを考慮した新しい教育システムの開発が必要になってきたが,そ

の開発の困難さ故に,いまだ実現化されてはいない。当該研究は,その実現に向けて

基礎的な研究の進展とシステムの開発とをめざすものであり,音声に対する日本人と

外国人の認知類型を詳細に調査し,多文化社会の学習者に対応した完全な形の「日本

語マルチメディア教材」であることが望ましい。

多文化型マルチメディア教材作成を作成するにあたって,いくつかの疑問があった。

1 ・学習者の語嚢の意味領域にはかなりの違いがあるらしい。どの程度の差なのか。

2・それは学習者の民族性・言語形成期の文化圏・言語行動の認知差などを反映してい

るといわれるが、実際どの程度なのか。

3 ・それらは日常の言語生活の中ではほとんど意識されない。調査によって何か法則性

がつかめるのか。

このための基礎的作業として,これまで2期に分けて多文化調査を実施してきた)でた。

平成4-6年に実施した第号期多文化調査(日本人学生203名、留学生60名)の調査大項

目・中項目と,調査データを集計して得られた認知類型は,次のとおりである0

1天地-太陽、月、星、雨、虹の七色、黄色、オレンジ色、茶色、赤、緑,空色、青、

紫、藍色、黒、白、夕焼け。

2植物-桜、梅、桃、菊、善徳、カーネーション、彼岸花、つつじ、好きな花、松、

杉、柿、赤い果物、りんご。

3動物-魚、犬、猫、狸、狐、豚、良い動物、悪い動物、好かれる動物、嫌われる動

T'J

4人間-背の高い人、低い人、体の大きい人、小さい人、腹の出ている人,とても

太っている人、とても痩せて

いる人、丸顔の人、細長い顔の人、顔が三角形の人、顔が長方形の人、顔の四角

い人、顔の大きい人、額が広い人、額があぶちぎっている人、眉がつりあがって

いる人、眉が太い人、鼻が高い人、顎が長い人、禿げている人、視線の行きやす

い人体部位。

5　衣-セーターの着かた、上着の着かた。

6　食-立ち食い、スープの飲み方。
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7　行動-指のしぐさ、手先のしぐさ、手のしぐさ、腕のしぐさ、頭のしぐさ,目のし

ぐさ、視線、顔と手のしぐさ、

嬉しさの身ぶり-嫌悪の身ぶり、怒りの身ぶり、座りかた、腰かけかた、立って

いる姿勢、身構え、歩く姿。

8　感情-はかない、かわいい、きれいだ。

9　連想価-白い雲の上秋、蟻、鳩、サムライ。

10　修辞-レモンのような女、りんごのようなほっぺ、とても太い眉。

日本人学生の文化認知類型

A　伝統文化継承型-太陽の周辺的意味、虹の七色、桜の印象、民話に出てくる良い動

物、民話に出てくる悪い動物、動物の印象、日本の伝統的な手のしぐさ、目は心の

窓、上目づかい、畳や床への座り方、歩く姿勢から受ける印象、立ち話の印象一一。

B　軽度の西欧文化受容型-太陽・月・星の周辺的意味、太陽・月の色、茶封筒の色も

黄色、オレンジ色の領域、　　赤い果物の代表、顔の形から受ける印象、立ち食

いの印象、手の平の表意識(AとBの中間)、人差し指のしぐさ、楽座、亀居(カメイ、

爪先を崩し両足の間に尻をすえて座る)、しゃがみ方、立つか座るかの選択(道脇の

石仏を拝む、墓前で手を合わす)、和服を着たEj本女性が小股で歩く・・・-D

C　かなりの西欧文化受容型-星の色、魚の領域、体型から受ける印象、顔のつくりか

ら受ける印象、関心の集まりやすい人体部位、セーターの着方、上着の着方、スー

プの飲み方、向かい合って話すときは相事の目を見て話す、うれしさを表現する動

作、椅子への座り方、日本女性が少し頭を下げ2、 3m先を見て立っている姿の印象(気

力がない、偏屈な感じだ)一一。

D　異文化理解型(受容はしない) -西欧型の手・腕の大きなしぐさ(右腕を心臓の上

に当てる、など)、カットアイ(相手を横目で見てから斜めに切るように目線を動

かす) ・--。

E　異文化理解難型-日本の習慣にないしぐさ(英国人などが手でする注意喚起や軽蔑

のしぐさ、頭を前に傾け8の字を描くように回す、男性が笑うとき手で口を隠す、

とても怒ったとき両手を放り上げ頭を下げる、西欧人の身構え---)0

留学生の日本文化認知類型

A　伝統文化型(日本の伝統文化をはぼ日本人並みに捉えている) -太陽の色、虹の七

色、太陽・月の色、民話に出てくる良い動物の名前、民話に出てくる悪い動物の名

前、犬などの動物から受ける印象、手のしぐさの一肌

B　軽度の西欧文化受容型(西欧文化の影響が軽度である対象) -オレンジ色といえる
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色彩鋲域、黄色の領域(茶封筒の色を黄色の領域に含む者が少しいる)、赤い果物の

代表をリンゴとする、顔の形から受ける印象、人差し指のしぐさ、体型から受ける

印象。

C　かなりの西欧文化受容型(西欧文化の影響がかなり強い) -星の色、魚と呼べる領

域、セーター・上着の着方、スープの飲み方o

D　異文化理解型(理解はするが受容はしない) -手や腕の大きなしぐさ(右手を心臓

の上に当てる、など)、カットアイ(相手を横目で見てから斜めに切るように目線

を動かす)o

E　異文化理解難型(理解しがたい) -頭を前に傾け8の字を描くように回す、男性が

笑うとき手で口を隠す。

日本人と外国人とで著しく認知の異なる項目が,いくつかあった。

(1) 「すらっとして背の高い人」から受ける印象-日本人学生が「素敵だ」 58.5%、 「活

動的だ」 20.8%、 「知的だ」 23.6%なのに対し、留学生はそれぞれ5.9%、 29.4%、 0%

であった。

(2)顔の形から受ける印象-日本人の27.8%が「面長の顔」を「知的だ」と思うのに

対し、留学生は0%であっ　　　た。

(3) 「賛成」の手のしぐさ-日本人の48.1%が「肩から先の部分をまっすぐ上まで挙げ

る」ことを「(腕を挙げ　　　るではなく)手を挙げる」で表現し「賛成」を意味

し留学生も52.9%がそう理解しているが、 「肘を曲げ手の平をまっすぐ上まで挙げ

る」ことも「手を挙げる」というと答えたのが日本人の50.5%に比べ留学生はi.。/。

にすぎない。このしぐさは「腕を挙げる」だと理解している留学生が23.5%いた。

引き続き平成9-12年に第五期多文化調森を行った。調査項目は第11期多文化調査

の結果を踏まえて精選した。細目は次のとおりである。

間1　次のしぐさは,どんな意味ですか。

(1)小指を立てる- (

(2)親指を下に向ける- (

(3)人さし指と中指をからめる- (

(4)両手の人さし指を交差させる- (

(5)人さし指を頬にあててひねる- (

(6)人さし指で目尻を引っぼる- (

間2　日本の「魚」には何と何が含まれると思いますか。 - [
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Hshには何と何が含まれると思いますか。 - [

上まぐろ, 2・イカ, 3・タコ, 4・クラゲ, 5・貝, 6.ザリガニ, 7.鯨。

間3次のような人から,どんな感じを受けますか1.-30.でお答えください。

(1)すらっとして背の高い人-[

(2)背の低い人-[

(3)体の大きい人-[

(4)体の小さい人(小柄な人) - [

(5)腹の出ている人-[

(6)とても太っている人-[

(7)とてもやせている人-[

11すてきだ, 2・活動的だ, 3・知的だ, 41やさしい, 5.心があたたかい,

6・誠実だ, 7・よく働く, 8・明るい, 9・よゆうがある, 10.信頼できる,

11・おかしい12.こっけいだ13.変だ14.のろまだ15.頭が悪い,

16.心がつめたい17.よくうそを言う, 18.人をだます,

19・信頼できない, 20.性格がくらい　21.無口だ(あまり話さない主

22・なまけものだ, 23.病的だ, 24.エネルギーがない,

25・おちつきがない, 26.品〈ヒン〉がない, 27.自信がない,

28・いぼっている, 29.いやらしい, 30.その他。

間4次のような人から,どんな感じを受けますか。　-30.でお答えください。

(1)丸い顔の人- [

(2)細長い顔の人- [

(3)顔が三角形型の人- [

(4)顔が長方型の人- [

(5)顔が四角い人-[

(6)顔が大きい人-[

]

]

]

]

上すてきだ, 2・活動的だ, 3・知的だ, 4・やさしい, 5.心があたたかい,

6・誠実だ, 7・よく働く, 8・明るい, 9・よゆうがある, 10.信頼できる,

11・おかしい12.こっけいだ13.変だ, 14.のろまだ15.頭が悪い,

16・心がつめたい17.よくうそを言う, 18.人をだます,

19・信頼できない, 20.性格がくらい, 21.無口だ(あまり話さない) ,

22・なまけものだ, 23.病的だ, 24.エネルギーがない,

25・おちつきがない, 26.品くヒン)がない　27.自信がない,
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28.いぼっている, 29.いやらしい, 30.その他。

間5　次のような人から,どんな感じを受けますか1.-30.でお答えくださいO

(1)放くヒタイ〉が広い　- [

(2)額くヒタイ〉があぶらぎっている　- [

(3)眉がつり上がっている　- [

(4)眉が太い　- [

(5)鼻が高い　- [

(6)　口が大きい　- [

(7)顎〈アブ〉が長い　- [

(8)頭にほとんど毛がなく光っている-, [

上すてきだ, 2.活動的だ, 3.知的だ, 4.やさしい, 5.心があたたかい,

6.誠実だ, 7.よく働く, 8.明るい, 9.よゆうがある, 10.信頼できる, 1上

おかしい, 12.こっけいだ, 13.変だ, 14.のろまだ15.頭が悪い.6.心

がつめたい17.よくうそを言う, 18.人をだます,甘信頼できない, 20.

性格がくらい　21.無口だ(あまり話さない) , 22.なまけものだ,

23.病的だ, 24.エネルギーがない, 25.おちつきがない,

26.品くヒン〉がない, 27.自信がない, 28.いぼっている, 29.いやらしい,

30.その他o

間6　初めて出会った異性の,どんな所に関心がいきやすいですか。次から三つ選び,

気になる順に[ ]内に1-3の番号をつけてください。

上背の高さ　[　]

2.体の大きさ[　]

3.体の均整,バランス[　]

4.首[　]

5.胸[　]

6.腰[　]

7.膝くけ)から下[　]

8.靴を脱いだ部分(素足) [　]

9.髪くカミ) [　]

10.額くヒタイ) [　]

ll.日[　]

12.鼻[　]

13.口[　]

14.耳[　]

間7　両が降り続いているかどうか窓から手を出して確かめたいとき,手の平を上に向

けますか,手の甲を上にむけますか。 - [　　　　　　　　　　　　]

間8　相手を手招きするとき,手の平を相手に向けて指を折りますか,手の甲を相手に

向けて指を折りますか。 - [　　　　　　　　　　　]

間9　相手の人と向かい合って話をするとき,あなたはどこを見ていることが多いです
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か。 - [　　　　　　　　　]

1・相手の目, 2・目のすぐ下, 3.鼻のあたり, 4.口のあたり, 5.相手の顔から

わずかに右にそれた背景, 6.相手の顔からわずかに左にそれた背景, 7.日分

の手, 8.その他。

間10心の中で思っていることは目にあらわれる,と思いますかO 「1.はい」 r2.

いいえ」でお答えください。 - [　　　　]

間はセ一夕-を着るとき,どのようにしますか。 - [　　]

上首をとおしてから手をとおす, 2.手をとおしてから首をとおす。

間は袖くげ〉のある上着くウワギ〉を着るとき,どのようにしますか。 - [　　]

1・右腕を袖にとおしてから上着を低く背中に回し,左手を下向きにして左袖に

手をとおす。

2・左腕を袖にとおしてから上着を低く背中に回し,右手を下向きにして右袖に

とおす,

3・左腕を左袖にとおしてから上着を背中の上に上げ,右腕を上に持ち上げて右

袖にとおす。

間13次の「しぐさ」を何といいますか　　・14.で答えてください。

(1)肩から先の部分をまっすぐ上まで挙くア〉げる。　図1- [

(2)肘くけ〉を曲げ手の平をまっすぐ上まで挙くア〉げるO図2- [

(3)右肘くけ〉を曲げ手の平をまっすぐ上まで挙くア〉げ,左手は聖書の上にのせる。

図3- [　　　　　]

(4)片方の手の拳〈げシ〉を腰に置き,片方の拳を勢いよく頭上に突き出す。

図4- [

(5)口ぐらいの高さで両手を握り合わせて軽く振る。図5- [

(6)顔を前方に向け,肘くけ〉を曲げ垂直〈垂スイチョク〉に挙くア)げた手の平を前方　に

向けたまままっすぐ前に倒す。　　　　　　　　図6- [　　　　]

(7)両腕を肩の高さにまっすぐまたは前方へのばし,手の平を前方に向ける。

図7- [　　　　]

(8)片腕をまっすぐのばして腰の真横〈マヨコ〉か少し下におく(手の平は前方に

向けて) 。　　　　　　　　　　　　　　　　　図8- [

上手をあげる(賛成のしぐさ) , 2.腕をあげる(賛成のしぐさ) ,

3.宣誓をする, 4.「おめでとう」のしぐさ, 5.「進め」のしぐさ,

6. 「止まれ」のしぐさ,
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7・敬いの気持ち, 8・国旗掲揚の時のしぐさ, 9.正直を表す10.誠実を表す,

8・無実を表す12.自分自身を表す, 13.絶対にダメなことを表す,

14.その他。

間14　次の「しぐさ」は何を表しますか1.-16.で答えてください。

(1)円を描くように頭を回す。-[　　　]

(2)人差指を額の方に向けて円を描く。 - [　　　]

(3)頭を前に深く傾け「8の字」をえがくように回す。 - [

(4)手の平か手の甲で口を覆くオオ〉う。 - [　　　]

(5)頭の横か後ろをかく。 - [　　　]

(6)両手の人差指を「こめかみ」の両わきに立てる。図11- [

(7)頭を少し傾くカタム〉け片手または両手で目を覆〈オオ〉うO図12- [

(8)目を閉じ拳〈げシ〉で放くヒタイ〉をたたく。 - [　　　]

(9)目を閉じ親指の付け根(-終点)で額〈ヒタイ〉をたたく。 - [

1・目がまわった, 2・酔〈ヨ〉っばらった, 3.頭が混乱した, 4.はずかしい, 5.

つつましい(礼儀正しく,しとやか) , 6.怒っている, 7.嫉妬〈シット〉している・

やいている, 8・女房(秦)がこわい, 9.悪魔くアクマ>, 10.疲れた,

11・おろかではずかしくて見ることができない.2.過失(あやまち主13.困っ

た, 14.疑い15.特別の意味はない16.そのしぐさはしない。

間15あなたにとって次の「しぐさ」は何を表しますか1.　で答えてください。

(1)目を閉じ額くとタイ〉や眉〈マユ〉や目を親指と人差指で擦〈コス)る- [　　]

(2)人差指を自分の鼻に向ける。 - [　　　]

(3)人差指または親指を自分の胸に向ける0 - [　　　]

(4)話し手が話をしながら人差指を鼻の下にもっていく。- [　　　]

(5)話し手が話をしながら人差指を小鼻(-鼻の下部のふくらみ)にもっていく。
. t　　　　　、

(6)聞き手が話を聞きながら人差指を鼻の下や横にもっていく

・ I

(7)聞き手が濡らした人差指を眉くマユ)につける。 - [　　　]

1・疑わしい, 2.疲〈ツカ〉れた, 3.日分自身を差し示す, 4_真実をのべてい

ない, 5.信用できない, 6.ためらい, 7.特別な意味はない, 8.そのしぐ

さはしない。

間用あなたにとって次の「しぐさ」は何を表しますか。上～9.で答えてください。
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(1)人差指を自分の鼻の下にあてて押し上げる。 - [

(2)片手の拳くけシ〉に他の拳をかさねて鼻を高くする。 - [

(3)片手の拳を鼻の上にのせて,ねじ回す。 - [　　　]

(4)鼻に親指をあて他の4本の指を広げて小さく振る。 - [　　　]

(5)鼻に親指をあてて他の4本の指を広げ,その先に他の手の親指をつけ蛸を

広げて両手を小さく振る。 - [　　　]

(6)耳に親指をあて4指を広げて小さく振る。 - [　　　]

(7)舌を出し,耳に親指をあて4指を広げて小さく振る。 - [　　　]

1・生意気〈ナマイキ〉だ, 2.いぼっている, 3.目立ちたがる奴〈ヤツ〉だ, 4.へつ

らう(-婚〈コ)びる,おべっかをつかう) , 5.馬鹿〈八。ヵ〉だ, 6.くそった

れ(-相手をいやしめ馬鹿にすることば) 7.拒絶(-相手の希望や要

求をぜったいに受け入れない) ,　特別の意味はない, 9.そのしぐさは

しない。

間は　スープは,どやって飲むことが多いですか。 - [　　　]

l・スプーンと顔がほぼ平行になるようにし,吸い込むように飲む, 2.スプー

ンと顔が直角に近くなるようにし,口の中に流し込むようにして飲む, 3.輿

いうちに飲む。 4.すこし温くヌル〉くなってから飲む。

間i8 「とてもうれしい」ことを何番で表しますか。 - [　　　]

上手と手をにざる, 2・両手を大きく広げる, 3.天を仰〈アオ〉ぐ, 4.相手に抱

きつく, 5・飛び上がる, 6.その場ではげしく足踏〈ブ〉みする, 7.にぎり拳

<げシ>をに突き出す(ガッツポーズ) ,顔を両手でおおう, 9.その他。

間19　下に示した四角内の色は母国語でどんな意味をもっていますか。語群の番

号でお答えください(いくつ答えてもOK)

A　赤-[　　　　　　　　　　黄色-[　　　　]

C　緑=[　　　　　　　　　　青=[　　　　]

E　紫-r　　　　　　　　　　　白-[　　　　]

G　黒=[　　　　　　　　　　空色=[　　　]

I　オレンシナ色- r　　　　　　　　藍色くアイイロ)- [　　]

l・幸福, 2・吉, 3.よろこび, 4.希望, 5.熱情, 6.豊かさ, 7.収穫,

8.明るさ,

91はなやかさ, 10.美しさ, ll.永遠12.夢13.恵みを与えてくれるもの,

14・生気くセイキ〉を与えてくれるもの15.物語16.信仰〈シンコウ〉,
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17.儀式くギシキ〉, 18.神,甘仏, 20.香, 21.夏, 22.秩, 23.冬,

24・男, 25.女, 26.不幸　27.不吉, 28.悲しみ, 29.死,

30.大地を干くじ〉上がらせる嫌くイヤ)なもの。

間20　あなたの町の絵が何枚か描くカ〉いてあるとします。

(1)太陽は何色に塗るのが自然ですか? [　　　　]

(2)絵に色を塗るとして月は何色に塗るのが自然ですか? [

(3)絵に色を塗るとして星は何色に塗るのが自然ですか? [

間21 「黄色」にはどんな色が含まれますか? - [

1・黄色, 2.黄土色・黄褐, 3.茶封筒の色, 4.黄褐色に近い茶色(tawnyorange主

5.明るい茶色, 6.褐色, 7.チョコレート色, 8.赤レンガの色,

9.果物のオレンジの色, 10果物の柿の色11.夕焼け空の色,

12.金魚の赤い色13.赤りんごの色, 14.昼の太陽の色o

間22 「オレンジ色」にはどんな色が含まれますか? - [

1・黄色, 2.黄土色・黄褐, 3.茶封筒の色, 4.黄褐色に近い茶色(tawnyorange) ,

5.明るい茶色, 6.褐色, 7.チョコレート色, 8.赤レンガの色,

9.果物のオレンジの色, 10果物の柿の色11.夕焼け空の色,

12.金魚の赤い色13.赤りんごの色, H.昼の太陽の色。

間23 「赤い果物くけモ)〉の代表」といえば何でしょうか? - [

間24 「りんご」と聞くと何色を思い出しますか? - [

間25 「赤色」にはどんな色が含まれますか? - [

1.黄色, 2.黄土色・黄褐, 3.茶封筒の色, 4.黄褐色に近い茶色(tawnyorange) ,

5.明るい茶色, 6.褐色, 7.チョコレート色, 8.赤レンガの色,

9.果物のオレンジの色, 10果物の柿の色11.夕焼け空の色,

12.金魚の赤い色, 13.赤りんごの色14.昼の太陽の色。

間26 「茶色」にはどんな色が含まれますか? - [　　　　　]

1.黄色, 2.黄土色・黄褐, 3.茶封筒の色, 4.黄褐色に近い茶色(tawnyorange主

5.明るい茶色, 6.褐色, 7.チョコレート色, 8.赤レンガの色,

9_果物のオレンジの色, 10果物の柿の色11.夕焼け空の色,

12.金魚の赤い色13.赤りんごの色, 14.昼の太陽の色。

. ∴I' >/巨∴工、・七・号・十

調査と教材を隔離せず,語嚢であれ表現であれ,授業中に必要になったらいつでも
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関連語句の調査が行え,しかも入力データがリアルタイムで集計され分析されて留学

生個々人の認知型や文化類型まで表示されるようなシステムが構築できると,使い勝

手がよくなろうo過去の調査済み解析データを参照できればさらにいい。

このような目的で試作したのが,下掲のような多文化調査画面である。これらの調

査画面は,将来は語糞教材・文化教材　Web教材などともリンクさせ,授業の中で機動

力豊かに運用していけるよう,改善を加えていきたい。

ソフトの画面については資料1を参照

これからのマルチメディア日本語教材に必要なことは,チャットなどを利用したイ

ンタラクティブな学習システムに結びつけることである。多教室同時授業に対応した

遠隔授業に絶えられる教材であることも欠かせない。留学生の日本語習得は母国での

言語形成期の文化コ-ド,論理コード,心理コード,行動コードなどの支配を強く受

けていることが多い。留学生は日本語・日本文化などをどのように認知し,多文化を

どのようにシステマディックに受容していくのであろうか。日本人の学生とも比較し

ながら,調査したデータを整理し理論化して教材に反映させていく作業が今後とも求

められるO

参考文献

(1) P.N.Johnson-Laird (AIUEO訳) 『メンタルモデル』産業図書, 1988.9

(2)郡司隆男・阿部康明・白井賢一郎・坂原茂・松本裕治『意味』岩波講座言語の科

学4, 1998.3

(3)長尾真・安西祐一郎・神岡太郎・橋本周司『マルチメディア情報学の基礎』岩波

講座マルチメディア情報学1, 1999.10

(4)西尾章治郎・岸野文郎・塚本昌彦・山本修一郎・石田亨・川田隆雄『相互の理解』

岩波講座マルチメディア情報学12, 1999.ll

(5)金水敏・今仁生美『意味と文脈』現代言語学入門4,岩波書店, 2000.3

西尾章治郎・田中克己・上原邦昭・有木康雄・加藤俊一・河野浩之『情報の構造

ア情報学8, 2000.3

(7)安西祐一郎・長尾真・坂村健・大槻説乎・山本正信・島脇純一郎『自己の啓発』

岩波講座マルチメディア情報学11, 2000.2
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「場面」を巡って一日本語と日本事情-

橋本敬司

コミュニケーション理論の観点から、ハイコンテキストだと考えられる日本は、言

葉によるコミュニケーションの節約が可能な、つまり言語表現としては暖味であって

もコミュニケーションが成立する社会であるoこれは、コミュニケーションにおいて、

コンテキストの理解が不可欠であるということと、そのコンテキストが理解できなけ

れば、言葉そのものの指示内容も正確に理解することは困難だということを意味して

いるo　このようにコミュニケーション学が問題にする言語とコンテキストに関して、

「言語過程説」を展開した時枝誠記氏は、既に日本語に関する研究において、その場

面あるいは場所との関連が緊密であると説いていた。

氏は、場面に関して次のように言っている。

場面は又場所を満たす事物情景と相通ずるものであるが、場面は、同時に、これ

ら事物情景に志向する主催の態度、気分、感情をも含むものである0 --場面は

純客磨拍勺世界でもなく、又純主健的な志向作用でもなく、いはゞ主客の融合した

世界である。 -一場面の概念が、言語の考察に必要であるということは、場面が

常に我々の行為と緊密な機能的関係或は函数的関係にあるが鳥である。場面が言

語的表現を制約すると同時に、言語的表現も亦場面を制約して、その間に切離す

ことの出来ない関係があるからであるo ( 『国語学原論-言語過程説の成立とその

展開-』岩波書店1941年)

時枝は、言語と場面の不即不離の関係で捉えていたのである。

また、中村雄二郎氏は、 『場所(トポス)』 (弘文堂1989年)において、時枝の

言説を引用しながら、次のように論じている。

場面は、主体や素材とともに具体的な言語経験の存在条件を形作っているOそして

場面　の意味は、たとえば《場面が変わる方、 (不愉快な場面かなどと言うよう

に、場所の概念とも通じるが、場所の概念が単に空間的、位置的であるのに対し

て、場所の方は場所を充たすものを含んでいる。しかも場所は、 (場所を充たすも

の事物、情景と相通づる)だけでなく、 《これらの事物、情景を志向する主体の態

度、気分、感情をも含んで》いる。したがって、 (場面は純客体的世界でもなく、
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又純主体的作用でもなく、いわば主客の融合した世界である》。そのような意味で、

われわれは常になんらかの場面に生きており、われわれの具体的な言語経験はこ

の場面において見られるのである。つまり、言語は単なる主体の内部的なものの発

動ではなくて、これを制約する場面において表現されることで、はじめて完成す

る。

このように言語の場面限定性について論及した中村は、

( 1 )日本語では、文の全体が幾重にも最後に来る辞-主体的表現によって包まれ

るかたちで成り立っているから、大なり小なり主観性を帯びた文が常態にな

る。

(2)日本語では、文は辞によって語る主体とつながり、ひいてはその主体の置

かれた状況-場面とつながる。だから、場面による拘束が大きい。

と、日本語の特色を列挙し、日本語が構造的に備えた主観性と場面の制約性を明らか

にしている。

坂部恵氏もまた、この目本譜の場面依存的性質について以下のように言及している。

日本語が、良い意味でも悪い意味でも、すぐれて「原初的」な性格をもつことを

意味　　することにはかならないが、ここから、 「場面依存的」 「文脈依存的」 「現

実散人的」 「情緒的」 「暗示的・比晩的」等と言った(さらには、単数複数の区別

があいまいという類の)、従来くり返し指摘された日本語の一連の特徴が生じてく

ることになる。

「日本語の思考の未来のために」 『仮面の解釈学』 (東京大学出版会　Up選書

1976年)

以上のことから、日本語においては、言語と場面即ち文化的コンテキストと言語使用

の場が密接な関係にあることは明らかである。これは、既に論じてきたように共同主

観的存在である人が存在する関係場の構造を研究対象とする日本事情と場面依存的で

あるE]本譜が、論理的にも現実的にも一体不可分であることを意味しているのであるo

さて、日本事情について論を展開されている砂川裕一氏は、

=日本事情の汎領域性"と"語用論的な言語の運用能力"の構造的・内的な連接

の可能性を見通しうる。 「9 5年度日本語学会秋季大会予稿集」

と述べて、日本に関する全ての領域をカバーする日本事情と、語用論的側面における
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日本語との構造的・内的な結び付き、即ち文化と言語の構造的相互浸透性ということ

を考えている。このことについては、また以下のように説かれていた0

具体的な「言語形式の意味機能」と、歴史的・社会的・文化的あるいはまた心理

的にも規定され得るところのいわゆる「非言語的な場の特質」とを、相互規定的

な関係性のもとで整序する作業が、 「日本語教育」の観点からも「日本事情教育」

の観点からも求められているように思われる。その作業は-一言語の社会的意味

機能の動態把握を基礎としつつ、いわゆる「言語と文化」の"相互浸透関係"な

いしは=相互故人関係日を具体的細目規定に即して体系づける作業にも他ならな

い」とし、このような「日本事情教育」の教育的機能に関して「日本語教育」の

立場から言えば"場面適合的な日本語形式の運用訓練"と連動する。 「同上」

ここで言われる「言語形式の意味機能」とは、日本語の語用論的意味機能のことであ

り、 「非言語的な場の特質」とはその日本語の語用論的意味を支える文化構造であり、

その相互を関係的思考によって体系化することが日本語と日本事情の教育の場面で求

められているのである。そして、日本語の語用論的意味機能と、そのような意味を産

出する場の構造の解明を、氏は日本語と日本事情の一致点と考え以下のように説いて

いた。

′′場が言語に宿っている〟とも′′言語が関係場に宿っている〝とも言い得るよう

な事　態を、物象化論的視座に立って別決することが、一方において、日本事

情の対象性としての分節肢的諸関係場の体系的整序につながり、従って微視的な

局所的関係場を総社会的関係性へと編制化することにもつながり、他方では〝標

準化されたノ′ラングのコード的体系性を基礎としつつ、 ′′高次の言語的意味′′の

コード的体系化をも促すことになるはずであり、それほとりもなおさず言語機能

の多重性に相即するところのコードの多重性という視点を導入することにもつな

がる。

「言語的コードの多重性- 『日本事情論』への-視角」 ( 『情況』 1993年1 1

月号　情況出版)

砂川氏の言う「場面適合的日本語形式の運用訓練」とは「場の言説化能力」の向上

を目指すものであり、この場面あるいは場とは、時枝が説いていた場面であり、共同

主観的存在である人間によって形成された関係場のことであった。つまり、この場の

言説化とは、日本という一つの共同主観的世界である関係場に存在する留学生が、日
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本という関係場に存在する関係的存在である自己を発見し、かつその共同主観によっ

て構築された日本という精神的風土について理解し、日本語によって、その場に存在

する自己に言及して自己の存在意味を明確にし、かつその自己が存在する日常の関係

場の秩序化即ち世界の言分けを意味している。これは世界につながる今を生きる自己

と、その自己が生きる世界を、日本語によって認識することなのである。砂川氏は、

語用論において日本語と日本事情が一体化していることを認めたうえで、日本語教育

と日本事情教育がそれぞれの立場から言語と文化の相互浸透的構造理解を求めるとい

うものである。

つまり、場面を構成する日本事情と、場面依存性の高い日本語とは、場面と言う共

通項を抜きにしては、十分な教育効果を上げることはできないのである。

では、いったい如何なる可能性があるのであろうか。

現在の日本語教育は、多様化する学習者とそれに伴って多様化する学習意図・動機

の相違・多様性にかかわらず、共通することは、日本語によるコミュニケーションが

可能になることをその目的とする観点に立って行われている。従って、授業の合理性

とクラス経営円滑化の為に初級中級上級の別を設けるのは当然であり、この分けられ

たそれぞれのレベルにおいて、日本事情教育を日本語教育の中で戦略的に実践してい

る必要があるのではないだろうか。つまり、日本語の場面依存性及び語用論の視座に

立って、日本事情と日本語の教育を次のようなステップで捉えることができるのでは

ないだろうか。

日本事情

零度　言語の場面依存性

1　文化語の考え方

2　　常識と通念の理解

日本語

・語川.'till:

一　語嚢の拡充

一　言語による体系化・秩序化

3　　パロールに現れるラングの体系-　言語と文化コンテキスト

4　　共同主観的存在としての自己　一　言語による自己認識-自己言及-言分け

5　　共同主観的世界の再構築　-　言語による世界認識-世界の言説化-言分け

零度は、以下のステップの基礎となる考え方であり、全てのステップに貫かれている
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ものである。 1は日本文化を背負った文化語を通して知識を拡充するステップであり、

ステップ2 ・ 3は、より抽象的である常識と通念を構造的に理解していく知識と知悼

のステップであり、 4以下はより知性を深め更に自らの経験を通して思考し構築して

いく生きられる知のステップである。これらのステップは全て日本語において行われ

る知の営みである。要するに、語童を拡充することで知識を拡充し、その知識に基づ

いて物象化した日本の常識・通念を日本語によって理解し、更にその構造を深く理解

するために、日本語の語用論的理解が必要不可欠である。次に、日本における私-自

己存在を明確に認識し、自己の関わる世界を再構築する言分けは、勿論日本語によっ

て行われなければならないが、これは高度な日本語運用能力が求められる。このこと

を、日本語能力のそれぞれのレベルに合理的に適応させることが必要であるo

場面依存度の高いE]本譜を用いた発話行為とコミュニケーションを行う日本社会に

おいては、ただ単に、会話の場面を録画して会話の教材とするのではなく、以上に論

じてきたような認識に立って、日本語運用能力のレベルに合わせて、日本語によって

生きられる場を明確に伝える日本語運用能力を高める授業戦略とそれを支援するため

の、場面をしっかりと再構成したマルチメディア教材の開発が必要だと言えるだろ。

参考文献

橋本敬司「創造する日本事情」 『広島大学留学生センター紀要』第8号1 9 9 7年
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日本語教育と日本語の歴史

多和田　真一郎

日本語に限らず、言語教育なるものは、現代語だけを対象にすることが自明の理で

あるかのように進行する。その言語を習得し、自在に運用できるようにすることを目

的とするのであれば、当然過ぎる帰結ではあるo　しかし、現代語の習得・運用が目的

であったとしても(ここでは「日本語」に配して考えるが主　現代語しか見ないのは視野が狭過ぎるし、

豊かさに欠けることとなる。所謂「日本語教育・教授」の立場に立った場合、 (教授

者の)日本語の歴史に関する知識の有無によって教育・教授効果に少なからぬ影響が

出ることが予想される。学習意欲の多寡に連動すると考えられる、教授者に対する

(学習者の)信頼・尊敬の大きな要因の一つにはなろう。それより何より、基本的な

ことを言えば、絶えず変化している言語の「流れ」の結果としての「現代語」なので

あり、独立してそれだけで存在しているものではない。 「なぜそうなのか」を考える

には、以前はどうだったかについて問う、つまり過去に遡るしかないのである。その

最たる例が「かなづかい」の問題である。これを手初めとして、いくつかの例を上げ

ながら、 「日本語教育」と「日本語の変化・歴史」について考えてみたい。

1、ハ行転呼音

「シクラメンのかはり」という歌がある。 「懐メロ」の定番のようになっていて

(特にその花の季節には) 、外国人にも人気のある歌の一つになっているようである

が、それ故に言語教育上厄介な代物である。 「正書法」を無視した「かなづかい」だ

からである。 「語頭以外のハ行音はり行者になった」等という知識があり、それをも

とに奇を街った表記にしたかったのであろうか。 「かお(顔) -かほ」 「おおい

(多) -おはし」等からの類推であろうか。

「かなづかい」の規則に従えば「-かをり」にしなければいけない。音変化の結果

「お・ほ・を」が「お」に集約された、あるいは収束した。それを元に戻そうとした

時に三本ある道のうちのどれを取ればよいか。日本語の変化(歴史)に関する知識が

要求されることになる。

「ハ行転呼音」は、長音表記、特に「-う」と「-お」との違いにも関係する。例

を示そう。
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呈ヱい(行為) :呈逼り(氷)、皇ヱい(等位) :皇憂い(遠い)、

ほうほう(方法) :ほお(頬)

これらをもとにした限りでは、 「-う」は漢語、 「-お」は和語であることがわか

る。そして、 「-お」は(「こほ-」 「とは-」 「ほほ」のように) rハ行転呼音」

である。このことがわからないと、 「そのとうり(過) 」 「とうい(遠) 」等と書い

てしまうことになる。

なお、厳密に言えば、 「-う」にまとめた「漢語」も元を辿れば一様ではない。例

えば、 「方」は「はう」であるし、 「法」は「ほふ」である。これらの知識は次の段

階のそれとして要求されることになろう。

ところで、 「ハ行転呼音」の結果、現代語では「ハ行の動詞」は存在しないことに

なったO 「あふ(合) 、いふ(言) 、おもふ(忠) 、か& (質) 、はふ(這) 、まふ

(舞) 、わらふ(笑) 」などはそれぞれ「あう、いう、おもう、かう、はう、まう、

わらう」等となったo　これに関しては、 「五十音図」のところで改めて述べる。

2、 「五十音図」

文字と発音の導入に「五十音図」を使うのは、有効で、有用であると考えるO　その

延長で動詞の変化(活用」の説明に使うのも方便としてあってよいと考える。ただ

し、 「五十音図」をそのまま使うのは能がない。

次のような工夫が望まれるのであるO

動詞の変化(活用)の説明のために「五十音図」を

使うとした場合、必要なのは、右の表に示したものだ

けである。つまり、現代日本語においては「ア行、ザ

行、ダ行、ハ行、ヤ行」の動詞は存在しない。また、

「り行」は「わ、い、う、え、お」とすべきであるこ

とにも注意する必要があるO　例えば、 「洗おう」 「買

おう」等であって、 「流をう」 「貫をう」等ではない

ことを示す。

このような表にしてしまうと、それぞれの「行」に

属する動詞がそれぞれに多数あるような印象を与える

かもしれないので、そうではないことも説明しておく

-132-

わらまばなたさがか

いりみびにちしぎき

うるむぶめつすぐく

えれめベねてせげけ

おろも揺のとそど-.」



必要があろう。それには、 「ナ行」の動詞は「死ぬ」一語だけであることを示せば十

分であろう。

3、 「じ・ぢ」と「ず・づ」

「五十音図」は、 「同じ行は同じ子音」で統一されているはずのものであったが、

発音の変化の結果不統一を生じてしまった。それが「し・ち」 「す・つ」と「じ・

ぢ」 「ず・づ」に象徴的に現れることとなった。 「た・て・と」と「ち」及び「つ」

との違い、そして、 「し」と「さ・す・せ・そ」との違いは、今措くとして、 「し」

と「ち」との発音は違うのに「じ」と「ぢ」の無音は同じであり、 「す」と「つ」と

の発音は違うのに「ず」と「づ」とは同じであるという(現代語の)現実にどう対応

するか。 (これは、後述の、 E]本譜のローマ字表記とも関係が出てくる。 )

音声学的な説明もある程度要請されることになろう。特に成人学習者、それも所謂

rインテリ」の場合はなおさらである。ここでは、ローマ字表記を持ち出さないこと

が賢明である。ローマ字表記(あるいは、アルファベット表記)で説明しようとする

と混乱を増幅させるだけである。 (音声だけで納得が得られないのであれば、音声記

号の使用も必要となる場合があろう。 )

「ち」の音声は【tmで、それに対応する「ぢ」の音声が[dsiであって統一が取れ

ているのに対してrL」と「じ」とは、そうはいかない。 「LJの音声が[吊である

のに「じ」の音声はhilではなく、 [dsi]であるのが普通である(厳密に言えば、語

頭か、語中か等で違いが出てくるが) 。同様に、 「つ」の音声がttsuL 「づ」の音

声が[dzffl]で足並みがそろっているのに、 「す」と「ず」は違う。 「す」の音声は

lsの、 「ず」の音声は[dzui】で対応がずれてしまう。つまり、文字と発音(声声)の

対応から言えば、 「し」:「ぢj、「ち」:「ぢ」、rす」:「づ」、「つ」:「づ」というようになってしまう。日

本語の(音声の)変化の結果このようになったということを知っているか知らないか

で学習意欲・結果に微妙な影響があるように見受けられる。

日本語のローマ字表記とも絡めてこの間題をもう少し詳しく考えてみたい。

4、日本語のローマ字表記

外国人が日本語を習得する際に、特にアルファベットを使用している言語を背景に

持っている場合、ローマ字(アルファベット)を使うとよいという考え方が根強く
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残っているようである。もっともなところもあるが、あくまでも補助的な手段として

一時的・便宜的に使うのがよいと考えるO導入をスムースに進めるために使ったはず

の薬が毒薬に変化してしまう恐れがあるからである。日本人が他の言語を習う時に、

平仮名なり片仮名なりで押し通したらどうなるかを考えてみれば、答は自ら出てくる

はずであるoそれに、同じ文字を使っていると言っても、言語によってその発音が違

うのが普通である。例えば、スペイン語の`gemo　と英語の`genius　の・ge,は

「同じ発音」ではないし、ドイツ語の`Zeta'の`Z'と英語の`zeta'の・Z・とス

ペイン語の`zeta'の`Z'は、それぞれ別の音を表している。日本語をローマ字で

書いたものがどのように発音されしまうか、想像に難くないであろう(これについて

は、あとで少し述べる) 0

以上のことを踏まえた上で、方便として(あるいは、必要悪として) 、日本語をロ

ーマ字表記にしなければならない場合、 「しちすつ」 「じぢずづ」をどのように表記

したらよいかについて考察する。

日本語の音韻体系など眼中になく(あるいは、知る由もなく)英語のどのような発

音に近いかという観点しかないと思われる「し-shi」 ・ 「ち-chi」 ・ 「じ=ji」

は、いま諭の外に置く。

表記の統一を考えれば、 「さ=sa、し=si、す=su、せ=se、そ=so」 「た=ta、ち=ti、つ=tu、て=te、と=to」

「ぎ=za、じ=zi、ず=zu、ぜ=ze、ぞ=zoj楼=da、ぢ=di、づ=du、で=de、ど=dojのようにしてもよさそうで

あるが、 「じ・ぢ」 「ず・づ」の問題があるのであった。それぞれどちらか一方(zi

かdiか、 zuかduか)にしてもよいのであるが、記号の統一性の上で難点が生じる。

「じ・ぢ-zi」とした場合、 「ちti」と「zi」との対応が不自然であり、 「じ・ぢ-

di」とした場合、 「Lsi」と「diJとの対応が不具合になる。 「ず」 「づ」の場合も

同様の問題が派生する。

そこで、 「zi,di」と「zu,du」それぞれをカバーする意味で「dzi」と「dzu」を採

用したらどうか。即ち、次のようにする。

I- -　　1-: -

「ti」で「ち」出iコを表わそうとすると文字と発音との間に距離があるので

「ci」とし、 「tu」で「つ」 [tsui]を示そうとするのも同様なので「cu」としようと
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いう立場がある。基準を、日本語ではなく、別の言語に求めているように見える。別

の言語でどのように発音するかではなくて、日本語ではこのように綴り(ローマ字書

きし)このように発音するという立場を堅持すればいいのである。如何に工夫しよう

とも意図したとおりには読んでもらえないのであれば工夫は無駄である。いや、それ

以外に綴り方がなく、そのとおりにしか読みようがないと思われるものでも、自分の

(言語の)読み方でしか対応してくれないのが普通である。例えば、人名の「加藤」

「伊達」をローマ字書きした「KATO」 、 「DATE」が、英語ではそれぞれ【keitou],

tdeit】等と発音されてしまい、 [kato:]言date]等とは別物のようになってしまう。相

手に合わせようとする努力は徒労に帰する。自身の中に基準を求めるしかないのであ

る。

そもそも英語そのものが「歴史的仮名遣い」に相当する「古い綴字法」で現代語を

表記していて不合理この上ないものであるのにも拘らず、人々は、英語の表記法はそ

ういうものだとして受け入れている。たとえ不合理性に気付いたとしても、 `ghoti'

をどう発音するかと問い、 [fii]という答えを出して抑輸するぐらいである。 (ちな

みに、 'gh'は'enough'等の'gh'、 `o'は`womenの`o'、 'ti'は`station'等の-ti'なの

だそうである。 )

日本語のローマ字表記法はこうなのだというしっかりしたものを示せば充分であ

るo　アルファベットではカバーできないのを承知の上で考えられたハングルの(アル

ファベットへの)転写法や中国語のピンイン(才井音)を見よである。ハングルに例を

取ってみよう。 (尤も、 1992年に「ハングルローマ字表記　南北単一案」合意をみな

がら、それを使用せず「エール方式」なるものを後生大事に守っている人もあるが)

「首都」を示す「ソウル」を普通`seoul'と表記する。吊に近い音を示すハングル

([o】と栂する)と対応させるために`-eo一蝣を当て、 `seo-ul'と分けて欲しかったよう

であるが、実際は`se-oul'と分析され、 【sewu:1]rセウ-机のように発音されてしまう

ようである。更に厄介なのが次のような例である。 「桂choi」 。ハングルをアル

ファベット(ローマ字)転写したものであると言えるが、このアルファベットからは

出oi]ぐらいしか連想できまい。しかし、現代語苗は出e:]にかなり近い音となって

いて. 「che」でもよさそうであるが、そうはしない。 (「che」を当てる折があるからでもあるが。)アル

ファベットの後ろにハングルが透けて見えていないと発言できない仕組みになってい

るのである。日本語のローマ字表記もそのようであっていいと思う　Tkyaw」と綴って
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[t!o:】と発音させる言語もあるということを付け加えれば、さらに納得がいこう。

ローマ字表記と関連して、 「如何に読むか」ということで、 「音読み」と「訓読

み」について一言しておこう。

音読みはその漢字の(日本語訊)中国語発音、訓読みはその漢字の日本語の意味と

発音を示している。例えば、 「猫」は、音読みでは「ビョウ」で、訓読みでは「ね

こ」であるが、同様の意味において、仏語の`chat'の「音読み」は「シャ」で、 「訓

読み」は「ねこ」だと言うことができる。どのような外国語であっても(日本語と接

触した時点において) 「音読み」と「訓読み」が生じることになる。このように考え

れば漢字も覚えやすくなるかもしれない。

ヒョウ---　　　音読み----・.・シャ

猫　　　　　　　　　　　　　　　c ha t

ねこ・・-　　　　訓読み　　　--　ねこ

なお、 「音読み」は片仮名で、 「訓読み」は平仮名で書くもののように決めてかか

っている向きがあるが、これはあくまでも両者を区別する必要がある場合の方便であ

ることを認識すべきである。逆でもいい訳であり、 (わかっていれば)書き分ける必

要はない。

5、母音連続

「ハ行転呼苫」のところで少しふれた「母音連続」 (二重母音、長母音等)につい

て考察する。

挨拶言葉は、どの言語でも、その由来・成り立ちが少々複雑で、その(言語的)構

造の説明は、その言語をある程度習得した後でないと(習得した学習者を対象としな

いと)受け入れてもらえない可能性が高い。日本語の「おはようございます」 「さよ

うなら」等も例外ではないO説明は後に回すとしても、その成り立ちについて教授者

が心得ていないと無用の混乱を招く場合もある。

この二つの挨拶言葉も日本語の変化・歴史を説明する時の好例となるO　音脱落、二

重母音と長母音、正書法等が関係してくる。

「おはようございます」は、 「お早くございます」が変化した結果できた形である

が、その変化過程の説明は簡単ではないO以下のようになろうか。

まず、 「はやく」が子音脱落(k脱落)を起こして「はやう」となった。 thaja如]
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⇒【hajaui],次に、二重母音の長母音化が生じた[hajain]⇒[hajo:'これを正書法

(ここでは「新かなづかい」)によって「はよう」と書くのである。

同様の現象は「-くございます」全部に及び、 「-く」の前の音が何であるかに

よって影響を受けることになる。

[-　ktu]の場合

(例)おおきく(大) [o:kikiu】吟^o:kiui](紬きう) ⇒[o:kjia:] (おおきゅう)

おいしく(美味　01はkm]　【oiHul(如しう) ⇒【oHu:コ(おいしゅう)

すずしく(涼) [srazuiikia]→【sHJZIilはⅢ日すずLl)-*[siilZHi沌:] (すずしゅう)

[-uikiu]の場合

(例)あっく(暑)

さむく(寒)

かるく(軽)

[-o k uコの場合

(例)あおく(育)

おそく(過)

くろく(黒)

[atsuikui] ⇒【atsml (わう) -s>[atsm:] (あっう)

[samiakia]蝣=> [saraumi] (さむう)⇒ 【saram:] (さむう)

【kanaka]蝣-*[kariaui]かるう) ⇒【karui:] (かるう)

[aokni]串aom](あおう) ⇒【ao:】 (あおう)

oso的】 ⇒ osoBi](おそう) ⇒【oso:】 (おそう)

[karokui]埼[kuiroui] (くろう)⇒[kmro:] (くろう)

[-akui]の場合の例をつけ加えておこう。

(例)あさく(浅　　[asakm] ⇒ asaia](あさう)吟[aso:] (あそう)

あまく(冒)　【amakm] ⇒【amaa]あまう) ⇒^amo:] (あもう)

たかく(高)　【takaksa]串[takaui】綾かう)⇒【tako:】 (たこう)

「さようなら」の場合は、 「さやう-さよう」 ([an]-to:])の変化だけである。

以上見てきたように( 「さう-そう」 「きう-きゅう」等に代表されるように) 、

次の段階として日本古文についての知識が要求されることになるO 『掴語折のための　日

本古文(古典語)入門』が志向されるべきである。

6、樺音

現代EI本語の「ん」の音声は、大略[m,n,i|,n]の四つであって、次のように、所謂

「相補分布」をするのであった。

m/　m, p, b　　　網)せ錘t(千枚)、し蝉、(心酌、さ蝉t(三酎

n/　n d　　欄)け坤バ県内)、晦たい(耕主か蝉、(鋸)
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勺/ (?),k, g　　　郎さ錘l仁剛、こ壷げっ(今別

N /　その他　　　　欄)せ細目先生上れ錘l (恋愛) 、はっけ壷(発見)

ところが、最近、そうはいかなくなってきている。上の条件以外での[m]の出現

が目につく。確かに以前からそういう現象がなかったわけではない。しかし、それは

歌等の特殊な場合に限られていたと見ることができる。強調するためか、あるいは歌

唱上の流れのためかによるのであろうO

(例)それが　じmせい(それが人生)  ( 「川の流れのように」の一節)

あれから　さmねん(あれから三年)　( 「喝采」の一節)

それが最近は歌以外でも酎こつく(耳につく?)ようになった。例を二三上げよ

うo

TBS系列のテレビ番組に(土曜Ej夜) 「世界不思議発見」というのがある。その司

会者(もともとアナウンサ-。男性)がタイトルを言う時に「ふしぎはっけm」と両

唇を完全に閉鎖する。一度や二度の「パロール」的なものではない。 「ありません」

「ございません」等もそのような傾向にある[arimasem][gozaimasemHニなる。そこ

で終了する(言い切りになる)という条件を考慮に入れても看過できない現象であ

る。

もう一つ例をつけ加えておこう。これは時代劇で、若い女性の台詞であるが、

omnaコ(女)というのがあった。テレビだから唇の様子がよくわかったのであるo

この現象が一時的・個別的なものなのかどうかは、俄かには判断できない。 「ム音

便」等への「先祖返り」でもなかろうが、日本語の「変化」の一部には違いない。

7、促音

日本語から促音が消える、ということにはなるまいが、ひょっとするとと思わせる

現象が顕著になっている。変化である。 「はちはん(八本) 」 「はちかい(八回) 」

「はちパ-セント(8パーセント) 」等に代表される現象がそうである。それぞれ

「はっぽん」 「はっかい」 「はっパーセント」が「標準」のはずであったから、 「日

本語教育」の世界ではそのように教育・教授されて来たものと思われる。ここに来

て、変更を迫られることになるか。

ところで、音声的条件が同じと考えられる「いち(-) 」は「いち-」であったり

「いっ-」であったりで、変化途上にあるように見受けられる。 「一本」は「いっぽ
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ん」か「いちはん」か。 「いっぽん」が多く聞かれる印象がある。これに対して「11

パーセント」は「じゅういっパーセント」ではなく「じゅういちパーセント」が圧例

的か。

同じ「八」でも条件によって異なるのが現状のようである。 「八歳」はrはっさ

い」か「はちさい」か。まだ前者のような気がするが、いかがであろうか。

そのうち類推によって、音声的条件が同じすべてのケースに波及するであろう。

ちなみに、ワープロは「はちはん」と入力しても　rはっぽん」と入力しても「八

本」と出る。そのうち「はっぽん」では出なくなるかもしれない。

このような現象が進めば、 「はん」 「ぽん」 「ぼん」等という「異形態」は消滅す

ることになるかO　すでに見たように、 「ぽんJは消滅の兆しがある。 rぼん」はどう

か。ワープロで試してみた。

「さんぼん(三本) 」と言い、 「よんほん(四本)」と言うことになっているが、

「さんはん」でも「三本」が出るO 「よんぼん」では「四本」は出ない。 「-ぽん」

も消えてしまいそうである。

「一分」はどうであろうか。 「-ぷん」が消えて「-ふん」だけになるか。 「なん

ぷん(何分) Jではなく「なんふん」が多くなったようだし。

何分時間の問題だから、ということにしておこう。
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韓国における日本語マルチメディア教育

・ill'車蝣i[i　・;銅1日囲　出

韓国における日本語教育関係のWebを中心に、日本におけるそれも含めて、参考資料

として(資料となるように) 、収集してみたものである。

i: ¥

1、韓国における日本語学習関係のWeb

(1)日本語学習関係Web

(2)日本語CD-ROM

・日本の映画

・学習CD-RON

・日本語VCD

・日本語CD-I　関連Web

(3)日本語学習関係の個人ホームページ

(4)日本語学習関係の同好会

2、日本における日本語学習関係のWeb

1、韓国における日本語学習関係のWeb

(1)日本語学習関係Web

)http二//myhome.shinbiro.com/~kaiwa/index.html -　日本語学習同好会、日本映画

紹介、語学資料収録

2)http://myhome.shinbiro.com/ hananiml/home.hti -ビジネス日本語の表現収録

3)http://www.bcline.com/~Japanese/ -日本語学習、日本のアニメ、映画台本、留

学情報等

4)htlp://cozykim.pe.kr/ -日本語と日本文化、外来語、テスト問題

5)http://home,taegu.net/~koneko/ -慣用句、文法、会話、歌、日本語教育関連の

論文紹介

6)http://bora.dacoi.co.kr/ yanmjin/ -日本の文字、書き順、単語学習、基礎文章

学習、 CD-ROM-Title紹介
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7)http://my.netian.com/ nam60/ -　日本の常識、日本語学習資料、

・http://forum,goldbank.co.kr/tomo/ -　E]本譜同好会、日本ニュース及び生活記、

地域勉強会紹介

9)littp://jpn.darakwon.co.kr/ァiruka/ -　日本語学習グループ

10)hllp://www言anet21.co.kr/ -　日本語の発音、会話と文法、聴解、読解

IDhttp://www.didimddol.co.kr/japan.htm -　日本語の基礎及び文法講座、関連資料

紹介等

12)http://dwchoi.x-y.net/ -敬語、副詞、擬声語・擬態語表現紹介

13)http:7/210.218.66.12/ sjbyeon/ -　E]本譜の語嚢及び文法、会話、読解資料、関

連資料紹介

14)http://myhome.shinbiro.com/~bandis/index.htm -　日本の歌謡、会話、関連サイ

ト紹介

5)http://galaxy.channeli.net/akachan/ -各種の日本話語嚢、漢字、文法、生活

日本語、各種日本語能力認定試験、日本の大衆文化等

16)http://galaxy.channeli.net/anzu/ -　日本語の文法説明、日本文学の翻訳、日本

料理法

17)http://japanteacher,co.kr/ -　ビジネス日本語、留学及び試験情報、会話学習方

法等

18)http://myhome.netsgo.com/marien/default.htm -　日本語初級者対象の文法、読

解、日本の歌謡

19)http://myhome.shinbiro.com/~purnnamu/index.htm -初級者のための学習内容

収録

20)http://www.jakoclub.co.kr/ -　日本語同好会、アニメ台本及び学習資料

21)http://galaxy,channeli.net/heesun/ -　日本語の基礎、 web上目本譜の使い方、

関連サイト

22)hUp://www.japanmania.co.kr/ -漫画、アニメ、文法、翻訳など語学資料収録

23)http://my.netian.com/ br1125/ -文化、会話、文法資料

24)http://my.netian.com/ nizidi/ -初級、中級の講義及び漫画、広告資料収録、

学習サイト紹介

25)http://www.tomoclub.net/ -　E]本譜の歌、文法、会話、基礎講座、放送聴取サー

ビス
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26)hUp://rose.rum.ne.jp/multiplication/m瑚e卜k.html -韓国と日本との

E-Mai学習サイト

27)http://myhome.netsgo・com/saiba/ -日本の歌を資料とする日本語勉強、日本の

詩、日本文法、関連Q&A紹介

28)http://www.jade.dti.ne.jp/ kocha/ -単語、文法、漢字学習情報

29)http://forum.netian.com/@koja/ -最近の日本の動向、語学勉強、日本のWeb-si

te、 E-Mai　情報

30)http://horae.hanmir.com/~jal5/ - E]本語の上級課程の学習教材と関連サイト紹

介

31)http://www.digitaljapan.co.kr/ -　日本総合情報サイト、日本語学習

32)http://www.ilbono.com -ゲーム、歌、漫画、 CFなどで習う日本語

33)http://my.netian.com子topnipon - E]本譜学習資料リンク集、日本のCF、 MP3、

E]本の芸能人ホームページリンク

34)http://www.ahalS.co.'kr -単語、文法、ひらがな練習等、動画

35)http://my.dreamwiz.com/minl973 -　日本の観光地、日本の天気、日本語会話

36)hllp://www.kyosi com -大学入試の外国語などを運営する教育専門サイト

37)http://knut.kumoh.ac.kr/ yorokobi -　日本語会話同好会、各種の日本関連情報

38) http://www.heechal.com/ilbon -簡単な日本語会話と歌、写真、サイト紹介

39)http://www.jculture.co.kr/mi　-日本語単語のゲーム、最新日本文化情報、留

学・　試験情報

40)http://www.isetan.co.kr -　口語体の日本語表現の学習

41)http://jesus73.pe.kr -　日本の宗教&　日本語教育

42)http二//www.jakoclub.co.kr -　日本人との出会い、 E]本地域紹介

43)http://www.imckorea.com/hakwoo/ -　E]本譜インターネット会、日本語毎日勉強、

日本語能力試験問題紙、日本資料

44)http://imckorea.com/ -　日本語専門教育、日本語認定試験、日本語同好会

45)http://saturn.interpia98.net/ kyoto -京都大学韓国人留学生会、留学生活紹

介、リンク集

46)http://www.homestudyclub.co.kr -　日本語の文字ゲーム、 TV-CM、 E]本譜カラオ

ケ、漫画で習う日本語、ドラマ日本語、日本の芸能人紹介等

47)http://www.hongjpc.co.kr/ -　インターネットE]本譜教育、サイト紹介O
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(2)日本語CD-ROM

く日本の映画〉

1) Shall We Dance-　日本語字幕、韓日完訳台本

2) April Story一　日本語字幕、韓日完訳台本

3) Love Letter一　日本語字幕、韓日完訳台本

く学習CI)-ROM〉

1)楢山節考　-Magic Caption Movie :韓日字幕選択

見て、聞いて、感じて、付いて学習する立体学習CD-ROM

2) Good morning　独学日本語一日本語を基礎から独学

3) NHKすらすら日本語一　日本語学習　CD-ROM

4)ふれあい　日本語1 -教材十CD

5)金栄振　個人指導　日本語動映像　講義CD1

6)独学日本語1

7)漫画で習う日本語会話1

8)日本語ジャーナル1

9)日本語ホームステイクラブー教材+ CD-ROM +講義TAPE

10) NIHONGO

NIHONGO

NIHONGO

NIHONGO

NIHONGO

NIHONGO

CHART -教材+ CD-ROM十講義TAPE

CHART 2　教材+ CD-F　　　講義TAPE

CHART 3 -教材十CD-ROM +講義TAPE

CHART　4 -教材　十CD-ROM十講義TAPE

CHART 5 -教材i CD二ROM +講義TAPE

CHART 6 -教材十CD-ROM +講義TAPE

く日本語VCD〉

日本語原音、韓国語字幕、日本映画VCD

1)駅　(降旗康男監督)　(制作)延世ディジタルメディア(秩)

2)踊る大捜査線　(本広克行監督)　(制作) Daumメディア

3) Shall we dance　(周防正行監督)　(制作)スタマクス

4) SAMURAI FICTION　(中野裕之監督)　(制作)ツディエントティマント

5) Love letter　(岩井俊二監督)  (制作)アルトメディア

6) April Story　(岩井俊二監督)  (制作)アルトメディア
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7) popPoYa　(降旗康男監督)　ツディエントティマント

<日本語CD-ROM関連のWeb〉

1) hUp://www.kidshop.co.kr/product/p_cd/etc/japanese.htm

2) http://bora,dacom.co.kr/~yamujin/yaiujin/ANNE.HTM

3) hUp://www. dialog, co. kr/cdrom/cdsubjitm/cd_eng/cde53. html

4) http://my.netian.com/~j8052/product2.htm

5) http://my.netian.com/~roks82I/special/gif/ajapOl.htm

6) http://www.clickgogo.co.kr/i-ial1/way-cart/nhk.html

7) http://nihon.korea.ac.kr/nihongo/1inguistics/textfile月ext.htm1

8) hUp://www.uacd.co.kr/Edus/ETC/itiban.htm

9) http://www.yamasa.org/acjs/network/korean/competition/index,html

0) http://dialog,co.kr/cdrom/cdsub htm/cd_jpt/cdj07.html

ll) http://www.dialog.co.kr/cdrom/cdsub_htm/cd_jpt/cdj07.html

く日本語関係の主な出版社〉

DH本譜BANK一語学研修プログラム、留学案内、日本語教材及び日本文化雑誌

C-Japan紹介、購入案内

2)進明出版社一　日本語専門語学教材出版、新刊及びベストセラー紹介

3)時事日本語一　日本語教材専門出版

く日本語関係の個人ホームページ)

1) http://soar.ssu.ac.kr/ manakang/ (サイト名:日本語さんぽ) -　日本語入門、

敬語、中級学習の要点整理。

2) http二//myhome.shinbiro.com/~bandis/index.htm (ハンディと日本語を)インタ

ーネットでの日本語入力及び歌で習う日本語学習資料収録

3) hltp://user,chollian.net/~kangsel (Kang,seung-hwan)一　日本のニュースリ

スト、韓国のサイトリスト

4) http://Diyhome.shinbiro.com/~datum4/index,html (White-Ch.ristmas) -クリ

スマスのイメージとキャロルファイル、日本語学習サイト

5) http://my.dreamwiz.com/see fight/ (Kim,Jyung-kun)一漢文と日本語学習、芸

能人　　写真公開

6) http://my.netian.com/ kianukim/ ( kianukim) -　E]本語能力試験、漢字能力試

験紹介
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7) http://rayhome.naver.com/jin537/ (日本語旅行情報)一東京地域の旅行情報、

日本語インターネット利用法紹介

http://my.dreamwiz.com/rjshhee/ (Ryu,Jyung-hee)一日本語基礎知識、料理常

識など紹介

9) http://my.dreamwiz.com/soojic/ ( soojic )美しい詩、日本語勉強、推薦サ

イトリンク集

10) http://user,chollian.net/~cdcopy/ (Pak,jong-yung)一　日本語会話、生活法

律紹介

ll) http://my.netian.com/ 7773/ (Pak.jyung-kyu)一日本語勉強サイト集

12) http://galaxy.channeli.net/headspin/ ( headspinet )一日本語科専門資料

13) http://user.chollian.net/ yky303/(日本への航海) - Webでの日本語の見方、

新聞、雑誌、情報提供

14) http://my.netian.com/~nico0525/ (ゆんちゃんの日本話)一目本譜学習

コーナー、日本の歌謡及び映画紹介

5) http://myhome.hananet.net/~kimonero/ (きもね)一　日本語学習

16) http://my.netian.com/ mega9277/(オげルの後者) -　日本語の学習、サッカー、

映画、リンク集

17) http://my.netian.com/ fresh93/ (日本)一目本及び日本語サイトリンク集

18) http://www.digitaljapan,co.kr/ (0本大探検) -日本のリンク集、日本関連

了IiL'い

19) http://www.din.or.jp/ tommy/ainuKorean.htm (とみた　たかし) -ハング

ル・日本語・英語の詩、アイヌ民族の言語紹介。

20) http://members,tripod.lycos.co.kr/~hiskbj/ (hoang,in-sang)一　日本文

化、歴史、常識と日本語学習資料提供

(4)日本語学習関係の同好会

) http://forum,goldbank.co.kr/tomo/ (ともだち) -　日本語同好会、日本のニュ

ース及び生活記、地域の会の紹介。

2) http://forum,netian.com/@koja/ (Koja) - netianS本譜同好会、最近の日本の

動向、語学学習、日本のWed-site情報提供

2、日本における日本語学習関係のWeb
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1) http://www.enteract.com/ sonobe/japan/ -　基本的な日本語の日常会話を学

習する。

2) http://www3.wind.ne.jp/gahoh/index.htm　-　ひらがな、カタカナ、漢字の書

き順ムービーが見られるホームページ　Mac用スタックも掲載

3) http://)in.jcic.or.jp/kidsweb/language.html-画像や音声を使ったE]本譜学習

を紹介

4) http://www2.ak.cradle,titech.ac.jp/Rise力op.htm　-日本語教材用に作られた

QuickTimeを使った4コマ漫画

5) http://www2.big.or.jp/ hajime/nihongo/index.html　-　日本語教師が開設す

るウェッブ版日本語講座、クイズ、コラム、リンク集他

6) http://www.0-inor主com/classa3.html　-　日本語サービス　ー　日本語学習者を

対象にしたゲーム、ニュース等

7) http://www3.justnet.ne.jp/~kanaku/ -　短期滞在のための日本語会話を紹介。

自己紹介、数、注文等のテーマ別に学習

8) http://www.asahi-net.or.jp/ ft5k-ymd/learn.html　-　外国人のための日本語

指導、外国人社員の日本語習得、定住外国人のための日本語教室開設等の活動紹介

9) http://www.kyoto.zaq,ne.jp/wakjapan/index.html　-　日本語研究会主催日本

語公開講座案内

10) http://webJapanese.com/　-　日本語を学ぶ人へ各種の教材を提供。日本語教師

の検索も可能

ll) http://www.ingjapan.ne.jp/kojpclass/ -　日本語学習のページO　挨拶や食べ

物、買い物、歴史を通して学ぶ。

12) http://www.bekkoame.ne.jp/ yabu/ -　日本語の紹介。ひらがな、かたかな、

漢数字などの表記についてなど。

13) http://www.asahi-net.or.jp/ nj3n-bb/ -　現役日本語教師が日本語教育と文

学について語る。伝言板もある。

4) http://www.ale.co.jp/nihongoji/nk/nkhome.html　-　アルク日本語関連プログ

ラム　- 「月刊日本語」 「日本語ジャーナル」等をを発行。日本語教育に関する情報

'蝣(I;、

5) http://www.linkclub.or.jp/ cdトtska/index,html　-　元アナウンサーが提案

する　日本語を音で楽しむ「音ことば」や音一覧表。
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16) http://www.toka主or.jp/undoujyo/ -　漢字の運動場一漢字学習を助けるソフ

ト。

17) http://www.asahi-net.or.jp/ if2n-szk/jcont.html　-　日本語学習経験のない

人を対象とした、ごく初歩的な「外国語としての日本語」の紹介。

18) http://language,tiu.ac.jp/ -　日本語学習者用の辞書ツール、ふりがなツー

ル、語桑チェッカー、漢字チェッカー等

19) http://www.ale.co.jp/jquiz/jquiz.html　-　時事用語、慣用語句、方言他を

総合　的に出題。ことばに関するアンケートも。

20) http://www.nihongoryoku.co.jp/ -　日本語の運用能力に関する試験実施要項

21) http://www4.justnet.ne.jp/ kugutsu/ -　人形で教える日本語、人形劇教授法

の理論、実践方法、実例集等。

22) http://www.geocities.co.jp/Milkyway-Kaigan/3484/ -　重要文型や文法事項

の例文、日本語教育に関する情報、文通コーナー等

23) http://www.sun-inet.or.jp/ quilpie/ -　留学生による、日本への留学生のた

めの各種情報。日本語能力試験や大学の案内、各相談所、 「困った時はここに相談」

等

24) http://uxOl.So-net,ne.jp/ 01779uma/learn,htm　-　経験10年以上の日本語教

師が　わかりやすく、楽しく、力のつく授業をする。日本語能力試験対策のはか小、

中、高校生の教科の補習もひきうけている。

25) http://moon.トedu.fukuトu.ac言p/ -　コンピュータを利用した日本語教育等。

日　本語読解支援システム

26) http://www.ivg.co.jp/ic/一　便いやすく、高い効果が期待できる映像教材の紹

T

27)http://www.kjIs.or.jp/ -　日本語教育関連の事業をしている団体。講座案内、

学生や教師の声を掲載

28) http://casa2.dokkyo.ac.jp/~japan/ -　日本文化の紹介、日本語学習ページ

29) http://www.sal. tohoku.ac.jp/~gothit/kanren.html　-　東北大学文学部の後藤

斉氏　による「言語学、各個別語学、言語教育学とその関連領域」に関する膨大な

リンク集
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30) http://www.big.or.jp子jas/ -　新しい学習・教授法であるサジェストぺディ

アの　研究と普及を目的に設立された学術団体のWeb page.サジェストペディア

(Suggestopedia)は、ブルガリアのロザノフ・ガテバ両博士が開発したもので、現在、

特に語学教育関　係者の間で注目されている。このWeb pageも主たる話題は語学・

言語教育に関するものだが、サジェストペディアの周辺領域とも言える様々な分野

(芸術、心理療法等)の記事も掲載されている

31) http://member,nifty.-ne言p/nihongo/ -　日本語教育関連情報を提供するWebe

Web pageは、日本語教科研究会の活動紹介、ケイ・インターナショナルランゲー

ジスクールの紹介、日本語教育スタッフユニオンの事業案内、学会・研究会情報、

日本語教育関連Siteリスト集などからなる。 『JLE Newsletter』は『日本語教育通

信』の姉妹Sitec　現在更新を中断している。

32) http://www.pantomime,org/nihongo/ -　地方自治体や国際交流団体に日本語教

授法　講座・日本語講座を提供する活動を行っている「日本語教師のネットワーク」。

Webは、会の活動紹介、講座の案内、研究会記録等からなる。

33) hUp://www.gu.edu.au/school/lal/iapanesemain/private.kaz. suggestopedia.ht

ml　-オーストラリアのGriffith Universityにおいて日本語教育に携わっている

萩原一彦氏の『サジェストペディアと加速学習研究のためのリンクページ』 。氏の

論文も掲載されている。

34) http://www.edogawa-u.ac.jp/mainoue/index-j.html　-　江戸川大学社会学部助

教授　の井上雅子氏は、フランス語教育の授業にサジェストペディアの諸要素を応

用実践している　Webでは、その研究ノートおよび学会関係の情報が掲載されている。

学生が作成したレポートや氏の短歌作品の紹介もある。

35) http://www.age.ne.jp/x/yokoo/index.html　-　福岡で日本語教師をしている横

尾恵　子氏のWebc　日本語教室から、エッセイ、 Link等からなる　MidiやAiffの音声

を取り入れ　たページ(My room)もあり、随所に仕掛けが。猫がマスコットになっ

ている。

36) htip://www.venus.dtinet.or.jp/~stone/一　国語教師(高校)のすとん氏の

Webc　リンク集が中心で、日本語・国語関係、国文学関係、国語教育&教育全般、

電脳・雑学　関係の便利なページ等が紹介されているO　他に、写真館やエッセイな

ども。氏はNiO Serveの会議室も主催

37) http://basi上cs.inf.shizuoka.ac.jp/ kitamura/ -　静岡大学情報学部情報科
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学科　の北村達也氏のWebc　氏は、 www上の日本語読解支援システムについて研究し

ており、Web上でシステムを公開している　Web pageは、研究活動、日本語読解支援、

文書、授業　関連、リンク等からなる。

38) http://www3.famille.ne.jp/ michiko/ -　新潟で日本語教師をしている鈴木紀

子氏　の『日本語、日本語教育、家族新聞のページ』 Web。 Web pageは、日本語教室

便り、旅日　記、家族新聞、 BBS、 CHATルーム、リンク等からなる。

39) http://www.asahi-net.or.jp/~nj3n-bb/ -　福岡で日本語教師をしている馬場

直美(ばばな)氏の『日本語・日本語教育・日本文学のページ』 Webc Web pageは、

日本語に挑　戦、日本語日誌、日本語と文化、日本語教師って、文学散歩、リンク、

B B S等からなる。

40) http://www.nihong0-online.org/ -　日本語研究社提供、日本語検定協会・情

報センターの協力によるWebc　秋田点氏が制作・運営。日本語・日本語教育情報に

関する総　合的情報を提供する。今日の話題、求人情報、日本語学校・教室・養成

講座・関連団体　のデータ、教師の控え室・交流広場、日本語と教え方に関する記

事、掲示板など、質・量ともに非常に充実したSite

41) http://www.bl.mmtr.or.jp/~idu230/ -　泉史生氏によるWeb。日本語教育史に

ついての情報が豊富である。日本語教育史講座・年表、台湾情報、論文・参考文献、

日本語　教育関連情報、リンク集、掲示板等よりなる。非常に充実したSite

42) http://dasan.sejong.ac.kr/~morishin/hpj.html　-　韓国の世宗大学校で日本

語教師をしている森山　新氏のWeb。 Web pageは、月本語教育・日本語学、韓国の日

本語教育　情報、氏の研究・著書の紹介、日本語広場、リンク集等からなる。

KOrean Versionもある。

43) http://akizuki.pr.co.kr/ -　韓秋月康夫氏のWeb。 Webは、日本語授業日記、

韓国　地方都市生活情報、 「壁」 (エッセイ) 、つぶやき広場(BBS)、日本語教科

書書きたい　放題(BBS)、日本語業界の回想記、リンク集等からなる。

44) http://home.ale.co.jp/db/owa/bbs_jap　-　アルクの『E]本譜教育情報センタ

ー』　(http://www.ale.co.jp/nihongoji/centre/)内にあるBBS,日本語教師と

日本語教育　関係者の交流の場として設けられ、日本語と日本語教育に関する記事

を自由に投稿・閲　覧できる　Webは「月刊日本語」編集部が運営している。

45) http://www.aianet.ne.jp子orlando/VWW/DAT/mljpn.html　-　福島比呂子氏によ

る国　内の人文系メーリングリストの案内。日本語教育のMLも紹介されている。美
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術史、地域　研究、文学、言語学・外国語教育、社会学・人類学、音楽学、心理学、

精神医学・分析　学、哲学・思想、歴史、科学・自然史、資料と情報検索、ビジネ

ス・経済のMLを掲載。 E　-mai　とネチケットに関する記事もある0

46) http://www.fed.hirosaki-u.ac.jp/~ogura/1inks/1inks,him　-　弘前大学の小

倉肇　氏による国語科教育と日本語関連のリスト集。国語科教育、日本語学、研究

機関・学校、　学会・研究会、研究者、関連サイト、教科書・出版社・書店、図書

リスト、紀要・雑誌、　論文、教材・ソフト、図書館・文庫・博物館などの膨大な

リストとなっている。

47) http://www.kokken.go.jp/fukyubul/cg主bin/Index.cgi　-　日本語教育センタ

ー日　本語教育指導普及部のWeb。Web pageは、調査研究プロジェクト、伝言掲示板、

文献検索　用サーチエンジン(研究所所蔵の文献検索) 、 E]本譜教育指導普及部の

他のページへの　リンク、関連研究機関へのリンク等からなる。

48) http://www.kokken.go.jp/jsl/ -　E]本語教育研修室と日本語教育研究会(0

B会)の有志が管理・運営しているWebc　日本語教育行事ニュース、日本語教育研修

室と活動の　概観、事業の紹介、日本語教育研究会の紹介、所蔵文献の紹介、研究

情報、掲示板、日　本語教育関連のサイト集、学習素材(写真素材集) 、日本語教

育見聞等からなる0

49) http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/nkg/index.html　-　社団法人　日本語教育学会の

Webcニュース、日本語教育学会の紹介(目的、歴史、組織、入会案内、事業報告等) 、

研究・刊行・研修・調査研究・日本語教育啓発の各事業について、学会誌、刊行物、

研究・教育情報、会員のためのページ、リンク集などからなる。

50) http://www.3anet.co.jp/ -　「みんなの日本語シリーズ」等の教科書・教材を

出版　している会社のWeb。出版案内、近刊案内、研修案内、リンク集など。

51) http://www.cmpk.or.jp/user/aiueoscl/ -　市川日本語学院(在千葉県市川市)

の　学院長である山口　寛氏の運営のWeb。 Webは、 「あいうえおのページ」 (学院

の紹介) 、 「ガラスのページ」 (ガラス瓶の工芸品の紹介) 、文部省所管の社会教

育団体の「s.　Y. Dのページ」の3つのメニューよりなる。

52) http://www2言ustnet.ne.jp/ u月ndex.htra　-　関西および関東で日本語教育関

係者　の草の根ネットワークを作ろうと活動している団体のWeb。 Webは、 Home

e・とも新　聞のバックナンバーの情報、ともと一言、図書紹介、就職情報・参加募

集案内、日本語　教室・生徒募集のお知らせ等からなっている。
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53)http‥//ha2.seikyou.ne.jp/home/Yasuo.Ouchi/-専門学校で日本語教育に従

事している大内泰夫氏のWeb。Webは、日本語を教える、ヨーロッパの写真集、韓

国関係のお部屋、Macのお部屋、リンク集、ゲストブック等からなる。辞書・教材に

ついての解説が詳しく、リンク集も充実している。

54)http://www.mainichi.co.jp/eye/-新しい情報

55)http://www.yomiuri.co.jp/etc/mini.htm-新しい情報、読売オンラインミニ辞典

56)http://www.asahi.com/paper/coluran.html-新しい情報、朝日新聞「天声人語」

57)http://www.bekkoame.or.jp/%7Ey.kawakami/-うわさとニュースの研究会、

新情報

58)http://www.ntt.co.jp/japan/index」.html-日本文化についての情報

59)http://www.japan-guide.com/quiz/indexe.hts-JAPANQUIZ、E]本文化につ

いての情報

60)http://www.mahoroba.M.jpA7EgonbeOO7/hog/shouka/00_songs,html→ごんベ

007の好きな「なつかしい童謡・唱歌・寮歌・わらべ歌・民謡」、日本文化につ

いての情報

61)http://www.wnn.or.jp/wnn-tokyo/english/young/jindex,html-JapanThru

Youngeyes、日本文化についての情報MultトCu

62)http://www.netlaputa.ne.jp/~tokyo3/-tural-Pedia、日本文化についての

II.
I.I'

63)http://www.mars.dti.ne.jp/memo/-おばあちゃんの知恵袋ホームページ、

日本文化についての情報くらしの知恵袋

64)http://town.hi-ho.ne.jp/box/demo/life/-日本文化についての情報

65)http://www.age.ne.Jp/x/ne上j/chie/-知恵袋大辞典、日本文化についての

情報

66)http://hunter.joy.ne.jp/tokyometro-今日を見る明日を読む中づりハ

ンター、日本文化についての情報

67)http://wwl.kirin.co.jp/hal1/talklive/index.htm-カウンタートークライ

ブ、日本語についての情報

68)http://www.aozora.gr.jp/-青空文庫、日本語についての情報

69)http://www.avcc.or.jp/papyrus/index.html-ぱぴるす、日本語についての

I-I.
I.1;I
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70) http://www.bekkoame.ne.jp/ akanet/ -　あかねホームルーム、日本語につい

ての情報

71) http://kuzan.f-edu.fuku主u.ac.jp/bungaku.htm　-　日本文学等テキストファ

イル、日本語についての情報

72) http://www.noda-hs.noda.chiba.jp/nodatei/ -　若者言葉、日本語についての

情報

73) http://www.orange.ne.jp/ kibita/dwd/dwdmain.html　-　投稿!ナウな死語辞

典、日本語についての情報

74) http://www.maruzen.co.jp/ -　丸善、日本語についての情報

75) http://www.geocities.com/Tokyo/4220/kotowaza.html　-　ことわざ、日本語に

ついての情報

<日本の教育リソース>

Dhttp://www.yahoo,co.jp/Education/Resources　-　教育、きょういく情報、学習

指導　要鎮域

2)http://www.apic.or.jp/resources/EdResourcesSJIS.html　-　教育現場で活用で

きる　APICNET　オリジナルの教育リソースを提供

3)http://kenkyu.mukogawa-u.ac.jp/kyouiku/ks/kstop.html　-　情報教育・インタ

ーネットと教育の関連ニュース

4)http://bose主cc.u-tokai.ac.jp/%7Emaetayof/int.html　-　インターネットと教

育リンク集

5)http://kenkyu.mukogawa-u.ac.jp/kyouiku/ks　-　情報教育・インターネットと教

育関　連ニュース

6)http://www.apic.or.jp/indexSJIS.html　-　教育リソース　世界の教育ネットワ

ーク　外国人のための日本情報・日本語情報　グローバル・シチズン・スクエア、ス

ポンサーAPICNETフアウンディング、国際協力プラザの案内

7)http://www.degi.co.jp/1inkfdr/1ink2.html　-　教育専門情報lネットスクールL

帰国・海外子女教育l海外留学l外国からの日本留学E海外教育リソース

8)http://okumedia.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/%7Eibata/internet,htm　→ Internet

の教育関連サーバーの研究

9)http://www.1ib.mie-u.ac.jp/Topics/Link/L12.html　-　インターネットと教育

資料探し、国立教育研究所教育研究文献情報データベースEDMARSE、まなびねっと(文
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部省生　涯学習局)

lO)http://kenkyu.mukogawa-u.ac.jp/NAKAUYE/ryutsu/top.html　-　教育資源、教育

手段としてのインターネット(語学教育に関連)

「日本語教育」 「Ej本譜学習」 「日本語サイト」等をキーワードとして検索したも

のをもとに利用しやすいように「編集」を行った。参照したサイト関連に感謝申し上

げる。
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動画付音声教材「日本語会話道場」の作成とWeb上での公開

石原浮也(広島大学留学生センター)

I.粧'/.''・

どのような言語でも、会話においては間投詞と呼ばれるような短い言葉が多用され、

それらは多くの場合、感情、時にはもっと重要なメッセージを伝達している。この

「日本語会話道場」ではそのような日本語の間投詞のうち、特に色々な使い方、バリ

エーション等が多いものを選んで取り上げ、 web上で利用可能な動画つき音声教材と

して作成、公開することにした。

音源はアフレコを行わず、デジタルビデオに録音されたものをそのまま用いた。ス

クリプトの作成、ビデオの撮影、 Webページの作成は、広島大学留学生センター石原

淳也、ビデオ編集、 Webページの作成およびキャストは、広島大学教育学部平成10年

度入学の瀬野牧子(福井県嶺北方言話者) 、西田真奈(広島方言話者) 、福田真由美

(三重県上野方言) (五十音順、敬称略)が行った。

http://www. iie.hiroshima-u.ac.jp/center/ish/top.html

にアクセスすると図1のトップページが表示され、さらに、 「ビデオを見てみよう」

の下に並んでいる「うん」 、 「はい」 、 「ええ」 、 「あ」の部分をクリックすると、

それぞれ図2 ( 「うん」の場合)のような左側のフレームにスクリプトが書いてある

だけの、ムービーが開いていないページへ飛ぶことができる。各スクリプトをクリッ

クすることによって、 QTのウインドウが開き、対応するムービーがダウンロードされ

て図3 ( 「うん」の場合)のように音声とともに映像が流れるようになっている。
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図3
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2.撮影、編集、教材の作成方法

撮影には石原研究室のデジタルビデオ(以下DV)カメラSONY Handycam DCR-

TRV-900を使用したo

従来のVHSや8ミリビデオで撮影された映像は、映像データがアナログフォーマッ

トで記録されているため、編集を行ったり、コンピュータ上で使用するためには高額

な機器を使用しなければならなかった。しかし、これらDVカメラによって撮影した

映像データは圧縮済みのデジタルデータであって、 DVデータを扱えるアプリケーショ

ンがあれば、同カメラが備えるIEEE1394端子から、 IEEE1394規格(Appleでは

FireWire、 SONYではi-Linkと呼んでいる)のインターフェイスを備えるパソコンに

簡単に取り込むことができる。

今回、これらDVカメラによって撮影した映像データの取り込み、ノンリニア編集

およびタイトル・テロップ入れ等の映像処理にはプラットホームとして石原研究室の

現有設備であるApple PowerMacG4 450MHz (メモリ256MB、ハードディスクATA66

27GB、 SCSI2　36GB、 AGPグラフィックス) 、アプリケーションとして、 Appleが無

償で配布しているiMoviel.0 (英語版)をダウンロードし1.02アップデータ(日本`

語版)をかけ、日本語化したものを使用した。

iMovieはMacからDVカメラをコントロールしつつの映像データの取り込み、ノン

リニア編集およびタイトル・テロップ入れ等の映像処理をとても簡単に行うことがで

き、その映像出力は標準でQuickTimeフォーマットのファイル(拡張子は.mov)とし

て保存することができる。

このような組み合わせを選択したのは、今回の計画がパソコンのブラウザ上で手軽

に利用できる音声付動画教材を作成し、研究室レベルのサーバからWeb上で公開する

というものであり、これを実現するにはAppleのQuickTime (以下QT)という技術

を用いるのが最も簡便であったからである。

大量のデータを多くの利用者に送るQTフルストリーミングにはWebサーバ以外に

ストリーミング用のサーバ(ストリーミング用MacOSXサーバ)を別に設置する必要

があるが、語学教材の場合、必要な音声付映像はそれほど長くない。今回作成した教

材でもデータは大きくても500KBで、この程度の大きさであれば、 webサーバがあれ

ば実行可能なHTTP QTストリーミングという方法をとることができるo

HTTP QTストリーミングには、特別な技術や設備は必要でなく、 QTフォーマットの

ムービーファイルを特定のページに対し、例えばGIFファイルやJPEGファイルのよ
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うに普通にリンクするだけである。普通のホームページ作成アプリケーションではペ

ージの好きな場所にQTフォーマットのムービーファイルをドラッグアンドドロップ

すればよい。そのように作成されたページではプラットホームがMacであろうと

Windowsであろうと、そのコンピュータにQTPlayerがインストールされていれば、

ブラウザ上でそのQTムービーを見ることができる(図1のトップページからリンク

しているhttp://www.apple.co言p/quicktime/download/index.htmlで、最新バー

ジョン4.上2が無料ダウンロードできる) 0

このWebページの作成は石原研究室にあるiBook上でAdobe PageMil13.0を使用

して行ったO　映像データのパソコンへの取り込みには、コマ落ちを防ぐという観点か

らスピードの速いハードディスクを備えた処理速度の速いパソコンを用いるほうが望

ましいと言えるが、一旦、編集を終えてしまったQTファイルは処理速度のそれほど

早くないパソコンでも十分扱うことができるO　ただ、 QTファイルをページ上に配置す

るだけならばAdobe PageMil13.0そのままでも問題ないが、 QTファイルを配置した

ページをプレビューする場合にはAdobe PageMil1 3.0　フォルダーの中のBrowser

Plug-ins　フォルダーにあるQuickTime Pluginを新しいものに変えておく必要があ

V.

3.スクリプト

この「日本語会話道場」においては、いわゆる日本語の間投詞と呼ばれるようなも

の(以下「間投詞」 )を選んで取り上げた。従来の研究では、これらの「間投詞」は

語形成、機能から分類されることが多かったが、ここでは、 E]本譜学習者が混乱しや

すい「うん」と「ううん」 、 「ええ」と「えっ」 、 「えー」のように音形は似ている

が発音が微妙に異なるものを一つのグループにまとめるとともに、その機能、伝達さ

れるメッセージの違いがそれぞれ明らかになるようなコンテクストを与えた。さらに、

それらの「間投詞」が用いられる際の話し手/聞き手の表情、微妙なジェスチャーな

どについても学べるよう映像をつけた。

ここで扱ったそれぞれのグループに含まれる「間投詞」は、その性質からいえば、

いくつかのタイプに分けることができ、同意の表明、必ずしも意図的でない感情の表

出、意図的な感情の表出、相手の注意を引くためのものなど、その分類については議

論の余地があるが、ここではその「間投詞」が発話されることによって行われている

いわゆる発語行為(同意、否定、非難、相づちなど) 、あるいは発話者の意図にかか
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わらず、その「間投詞」の発話から聞き手が読み取れる話者の心の状態(うれしい、

疑念、驚きなど)を、その発話の後ろに説明として付加してある。

「うん」

「これ食べる?」

「うん!」　　うれしい

「これ食べる?」

「うLrVん、 、 、どうしようかな。食べると太るしな。 」迷い

「これ食べる?」

「うん?あっ、そんなんたべてたの?」　　気付き

「これ食べる?」

「うん、それよりさ　。来週のテストどうする?」　無関心

「これ食べる?」

「うヘノん?それなんなの?」疑念

「これ食べる?」

「うん、いま私ダイエット中なんだ。 」残念、落胆

「これ食べる?」

「う′-ん?　　ちゃん、ダイエットするって言ってたじゃない?」非難

「これ食べる?」

「ううん、いま私ダイエット中なんだ。 」否定

「きょう、水曜日だよね?」

「うん。 」　　同意(中立)

「きょう、水曜日だよね?」

「ううん。 」　否定
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「ねえ、ねえ。 」

「うん。 」　気付き?相づち

A:

Bニ

A:

B :

「きょう、電車の中でね」

「うん。 」　　相づち

「高校ん時の先生に会っちゃった」

「ふーん。 」

「ね一。これであってる。 」 」

「うん?ここ違ってるよ。 」気付き

「はい」

「合格おめでとうございます。 」

「はい!ありがとうございます。 」　うれしい

「合格おめでとうございますO 」

「堪邑ヱあっ、ありがとうございます。 」気付き、疑問

「合格おめでとうございます。 」

「はい。 」無関心、中立

「合格おめでとうございます。 」

「はい。実は、不合格だったんです。 」落胆、残念

「合格おめでとうございます。 」

「はい?本当ですか?」気付き、疑問

「ここに名前を書いてください」

「はい。 」中立
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ここに名前を書いてください」

はい?どこですか?」疑問

「残念ですが、今回は、 、 、 」

「はい。 」残念、落胆

「このアルバイトやりたい人いますか?」

「握-い。 」遠くから自分をアピール

「ごめんください」

「は′-い。 」遠くから自分をアピール

A:

IS

A:

B:

「警察の前にコンビにありますよね」

「はい。 」　　相づち

「あそこに、強盗が入ったそうですよ」

「ヘ-O 」

「ええ」

「台風、こっちに来そうですね。 」

「亘去_、そうみたいですね。 」　　中立

「台風、こっちに来そうですね。 」

「基ユ?そうなんですか?」気付き、疑問

台風、こっちに来そうですね。 」

主二?そうなんですか?」驚き、困惑、落胆
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「台風、こっちに来そうですね。 」

「基_左、やっと雨が降りますね。 」うれしい

「台風、こっちに来そうですね。 」

「左と?天気予報で晴れるって言ってませんでした?」疑問

「これ、貸してもらってもいいですか?」

「ええ、いいですよ。 」　　中立

突然ですが、いまからテストをします。 」

基二二。聞いてないよ　O 」不満、非難

「警察の前にコンビにありますよね」

「ええ。 」　　相づち

「あそこに、強盗が入ったそうですよ」

「あ」

「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「あー、そうですかO 」　　中立

「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「あー、そうですか。 」無関心

「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「あっ、もうできたんですか?」驚き

「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「あー、便利になりますね。 」うれしい
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「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「あー、あれはスーパーですか。 」納得

「大学の近くにコンビニができたんですよ。 」

「旦ユ_、そこで、きのう田中さんに会いましたよ。 」気付き

「きのう、ず　っと待ってたんだよ」

「あーつ、ごめん。 」自分が悪かったことへの気付き
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資料2 「音声教育のマルチメディア開発」

HearingChecker

(むここから標準モジュール

Option Explicit

Publxc gbytGengo As

Public gstrName As

Public gstrSe土kail

Public gstrSeikai2

Publxc gstrSeikai3

Public gbytSeikail

Public gbytSeikai2

Public gbytSeikai3

Public gbytNuml As

Publxc gbytNum2　As

Public gbytNum3　As

Byte

sraa印HP軌

As String

As String

As Strxng

As Byte

As Byte

As Byte

Byte

Byte

Byte

Public Sub drive(

Dim strDrive As String

strDrive　=　Left(App.Path. 3)

ChDrxve strDrive

ChD土r App.Path

End Sub

②ここからfrmTop

Option Explicit

Dim bytTimer As Byte

Private Sub Form Activate(.

bytTimer　= 1

End Sub

Private Sub Form_Click( )

frmSelect. Show

frmTop - Hide

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)
End

End Sub

Private Sub Imagel_Click( )

frmSelect. Show

frmTop. Hide

End Sub

Private Sub Timerl_Timer( )

Select Case bytTimer

Case 1

lblClick.Visible　=　False

bytTimer

Case　2

lblClick.Visible　=　True

bytTimer

End Select

End Sub

③ここからfrmSeleot

Option Explicit

Private Sub Form Activate! )

Dim strDrive As String

strDrive　=　Left(App.Path, 3)

ChDrive strurive

ChDir App.Path

End Sub

private Sub imgJapanese_Click( )

gstrName - InputBoxC名前を入力してください..I '.名前の
入力`-)
If gstrName　<>　Empty Then

9St工:Name　=　gstrName　& "." &　Year(Now) &　_

S Month(Now) & "." S Day(Now) &　_

." &　Hour(Now) S "." s Minute Now) 」

& second(Now) &　　　　　本語I`
gbytGengo　= 1

frmTestl. Show

frmSelect.Hide

End If

End Sub

Private Sub imgJapanese_MouseDown(Button As

Integer, Shxft As Integer, _

X As Single, Y As Single)

Call drive

imgJapanese.Picture　=

LoadPicture( "img・nihongo3.bmp ]

End Sub

Private Sub imgJapanese_MouseUp　_

(Button As Integer, Shift As Integer, _

XAs Single. YAs Single)

Call drive

imgJapanese. Picture

LoadPicture( imgVnihongo.bmp )

End Sub

Private Sub imgPreference_Click( )

Dim strlnput As String

Dim mtrasg As Integer

st工'工nput　= InputBox

(サA-スワードを入力してください　　認証")

If strlnput　= "Challenge Then
frmPreference. Show

frmSelect. Hide

Elself strlnput　<>　Empty Then

intmsg　葺　MsgBox _

("パスワードが違います", vbOKOnly, ll認証失敗.I)
End lf

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

End

End Sub

Private Sub imgPreference_MouseDown(Button As

Integer, Shift As Integer, _

X As Single, Y As Single)

Call d工、1ve

imgPreference. Pictun∋　=

LoadPicture( "img¥p工、eference3.bmp )

End Sub

Private Sub imgPreferenceJtouseUp( Button As
王nteger. Shift As Integer. _

X As Single, Y As Single)

Call drive

imgPreference. Picture

LoadPicture { " imgWpreference. bmp"

End Sub
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HearingChecker

{imgEnglish,imgKoreaのイベントはimgJapaneseと同一
なので割愛)

④ここからfrmPreferenoe

Option Explicit

Dim rastrPart As String

Dim mstrFxle As String

Private Sub cmdCleaユ:l_Click( )

Ibll.Caption　= "NoData"

End Sub

Private Sub cmdClear2_Click( )

Ib12.Caption　= "NoData"

End Sub

Private Sub cmdClear3_Click( )

Ib13.Caption　= "NoData"
End Sub

Private Sub cmdEdit_Click( ;
frtnEdit. Show

frmPreference. Hide

End Sub

Prxvate Sub cmdKoreaAl_Change ( ]

End Sub

Private Sub cmdQuit Click(

frmSelect. Show

frmPreference. Hide

End Sub

Private Sub cmdSave Click( )

D⊥m mstrF⊥leistl

Dim mstrFileist2

Dim mstrFileist3

Dim strJapanl As

Dim strJapan2　Ås

Dim strJapan3　As

Dim strEnglishl

Dim strEnglish2

Dim strEnglish3

Dim strKoreal As

Dim strKorea2　Ås

Dim strKorea3　As

As String

As St工'土ng

As String

String

String

String

As String

As String

As String

String

等UォHサTサ

String

Dxm strJapanAI As

Dxm strJapanA2　As

Dim strJapanA3　As

Dim strEnglishAI

Dim strEnglishA2

Dxm strEnglishA3

Dim strKoreaAI As

Dim strKoreaA2　As

Dim strKoreaAJ As

String

毒i aata囲

蔓Hitlil抱

As String

As String

As St工ing

String

String

String

Dim strFileName As String

Dim xntmsg As Integer

Dim strDrxve As String

strDrive　=　Left(App.Path, 3)

ChDrive strDrive

ChDir App.Path

intmsg - MsgBox("セーブしてもよろしいですか?・・

vbOKCancel, "問い合わせ")

If intmsg　= 1 Then

mstrFileistl　= lbll.Caption

strJapan! =　txtJapanl.Text

strEnglishl　=　txtEnglishl.Text

strKoreal　=　txtKoreal.Text

strJapanAl　=　txtJapanAl.Text

strEnglishAl　=　txtEnglishAl.Text

strKoreaAl　=　txtKoreaAl.Text

(mstrFileist , strJapan, strEnglish, strKorea,

strJapanA,strEnglishA, strKoreaAの2-3について

も同様の処理)

mstrFile⊥stl　=

Ilf(mstrFileistl　-　Empty,

'-NoData'.. mstrFileistl)

strJapanl　= Ilf(strJapanl　=　Empty, _

NoData", strJapanl)

strEnglishl　= Ilf(strEnglishl　=　Empty. _

NoData" , strEnglishl)

strKoreal　= Ilf{strKoreal　=　Empty, _

NoData"′　strKoreal1

strJapanAl　- Ilf(strJapanAl　-　Empty,

NoData", strJapanAl)

strEnglishAl　= IIf(strEnglishAl　=　Empty,

NoData'', strEnglishAl)

strKoreaAl　= Ilf(strKoreaAl　=　Empty, _

NoData" , strKoreaAl )

(この後mstrFileList , strJapan, strEnglish,

strKorea. strJapanA, strEnglishA′ strKoreaAの各2と3
で同じことをやる)

Open "edit.ini For Output As　#1

Pr⊥nt　#1

Print　♯1

P工:int　#1

Print　#1

Print　#1

P工:int　#1

P工・⊥nt　#1

mstrFileistl

strJapanl

strEnglishl

strKoreal

strJapanAl

strEnglishAl

s trKoreaA1

(読み込む変数はすべて2と3があり、
1と同じく読み込む)

Close　#1

mtmsg　=　_

MsgBox("セーブしました", vbOKOnly,お知らせ-I)

End lf

End Sub

Private Sub cmdTestl_Click( )

Dim st工、App As St工"ing

Dim strPart As String

Call cut

strApp　-　Format(App.Path, '<")

strPart　=　Format(mstrPart, "<"]

If cdbFile-FileName　<>　Empty Then

lbll.Caption =工If(strPart = strApp. mstrFile.

cdbFile. FileName)
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He aringChe cke r

坤fflSBH指

cdbFile.FileName　=　Empty
End Sub

Private Sub cmdTest2_Click( ;

Dim strApp As String

Dim strPart As String

Call cut

strApp　=　Format(App.Path, "<")

strPart　=　Format(mstrPart.　<蝣蝣)

If cdbFile.FileNarne　<>　Empty Then

lbl2. Caption

IlffstrPart　=　strApp,

mstrFile. cdbFile.FileName)

嘩ffli　巾R

cdbFile.FiユeName　=　Empty
End Sub

Private Sub cradTest3　Click! )

D⊥ra strApp As String

Dim strPart As String

Call cut

strApp　=　Format(App.Path. nぐ-)
strPart　-　Format(mstrPart,　< )

If cdbFile.FileName　<>　Empty Then

lbl3.Caption　= IIf(strPart　=

strApp, mstrFile, cdbFxle. FileName )

End lf

cdbFile.FileName　=　Empty

End Sub

Private Sub FormJIctjーvatel )
D⊥m strFilel As

Dim strFile2　As

Dim strFile3　As

Dxm strJapanl As

Dim strJapan2　As

Dim strJapanj As

Dim strEnglishl

Dim strEnglxsh2

Dim strEnglish3

D⊥m strKoreal As

Dim strKorea2　As

Dim strKorea3　As

String

String

String

String

String

String

As String

As String

As St二ring

String

String

String

Dim strJapanAI As

Dim strJapanA2　As

Dim stエ:JapanA3　As

Dim strEnglishAI

Dim strEnglishA2

Dim strEnglishA3

Dim strKoreaAI As

Dim strKo工、eaA2　As

Dim strKoreaA3　As

String

String

String

As St工、ing

As St工ring

As String

String

String

String

Dim strF⊥leName As Stnrlg

Call drive

If Dir("edit.inl") = "edit.ini" Then

Open "edit.ini" For　王nput As　♯1

Input　#1, strFilel

Input　#1, strJapanl

Input　♯1. strEnglishl

lnpiユt　♯1, strKoreal

Input　♯1. strJapanAl

Input　♯1.

Input　#1,

Input　♯1.

Input　♯1.

Input　♯1.

Input　♯1.

Input　♯1.

Input　#1,

Input　#1,

Input　♯1.

Input　#1,

Input　♯1.

Input　#1.

Input　#1.

Input　#1.

エnput　#1.

Close　♯1

1bll.Caption

strEnglishA1

strKoreaA l

strFile2

strJapan2

strEnglish2

strKorea2

strJapanA2

strEngl⊥shA2
strKoreaA2

strFile3

strJapan3

strEnglish3

strKoreaJ

strJapanA3

st工EnglishA3

s trKoreaA3

strFilel

txtJapanl.Text　=　strJapanl

txtEnglxshl.Text　=　strEnglishl

txtKoreal.Text　=　strKoreal

txtJapanAl.Text　=　strJapanAl

txtEnglishAl.Text　=　strEnglishAl

txtKoreaAl.Text　=　strKoreaAl

(上のオブジェクトの2-3についても同様に処理)

End lf

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

End

End Sub

Private Sub cut()

Dxm intLen As Integer

Dim mtNum As Integer

Dim mtAll As Integer

cdbFile. ShowOpen
On Error Goto dbErrHandler

intLen　=　Len(App.Path)

mstrPart　=　Left(cdbFile.FileName, intLen)

intNum　=　Len(cdbFile.FileName)

intAll　=　intNum　-　mtLen　-　1

mstrFile　=　Right(cdbFlle.FileName, intAll)

Exit Sub

dbErrHandler :

Exit Sub

End Sub

ここからfrmEdit

Option Explicit

-Loadしたとき選んだファイル名を格納する変数

Dim mstrFileName As String

'ファイルを切り出すときに使う変数
Dim mstrPart As String

Dim mstrFile As String

Private Sub cmdBrawzl_Click( )

-ファイルを開いて、テキストボックスにその名前を格納
・もし、ファイルがアプリケーションの

・ディレクトリ下にあるならば
'パスを省略
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Dxm strApp As String

Dxm strPart As String

Call cut

strApp　=　Format(App.Path一.`く..)

strPart　=　Fo工:mat(mstrPart. .'く..)

If cdbWave.FileName　<>　Empty Then

lbll.Caption = IIf(strPart　=　strApp. _

mstrFile, cdbWave.FileName)
End If

cdbWave.FileName　=　Empty
End Sub

Private Sub cmdBrawzll_Click( )

D⊥m strApp As Str、土ng

Dim strPart As String

Call cut

strApp　=　Format(App.Path, "<")

strPart　-　Format(rastrpart, "<")

If cdbWave.FileName　<>　Empty Then

lblll.Caption = IIf(strPart　= strApp′　_

rastrFile , cdbWave. FileNarae )
End　工f

cdbWave.FileName　-　Empty
End Sub

(cmd2-cmd21はcmdlと同じなので割愛)

Private Sub cmdClear_Click( )

.メッセージボックス用の変数
Dim intmsg As Integer

intmsg =　MsgBox('リストを初期化します、 I. &

'.よろしいですか　　vbOKCancel, I,問い合わせ")

`メッセージボックスで

IOKが選択されたらすべてのデータを初期化
If intmsg　= 1 Then

lbll.Capt⊥on　=　Empty

(Ib12-lbl21まで同じ処理)

optTruel.Value　-　True

( optTrue2-optTrue21まで同じ処理)
End If

End Sub

Private Sub cmdClearl_Click( )

lbll.Capt⊥on　=　Empty

optTruel.Value　=　True

End Sub

( cmdClear2~cmdClear21はcmdClearlと同じなので割愛)

Private Sub cmdLoad_Click( ;

Call drive

lファイルの中にあるファイル名を格納する変数
Dim strFilel As String

(strFile2-strFile21まで宣言)

.問題の答えを格納する変数
Dim bytQI As Byte

(bytQ2-bytQ21まで宣言)

Loadしたいファイルを読み込む

cdbLoad.FileName　=　Empty

cdbLoad. ShowOpen

.ここで使われたファイルが上書きされるときに使用される
mstrFileName　=　cdbLoad. FileName

lf mstrFileName　<>　Empty Then

lblFile.Caption　=

"現在のファイル: " & cdbLoaa.FileName
.データを変数に読み込む
Open mstrFileName For Input As　#1

Input　#1, strFllel

Input　#1, bytQl

{strFile2~strFile21、 bytQ2-bytQ21まで同じくし
て読み込む)

Close　♯1

-変数からテキストボックス内にファイル名を移動
Ibll.Caption　=　strFilel

(lb12.Caption~lb121.CaptionはそれぞれstrFile2-
strFile21に読み込む)

-変数から正誤の情報をオプションボタンに移動
If bytQl　= 1 Then

optTruel.Value　=　True
Else

optFalsel.Value　=　True
End lf

(bytQ2~bytQ21までoptTrue2-optTrue21、 optFalsel
-optFalse21までにbytQlと同じ処理を行う)

.ファイルの上書きを許可する
cmdSave.Enabled　-　True

噂row指

ChDir App.Path

End Sub

Private Sub cmdQuit_Click(
frmPreference. Show

frmEdit. Hide

End Sub

Private Sub cmdSave_as_Click( )

Call d工、1ve

-変数を宣言

-テキストボックス内のファイル名を格納する変数
Dim strFilel As String

(strFile2-strFile21まで同じ宣言)

.オプションボタンの情報を格納する変数
Dim bytQI As Byte

(bytQ2-bytQ21まで同じ宣言)
'ファイルの保存名を格納

Dim strName As String

-テキストボックス内からファイル名を変数に格納
st工rFilel　= lbll.Caption

(strFile2-strFile21をIb12-lbl21.Captionで同じく
して初期化)

-オプションボタンの情報を変数に格納
bytQl　= IIf{optTruel　=　True, 1, 2)

(bytQ2-bytQ21まで同じ処理)

-コモンダイアログボックスを開いてファイルを保存
cdbSave_as - FileName　=　Empty

cdbSave as. ShowSave

strName　=　cdbSave as.FileName

-ファイルにデータを移す

If strName　<>　Empty Then
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lblFile.Caption =　現在のファイル: " &
strName

Open strNarae For Output As　#1

Pr土nt　♯1. strFilel

Print　#1′　byte〕1

(strFile2~strFile21、 bytQ2-bytQ21まで同じく処
理)

Close　♯1

End lf

cradSave.Enabled　-　True

End Sub

(cmdSaveはcmdSave_Asと似通った部分が多いため割愛)

Private Sub cmdTestl_Click( )

Call d工、⊥ve

mmcTest. Command　=　　Close

mmcTest.FxleName　= lbll.Caption

mmcTest.Command　=　Open"

mmcTest. Command　'" Play"
End Sub

(cmiiTest2-cmdTest21はcmdTestlと同じなので割愛)

Private Sub Form_Activate( )

Call drive

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)
End

End Sub

Private Sub cut(,

Dim intLen As Integer

Dim intNum As Integer

Dim intAll As Integer

cdbWave. ShowOpen

On Error GoTo dbErrHandler

⊥ntLen　=　Len(App.Path)

mstrPart　=　Left(cdbWave.FileName, intLen)

mtNum　=　Len(cdbWave.FileName)

intAll　=　mtNum　-　intLen　-　1

mst工'F土Ie　=　Right(cdbWave.FileName. intAll)
Exit Sub

dbE工:rHandle工・ :

Exit Sub

End Sub

⑤ここからfrmTestl

Option Explicit

・問題の番号を格納する変数
Dim bytNum As Byte

・問題にあわせたファイル名を格納
Dim strFilel As String

(strFxle2からstrFile21まで同じ宣言)
Dim strFileL As String

・問題の正誤の情報を格納する変数
Dim blnSeikaxl As Boolean

(blnSe⊥kai2-blnSeika⊥21まで同じ宣言)
t正誤を選択するときに使用する変数
Diーin blnSeikai As Boolean

-ヒント文を格納する変数
Dxm strAdL As String

ータイマーに使う変数
Dim bytTmrCmdL As Byte

一一番最初にすべてをピジブルにするために使う変数
Dim blnKaisi As Boolean

Private Sub Form Activate! )

Dim strLinel As

Dim strLine2　As

Dim strLine3　As

Dim strJapanl As

Dxrn strJapan2　As

Dim strJapan3　As

Dxm strEnglishl

Dim strEnglish2

Dim strEnglishJ

Dxm strKoreal As

Dim st工・Ko工:ea2　As

Dim strKorea3　As

String

String

String

String

String

String

As St工'ing

As String

As String

Str⊥ng

String

String

Dim st工rJapanAI As

Dim strJapanA2　As

Dxm strJapanA3　As

Dim st工:EnglishAI

Dxra strEnglishA2

Dim strEnglishA3

Dim strKoreaAI As

Dim strKoreaA2　As

Dim strKoreaA3　As

Dim bytSeikail As

String

String

String

As String

As Strxng

As String

String

String

String

Byte

(bytSeikai2-bytSeikai21まで同じ宣言)
Dim xntmsg As　エnteger

ー開始の合図
blnKaisi　=　False

-必要な情報を取り込む
Call drive

If Dir("edit.ini") = "edit.ini" Then

Open edit.ini" For　工nput As　♯1

Input　♯1

Input　♯1

Input　♯1

Input　♯1

Input　♯1

Input　♯1

Input　♯1

strLinel

strjapanl

st工:Englishl

strKoreal

strJapanAl

strEnglxshA1

s trKoreaAl

(読み込む変数はすべて2と3があり、 1と同じく読
み込む)

Close　#1

If strLinel　= "NoData And strLine2　= "NoData"

And strLine3　=　NoData Then

Select Case gbytGengo

Case 1

mtmsg　-　MsgBox　_

("問題が設定されていません.-　&
"、 preferenceで設定してください..,

vbOKOnly. -`警告(日本語) ")
Case　2

intmsg　=　MsgBox　_

(.`問題が設定されていません" &
--、 preferenceで設定してください",

vbOKOnly, n警告(英語) ")
Case　3

mtmsg　=　MsgBox　_

("問題が設定されていません" &
.I、 Preferenceで設定してください'-

vbOKOnly. ..警告(韓国語)蝣蝣)
End Select

frmSelect. Show

frmTestl.Hide
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Exit Sub

Else

r7アイルにデータがない場合、次のテストへ
If Dir(strLinel) -　Empty Or _

strLinel　= "NoData" Then

frmTest2. Show

frmTestl.Hide

Exit Sub

Else

l言語によって、問題文を変える
Select Case gbytGengo

Case 1

lblMondai.Capti・on　=　strJapanl

strAdL　=　strJapanAI

Case　2

lblMondai.Caption　=　strEnglishl

strAdL　=　strEnglishAI

Case　3

1blMondai.Caption　=　strKoreal

strAdL　=　strKoreaAI

End Select

-問題を読み込む

Open strLinel For Input As　#1

Input　#1. strFilel

Input　#1, bytSeikail

(strFile2 ~ strFile21 、 bytSeikai2

bytSeikai21まで同じく読み込む)
Close　#1

.-・間目がなかった場合、次のテストへ飛ぶ

If strFilel　=　Empty Then
frmTest2. Show

frmTestl. Hide

Else

.正誤の情報をBoolan値に変換
blnSeikail　= Ilf(bytSeikail　= 1′　_

True, False)

( bytSeikai2-bytSeikai21まで同じ処理)

.間是喜一にする

bytNum　- 1

'問題の一番目であることを表示

IblNum.Caption　=　bytNum

I絵などを初期化
imgPlay - Picture

LoadPicture( imgVbutton.bmp" ]

imgDog.Picture　-

LoadPtcture( "imgVdogl.bmp" ]

lblSeigo,Visible　=　False

lblTestNum.Visible　=　False

lblMondai.Visible　と　False

lblQue.Visible　=　False

lblNum.Visible　=　False

imgRobot.Visible　=　False

iragPlay.Visible　=　False

lblSetumei.Visible　=　False

xmgDog.Visible　-　False

lmgHint.Visible　=　False

lblTwo.Visible　=　True

.ウェーブオーディオを開く
mmcTrue.Command　=　Open"

mmcFalse.Command　= "Open"

ituncunknown.Co【lunand　=　Open"

.タイマーの変数を初期化
bytTmrCmdL　=　O

Select Case gbytGengo
Case 1

lblSeigo.Caption　=

'Iどれがただしいのかな? (日本語) "
lblSetumei.Caption　=

ー蝣Playを押して音を聞くわん(Ef本語)

Case　2

lblSeigo.Caption　=

..どれがただしいのかな? (英語) ・・
lblSetumei.Caption　=

"playを押して書を聞くわん(英語) ・・
Case　3

lblSelgo.Caption

.1どれがただしいのかな? (韓国語) "
lblSetumei.Caption　=

"playを押して音を聞くわん(韓国語) ・・
End Select

End lf

End If

坤RTSBI指

Else

Select Case gbytGengo
Case 1

mtmsg　=　MsgBox　_

('一問題が設定されていません" &

'1、 preferenceで設定してください・.

vbOKOnly,警告(E]本語) ")
Case　2

intrasg　=　MsgBox

("問題が設定されていません.I &
"、 preferenceで設定してください・・

vbOKOnly,警告(英語")
Case　3

intmsg　=　MsgBox　_

(I.問題が設定されていません.I A
"I preferenceで設定してください・・

vbOKOnly. '`警告(韓国語) ")
End Selc∋ct

frmSelect. Show

frmTestl. Hide

End lf

End Sub

P工nvate Sub Wave( ,

一間題の書をならすためのサブルーチン
mmcwave.Command　= "Close"

mmcWave.Command　= "Open"

mmcwave.Command　= "play"

End Sub

Private Sub Form_Click( )

'すべてをピジブルに
If blnKaisi　=　False Then

lblTestNum.Visible　=　True

lblMondai.Visible　=　True

lblQue.Visible　=　True

lblNum.Visible　=　True

lmgRobot.Visible　=　True

lmgPlay.Visible　=　True

lblSetumei.Visible　=　True

lmgDog.Visible　=　True

xmgHint.Visible　=　True

lblTwo.Visible　=　False

blnKaisi　=　True

End If

End Sub

Private Slユb Form_Deactivate ( )

・すべてを閉じる
tmrEnd.Enabled　=　False
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tmrPlay.Enabled　=　False
blnKa⊥S土　=　False

mmcWave. Command　=　　Close"

mmcTrue. Command　=　　Close

mmcFalse.Command　=　　Close'-

mmcUnknown.Command　=　Close"

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

'フォームが終了してしまった場合、アプリケーションも終了
時RBI

End Sub

Private Sub　⊥mgFalse Click

Call drive

.問題が正解ならば、 Trueの音を鳴らす
If blnSeikai　=　True Then

mmcFalse.Command　=　Prev"

mmcFalse. Command　'play

.評価にOをプラス
gstrSeikail　=　gstrSeikail S "0"

t問題が不正解ならば、 falseの音を鳴らす
Else

mmcTrue.Command　=　　Prev

mmcTrue.Command　=　Play

・評価に1をプラス

gstrSeikail　=　gstrSeikaxl

gbytSeikail　=　gbytSeikail
End lf

Call Tugi

End Sub

Private Sub imgFalse_MouseDown

(Button As Integer,

Shift As Integer, _

X As Single, Y As Single)
Call drive

imgFalse. Picture

LoadPicture{ "img・noon. bmp" )
End Sub

Private Sub imgFalse_MouseUp(Button As Integer, _

Shxft As Integer, XAs Single, Y As Single)
Call drive

imgFalse-Picture　=　LoadPicturef img¥no.bmp" )
End Sub

Private Sub imgHint Click

Dim intmsg As Integer

Call drive

mtmsg　-　MsgBox(strAdL, vbOKOnly,　Example )

End Sub

Prxvate Sub imgHxnt_MouseDown

(Button As Integer, Shift As Integer,

X As Single. Y As Single)

Call drive

MigHint. Picture

LoadPicturet img¥hint2.bmp" )

End Sub

Private Sub xmgHint_MouseUp(Button As Integer, _

Shift As Integer, XAs Single, Y As Single)

Call drive

lmgHmt.Picture = LoadPicture( img・hint.brap" )

End Sub

Private Sub imgPlay_MouseDown

(Button As Integer, Shift As Integer, _

X As Single. Y As Single)

Call dと:ive

⊥mgPlay. Picture

LoadPicture( "img¥button3.bmp" )

End Sub

Private Sub imgTrue_Click(.
Call drive

-imgFalseとほぼ一緒
If blnSeikai　=　True Then

mmcTrue 'Command　=　　Prev"

mmcTrue.Command　=　Play

gstrSeikail　=　gstrSeikail

gbytSeikail　=　gbytSelkail

Else

&　"1

+　1

mmcFalse.Command　=　　Prev

mmcFalse.Command　こ　"Play"

gstrSexkail　=　gstrSeikail S 0

End If

Call Tugi

End Sub

Private Sub imgPlay_Click( ;

Call d工・ive

.問題数によってでる音を変える
Select Case bytNurn

Case 1

strFileL　=　strFile2

mmcWave.FileName　=　strFilel

Call Wave

blnSeikai　=　blnSeikail

(Case　2-Case21までcaselとほぼ同じ)
End Select

.問題の番号を一つ足す
bytNum　=　bytNura　+ 1

1回答フェーズに進む準備
IblSeturaC3i.Visible　=　False

lmgPlay. Picture　=　LoadPicturef "img・button2.bmp"

tmrCmd.Enabled　=　True

byt TmrCmdL

lmgPlay.Enabled　-　False

tmrPlay-Enabled　=　True

End Sub

Private Sub imgTrue_MouseDown(Button As Integer,

Shift As Integer, X As Single, Y As Single)
Call drive

lmgTrue. Picture　=

LoadPioture{ img¥yeson.bmp" ]

End Sub
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Private Sub imgTrue_MouseUp　_

(Button As Integer, Shift As Integer, _

X As Single, Y As Single)
Call drive

imgTrue. Picture　=　LoadPicture( "img・yes.brap" )
End Sub

Prxvate Sub imgUnknown_Click( )
Ca11　drive

mmcunknown.Command　= "Prev"

mmcUnknown-Command　- "Play"

gstrSexkail　-　gstrSeikail　& "2"

Call Tugj.

End Sub

Private Sub xmgUnknown_MouseDown

(Button As Integer. Shift As工nteger. _

X As Single′　Y As Single)

Call drive

lmgUnknown. Picture

LoadPicture ( " img・unknownon. bmp"
End Sub

Private Sub imgUnknown_MouseUp _

(Button As Integer, Shift As Integer,

Ⅹ As Single, Y As Single)
Call dェ:ive

lmgUnknown. Picture

LoadPxcture( irag¥unknown.bmp" )

End Sub

Private Sub lblTwo_Click( ]

-すべてをビジブルにしてテストを始める

If blnKaisi　=　False Then

lblTestNum.Visible　=　True

lblMondai.Visible　-　True

lblQue.Visible　=　True

lblNum.Visible　-　True

imgRobot.Visible　=　True

lmgPlay.Visible　=　True

lblSetumei.Visible　=　True

lmgDog.Visible.-　True

lmgHint.Visible　=　True

lblTwo.Visible　=　False

blnKaisi　=　True

噛ITOI　巾R

End Sub

Private Sub tmrCmd_Timer{ )

Iアニメーションを行うためのタイマー

Select Case bytTmrCmdL

Case 1

lmgFalse.Visible　=　True

imgTrue.Visible　=　True

lmgunknown.Visible　-　True

imgYobu.Visible　=　True

lmgTrue. Picture

LoadPicture( img・yesl.bmp" )

lmgFalse.Picture

LoadPicture( img・nol.bmp" )

imgUnknown. Picture

LoadPicture( img・unKnownl. bmp" )

lmgYobu.Visible　=　True

bytTmrCmdL　=　2

tmrCmd.Interval　=　200

Case　2

1mgTrue.Picture　=

LoadPicture( "imgVyes2.bmp" )

lmgFalse,Picture　=
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LoadPicturef imgVno2.bmp" )

imgunknown. Picture -=

LoadPicture( img¥unKnown2. bmp" )

bytTinrCmdL　=　3

Case　3

1mgTrue. Picture

LoadPicture( "img¥yes3. bmp" )

imgFalse. Picture　=

LoadPicture( img¥no3.bmp" )

lmgUnknown. Picture　=

LoadPicture( img・unKnown3. bmp" )

lmgYobu.Visible　-　False

bytTmrCmdL

Case　4

1mgTrue. Picture　=

LoadPicture( img・yes4.bmp" )

lmgFalse. Picture

LoadPicture( img¥n04.bmp" )

lmgUnknown.Picture　=

LoadPxcturef img¥unKnown4. bmp'- )

bytTmrCmdL　=　5
Case　5

1mgTrue.Picture　=

LoadPicture( img・yes5.bmp" )

lmgFalse. Picture

LoadPicture( img・no5.bmp" )

imgunknown. Picture　-

LoadPicture ( img・unKnown5. bmp" )

xmgYobu.Visible　-　True

bytTmrCmdL　=　6

Case　6

imgTrue. Picture　=

LoadPicture( img¥yes6.bmp" )

imgFalse.Picture　=

LoadPicture( img・no6.bmp" )

lmgUnknown. Picture　=

LoadPicture( img・unKnown6.bmp"
bytTmrCmdL　=　7

Case　7

1mgTrue.Picture　=

LoadPicture( "img¥yes7.bmp" )

xmgFalse.Picture　=

LoadPxcture( img¥n07.brap" )

imgUnknown.Picture　=

LoadPicturet img¥unKnown7. bmp" )

imgDog.Picture　=

LoadPicture ( "img・dog2. bmp" ]

lblSeigo-Visible　=　True

lmgYobu.Visible　=　False

bytTmrCmdL　=

Case　8

1mgTrue.Picture　=

LoadPicture( " imgVyes8. bmp" ]

xmgFalse.Picture　=

LoadPicture( imgYno8.bmp" ;

imgUnknown. Picture　=

LoadPicture( img¥unKnown8. bmp" J

bytTmrCmdL　=　9

Case　9

1mgTrue.Picture　=

LoadPicture( iragVyes9.bmp" ]

lmgFalse.Picture　=

LoadPicturet img・no9.brap" )

lmgUnknown. Picture　=

LoadPicture( lmg¥unKnown9. bmp" )

bytTmrCmdL　= 10
Case 10

lmgTrue. Picture

LoadPxcture( imgYyes.bmp'` )

lmgFalse. Picture

LoadPicture( img・no.bmp" )

lmgUnknown. Picture
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LoadPicturef imgYunKnown. bmp" )

lmgTrue.Enabled　=　True

lmgFalse.Enabled　=　True

lmgUnknown. Enabled　=　True

tmrCmd. Interval

tmrCmd. Enabled

End Select

End Sub

800

False

Private Slユb trarEnd_Timer )

.一閉じる前に音を鳴らしてしまうために一秒待つ
frmTest2. Show

frmTestl. Hide

gbytNuml　=　bytNum　- 1

End Sub

Private Sub tmrPlay_Timer( )

'クリックしたときにplayを光らせるためのタイマー
iragPlay.Picture　=　LoadPicture( lmg¥buttonl.bmp'- )

tmrPlay.Enabled　=　False
End Sub

Private Sub Tugi( )

一山題フェーズに進む準備
If strFileL　-　Empty Then

'問題がこれ以上ないときは次へ
tmrEnd.Enabled　=　True

lmgPlay.Enabled　-　True

lmgTrue.Visible　=　False

imgFalse.Visible　=　False

lmgUnknown.Visible　=　False

lmgTrue.Enabled　=　False

xmgFalse.Enable∋d　=　False

lmgUnknown.Enabled　=　False

Else

・問題が21題までだされたときこの処理を行う
If bytNum　=　22　Then

trarEnd.Enabled　=　True

imgPlay.Enabled　=

xmgTrue. Visible

lmgFalse.Vxsible　=

imgUnknown. Vis ible

xmgTrue.Enabled　=

imgFalse.Enabled　=

imgUnknown. Enabled

Else

True

False

False

False

False

False

≒　False

lblNum.Caption　=　bytNum

lmgPlay.Picture　=

LoadPicture( img¥button.bmp )

lmgDog. Picture

LoadPicture( img¥dogl.bmp" ]

lblSetumei.Visible　=　True

lblSeigo.Visible　=　False

imgPlay.Enabled　=　True

xmgTrue.vxsible　=　False

imgFalse-Vxsible　=　False

imgUnknown.Visible　=　False

imgTrue.Enabled　=　False

imgFalse.Enabled　=　False

imgUnknown.Enabled　=　False

End If

End　工f

End Sub

⑥ここからfrmHyouka

Option Explicit

Private Sub Form_Activate( )

Dim bytSe⊥kai As Byte

Dim bytTensu As Byte

Dim bytTensul As Byte

Dim bytTensu2　As Byte

Dim bytTensu3　As Byte

Dim strHyouka As String

Dim bytTest As Byte

Dim strFileLine As String

Dim bytNum As Byte

Call d工蝣ive

bytSeikai　=

gbytSexkail　+ gbytSeikai2 + gbytSeikai3

bytNum　サ　gbytNural　+　gbytNum2　+　gbytNumJ

If gbytNuml　<>　O Then

shpQl.Width

4998 * (gbytSeikail / gbytNuml)

bytTensul　= (gbytSeikail / gbytNural) * 100

Else

lblNail.Caption　=　Question is nothing!'

坤ffliBCi

lf gbytNum2　<>　O Then

shpQ2.Width

4998 * (gbytSeikai2 / gbytNum2)

bytTensu2　= (gbytSeikai2 / gbytNura2) * 100

Else

lblNai2.Caption　=　Question is nothing!'.

叫F7RI　叫R

If gbytNum3　く>　O Then

shpQ3. Width

4998 * (gbytSeikai3 / gbytNum3)

bytTensu3　= (gbytSeikai3 / gbytNum3) * 100

Else

lblNai3.Caption　=　Question is nothing!"

End If

If bytNum　<>　O Then

shpQ.Width　-　4998　★ (bytSeikai / bytNum)

bytTensu　= (bytSeikai / bytNum) ★ loo

Else

lblNaiT.Caption　= "Question is nothing!"

End lf

Select Case gbytGengo

Case 1

lblTitle.Caption -　成績(日本語) `.
Case　2

lblTitle.Caption = "成績(英語) ''
Case　3

lblTitle.Caption =　成績(韓国語) ll
End Select

lblTensul.Caption　=　bytTensul　&　%

lblTensu2.Caption　-　bytTensu2 」 '・%"

lblTensu3-Caption　=　bytTensu3　&　%

lblTensu.Captxon　=　bytTensu 」 "%"

lblMondail.Caption = gbytNuml S　間中..

lblMondai2.Caption = gbytNum2 &　間中.

lblMondai3.Caption - gbytNum3 & "間中1.

If Dir("log.txt") = "log.txt" Then

・ログファイルを開く

Open "log.txt" For Input As　#1

On Error GoTo dbErrHandler
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ーファイルから1行を読み込む
Line Input　#1, strFileLine

Listl.Addltem strFileLine

-ファイルの最後に達するまで読みとりと
りJストボックスへの追加を繰り返す
Do Until (EOF(l))

Line Input　#1, strFileLine

Listl.Addltem strFileLine

Loop

-ログファイルを閉じる
Close　#1

Call Record

Exit Sub

dbErrHandler :

Close　♯1

Open "log.txt" For Output As　#1

Print　#1. ..過去の結果"
Close　♯1

Call Record

Exit Sub

Else

Open log.txt" For Output As　#1

print　♯1, "過去の結果n
Close　♯1

Call Record

End　工f

End Sub

Private Sub Form_Unloaa(Cancel As Integer)
End

End Sub

Private Sub Record!

Dim intCtr As Integer

Dim strCtr As String

Dxm intlndex As Integer

Dim strFileLine As String

Dim xntmsg As Integer

xntCtr　=　Listl.ListCount

If intCtr　=　O Then

⊥ntCtr　=　1

End ]【f

l IDnumberの桁数を三桁に合わせる
If intCtr　<　10　Then

stェーCt工: = "00" & intCtr

Elself intctr　<　100　Then

strCtr　= "0" &　intCtr

Elself intCtr　< 1000　Then

strCtr　=　intCtr

Elself intCtr　>=　999　Then

mtmsg　=　MsgBox　_

('`これ以上記録できません、 -・ 良

"新たにログファイルを作るか・・ 良

"ログを消してください

vbOKOnly, "警告R)
噂iサBォ日

1IDnumberが1000以下のみの時リストを追加

If intCtr　<　1000　Then

Listl.Addltem

(strCtr S " " s gstrseikail　&

&　gstrSeikai.2　S " " s

gstrSeikai3　S " " s gstrName)

'リストの最後尾をログファイルに追加

Open ''log-txt For Append As　削L

intlndex　-　Listl.ListCount　- 1

strFileLine　=　Listl.List(intlndex)

Print　#1, strFileLine

Close　#1

End If

Listl.Clear

End Sub

Private Sub imgReturn_Click( )

gstrSeikail　=　Empty

gstrSeikai2　=　Empty

gstrSeikai3　=　Empty

gstrName　=　Empty

gbyt Seikai l

gbytSeikai2　=　O

gbytSe土ka⊥3　=　O

gbytNuml　=　O

gbyt Num 2

gbytNura3　=　O

frmTop. Show

frmHyouka. Hide

lblNail.Caption　=　Empty

lblNa⊥2.Caption S Empty

lblNai3-Caption　=　Empty

lblNaiT.Caption　=　Empty
End Siユb

Private Sub imgReturn_MouseDown

(Button As Integer, Shift As Integer, _

XAs Single′ YAs S⊥ngle)

Call d工,上ve

lmgReturn.Picture　=

LoadPxcture( img¥Return2.bmp" )
End Sub

Prxvate Sub　土mgReturn_MouseUp _

(Button As　工nteger. _

Shift As Integer, X As Single, _

Y As Single)
Call drive

lmgReturn.Picture　=

LoadPxcture( imgVReturnl.bmp" )
End Sub
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ここから標準モジュール

①Opti。n Explicit

-　モードごとに列挙型で定数宣言
Public Enum LOADING_MODE

ModePractice　=　1

ModeTest　=　2

ModeEdit　=　3

End Enum

Public Enum LANGUAGE_MODE

ModeJ　=　1

ModeE

ModeK　-　3

End Enunn

Public Enum DATA_MODE
ADD DATA　-　1

EDIT DATA　=　2

End Enura

Public Enum PASSWARD MODE

ModeChange

ModePermxssxon　=　2

End Enum

Public Const BACK SLASH　=　¥"

Public Const JPN_FONT = "MS Pゴシック..

Public Const KOR_FONT - "KW韓国ゴシック..
Public Const SOUND INIFILE　= "Sound.ini"

Public Const SOUND_INIFILE_CONTENTS　= "[Path]" _

&　vbCrLf S DataDirectory=　&　vbCrLf　&

"TestDataDirectory-　S vbCrLf S

"PracticeDataDirectory="　&　vbCrLf　&

"soundLoadDirectory=　&　vbCrLf S

SoundSaveDirectory=　& vbCrLf &　Pass=

Public Type RunMode

Loading As LOADING_MODE

ChangeForra As LOADING_MODE

Language

EdxtData

Pass As

End Type

Public Type

Edit As

Test As

P工・actice

End Type

As LANGUAGE MODE

As DATA MODE

PASSWARD MODE

Directory

String

String

As String

Public Type TestResult

QuestlonName As String

QuestionNum As Integer

CorrectNum As Integer

AnswerStr As String

UserName As String

End Type

Public Modes As RunMode

Public Directories As Directory

Public TestResults As TestResult

Public gEditDataNum As Integer

Public gPasswardPermission As Integer

Public gSoundDataFileName As String

Public gSoundDataFilelndex As String

Public gSoundRecordFileName As String

Public gDataTempString As String

Public Sub DriveI )

-カレントドライブとカレントディレクトリを初期化する

Dim strDrive As String

strDrive　こヒ　Left(App.Path, 2)

ChD工・⊥ve st工、D工、ive

ChDir App.Path

End Sub

Public Function CuttingiByVal FileName As String)

As String

ワアイル及びディレクトリがアプリのパスの下にあれば、

-アプリのパスは省略する

Dim mtLen As Integer, intNum As Integer
Dim intAll As　工nteger

Dim st工.Pa工`t As St工'五mg′　strF⊥le As String

intLen　=　Len(App.Path)

strPart　-　Left(FileName. intLen)

intNura　=　Len(FileNarae)

intAll　=　intNum　-　intLen　-　1

If intAll　>　O Then strFile

Right(FileName. 1ntA11)

Cutting　- I工f(UCase(st工、Part) =　_

UCase(App.Path) , strFile, FileName)

End Function

Public Function PuthCut

(ByVal FileName As String) As String

・　ファイルのパスを省略してファイル名だけ返す関数
Dim Position As Integer

Position　= InStrRev(FileName, BACK_SLASH)

If Position　<>　O Then

PuthCut　=　MidS(FileName. Positio　　1)

Else

PuthCut　=　FileName

End If

End Function

Public Function LeftCut(ByVal Moil As String, _

ByVal Length As Integer) _

As String

t左から任意の文字数を切り捨てる関数

.★Left()と逆の働き

Dxra mtMoix As Integer, intNokon As Integer

Dim strKekka As Strxng

intMoji　=　Len(Moji)

intNokori　=　mtMoii　-　Length

strKekka　=　Right?(Moji, intNokori)
LeftCut　=　strKekka

End Function

Public Function RightCut(ByVal Moji As String,_

ByVal Length As Integer) As String

.　右から任意の文字数を切り捨てる関数
Dim intMoji As Integer, intNokori As　二【nteger

Dim strKekka As String

intMoji　=　Len(Moji)

intNokon　- lntMoji　-　Length

strKekka　=　LeftS(Moil, intNokori)

RightCut　=　strKekka

End Function

Public Function MidBack(ByVal Moji As Strxng, _

ByVal Start As Long. _

ByVal Length As Integer) _

As String

MidSO関数を文字列の末尾から走査する関数
Dim intMoii As Integer, mtStart As Integer

Dim strKekka As String
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xntMojx　=　Len(Moji)

intStart　= intMoji　-　Start

strKekka　=　MidS(Moji′ intStart, Length)

MidBack　=　strKekka

End Function

.初期化ファイルからキーの値を取り出す関数

②public Function GetエniValue
(ByVal IniFileName,

ByVal Section As St工、⊥ng. _

ByVal Key As String) As String

Dim Found As Long, Position As Long

Dim StartPos As Long, StopPos As Long

Dim'xnxString As String, TempString As String

Dim Buffer() As Byte

Dim FileNumber As Integer

If Dir(IniFileName) -　Empty Then

GetlnxValue　=　Empty

Exit Function

End lf

F土IeNumber　-　FreeFile

Open IniFileName For Binary As　#FileNumber

ReDim Buffer(LOF(FileNumber) - 1)

Get　#FileNumber, 1, Buffer

Close　♯FileNumbe工・

xniString　-　StrConv(Buffer, vbUnicode)

If RightS(iniString, 2) =　vbCrLf Then

TempString　=　vbCrLf　& iniString
Else

TempString = vbCrLf & iniString S vbCrLf
End lf

Position

Found = InStr(Position, TempString, vbCrLf S

[" s section」 "]")
If Found　=　O Then

Getln⊥Value　-　Empty
Else

.キーの検索範囲を指定
StartPos　=　Found

Found　= InStr(StartPos,

TempString, vbCrLf )

StopPos　= InStr(Found,

TempString, vbCrLf & "[")

If StopPos　=　O Then

StopPos　=　Len(TempString)

Found　= InStr(StartPos,

TempString, _

vbCrLf SKey& "-"]

If (Found = 0) Or (Found > StopPos) Then

GetlnlValue　=　Empty
Else

StartPos　= InStr(Found　+　2, _

TempStrang, "=") + 1

StopPos　=　エnStr(Found　+　2. _

TempString, vbCrLf)

If StopPos　-　StartPos　>　O Then

GetlnxValue　=

MidS (TempString,

StartPos. StopPos　- StartPos)

Else

GetlniValue　=　Empty

End　工f

End If

End If

End Function

一初期化ファイルのキーの値を書き換える関数

③public Function PutlniValue
(ByVal IniFileNarae As String,

ByVal Section As String, _

ByVal Key As String, _

RewriteKey As String) As Integer

Dim Found As Long, Position As Long

Dim StartPos As　工一〇ng

Dim StopPos As Long

Dim lmStrmg As String, TempString As String,

Dim CutStrxng(2) As String, strKekka As String

Dim Buffer;) As Byte

Dim FileNumber As Integer, intMsg As Integer

PutlniValue

FileNumber　=　FreeFile

lf Dir(IniFileName) =　Empty Then

Exit Function

申[ITSI　巾指

Open IniFileName For Binary As　♯FileNumber

ReDim Buffer(LOF FileNumber) - 1)

Get　#FileNumber, 1, Buffer

Close　#F⊥leNumbe工・

miString　=　StrConv(Buffer, vbUnicode

If Rights(iniString, 2) =　vbCrLf Then

TempString　=　vbCrLf　& iniString
Else

TempString = vbCrLf & iniString & vbCrLf
End lf

Position　= 1

Found　= InStr{Position,

TempString, vbCrLf S "[" & Section & "]"!
If Found　=　O Then

Exit Function

Else

rキーの検索範園を指定
Sta工:tPos　=　Found　十　2

Found　= InStrlStartPos, _

TempStrmg, vbCrLf)

StopPos　= InStr(Found, _

TempStnng, vbCrLf 」 "I")

If StopPos　=　O Then

StopPos　-　Len(TempString)

Found　- InStr(StartPos, _

TempString, _

vbCrLf&Key& "=")

If (Found = 0) Or (Found > StopPos) Then
Else

'キーを置き換える
StartPos　= InStr(Found　+　2,

TempString, "=") + 1

StopPos　= InStr(Found　+　2, _

TempString, vbCrLf) - 1

CutString(O) =
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LeftS (TempString,

StartPos　- 1)

CutString(l) =　RewriteKey

CutString(2) =　_

Right?(TempString, _

Len(TempString) -　_

StopPos )
st rKekka

LeftCut(CutString(O) &　_

CutString(l) & CutString(2) , 2)

If Dir(IniFileName) <>　Empty _

Then Kill lniFileName

FileNumber　-　FreeFile

Open IniFileName

For Binary As #FileNumber

Put　#FileNumber, , strKekka

Close　#FileNumber

Put工niValue　=　1

End If

End If

End Function

指定されたファイルを開きスクランブルされた

・データを復元して戻す関数

/Public Function StringDeCode

(OpenFileName As String) _

As String

Dim bytDataBuffe工、( ) As Byte

Dim intHFile As Integer

Dim lngDataLength As Long

Dim lngLoopCounter As Long

Dim strTextBuffer As String

Dim strTextBuffer2　As String

Dim strlrekae As String

On Error Resume Next

一　指定されたファイルがなければEmptyを返し終了
If Dir(OpenFileName) =　Empty Then

StrxngDeCode　-　Empty
Exit Function

嘩I5TSI巾指

'　ファイルの大きさを取得、 oならばEmptyを返し終了
IngDataLength　=　FileLen(OpenFileName)

If lngDataLength　=　O Then

StringDeCode　=　Empty
Ex⊥t Function

End lf

・　ファイルからバイト単位でデータを取り出す
intHFile　=　FreeFile

Open OpenFileName For Binary As intHFile

ReDira bytDataBuffer(lngDataLength　- 1)

As Byte

Get intHFile, . bytDataBuffer

Close intHFile

-　データをバイナリに変換
strTextBuffer = StringS(lngDataLength * 2, "0" )

For lngLoopCounter　=　O To lngDataLength　- 1

MidS(strTextBuffer, (lngLoopCounter *　2) _

+ 1, 2　　　_

Hex2 ( bytDataBuffer

( lngLoopCounter) )

Next lngLoopCounter

・　バイナリをスクランブルしてデータを読める形に戻し

・　再びバイトにする
IngDataLength　=　Len(strTextBuffer) ¥　2

ReDira bytDataBuffer(O To lngDataLength　- 1)

For lngLoopCounter　=　O To lngDataLength　- 1
strTextBuffer2

MidS{strTextBuffer, _

(lngLoopCounter* 2) + 1, 2)
strlrekae

RightS(strTextBuffer2, 1) &

LeftS(strTextBuffer2, 1)

bytDataBuffer( lngLoopCounter) -　_

CByte(Val("&H" &　strlrekae))

strTextBuffer2　=　Empty

Next lngLoopCounter

・　データをユニコードに変換して返して終了
StringDeCode

StrConv( bytDataBuffer, vbUnicode )
Err. Clear

On Error Goto 0

End Function

一　指定されたファイルに渡された文字列をバイナリでスクラ
・ンブルしてからファイルに書き込む関数

Public Function StringEnCode

(NewFileName As String, _

EnCodeString As String) As Boolean

Dim HexText As String

Dim TempHexText(1 To　2) As String

Dim strTextBuffer As String

Dim lngTextNumber As Long

Dim strlrekae(l To　2) As String

Dim intHFile As Integer

Dim lngDataLength As　工一〇mg

Dim lngLoopCounter As Long

Dim bytDataBuffert ) As Byte

StrmgEnCode　=　False

On Error Resume Next

lngDataLength　=　Len(EnCodeString)

・渡された文字列がoならば、

・なにもせずそのまま書き込んで終了
If lngDataLength　=　O Then

lf Dir(NewFileName)く>　Empty Then

Kill NewFileName

intHFile　=　FreeFile

Open NewFileName For Binary As intHFile

Put intHFile, , bytDataBuffer

Close intHFile

StringEnCoae　=　True

Exit Function

End If

strTextBuffer = String?(lngDataLength * 4, " "]

-　バッファの文字列の最大サイズをスペースで埋める
IngTextNumber

t　データをバイナリに変換してスクランブルする
For lngLoopCounter　= 1 To lngDataLength

HexText　=

Hex8 (Asc(MidS (EnCodeString ,

lngLoopCounter, 1) ) )

If Len(HexText) -　2 Then'lバイト文字の時
strlrekae(l) =

RightS(Hex8("&H" &

HexText)′ 1) &　_

LeftS(Hex8("SH" &　HexText), 1)

HexText　=　strlrekae(l)

MidS strTextBuffer, _

lngTextNumber, 2) = HexText

lngTextNumber　芸IngTextNumber　+　2
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Else　　　　　　　　　　　　　　バイト文字の時
TerapHexText(1) = "sH" 」

Lefts(HexText. 2)

TempHexText(2) = "sH" s

Rights(HexText, 2)

strlrekae(l)-　Right? _

(Hex8(CInt(TerapHexText(1) )). i) _

&　Left? Hex8　C工nt

(TempHexText(1))), 1)

strlrekae(2) =　_

Right?(Hex8{　_

CInt(TempHexText(2))). 1) -

S Lefts(Hex8( CInt

(TempHexText(2))). i)

HexText　=　strlrekae(l) &　_

strlrekae( 2 )

MidS f strTextBuffer,

lngTextNumber, 4) _

=　HexText

lngTextNumber　= lngTextNumber　+　4

End lf

Next lngLoopCounter

strTextBuffer　=　RTriml strTextBuffer)

・サイズを適正にする

・スクランブルされたバイナリのデータをバイトに変換する
IngDataLength　=　Len(strTextBuffer) ・ 2

ReDim bytDataBuffer(O To lngDataLength　- 1)

For lngLoopCounter　=　O To lngDataLength　- 1

bytDataBuffer(lngLoopCounter) =　_

CByte(Val("sH" &

Mid? ( strTextBuffer,

(lngLoopCounter　*　2) + 1, 2)))

Next lngLoopCounter

lf Dir(NewFileName) <>　Empty Then

Kill NewFileName

lファイルにデータを書き込む
intHFile　　　工reeFile

Open NewFileName For Binary As xntHFile

Put intHFile, , bytDataBuffer

Close intHFile

lf Err.Number　=　O Then StringEnCode　=　True

Err. Clear

On Error GoTo 0

End Function

Hex8、 Hex2とも16進数を偶数桁にする関数
Private Function Hex8(intSrc As Integer) As String

Dim TempString As String

TempString　=　HexS(intSrc)

If (Len(TempString) Mod　2) = 1 Then

Hex8　=　0" &　TempString

Else

Hex8　=　TempString

嘩郁[SMI指

End Function

Public Function Hex2(bytSrc As Byte) As String

If bytSrc　< 16　Then

Hex2　- "0" &　HexS(bytSrc)

Else

Hex2　=　HexS(bytSrc)

End If

End Function

-　　ローマ字のひらがな変換エンジン(ChangeHIRAGANA、

CaseO、 Casel、 Case2、 ChangeCha工:acterで1セット)

⑥public Function ChangeHIRAGANA

(ByVal RomanString As String) As String

Dim St工、ingLength As Integer

Dim StringPosition As Integer

Dxm intCtr As Integer

Dim TempStrmg As String

・入力されたばかりの文字を格納
Dim Stringl As String

一一回目で入力された文字を格納

Dim Stringl_2 As String 'Caselで使用、
一二回目で入力された文字を格納

Dim String2 As String一三文字E]エントリの条件を格納
Dim TotalString As String　-変換された最終出力の

・文字列を蓄積していく

StringLength　=　Len(RomanString)

intct工・ -　O

StringPosxtion　= 1

Do

Select Case mtctr

Case ls

String! =　Empty

Stringl_2　=　Empty

Str⊥ng2　=　Empty

If StringPosition　>

StringLength Then

ChangeHIRAGANA　=　TotalString

Exit Function

End lf

Call Cased(RomanStr土ng. _

TotalString, String!, _

TempString, StrmgPosition,

⊥ntCtr)

Case Is

If StrmgPosition　+ 1 >

StringLength Then

ChangeHIRAGANA　-

TotalString S Stringl

Exit　-Function

End If

Call Casel(RomanString, _

TotalStrxng, Strxngl, Strxngz, _

TempString, StringPositxon, _

intCtr, Stringl_2)

Case Is　=　2

If StringPosition　+　2　>

StrxngLength Then

ChangeHIRAGANA　=

TotalStrmg　&　Strxngl　&　_

Strmgl_2

Exxt Function

End lf

Call Case2(RomanStrlng, _

TotalString, String!, String2, _

TerapStrmg, StringPositxon, _

intCtr, Stringl_2)

End Select

Loop Until StringPosition　>　StnngLength

ChangeHIRAGANA -　TotalStnng

End Functxon

^private Sub CaseO

(Byval RoraanStrmg As String, _

ByRef TotalString As String, _

ByRef Stringl As String, _

ByRef TempString As String, _

ByRef StnngPosition As Integer, _

ByRef intCtr As Integer)
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Dim lntStrmgAscii As Integer

TempString　=　ChangeCharacter

(MidS(RomanString, StringPosition. i) )

intStringAscii　=　Asc(LCase(TempString) )

Select Case intStnngAscii

Case　97　To 112, 114　To 122

1 TempStringの内容が1文字日エントリの母音と

.2文字目以降エントリの小文字　-p r-　まで(子音+母音)
r母音であれば変換して一周終わり

Select Case LCase(TempString)
Case  a

TotalString = TotalString S "あ"

StrmgPosition

StnngPosition　+ 1

Case i

TotalString = TotalString & "い"

StringPosition　=

StringPosition　+ 1
Case u

TotalString　=　TotalString　&　O"

StringPosition

StringPosxtion　十1

Case "e

TotalString　-　TotalStnng　& '-ス_''

StrmgPos土tion　=

StringPosition　+ 1

Case "o"

TotalString = TotalString &　おn
StringPosition　=

StringPosition　+ 1

Case Else

String!

intCtr

TempString

l・子音であれば
一次のステップへ

End Select

Case Else

・子音や母音でなければ変換せずに一周終わり

TotalStrxng　=　TotalString　&　TempStrmg

StringPosition　=　StringPosition　+ 1

End Select

End Sub

/Private Sub Casel

(ByVal RomanString As String, _

ByRef TotalString As String, _

ByRef String! As String, _

ByRef Stnng2　As String, _

ByRef TempString As String, _

ByRef StringPosition As Integer, _

ByRef mtctr As Integer, _

ByRef String!_2　As String)

Dim intStringAscii As Integer

TempStrmg　-　_

ChangeCharacte工、( _

Mid?(RomanString, StringPosition + 1, 1) )

Stringl_2　=　TempStrmg

intStringAscii　=　Asc(LCase(TempString) )

Select Case intStringAscii

Case　97　To 112, 114　To 122

1 TempStringの内容が
I 2文字目以降エントリの　-p r-　まで

- (子音+母音)
Select Case LCase(Stringl)

Case k

Select Case LCase(TerapString)

Case "a

TotalStrmg　=　_
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TotalString S　か.`
StringPosition

StringPosition +　2

intCtr　=　O

Case "i"

TotalString　　_

TotalString &　き-.

StringPosition

StringPosition　+　2

intctr　=　O

Case "u.I

TotalString　=

TotalString 」 "<"

StrmgPosxtion　=

StringPosition +　2

intCt工・ =　O

Case e

TotalString　　_

TotalString S　けIt
StringPosition

StrxngPosxti▼on　+　2

intCtr

Case

TotalString　=

TotalString S ">-"

StnngPosition　=

StringPosition +　2
intctr　=　O

Case k

TotalString　=

TotalString S　つ"

StringPosition　=

StringPosition + 1

intCtr

Case

St工:ing2　= "ky"

intCtr

Case Else　-　　除外エントリ

TotalString　=

TotalString & String!

StringPosition

StnngPosition

intct工、 =　O

End Select

中略

Case n

Select Case LCase(TempString)

Case　-a.-

TotalString　=　_

TotalString & "な`.
StringPosition　=

StringPosition +　2

intCt工. =　O

Case "i"

TotalStrmg　=　-

TotalString & "に.-

StringPosition

StrxngPositiOn +　2

intCtr　己　O

Case u

Totalstring　　_

TotalString & "ぬ一一

StringPosition

StringPosition +　2

intCtr　=　O

Case　-e"
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TotalString　=　_

TotalString & "ね''
StringPosition　=

StringPosition +　2
intCtr

Case o"

TotalString　=　_

TotalString　&　のn

StrmgPosition

StringPosition +　2
intCtr

Case "n'

TotalString　=　_

TotalString & "hi"
StrxngPosition　=

StnngPositlon +　2
intct工・ =　O

Case y

Stnng2　'ny"

intCtr　=　2

Case Else

TotalString　=　_

TotalString　& "hj"

StringPosition

StrmgPosition + 1

intCtr

End Select

中略

Case x

Select Case LCase(TempStrlng)

Case "a..

TotalString　=

TotalString 」 "あ.`

StringPosition　=

StringPositiOn +　2

intCtr

Case

TotalStnng　　_

TotalString　&　n

StrmgPosition

StnngPositxon +　2
intCtr

Case u

TotalStrmg　=　_

TotalString　&　う..

StringPosition　=

StrmgPositxon +　2
土ntCt工、 =　O

Case　-e..

TotalString　=　_

TotalString　&　え.`

StnngPosit⊥on　=

StrmgPosition +　2

intCtr

Case o"

TotalString　=　_

TotalString　&　お.`

StrmgPosxt⊥on　=

StringPosition +　2

intCtr

Case l　一"x

Totalstring　=　_

Totalstrmg　& "っ..

StringPosition　=

StringPosition + 1

intCtr　=　0

End Select

Case "t"

Strmg2　= "xt"

intCtr　=　2

Case "y"

String2　= "xy"

intCtr　=　2.

case Else　　　　除外エントリ

TotalString　=　_

TotalString & Stringl

StringPosition　=

StrmgPosition + 1
intCtr　=　O

End Select

中略

case Else　子音や母音でなければ変換せずに一周終わり
Select Case Lease{Stringl)

Case n

TotalString = TotalStrlng & "ん.-
StringPosition　=　StringPosltion　+ 1

intCtr　=　O

Case Else

TotalString　=

TotalStrmg & Stringl & TempString

StringPosition　=　StringPosition +　2
intCtr

End Select

End Select

End Sub

⑨pr土vate Sub Case2
(ByVal RomanString As String, _

ByRef TotalString As String, _

ByRef String! As String,

ByRef String2　As String,

ByRef TempStrlng As String, __

ByRef StrmgPosition As Integer,

ByRef intCtr As Integer,

ByRef Stringl_2　As String)

Dim intStrxngAscii As Integer

TempStrmg　=　ChangeCharacter(

MidS(RomanString, StringPosition + 2. 1日

mtStrxngAscii　=　Asc(LCase(TempString) )

Select Case mtStringAscii
Case　97, 101, 104, 106, 111, 116, 117, 121

-3文字日エントリ

a,1,u,e,o,h,V,t

Select Case String2

Case ky

Select Case LCase(TempString)
Case a"

TotalString　=　_

TotalString &　一一きゃ`.

StrmgPosition　こ=

StringPos⊥tion +　3

Case i-

TotalString　=　_

TotalString &　きいE.

StringPosition　=

StringPosxtion +　3
Case u"

TotalString　=　_

TotalString & "きゅ"
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StrxngPosition

StringPosition + 3
Case e

TotalString　=　_

TotalString S　きえII

StringPosition　=

StringPosition +　3
Case　"o

TotalString　=

TotalString & "きょ.I

StringPosition　=

StnngPosition +　3

Case "y"

Totalstrmg　-　_

Totalstring S Stringl _

田IBS!

StrmgPosition　=

St工:ingPosition +　2

Case Else

TotalStrmg　=

TotalStrmg & String!

StrmgPosition　=

St工:mgPosition十1

End Select

中略

Case xt-.

Select Case LCase(TempString)

Case

TotalStrmg　　_

TotalString &　Stringl _

& "た'-
StringPosition　=

StrmgPosition　+　3

Case　-1..

TotalString　=　_

TotalString & Stringl _

& "、蝣'?"

StrmgPosition

StringPosition +　3

Case u一一

TotalString　=

TotalString　&　つ..

StringPosition

StringPosition +　3

Case e

TotalString　=

TotalStrmg & String! _

& .tて..

StnngPosition

StringPosition　+　3

Case

TotalString　　-

TotalStrlng & String! _

& ..と.-

StringPosit⊥on　=

StringPosition +　3
Case Else

TotalString　=　_

TotalString & Stringl

StringPosition

StringPosition + 1

End Select

Case '蝣xy"

Select Case LCase(TempString)
Case "a"

TotalStnng　　_

TotalString　& "^>"

StrmgPosition

StrmgPosition　+　3
Case

TotalString　=

TotalString S　いll

StringPosition　=

StrmgPosxtion +　3
Case u

TotalString　=　_

TotalString　&　う"

StringPos⊥tion

StrxngPosition　+　3

Case

TotalString　=

TotalSt工:ing　& 'え.`

StnngPosxtion

StringPosition +　3
Case '0.-

TotalString　=

TotalString　& "お.'

StringPosition

StrxngPosit土on +　3

Case Else

TotalString　-　_

TotalString & TempString

StrmgPosition　=

StrmgPosition + 1

End Select

中略

End Select

Case　98　To 100, 102　To 103, 105, _

107　To 110, 112　To 115, _

118　To 120, 122

TotalStrxng　=

StringPosition

Case Else

TotalStrmg　=

StringPosition

End Select

intct工, =　O

End Sub

TotalString　&　Strxngl　_

&　Stringl_2

=　St工:ingPos⊥t⊥on　+　2

TotalString　&　Stringl　_

S Strxngl_2　&　TempString

StringPosition　+　3

I/Private Function ChangeCharacter

(ByVal Character As String)

As String
Select Case Character

Case "-"

ChangeCharacter　=

Case

ChangeCharacter　=　~"

Case　.

ChangeChar、acter　=　、

Case ".

ChangeCharacter

Case "!'

ChangeCharacter =　l

Case

ChangeCharact er

Case Else

ChangeCharacter　=　Character

End Select

End Function
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ここよりfrmModeSelect

Optxon Explicit

Dxm mintSelectMode As Integer

Dim mblnTestOK As Boolean

D⊥m mblnPracticeOK As Boolean

Dim　汀ipctHa⊥ke⊥　As Picture

①Private Sub Form_Load( ]
Dim i As　工nteger

D⊥m　3　As Intege二r

Me.Top = (Screen.Height

Me.Left　- (Screen.Width

Call Drive

/ 2) - (Me.Height / 2)

/ 2) - (Me.Width / 2)

Set mpctHaikei = LoadPicture( "imgVrenga.bmp" )

For i　=　O To　13

For i 0 To　9

Me ・ PaintPicture mpctHaikei ′

]★48,1★48. ‥ . . .
Next i

Next i

End Sub

^private Sub Form_Activate( )

Dim strTestDirectory As String

Dim strPracticeDirector、y As String

Dim TempString As String

Dlm L・⊥neStnng( ) As String

Dim LineOneStringf ) As String

Dim intCtr As Integer

Dim FileNumber As Integer

mmtSelectMode　-　1

cmdl-Font　= JPN_FONT

cmdl. Caption

cmdl.Enabled

cmdl.Left　=

cmd2.Font　=

cmd2. Caption
cmd2. Enabled

cmd2.Left　=

cmd3.Font　=

cmd3. Caption

cmd3.V⊥sible

. vbSrcCopy

= "日本語で起動.I
=　True

48

JPN FONT

= "Start with English"

-　True

22A

KOR_FONT

= ".SEfci鴫拍亜軽"
=　True

cmdEdit.Caption　　問題を編集"

If Dir(App.Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE) =　Empty Then
FileNumber　=　FreeFile

Open App-Path　&　BACK SLASH J

SOUND_INIFILE For Output As　#FileNumber

Print　#FileNumber, _

SOUND INIFILE CONTENTS

Close　#FileNumber

End lf

テストとプラクティスが使用できる状態にあるか
調べる、使用可能なものが一つでもあれば

.　そこでTrueを返し、ループを抜けるo
strTestDirectory　=　_

GetIniValue(App.Path　&

BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE ,

"Path" , "TestDataDirectory" )

strPracticeDirectory　=

GetIniValue(App.Path S

BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE ,

"Path" ,

PracticeDataD⊥rectory"
mblnTestOK　=　False

If Dir(strTestDirectory, vbDirectory)

<>　Empty Then
For intCtr　= 1 To　20

If Dir(strTestDirectory　&

BACK_SLASH　& intCtr　& ".dat")

<>　Empty Then

TempStrmg　=　_

StringDeCode( strTestDirectory &

BACK_SLAS王1 & intCtr S ".dat"

If TempString　<>　Empty Then

LineString() =　_

Split (TempString, vbCrLf )

LmeOneString( ) _

= Split(LineString(O) , vbTab)

If UBound(LineOneString) > 0 Then

lf LineOneString( 1)

-　True' Then

mblnTestOK　=　True

Exit For

End If

End lf

End lf

坤fflSBI指

Next intctr

End lf

mblnPr、acticeOK　=　False

If Dir(strPracticeDirectory, _

vbDirectory) <>　Empty Then
For intCtr　=　1 To　20

If Dir(strPracticeDirectory S　_

BACK_SLASH　& intCtr 」 ".dat") _

<>　Empty Then

TempString　-　_

StrmgDeCode( strPracticeDirectory _

&　BACK_SLASH　& intCtr　& ".flat'-)

If TempString　<>　Empty Then

LmeStrxng(}　=　_

Split(TempString, vbCrLf)

LineOneString( )　_

Split(LineString(O) , vbTab)

If UBound(LineOneString) > 0 Then

lf LxneOneString(1) _

True" Then

mblnPracticeOK　=　True

Exit For

isfiTil　朗R

End If

End If

End If

Next intCtr

End If

End Sub

③private Sub cmdl_Click( )
Select Case mintSelectMode

Case Is　=　1

Modes.Language　=　ModeJ

cmdl.Caption　　テスト..

cmd2.Caption -　プラクティス・.
cmd3.Visible　-　False

cmdEdit.Caption　=　Back"

mxntSelectMode　=　2

cmdl.Left　=　cmdl.Left　+　60

cmd2.Left　-　cmd2.Left　+　120

If mblnTestOK　=　False Then

cmdl.Enabled　=　False
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If mblnPracticeOK　=　False Then

cmd2.Enabled　=　False

Case Is

Modes.Loading　-　ModeTest

mintSelectMode　= 1

With frmFileSelect

Top　=　Me.Top

-Left　-　Me.Left

.Show

End With

Me.Hide

End Select

End Sub

④Private Sub crad2_Click( )
Select Case mintSelectMode

Case　3:S　= 1

Modes.Language　=　ModeE

cmal.Caption　- "Test

cmd2-Caption　= "Practice"

cmd3.Visible　-　False

cmdEdit.Caption　= "Back"

mxntSelectMode　=　2

cmdl.Left　=　cmdl.Left　+　60

cmd2.Left　-　cmd2.Left　+ 120

If mblnTestOK　己　False Then

cmdl.Enabled　=　False

If mblnPracticeOK　=　False Then

cmd2.Enabled　=　False

Case Is

Modes-Loading　-　ModePractice

mintSelectMode　=　1

With frmFileSelect

Top　=　Me.Top

.Left　-　Me.Left

:哩Itmft

End With

Me.Hide

End Select

End Sub

⑤private Sub cmd3_Click( :
Modes.Language　-　ModeK

cmdl.Font　=　KOR_FONT

cmdl.Caption -　砺什闘"
crad2.Font　-　KOR FONT

cmd2.Caption =　覗窟銅什.I
cmd3.Visible　=　False

cmdEd⊥t.Caption　= "Back'一

mintSelectMode

cradl.Left　=　cmdl.Left　+　60

cmdZ.Left　-　cmd2.Left　+ 120

If mblnTestOK = False Then cmdl.Enabled = False

If mblnPracticeOK　=　False Then

crad2.Enabled　=　False

End Sub

⑥Private Sub cmdEdiLClick( )
Select Case mintSelectMode

Case 1

Modes.Loading　=　ModeEdit

mintSelectMode　=　1

Modes.Pass　=　ModePermission

With frmPassChange

.caption - "認証`.
Top　-　Me.Top　+ 1000

.Left　=　Me.Left　+　1000

.Show 1

End With

If gPasswardPermission = 2 Then Exit Sub

Modes.Language　=　ModeJ

With frmFileSelect

・Top　=　Me.Top

.Left　-　Me.Left

.Show

End W⊥th

Me.Hide

Case　2

Call Form Activate

End Select

End Sub

/Private Sub cmdQuit_Click( )

Unload Me

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)
End

End Sub

ここよりfrmPassChange

Option Explicit

^private Sub cmdOK_Click( ;

Static OnNowMode As Integer

Dim intMsg As Integer

Dim strPassward As String

Select Case Modes.Pass

Case Is　=　ModeChange

Select Case OnNowMode

Case　エS　=　O

st工:Passward　=　DeCodel )

If Len(strPassward) _

<　4　Then strPassward

=　Challenge"

If strPassward　=

Empty Then

strPassward -　-Challenge'-

If txtlnputl.Text

strPassward Then

txtlnputl.Text　=　Empty

lblTextl.Caption　=

n変更したいパスワードを" &

.-入力してください・・

lblText2.Caption　=

'-確認のためもう一度" &

"入力してくださいn
lblText2.Visible　=　True

txtlnput2.Visible　=　True

OnNowMode　=　1

Else

intMsg　=　MsgBox

(蝣蝣/てスワードが違います1㌧ _

vbOKOnly. I

'A-スワードが違いますI.)
txtInputl.Text　-　Empty

End lf

Case Is　=　1

If Len(txtInputl.Text) <　4　Then

xntMsg　=　MsgBox _

(.`パスワードは4文字以上で`-　&
入力してください・・
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vbOKOnly. _

A-スワードが短すぎます・・)
txtlnputl.Text　=　Empty

txtlnputz.Text　=　Empty

txtlilputl. SetFocus

Exit Sub

睡ircai指

If txtlnputl.Text　=

txtlnput2.Text Then

intMsg　=

MsgBox　_

m尉画Brag　凹

変更しますか?・・

vbO甲Cancel,確認.I)
Select Case xntMsg

Case ls　=　1
Call Encode

( txtlnput2.Text )
Unload Me

Case Is　=　2

Unload Me

End Select

Else

mtMsg　=　MsgBoxf　_

lリ10スワードが違います

vbOKOnly,確認'I)

txtlnput!.Text　=　Empty

txtlnputz.Text　=　Empty

txt工nputl. SetFocus

End If

End Select

Case Is　=　ModePerraission

strPassward　=　DeCodel )

If Len(strPassward) <　4　Then

strPassward =　Challenge

lf strPassward　=　Empty Then

strPassward =　Challenge

If txtlnputl.Text　<>　strPassward Then

intMsg　=　MsgBox(_

A"スワードが違います.-, _
vbOKOnly,確認'.)

txtInputl-Text　=　Empty

Else

gPasswardPermission　= 1

Unload Me

End lf

End Select

End Sub

Private Sub Form Load!.

Select Case Modes.Pass

Case Is　=　ModeChange

lblTextl. Caption

・-現在のパスワードを入力してください・-
Case ls　=　ModePermission

lblTextl. Caption

・・パスワードを入力してくださいn

End Select

End Sub

⑨private Sub cmdCancel_Click( :
gPasswardPermissiOn　=　2

Unload Me

End Sub

Private Sub txtInputl_KeyDown _

(KeyCode As Integer,

Shift As lntegeエー)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then

If txtlnput2.Visible　=　True Then

txtlnput2. SetFocus

Else

cmdOK.Value　=　True

End　工f

End If

End Sub

Private Sub txt工nput2_KeyDown _

(KeyCode As Integer, _

Shift As Integer)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then

cmdOK.Value　=　True

End lf

End Sub

⑩ Private Function Encode(ByVal Passward As

String)

Dim intctr As Integer

Dim PasswardLength As Integer

Dim PasswardHexString As String

PasswardLength　=　Len(Passward)

PasswardHexString　　_

String5(PasswardLength * 2′ "ハ..)

For lntCtr　- 1 To PasswardLength

MidS (PasswardHexString , _

((intCtr　- 1) ★　2　+ 1, 2　=　_

Hex2(CByte(Asc(Mid?(Passward, _

intctr, 1)) + 10))

Next intCtr

Call PutIniValue(App.Path　&　BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE, "Path''. Pass ,

PasswardHexString )

End Function

/Private Function DeCode( }　As String

Dim Passward As String

Dim intctr As Integer

Dxm PasswardLength As Integer

Dim PasswardString As Strxng

Dim HexBuffe工: As Byte

Decode

Passward　=　GetlniValue(App.Path S

BACK_SLASH　&　SOUND_INIFILE,

"Path", "Pass")

PasswardLength　=　Len(Passward) ・ 2

PasswardString =　String?(PasswardLength, " " " )

For mtctr　= 1 To PasswardLength

HexBuffer　=

Val("&H" S

MidS (Passward.

((intctr　- 1) ★　2) + 1. 2)) - 10

MidS(PasswardString, intctr, 1) =　_

Chr ( HexBuffer )

Next intCtr

DeCode　=　PasswardString

End Function

-- lip・一一
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ここからfrmFileSelect

①O。t土。n Explicit

Private Type CharacterPicture

Character(1 To　2) As Picture

CharacterMask(1 To　2) As Picture

Hyoujou(l To　3) As Picture

HyoujouMask(l To　3) As Picture

End Type

Private Type Navigationvoice

Normal(0 To　2) As String

Click As String

Title(1 To　2) As String

End Type

Dim mudtPicture As CharacterPicture

Dim raudtvoxce As NavigationVoice

Dim mintMode As Integer

②private Sub Form_Load( )
Dim intMsg, mtCtr As Integer

Me.Height　=　7575
Me.Width　-　9696

cmdPractice.Caption　=

蝣蝣蝣/ラクテイスフォルダ" s vbCrLf　& "変更.I

cmdTest.Caption　=

'.テストフォルダ" & vbCrLf　&　変更n

mmcWave.FileName　=　App.Path　& "・CHIME-1.WAV"

mmcWave.Command　=　Open

For intCtr　=　1　To　20

Load lblQuestion(intCtr)

Load shpQuestion(intCtr)

Load LmeQuestionl intCtr)

DoEvent s

Next　⊥ntCtr

Call Drive

Set mudtPicture.CharacterMask(l) =

LoadPicture( "Img¥マスク.bmp" )

Set mudtPicture.Character(l) -　_

LoadPicture( "img¥はかせ.bmp" )
Set raudtPicture.CharacterMask(2) =　_

LoadPicture( img¥HukidasiMask.bmp" )

Set mudtPicture.Character(2) =　_

LoadPicture( img¥HukidasiHontai.bmp" )

Set mudtPicture-Hyoujou(l) =　_

LoadPicture( img¥HutuuHontai.bmp )

Set mudtPicture.HyouiouMaskl1) =　_

LoadPicture( img¥HutuuMask.bmp )

Set mudtPicture.Hyoujou(2) =　_

LoadPicture( imgVKomattaHontai.bmp" )

Set mudtPicture.Hyou]ouMask(2) =　_

LoadPicture( img¥KomattaMask.bmp )

Set mudtPicture.Hyouiou(3) =　_

LoadPlcture( img¥MabatakiHontai.bmp )

Set mudtPicture.HyouiouMask(3)旨_

LoadPicture( imgYMabatakiMask.bmp )

End Sub

/Private Sub Form_Activate( )

Dim FileNumber As Integer, xntCtr As Integer

Dim strTheme As String, TempStnng As String
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Dim TextBuffer As String

Dim TitleAndAvailat>le( ) As String

Dim miDir As String

Dim blnLoadFile As Boolean

Dim mtFileOK As Integer

DimPreLoadFile Aslnteger

Dim strQuestionNumber( ) As String

Dim ScrollLevel As Integer

With mudtVoice

Select Case Modes.Language

Case ModeJ

lblModeTitle. Font　= JPN_FONや

IblWords.Font　= JPNJFONT

.Title(l)　テストモードで起動しています"

.Title(2) =

・・プラクティスモードで起動しています・.

.Normal(1) =　_

・・テストモードです、問題を選んでください・・
.Normal12) =　_

・プラクティスモードです、問題を選んでください・,
.click　= '-クリックすると問題が始まります・-

Case ModeE

lblModeTitle. Font　= JPN_FONT

lblWords.Font　=　JPN FONT

.Title l　　=

"テストモードで起動しています.L
.Title(2) =

・プラクティスモードで起動しています・・

.Normal(1) =　_

`1テストモ-ドです、問題を選んでください1.
.Normal!2) -

・プラクティスモードです、問題を選んでください.I
. Click

'Lクリックすると問題が始まります"
Case ModeK

lblModeTitle.Font　=　KOR_FONT

lblWords.Font　=　KOR FONT

.Title(l) =　砺什断乞球(testmode)拭辞..良
-.奄埠馬tl'赤葉棺sin.'

.Title(2) = "尻柔乞球(practice mode) &
・・拭辞　奄疑馬壱赤柔艦陥.・t

.Normal(l)　砺什闘乞球(test mode)" &
.`脊艦陥.　庚薦研　識澱背`t&
'・爽淑獣推.,I

.Normal(2) = "尻柔乞球(practice mode) &_
"脊艦陥.庚薦研　識澱背爽淑獣推."

.Click =　遠道馬檎　庚薦亜　獣拙桔艦陥.・・
End Select

End With

Select Case Modes.Loading
Case Is　=　ModeEdit

lblModeTitle.Caption　=

"編集モードで起動しています・.
Case Is　サ　ModeTest

lblModeTitle. Caption

mudtVoice.Title( 1)

Case Is　=　ModePractice

lblModeTitle.Caption　=

mudtVoice.Title　2

End Select

Call Drive

lf Dir(App.Path　&　BACK_SLASH J

SOUND_INIFILE) -　Empty Then

FileNumber　=　FreeFile

Open App-Path　&　BACK_SLASII　&

SOUND_INIFILE For Output As　#FileNumber



資料2 「音声教育のマルチメディア開発」

HearingMaster・frmFileSelect frmFolder

Pr⊥nt　柑ileNumber. _
SOUND INIFILE CONTENTS

Close　#FileNumber

End If

・フォルダ情報の読み込み

Director!-es.Edit　=　GetIniValue(App.Path　&

BAC王<_SLASH J SOUND_INIFILE, _

Path",　DataDirectory"]

Directories.Test　=　GetIniValue(App-Path　&

BACK_SLASH　&　SOUND_INIFILE,

"Path" , "TestDataDirectory" ]

Directories. Practice　=　GetIniValue(App. Path

S BACK_SLASH　&　SOUND INIFILE. _

Path" , "PracticeDataDirectory" )

・指定されたフォルダがなければ

'既定のフォルダを選択、なければ作る
If Dir(Directories.Edit. vbDirectory) =　_

Empty Or Directories.Edit　=　Empty Then

If Dir(App.Path S "YQuestion", _

vbDirectory) =　Empty Then

MkDxr App.Path　&　VQuestion"

MkDir App.Path　& "・Question・Datal"

Else

エf D⊥r(App.Path S

"・Question・Datal" ,

vbDirectory) =　Empty Then

MkDir App.Path 」

'` ¥QuestionYDatal "

End lf

Directories.Edit　=

App.Path　&　YQuestion¥Datal"

Call Putin⊥Value(App.Path　&

BACK SLASH　&　SOUND INIFILE. _

Path", '-DataDirectory", _

Directories. Edit )

End If

.指定されたフォルダが存在しなければ、

.指定を無効にする

If Dir(Directories.Test, vbDirectory) =

Empty Then

Directories.Test　=　Empty

Call PutIniValue(App.Path S

BACK_SLASH S SOUND INIFILE,

Path" , '-TestDataDirectory'一一　_

Directories.Test )

坤nCBfi

lf Dir(Directories. Practice , vbDirectory) _

=　Empty Then

Dxrectories.Practice　-　Empty

Call PutIniValue(App.Path　&

BACK_SLASH　&　SOUND INIFILE′　_

"Path". _

PractlceDataDirectory , _

D⊥rector⊥es. P工ract⊥ce )

End If

lblEditDataFolder. Caption

"編集で使用するフォルダ　sDirecto工,ies.Edit
lblTestDataFolder. Caption　=

・・テストで使用するフォルダ:.
&　Directories.Test

lblPracticeDataFolde工∴ Caption

・プラクティスで使用するフォルダ:.,
&　Directories.Practice

.編集モードの時

If Modes.Loading　=　ModeEdit Then

pctMaster.Cls
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lblWords.Visible　=　False

lblOmake.Visible　=　False

Timer2.Enabled　=　False

lblEditDataFolder.Visible　=　True

lblTestDataFolder.Visible　=　True

lblPracticeDataFolder.Visible　-　True

cmdChangeDirectory.Visible　=　True

cmdChangePassward.Visible　=　True
cmdTest.Visible　=　True

cmdPractice.Visible　-　True

・　指定されたフォルダのファイルをチェック,
・　あれば内容もチェック

'　使用可能かどうか、
t　それと問題数をキャプションにつける
For intCtr　=　1　To　20

王f Diェ'(Directo工:ies.Edit　&

BACK_SLASH　& intCtr　& ".dat")

<>　Empty Then
TextBuffer　-

StringDeCode(Directories. Edit　&

BA,CK_SLASfi & intCtr S ".dat" )

If TextBuffer　=　Empty Then
Kill Directories.Edit　&

BACK SLASH　& intCtr　&

- .dat

If RightS(TextBuffer, 2) <>
vbCrLf Then

TextBuffer

TextBuffer　&　vbCrLf

strQuestionNumber

SplitfTextBuffer, vbCrLf)

TerapStrmg　　_

Lefts (TextBuffer,

InStrfTextBuffer, vbCrLf　- 1)

End lf

lf TempString　=　Empty Then

TempString=　作成されていません..
&"[不可】"

Else

TitleAndAvailable( ;

Split (TerapString, vbTab )

TempString　=　_

TitleAndAvailable( O )

If TitleAndAvailable( l )

=　　True Then

TempStrmg　=　TerapStrxng　&　_

'蝣　s　サ[可能.` &

UBouncu strQuestionNumber )

&

- 1

トHSfl

Elself TitleAndAvailable l　　=

False Then

TempString　=　TempString　&

" 」 "[不可" &
UBound(strQuestionNumber) - 1

& `一間].-

End If

End If

'　ラベルなどの位置を整える

With lblQuestion(intCtr)

.Top　= Ilf(intCtr　　. _

lblQuestion(O).Top, _

lblQuestion(intCtr　- IJ.Top _

+　53

.Visible　=　True

・Caption　=　xntctr　&　:　S

' & TempStrxng

TempString　-　Empty

End With
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With shpQuestion( intCtr)

・Top　= Ilf(intCtr

shpQuestion(O).Top一　_

shpQuestion(intCtr - 1).Top + _

53)
.Vxsible　=　True

End With

With LineQuestion( intCtr)

.Yl　= Ilf intCtr　己1,

LineQuestion(O).Yl. _
LineQuestionl intCtr　-

.Y2　　1ift⊥ntCt工　　1,

LxneQuestion(O).Y2, _

LineQuestion( intCtr　-

.Visible　=　True

End With

Next intCtr

1 .Yl　+

53)

1).Y2　+

53)

・　スクロールボックスの調整
P土cture2.Height　=　20　+　53　★　20
With VScrolll

・Max　=　Picture2-Height　- .Height
.Min　=　0

.LargeChange　= .Max / 5

If .LargeChange　<　5　Then .

LargeChange - 5

・SmallChange　- .LargeChange / 5
End With

Else

tf Modes.Loading　=　ModeTest Then

.テストモードの時
mintMode　=　1

imDir　=　Dxrectories.Test

Elself Modes.Loading　=　ModePractice Then

・プラクティスモードの時

mmtMode

miDir　=　Directories.Practice

End lf

lblWords.Visible　=　True

lblOmake.Visible　=　True

Timer2.Enabled　=　True

lblEditDataFolder.Visible　=　False
lblTestDataFolder.Visible　皐　False

lblPracticeDataFolder.V⊥sible　-　False

cmdChangeDxrectory.Visible　=　False

cmdChangePassward.Visible　=　False

cradTest.Visible　=　False

cmdPractxce.Visible　=　False

For intCtr　= 1 To　20

If Dir(iniDir　&　BACK SLASH　&

intCtr　& "-dat")く>　Empty Then

TextBuffer

StrmgDeCodef iniDir　&

BACK SLASH S lntCtr S

".dat")

If TextBuffer　=　Empty Then

Kill iniDir S

BACK SLASH　& intCtr　&

.dat

If Right?(TextBuffer, 2)く>

vbCrLf Then TextBuffer

TextBuffer　&　vbCrLf

s trQues t lonNumber

Split(TextBuffer, vbCrLf)

TempString　=　_

Lefts (TextBuffer,

InStr TextBuffer, _
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vbCrLf) - 1)

ゆroi R

If TempString　=　Empty Then

blnLoadFile　=　False

Else

TitleAndAvailable( ) =

Split(TempString, _

vbTab )

TempString　=　_

TitleAndAvailable 0

If TitleAndAvailable(l) =　_

False Then

DlnLoadFile　-　False

Else

blnLoadFile　-　True

intFileOK　=　intFileOK　十1

End lf

坤msBi項

・　使用不能ならば表示しない
If blnLoadFile　=　True Then

With lblQuestion intCtr)

-Top　= Ilf(intFileOK　= 1, _

lblQuestion(O) -Top,

lblQuestion( _

PreLoadFlle) -Top _

+　53)

.Visible　=　True

・Caption　- intFileOK　& ":

&　　　　& TempString 」 _

【　&　UBoundf　_

strQuestionNumber) - 1

&　Question]"

.ZOrder 0

End With

With shpQuestion( intCtr)

.Top　= Ilf(intFileOK　- 1,

shpQuestion(O).Top. _

shpQuestion( _

PreLoadFile).Top +　53)

.Visible　-　True

End With

With I。ineQuest⊥on( intCtr)

・Yl　= Ilf(intFileOK　= 1, _

LineQuestion(0).Yl′　_

LineQuestion l

PreLoadFile)-Yl　+　53

.Y2　= I】:f(intFileOK　　　′　_

LxneQuestion(0).Y2, _

LmeQuestion( _
PreLoadF⊥le).Y2　十　53)

.Visible　=　True

End With

PreLoadFile　=　intCtr

Else

lblC≧uestion( intCt工・).Visible

issie冨

shpC)uestionfintCtr .Vis土ble　=

False

LineQuestion( intCtr).Visible

False

End If

TempStrmg　=　Empty

Next intCtr

l　スクロールボックスの調整、 Picture2が・

.　小さすぎれば大きさをpicturelにあわせる
Picture2.Height　=　20　+　53　* intFileOK

If Picture2.Height　く=
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VScrolll.Height Then

Picture2.Height　-　Picturel.Height

VScro111.Visible　=　False

Else

Select Case intFileOK

Case Is　>　O

ScrollLevel　=　O

Case Is　>　7

ScrollLevel　-　1

Case 】:s　> 12

ScrollLevel

Case ls　>　17

ScrollLevel　=　3

End Select

Wi,th VSc工・0111

.Visible　=　True

-Max = Picture2.Height　- .Height
.Min

・LargeChange　=　_

.Max /　　　ScrollLevel

lf .LargeChange　<　2　+

ScrollLevel Then

LargeChange　-　_

5　+　ScrollLevel

・SmallChange　=　_

・LargeChange / 2　+　ScrollLevel

End With

End If

Call ShowCharacter

lblwords.Caption　=

mudtVoice. Normal (mintMode )

End If

End Sub

/Private Sub Form__Deactivate( )

VScro111.Value　=　O

End Sub

⑤private Sub lblQuesti。n_M。useM。ve( _
Index As Integer,

Button As Integer, _

Shift As Integer, X As Single, _

Y As S⊥ngle)

Dim mtCtr As Integer

For mtCtr　=　O To iblQuestion.Count　- 1

lblQuestioni ⊥ntCt工-). ForeColor

IIf(intCtr　= Index, _

RGB(255. 10. 10), _

RGB(10′ 10, 10))

Next intCtr

lblwords.Caption　=　mudtVoice.Click
End Sub

⑥private Sub Form_M。useM。ve(Button As Integer, _
Shift As Integer, X As Single. Y As Single)

D土m　⊥ntCtr As　工nteger

For intCtr　=　O To lblQuestion.Count　- 1

lblQuestion(xntCtr).ForeColor　=

RGB 10, 10. 10)

Next intctr

lblWords -Caption　= mudtVoice.Normal(mintMode)

End Sub

⑦private Sub Picture2_M。useM。veL
Button As Integer, _

Shift As Integer, _

X As Single, Y As Single)

Dim mtCt工: As Integer

For mtCtr　=　O To lblQuestion.Count　- 1

1blQuestionl intCtr).ForeColor　=

RGB(10. 10, 10)

Next intCtr

lblWords.Caption = mudtVoice.Normal(mintMode)
End Sub

⑧private Sub lblQuesti。n_Click( Index As Integer)
Dim iniDir As String

Dim intCtr As Integer

If Modes.Loading　=　ModeEdit Then

iniDir　=　GetIniValue(App.Path　&

BACK SLASH　&　SOUND INIFILE,

'Path".　DataDi工:ecto工蝣y")

If Dir(iniDir, vbDirectory) =　Empty Then

Exit Sub

gSoundDataFileName　=　xnxDxr　&

BACK SLASH　&　Index　&　".dat"

gSoundDataF土Ielndex　-　工ndex

With frmList

・Top　=　frraFileSelect.Top
.Left　=　frmFileSelect.Left

If Dir(iniDir　&　BACK_SLASH　& Index　&

・dat") -　Empty Then

.Caption　= Index S

=　新規ファイルの編集・・
Else

. Caption

lblQuestion(Index).Caption S

1.の編集'I
End lf

.Show

End With

Call Picture2」touseMove(0, 0. 0, 0)

Me.Hide

Else

If Modes.Loadxng　=　ModeTest Then
iniDir　=　GetlniValue

App.Path & BACK_SLASH S

SOUND_INIFILE, "Path" , _

TestDataDirectory" )

Elself Modes. Loading = ModePractice Then

iniDir　=　GetlniValue　_

App.Path S BACK_SLASH S

SOUND INIFILE, "Path" ,

PracticeDataDirectory" )

End lf

If DirfiniDir, vbDirectory) =　_

Empty Then Exit Sub

mmcWave.Command　=　　Prev"

mmcWave.Command　=　Play"

gSoundDataFileName　= iniDir　&

BACK SLASH　&　Index　&　".dat"

gSoundDataFilelndex　= Index

If Dir(iniDir & BACK_SLASH S Index

& ".dat") =　Empty Then Exit Sub

With frmTest
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.Top　=　Me.Top

.Left　-　Me.Left

.Caption　=

lblQuestion(Index).Caption

.Show

End With

For intCtr　=　O To

lblQuestion.Count　- 1

lblQuestion( intCtr). ForeColor

IlffintCtr　= Index. I

RGB　255, 10. 10). _

RGB(10. 10. 10
Next intCtr

Call Picture2　MouβeMove(0, 0. 0, 0)
Me.H⊥de

End lf

End Sub

⑨private Sub cmdChangeDirect。ry,_Click( :
Modes.ChangeForm　=　ModeEdit

With frmFolaer

-Top　=　Me.Top　+ 100
.Left　-　Me.Left　+　100

.Caption =　編集するデータフォルダの変更''

.Show 1

End W⊥th

End Sub

⑩Private Sub cmdPractice_Clickく)
Modes. ChangeForm　-　ModePractice

With frmFolder

・Top　=　Me.Top　+ 100

.Left　=　Me.Left　+　100

. Caption

・プラクティスに使用するデータフォルダの変更・L
.Show 1

End W⊥th

End Sub

^private Sub cmdTest_Click( )

Modes.ChangeForm　=　ModeTest

With frmFolder

.Top　=　Me.Top　+ 100

.Left　-　Me.Left　十　100

.Caption　=

・テストに使用するデータフォルダの変更・・
.Show 1

End With

End Sub

/Private Sub cmdChangePassward_Click( )

Modes.Pass　-　ModeChange

With frmPassChange

.Top　=　Me.Top　+ 1000

.Left　=　Me.Left　+　100

.Show 1

End W⊥th

End Sub

⑬private Sub cmdBack_Click( [
With frmModeSelect

.Top　=　Me.Top

.Left　=　Me.Left

.Show

End With

Me.Hide

End Sub

^private Sub cmdQuit_Click( ;

Unload Me

End Sub

Private Sub Form_QueryUnloadiCancel As Integer,

UnloadMode As Integer)

Dim intMsg As Integer

intMsg　=　MsgBox{　_

`.終了してもよろしいですか?"

vbOKCancel,終了.-)
If intMsg　=　2　Then Cancel

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

mracWave.Command　=　Close

岬RTJI

End Sub

t/private Sub Timer2_Timer( )

Static blnDraw As Boolean

Dim intRandom As Integer

If blnDraw　=　True Then

pctMaster. PamtPicturs

raudtPicture.HyoujouMask( 1) , _

47, 61　　　　　　　　　　　vbSrcAnd

pctMaste工:. PaintP⊥cture

raudtPicture.Hyoujou(1}. I

47, 61′ . . ′　′　′ , vbSrclnvert

blnDraw　=　False

End lf

Randomize Timer

intRandom　= Int(Rnd　* 10) + 1

If intRandom　=　1　Then

pctMaster. PaintPioture

mudtPicture.HyoujouMask(3). _

48. 61. ,　　′ , . ′　vbSrcAnd

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.Hyoujou(3) , _

48. 61. .　　　　. . vbbrclnvert

blnDraw　-　True

End lf

End Sub

Private Sub VScrolll_Change( ;

Picture2.Top　=　-VScrolll.Value

End Sub

Private Sub VScrolll_GotFocus( )

Picture2. SetFocus

End Sub

P工:ivate Sub VScrolll_Scroll

Picture2.Top　=　-VScrolll.Value

End Sub

/Private Sub ShowCharacter( )

With pctMaster
. FaintPicture

mudtPicture.CharacterMask( 1 ) , _

0,8, . . . . . ,vbSrcAnd

. PaintPicture mudtPicture. Character( 1 ) ,

0, 8, , , , , , , vbSrcPaint

. PaintPicture

mudtPicture.HyoujouMaskt 1) , _

47. 61. . . ′ . I , vbS工:cAnd
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PaintPicture mudtPicture - Hyoujou( 1 ) ,

47, 61. , . . I . . vbSrcPaint
. PaintPicture

mudtPicture.CharacterMask{ 2 ) ,

150, 8, , , , , , , vbSrcAnd

PaintPicture mudtPicture.Character( 2 ) ,

150, 8. . , , . . . vbSrcPaint
End With

End Sub

ここからfrmFolder

Option Expl⊥clt

⑩private Sub Form_Load( )
Dim strPath As String　　ディレクトリボックスの

-初期設定用
Dim FileNumber As Integer

Call Drive

lf Dxr(App-Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE) - Empty Then
FileNumber　=　FreeFile

Open App.Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE For Output

As　#FileNumbe工・

Print　#FileNumber,

SOUND_INIFILE CONTENTS

Close　#FileNumber

End If

Select Case Modes.ChangeForm

Case Is　=　ModeEd.it

cmdClear.Visible　=　False

strPath　=　Get工niValue( _

App.Path　&　BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE.　Path-.. _

DataDirectory" i
Case ls　=　ModeTest

cmdclear.Visible　=　True

strPath　=　GetlniVallユe( _

App-Path J BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE, "Path" ,

"TestDataDirectory" ]
Case Is　-　ModePractlce

cmdClear.Visible　=　True

strPath　=　GetIniValue(

App.Path　&　BACK SLASH J

SOUND INIFILE. "Path", _

PracticeDataDirectory" )
End Select

lf strPath　<>　Empty Then

If Dir(strPath, vbDirectory) <> _

Empty Then

Drxvel.Drive　=　Left(strPath, 3)
Dirl.Path　=　st工・Path

Else

If Dir(App.Path 」

`.¥Question". vbDirectory)

Empty Then

MkDir App.Path　&　¥Question"

MkDir App.Path　&

'.¥Question¥Datal "

Elself Dir(App.Path　&

.I¥Question¥Datal" , _

vbDlrectory) =　Empty Then

MkDir App.Path S

"・Question・Datal "

End If

strPath　-　App.Path　&

l・Question・Datal "

Drivel.Drive　=　Left(strPath, 3)

Dirl.Path　-　strPath

End　工f

lblFolde工∴Caption　=　Dirl.Path
End lf

End Sub

⑩private Sub cmdMkDir_Click( )
Dim strDirName As String　　作成するフォルダ名

Dim strPath As String　　　-現在のパス名

Dim mtError A,s Integer　　　エラーメッセージ用
ChD工'⊥ve Drivel. D工、土ve

ChDir Dirl.Path

strDirName　= InputBox( _

"新規作成するフォルダの名前を付けてください.I

「-i H ;LJ~什It"I

If strDirName　く>　Empty Then

If DxrdblFolder.Caption　&　BACK_SLASH &
strDirName, vbDirectory) <>　Empty Then

mtError　=　MsgBox( _

.tすでに同じ名前のフォルダが存在します、り&

.一別の名前にしてください・・

vbOKOnly. "エラーIl )
Else

MkDir lblFolder.Caption S BACK_SLASH

&　strDirName

Dirl.Refresh

End lf

End lf

End Sub

(/private Sub cmdOK_Click( ;

Dim strDirName As String

strDirName　- lblFolder.Caption

Select Case Modes.ChangeForm

Case Is　=　ModeEdit

Call Put工niValue( _

App.Path J BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE, "path" ,

DataDirectory" , strDirName )
Case Is　=　ModeTest

Call PutIniValue(

App.Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE, "Path" ,

TestDataDirectory" , _

strDirName )
Case Is　=　ModePractlce

Call PutlniValue(

App.Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIPILE, "Path" ,

PracticeDataDirectory"

End Select

unload Me

End Sub

Private Sub cradCancel_Click( 1

Unload Me

End Sub

Private Sub cmdClear_Click{ )

lblFolder.Capt土on　=　…

End Sub
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Prxvate Sub Dirl_Change( ;

lblFolder.Caption　=　Dirl.Path
End Sub

Private Sub Dirl_Click(

lblFolder.Caption　=　Dirl.Path
End Slユb

Private Sub Drivel_Change( )

Dirl.Path　-　Drivel.Drive

ChDir Dirl.Path

End Sub
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ここからfrmList

Option Explicit

Dim mblnEdit As Boolean　編集開始直後か否かを格納

①Private Sub Form_Activate( )
Dim LineStrアng( ) As String

Dim LmeOneStringf) As String

Dxm TitleAnaAvailable( }　As String

Dim TempString As String

Call Drive

cmdEdit.Enabled　=　False

mnuEdxtView.Enabled　=　False

cmdChange.Enabled　=　False

ranuEdxtChange.Enabled　=　False

cmdDelete.Enabled　=　False

mnuEditDelete.Enabled　=　False

.リストを開いた直後であれば、

一作業用変数にファイルの中身を格納
If mblnEdit　=　False Then

lf Dir(gSoundDataFileName) = Empty Then

gDataTempStnng　= "NoTheme" &　vbTab

&　"False"

Else

gDataTempString　=　_

StringDeCode ( gSoundDataFileName )
End If

mblnEdit　-　True

End If

TempStnng　=　gDataTempString

lf Rights(TempString. 2) =　vbCrLf Thく∋n

TempString = RightCut(TempString, 2)

LxneString( ) -　Split(TempString, vbCrLf)

TitleAndAvailable( }　=

Split(LineString(0) , vbTab)

txtTheme.Text　=　TitleAndAvailable(O)

If TxtleAndAvailable(l) = "False" Then

optunavaxlableFile.Value　=　True

Else

optAvaxlablePile.Value　=　True

End If

Call ViewList(TempString)

If Listl.ListCount　=　O Then

optAva土IableF土Ie.Enabled　=　False

optunavailableFile.Value　=　True

Else

optAvailableFile.Enabled　=　True

End If

End Sub

②pご⊥vate Sub cmdAdd_Click.( )
Modes.EditData　=　ADD DATA

gEdxtDataNum　=　Listl.Listlndex　+ 1

With frmEd⊥t

Top　=　Me.Top

.Left　=　Me.Left

.caption =　　一夕の新規登録・I

.Show 1

End W⊥th

End Sub

③private Sub cradEdiLClick( )
Modes.EditData　=　EDIT_DATA

gEditDataNum　=　Listl.Listlndex　+ 1

frmEdit.Top　=　frmList.Top

frmEdit.Left　=　frmList.Left

frmEdit.Caption　-　gEditDataNum S　番のデータの
編集n

frraEdit.Show 1

End Sub

^private Sub cmdDelete_Click( )

Dim mtMsg As Integer, intCtr As Integer

Dim DeleteDataNum As Integer

Dim TempString As String, TotalString As String

Dxm LineString( ) As String, LineOneString{ ) As

String

mtMsg　=　MsgBox( _

.` 「データ" & Listl.Listlndex+ 1 &
1.」　を削除しますか　　vbOKCancel,

"-Tざ一七:し-"^i:" )

If mtMsg　=　2　Then Exit Sub

DeleteDataNum　=　Li.stl.Listlndex　+ 1

TempString　=　gDataTempString

If Rights(TempString, 2}　=　vbCrLf Then

TempString = RightCut(TempString, 2)

LxneStringO　-　Split(TempString, vbCrLf)

'削除する番号のデータだけのこしてデータを再結合する
For intCtr　=　O To U王〕ound(LineString)

If mtCtr　=　DeleteDataNum Then

TotalString　-　TotalStrinq

Else

TotalString　-　TotalString　&　_

LineString(intCtr) &　vbCrLf

End If

Next intCtr

gDataTerapString　=　TotalString

Call ViewLlst(TotalString)

cmdEdit.Enabled　=　False

mnuEditVxew.Enabled　=　False

cmdchange.Enabled　=　False

mnuEditCharlge.Enabled　-　False

cmdDelete.Enabled　=　False

mnuEditDelete.Enabled　=　False

If Llstl.ListCount　-　O Then

optAvailableFile.Enabled　-　False

optUnavailableFile.Value　=　True

End lf

End Sub

/Private Sub cmdChange_Click( )

Dim ChangeDataNuml As Integer,

Dim ChangeDataNum2　As Integer

Dim intMsg As Intege工、. ⊥ntCtr As Integer

Dim TempString As String

Dim TempLmeString As String

Dim TotalString As String

Dim LineString( ) As String

Dim LineOneString( ) As String

Dim ChangeDatalndex As Variant
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ChangeDataNuml　=　List!.Listlndex　+ 1

ChangeDatalndex　= InputBox( _

・何番に変更しますか?" &

"(1　　& Listl.ListCount & ")'一_

`T順番変更", Listl.Listlndex + 1)

-入力された値の妥当性を確認する

If ChangeDatalndex　=　Empty Then Exit Sub

If IsNumerlc(ChangeDatalndex) -　False Then

intMsg　=　MsgBox( _

.L数値を入力してください11, vbOKOnly. 1・エラー")
Exit Siユb

Elself ChangeDataエndex　>

Listl.ListCount Or ChangeDatalndex < 1 Then

xntMsg　=　MsgBox(

.-1~" &　Listl.ListCount　&

"までの数値を入力してくださいl・. _

vbOKOnly. ..エラー.I )
Exit Sub

End lf

ChangeDataNuni2　=　ChangeDatalndex

TempStrmg　-　gDataTempString

If RightS(TempString, 2) -　vbCrLf Then

TempString = RightCut(TempString, 2)

LineStringt ) =　Split(TempString, vbCrLf)

・デ-夕の順番を入れ替える、

一大>小と小->大で動きがことなる
If ChangeDataNum2　<=　ChangeDataNuml Then

For intCtr　=　O To ChangeDataNum2　- 1

If intctr　=　ChangeDataNuml Then

TotalStrmg　-　TotalString

Else

TotalStrxng　=　TotalString　&　_

LineString(intCtr) & vbCrLf

End lf

Next　⊥ntCtr

TotalString　=　TotalStrxng　&　_

LineStringf ChangeDataNuml )

For intctr　=　ChangeDataNum2　- 1 To

UBound ( LineString )

If mtctr　=　ChangeDataNuml Then

TotalStrxng　-　TotalString

Else

TotalString　=　TotalString　&　_

LineString(intCtr) & vbCrLf
End If

Next intCt工・

Else

For intCtr　=　O To ChangeDataNum2

If intCtr　-　ChangeDataNuml Then

TotalString　=　TotalStrxng

Else

TotalString　=　TotalStrmg　&　_

LineString(tntCtr) & vbCrLf

End lf

Next intCtr

TotalString　=　TotalStrxng S　_

LineStringf ChangeDataNuml )

For intCtr　=　ChangeDataNum2　To

UBound( LineString )

If intCtr　=　ChangeDataNural Then

TotalString　=　TotalStrmg

Else

TotalString　=　TotalString　&　_

LineString(intCtr) & vbCrLf

End　工f

Next intCtr

End If

gDataTerapStrmg　=　TotalString

Call ViewLlst(TotalString)

cmdEdit.Enabled　=　False

mnuEditview.Enabled　-　False

cmdchange.Enabled　=　False

mnuEditChange.Enabled　-　False

cmdDelete.Enabled　=　False

mnuEditDelete.Enabled　=　False

End Sub

^private Sub cmdQuit_Click{ )

Dim intMsg As Integer

Dim TempStringAs String, LineStringt ) As String

Dim TotalString As String

Dim TitleAndAvailable( ) As String

intHsg = MsgBox("編集を終了しますが変更を" &
・・保存しますか?.-. vbYesNoCancel, .一編集終了.`)

If intMsg　=　vbYes Then

TempString　=　gDataTempStnng

If RightS(TempString, 2) =　vbCrLf

Then TempString

RightCut(TempString, 2)

LineString( ) =　Split(TempString, _

vbCrLf

TitleAndAvailable( ) =

Split(LineString(O) , vbTab)

If Trim(txtTheme.Text) =　Empty Then

TitleAndAvailable(O) =　NoTheme

Else

TitleAndAvailable( 0 )

txtTheme. Text

End lf

If optUnavailableFile.Value = True Then

TitleAndAvailable(l) = "False"

Else

TitleAndAvailablell　　= "True"

End If

LineString(O) =　TitleAndAvailable(0)

&　vbTab　&　TitleAndAvailable( l)

TotalString　= Joxn(LineString, vbCrLf)

gDataTempString　-　TotalString

Call StringEnCode( _

gSoundDataFileName , gDataTempString )

mblnEdit　=　False

optAvailableFile.Value　=　False

optUnavailableFile.Value　=　False
frmList.Hide

frraFileSelect. Show

Elself intMsg　=　vbNo Then

gDataTempString　=　Empty

mblnEdit　己　False

optAvailableFile.Value　=　False

optUnavailableFile.Value　=　False

frmList.Hide

frmFileSelect. Show

Elself intMsg　=　vbCancel Then
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Exit Slユb

End If

EIュd Sub

Private Sub Form_QueryUnload(Cancel As Integer,

UnloadMode As Integer)

Dim mtMsg As Integer

Dim TempString As String, TotalString As String

Dim LineStringi) As String

intMsg　-　MsgBox( _

"編集を終了しますが変更を保存しますか? "

vbYesNoCancel, "編集終了" )
If intMsg　=　vbYes Then

TempString　=　gDataTempStnng

lf RightS(TempString, 2) =　vbCrLf Then

TempString = RightCut(TempString, 2)

LineStringl ) -　Split(TempString, vbCrLf)

If txtTheme.Text　-　Empty Then

LineString(O) -　NoTheme

Else

LineString(O) -　txtTheme.Text

End If

TotalString　= Join(LineString, vbCrLf)

guataTempString　=　TotalString

Call StringEnCode( _

gSoundDataFileName. Totalstring)

mblnEdit　-　False

Elself intMsg　=　vbNo Then

gDataTempStrmg　=　Empty

mblnEdxt　=　False

Elself intMsg　=　vbCancel Then

Cancel

End If

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

End

End Sub

Private Sub Listl_Click( )

If Listl.Listlndex　>=　-1 Then

cmdEdit.Enabled　-　True

mnuEditVxew.Enabled　=　True

cmdChange.Enabled　=　True

mnuEditChange.Enabled　=　True

cmdDelete.Enabled　=　True

mnuEditDelete.Enabled　=　True

End lf

End Sub

Private Sub Listl_DblClick( )

PopupMenu mnuEd⊥t

End Sub

Private Sub ListlJYIouseDown(Button As Integer, _

Shift As Integer, XAs Single, YAs Single)

If Button - vbRightButton Then PopupMenu mnuEdit

End Sub

Private Sub mnuEditAdd_Click( )

Call cmdAdd_Click

End Sub

Private Sub ranuEditChange_Click( )

Call cmdChange_Click

End Sub

Private Sub mnuEditDelete_Click( )

Call cmdDelete Click

End Sub

Private Sub mnuEditView_Click( )

Call cmdEd⊥t Click

End Sub

^Private Sub ViewList (ByVal TempString As String)

Dim intCtr As Integer

Dim strNum As String

Dim LineString( ) As String

Dim LineOneStringl ) As String

If Rights(TempString, 2) -　vbCrLf Then

TempString = RightCut(TempString, 2)

LineString{ ) =　Split(TempString, vbCrLf)

Listl. Clea工・

Listl.Visible　=　False

For intCtr　= 1 To UBound(LineString)

LxneOneString　=　Split　_

(LineString(intCtr) , vbTab)

LineOneStringlO) -　_

PuthCut(LineOneStrlng( 0 ) )

LineString(intCtr) =蝣　_

LineOneString(O) &　vbTab

& LineOneString( 1)

If intctr　<　10　Then

strNum　= "00" &　intCtr

Elself intctr　<　100　Then

strNum　-　　0　　&　mtCtr

Elself intCtr　<　1000　Then

strNum　=　intCtr

坤fflSB指

Listl.Addltem strNum S　"　"　s

LineStringt intCtr)
Next intCtr

Listl.Visible　-　True

End Sub

ここからfrmEdit

Option Explxcxt

Private Sub Form_Load( '

Dim FileNumber As Integer

Dim Buffer!) As Byte

Dim TempString As String

Dim LineString( ) As String

Dim OneStringt ) As String

lf Modes.EditData　く>　EDIT_DATA Then Exit Sub

TempStnng　=　gDataTempStrxng

If RightS(TetnpString, 2) =　vbCrLf Then

TempStnng　=

RightCut(TempString, 2 )

LineStringl ) =　Split(TempString, vbCrLf)

OneString() = _

Split (LineString( gEditDataNum) , vbTab )

lblFile.Caption　=　OneString(O)

txtMondai.Text　=　OneString(l)

txtInput.Text　=　OneStrlng(2)

lblOutput.Caption　=　OneSt工:ing(3)

mmcWav.FileName　= lblFile.Caption
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mmcwav.Command　=　Open

cmdPlay-Enabled　=　True
End Sub

/Private Sub cmdBrawz_Click( )

Dim FileNumber As String　　　　ワアイル番号用
Dim iniDir As String　　　-初期ディレクトリを格納

Dim iniFile As String　　　　'7アイルを格納

Call Drive

FileNumber　=　FreeFile

If Dir(App.Path　&　BACK SLASH S

SOUND_INIFILE) = Empty Then

Open App.Path　&　BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE For Output As　#FileNumber

Print　#FileNumber,

SOUND INIFILE CONTENTS

Close　#FileNumber

坤RGB!指

iniDir = GetlniValue(App.Path & BACK SLASH S

SOUND_INIFILE , "Path" , "SoundLoadDirectory"

・読み込まれた値の正当性を確認
If Dir(iniDir, vbDirectory)く> "" Then

If iniDir　<>　Empty Then

cdbFileOpen. InxtDir　- lniDir

Else

cdbFileOpen.InitDir　=　App.Path

End lf

Else

cdbFxleOpen. InitDir　=　App.Path

End lf

cdbFileOpen. Filter

waveファイル(書.wav) *.wav"

cdbFileOpen.Flags　=　cdlOFNHideReadOnly Or　_

cdlOFNFileMustExist

On Error GoTo CancelError

cdbFi,1∈∋Open. ShowOpen

On Error GoTo 0

If cdbFxleOpen.FileNarae　-　Empty Then Exit Sub

Call PutIniValue(App.Path　&　BACK._SLASH S

SOUND INIFILE, "Path",

SoundLoadDirectory , CurDir)

If cdbFileOpen.FileName　<>　Empty Then

lblFile.Caption

Cutting! cdbFileOpen- FileName )
mmcWav.Command　=　　Close

mmcWav. FileName　=　cdbFileOpen. FileName

mmcWav-Command　=　Open

cmdPlay.Enabled　=　True

Else

cmdPlay.Enabled　-　False

End lf

cdbFxleOpen. FileName　=　Empty

CancelError :

End Sub

⑩private Sub cmdPlay_Click( ',
Call Drive

mmcwav.Command　=　Prev

mmcwav.Command　-　Play"

End Sub

⑪private Sub cmdRec_Click( )
frmRec.Top　=　frmEdit.Top　+ 1000

frmRec.Left　=　frmEdit.Left　+　1000

frmReo,Show 1

If gSoundRecordFileNanie　<>　Empty Then

lblFile.Caption

Cuttxng t gSoundRecordFileNarae )

ramcWav. Command　=　　Close

mmcWav.FileName　= lblFile.Caption

ramcWav.Command　=　Open

gSoundRecordFileName　=　Empty

粒ant　指

End Sub

蠎'Private Sub txtInput_Change( )

lblOutput. Capt⊥on　-

ChangeHIRAGANA( txtlnput. Text )
End Sub

Private Sub cradAllClear_Click( :

txtInput,Text　=　Empty
End Sub

Private Sub cmdCancel_Click( ,

Unload Me

End Sub

^private Sub cmdRegist_Click:( ;

Dim intMsg As Integer　　　　メッセージボックス用

Dim TempString As String -Buffer( )をunicodeに

.コンバートした文字列を格納

Dim LineString( ) As String　'TempString蝣&

一改行コードで区切った

-文字列を格納

Dim strData(O To 3) As String '各コントロールの

-文字列を格納

Dim intCtr As Intege工・　　　'ループカウンタ用
Dim TotalString As String

.最後にバイナリファイルに書き込む文字列を格納

Call Drive

'各コントロールの文字列を格納

strData(O) = lblFile.Caption

strData(l) =　txtMondai.Text

strData(2) =　txtlnput.Text

strData(3) = iblOutput.Caption

-すべて入力されてなければ受け付けない
エf lblFile.Caption　く>　Empty Åna _

Trim(txtMondai.Text) <>　Empty And

Trim{txtlnput.Text)く>　Empty And _

TrimdblOutput.Caption) <>　Empty Then
If Modes.EditData　=　ADD DATA Then

一新規追加モード

TempStnng　=　gDataTempString

lf RightS(TempString, 2) <>

vbCrLf Then TempString　=　_F　=

vbCrL fTempString S

TotalStnng　=　TempString　&

strData(O) & vbTab &

strData 1) &vbTab &

strData(2)　vbTab J

strData　3　　&　　　vbCrLf

gDataTempString　=　TotalString
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Unload Me

Elself Modes.EditData　-　EDIT DATA Then

.既存のデータを書き換えるモード

TempStnng　=　gDataTempString

lf Asc(RightS(TempString, 2)) = 10

Then TempString　=　_

RightCut(TempStrlng, 3)

If Right?(TempString, 2) =　vbCrLf

Then TerapString　-　_

RightCut(TempString, 2)

LineStrxng( ) = Split(TempString, vbCrLf)

LineString(gEdltDataNum) = st工Data(O) &

vbTab S strData(l) &　vbTab S

strData(2) & vbTab & strData(3)

TotalString　= JointLineString, vbCrLf)

gDataTempStrmg　=　TotalStnng

Unload Me

End lf

Else

mtMsg　=　MsgBox( _

'.表記大項目があります", vbOKOnly. "エラ-・)

End　工f

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

ramcWav.Command　-　　Close

End Sub

ここからfrmRec

⑭Opti。n Expl土。it
Const WAVE_TEMPFILE　= "terapvNew.wav"

Const WAVE_FILE_FORMAT　=

"5249464632000000574" &

15645666D74201200000"

"0010001002256000044A" fi

COOOOO20010000000666"

"163740400000000000000" &

"6461746100000000'-

Dim mblnSaveL As Boolean　セーブの有無を問う

⑮pごivate Sub cmdRec_Click( )
Dim mtMsg As Integer

Dim SoundFileLength As Integer

Dxm xntctr As Integer

Dim bytBuffer() As Byte

Dim FxleNumber As Integer

Dim TempString As String

Call Drive

mmcRec.Command　=　　Close

t　　ファイルを処理する前に

MMCコントロールをクローズしておく

waveFileフォーマットファイルを生成

SoundFileLength　=　Len(WAVE_FILE_FORMAT) ¥　2

ReDim bytBuffer(O To poundFileLength　- 1) _

As Byt〔∋

For intctr　=　O To SoundFileLength　- 1

bytBuffer(intCtr) =　CByte(Val("sH" &

MidS (WAVE_FILE_FORMAT, _

(intCtr★　2　+ 1, 2　:

Next intctr

・もしNew.wavファイルが存在していたら削除
If Dir(App.Path　&　BACK_SLASH S

WAVE_TEMPFILE)く>　Empty Then

Kill App.Path　&　BACK_SLASH J

WAVE_TEMPF I LE

FileNuraber　=　FreeFile

Open App.Path　&　BACK_SLASH S

WAVE_TEMPFILE For Binary

As FileNumber

Put FileNumbe工、一. bytBuffer

Close FxleNumber

cmdReplay.Enabled　=　False

mmcRec.FileName　=　App-Path　&　BACK_SLASH

&　WAVE TE姑PPILE

mmcRec.Command　=　Open

mmcRec.Command　=　　Record

lblRecord.Visible　=　True

mblnSaveL　=　False

tmrRecStop.Enabled　=　True

End Sub

Private Sub cmdReplay_Click( )
mmcRec.Command　=　　Prev

nuncRec.Command　=　Play
End Sub

I/Private Sub cmdSave_Click( )

Call FileSave

End Sub

⑰private Sub cmdQu上しClick( )
Unload Me

End Sub

Private Sub cmdStop_Click( )

Call Drive

mmcRec. Command　=　　Prev

mmcRec.Command　=　　Save -

lblRecord.Visible　=　False

cmdReplay.Enabled　=　True

cmdSave.Enabled　=　True

End Sub

Private Sub Form_Load( )

mblnSaveL　=　True

End Sub

(/Private Sub Form_QueryUnload

Dim intMsg As Integer

(Cancel As Integer, _

UnloadMode As Integer)

-メッセージボックス用

If mblnSaveL　=　False Then

intMsg　=　MsgBox( _

・1セーブされていませんが、セーブしますか?"

vbYesNoCancel, "終了しますか?蝣蝣}

If intMsg - 6 Then　　　ユーザーがyesを選択
Call FileSave

Elself intMsg - 7 Then　ユーザーがNoを選択
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Elself intMsg　=　2　Then

-ユーザーがCancelを選択
Cancel　=　1

End If

End If

End Sub

I/private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

Call Drive

mmcRec.Command　=　　Close

If Dir(App.Path　&　BACK_SLASH　&

WAVE_TEMPFILE)く>　Empty Then

Kill App.Path　& BACK_SLASH & WAVE_TEMPFILE
End If

End Sub

⑳Private Sub FileSave( )
Dxm xniDir As String

Dim FileNumber As Integer

Dim strFile As String　　ファイル名格納用
Call Drive

FileNumber　=　FreeFile

If Dir(App.Path　&　BACK_SLASIl　&

SOUND_INIFILE) =　Empty Then

Open App.Path　&　BACK_SLASH　&

SOUND_INIFILE For Output As　#FileNumber

Print　#FileNumber, _

SOUND INIFILE CONTENTS

Close　♯FileNumber・

End If

iniDir = GetImValue(App.Path S BACK SLASH &

SOUND_INIFILE, "Path" , "SoundSaveDirectory" )

If Dir(iniDアr, vbDirectory)く　　　Then

If imDir　<>　Empty Then

cdbFiles.ImtDir　=　miDir

Else

cdbFiles. InitDir　=　App-Path

End lf

Else

cdbFiles.工nitDir　=　App.Path

iniDir　=　App.Path

End If

cdbFiles.Flags　=　cdlOFNOverwritePrompt
On Error GoTo CancelError

cdbFiles. ShowSave

On Error GoTo 0

Call PutlniValue(App.Path J BACK SLASH S

SOUND_INIFILE, "Path" ,

SoundSaveDirectory ,

If cdbFiles.FxleName　<>　Empty Then

strFile　=　cdbFiles.FileName

Call Drive

mmcRec.Command　=　Close

FileCopy WAVE_TEMPPILE, strFile

gSoundRecordFileName　=　strFile

mblnSaveL　=　True

End If

CancelError :

End Sub

Private Sub tmrRecStop_Timer( ,

CurDir )

Call D工:ive

ramcRec.Command　=　-Prev

rnmcRec. Command　=　　Save

lblRecord.Visible　=　False

cmdReplay.Enabled　-　True

cradSave.Enabled　=　True

End Sub
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ここからfrmTest

①opt土。n Explicit

Private Type CharacterPicture

Character(1 To　2) As Picture

CharacterMask(1 To　2) As Picture

Hyoujou(l To　4) As Picture

HyoujouMask(1 To　4) As Picture

End Type

Private Type Navigatxonvoxce

Correct As String

lncorrect As String

Next As String

Play As String

Practice As String

Answer As String

End Type

Dim mudtPicture As CharacterPicture

Dim mudtVoice As NavigationVoice

Dim mLineQuestionString( ) As String

Dim mLineOneQuestアonString( ) As String

Dim mNowQuestionNumber As Integer

Dim mEndOfTest As :Integer

②pr⊥vate sub Form_Load( )
Set mudtPicture.CharacterMaski 1) =

LoadPicture( "irag¥マスク.bmp-` )

Set mudtPicture.Charactersl) -

LoadPicture( "img¥はかせ.bmp" )
Set mudtPicture.CharacterMask1 2) =

LoadPicture( img¥HukidasiMask.bmp )

Set mudtP⊥ctu工re.Characte工'(2) =

LoadPicturef imgVHukidasiHontai.bmp )

Set mudtPicture.Hyoujou(l) =　_

LoadPicture ( img¥HutuuHontai.bmp

Set mudtPicture.HyoujouMask;1) =　_

LoadPicture( img¥HutuuMask.bmp )

Set mudtP⊥cture.Hyoujouf2) =

LoadPicturef img・KomattaHontai.bmp )

Set mudtPicture. HyoujouMask( 2 )

LoadPicture( "img¥KomattaMask. bmp" )

Set mudtPicture.Hyou]ou(3) =

LoadPicture( img・MabatakiHontai. bmp

Set mudtPicture.HyouiouHask(3) =

LoadPicture( img・MabatakiMask.bmp )

Set mudtPicture-Hyoujou{4) =

LoadPicture( img¥NikoriHontai.bmp )

Set mudtPicture.HyoujouMask(4) =

LoadPicture( Img¥NikoriMask.bmp" )

End Sub

③Private Sub Form_Activate( [
Dim TempString As String

Dxra ModeName As String

Call D工、ive

With pctMask

・Top　=　0

.Left　=　0

・Height　=　pctMaster.Top

・Width　=　pctMaster.Width

.Visible　=　True

End With

lbllntroduction.Top　=　70
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lbllntroduction.Left　=　80

mmcTrue.FileName　=

mmcFalse. FileName

nuncTrue.Command　=

nuncFalse.Command　=

mNowQues t ionNumber

mEnaofTest　=　Empty

cradPlay. Enabled

True. wav

=　　False.wav

Open

Open

=　Empty

True

Timerl.Enabled　=　True

cmdOK.Enabled　=　False

txtInput.Text　=　Empty

lblOutput.Captxon　=　Empty

TempString = StringDeCode(gSoundDataFileName )

If Right?(TempStrlng, 2) =　vbCrLf Then

TempString　=　_

RightCut(TempString, 2)

mLineQuestionStringt ) =

Split(TempString, vbCrLf)

mEndOfTest　=　UBound(mLIneQuestionString)
If mEndOfTest　=　O Then

frraFileSelect. Show

frmTest.Hide

Exit Sub

End lf

mLineOneQuestionString (.

Split(mLineQuestionStnng(O) , vbTab)

If Modes.Loading　=　ModeTest Then

ModeName　=　　-　TestMode　-

Elself Modes.Loading　=　ModePractxce Then

ModeName　=　　-　PracticeMode　-

End If

TestResults.QuestxonName　=

inLineOneQuestionStringl 0 )

lblC)uest⊥onName. Captxon　=

mLineOneQuestionString(O) S　_

vbCrLf　&　ModeName

mLineOneQuestionString( ) =　_

Split(mLineQuestionString(l) , vbTab)

mNowQuestionNumber　= 1

TestResults.AnswerStr　-　Empty

TestResults.QuestionNura　=　mEndofTest

TestResults. CorrectNum

lblQuestionNumber.Caption　=　Question :

&　mNowQuestionNumber　&　/　」 mEndOfTest

Select Case Modes-Language

Case Model

lblNavigate.Font　= JPN_FONT
lbllntroduction.Font　=　JPN FONT

lbllntroductxon. Caption　=

..名前を入力して下さい"
lblNavigate. Caption

`'これから問題をはじめます、問題はn
&　mEndOfTest　& "問あります`1
&　vbCrLf　&

"聞こえてきた音をローマ字.` 良

・・で入力してください,' &　vbCrLf
&　vbCrLf　&

。それでは名前を入力して始めて下さい-I
Case ModeE

lblNavigate.Font　= JPN_FONT

lbllntroduction.Font　=　JPN FONT

lbllntroduction. Caption

・・名前を入力して下さい"
lblNavigate.Caption　-

"これから問題をはじめます、問題は.I

&　mEndOfTest　&　問あります..
&　vbCrLf　」
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..聞こえてきた昔をローマ字IT　&
"で入力してください" &　vbCrLf

&　vbCrLf　&

`.そ㌢Lでは名前を入力して始めて下さい・t
Case ModeK

lblNavigate.Font　巳　KOR FONT

lbllntroduction.Font　=　KOR FONT

lbllntroduction.Caption　=

・.益君檎　戚現聖　脊径馬壱獣拙背爽淑獣推.t・
lblNavigate.Caption　=

H走榎採斗庚薦研獣拙杯艦陥.庚薦潤" &
mEndOfTest　」

"庚薦　赤柔艦陥." & vbCrLf　&

.一級軒澗　社軒研　稽原切稽脊径背・・ 良
'l爽淑獣推.n　&
vbCrLf　&　vbCrLf　&

"益君檎　戚硯聖　脊径馬壱獣拙背&
・爽淑獣推. ・.

End Select

With mudtVoxce

Select Case Modes.Language

Case ModeJ

lblMondai.Font　-　JPN FONT

lblMondai.Caption　=

..答えをローマ字で入力してください、 f・ a
・下のボックスでひらがなに変換されます

.Correct　=　やったね!正解ですい.

.Incorrect　・・残念!不正解い・

.Next = "playを押して音を聞いてください

play = "答えを入力してください、 n　&
・・それでよければoKを押してください・・

Practice=　「答えを表示」をクリックtt&
・・するとボックスに答えが入力されます・・

.Answer = "答えを表示`I
Case ModeE

lblMondai.Font　= JPN_FONT

lblMondai.Caption巳1-答えをローマ字で.. a
`-入力してください、 .. &
・下のボックスでn　&

.-ひらがなに変換されます.`
.correct　= "やったね!正解です! -.
.Incorrect　= "残念!不正解い.

.Next - "Playを押して昔を聞いてください.-
.play =　答えを入力してください、 " &

・.それでよければoKを押してください・・
.practice　=　「答えを表示」 .. &

・をクリックするとボックスに" 良
.-答えが入力されます-.

.Answer = "答えを表示-.
Case ModeK

lblMondai.Font　=　KOR FONT

lblMondai.Caption - "岩垂稽原切稽" &
..脊径背爽室推.購拭赤潤.1品_

.一酵什稽備虞亜蟹痕発戚亜管杯艦陥..1
cmdAnswer.Font　=　KOR FONT

.Correct　　舛岩脊艦陥.設馬写嬢推! M

. Incorrect　　戚訓!堂携嬢推. 1'

.Next　= "PLAY研喚君辞社軒研" 良
級嬢爽室推. ll

.play-　戚俵生稽疏陥檎oK研喚君爽室推.''
.practice = "舛岩妊獣研速達馬槍.. 良

"酵什拭舛岩戚妊獣桔艦陥..-
.Answer = "舛岩妊獣研"

End Select

End With

cmdAnswer.Caption　=　mudtVoice.Answer
Call ShowCharacter

End Sub

④Private Sub cmdName_Click( )
TestResults.UserName　=　txtName.Text

If TestResults.UserName　=　Empty Then

TestResults.UserName　=　NoName

txtName.Text　=　Empty

pctMask.Visible　=　False

lblNavigate.Caption　=　mudtVoxce.Next

End Sub

⑤private Sub cmdPlay_ClickO

cmdPlay.Enabled　=　False

cradOK.Enabled　=　False

mmcWave.蜘raand　=　Close
mmcwave^ FileName　= mLineOneQuestionString( 0 )

mmcWave.Co【mnand　=　Open

mmcWave. Co【llinand　=　　Prev

mmcWave.Command　= "play

lblNavigate.Caption　-　mudtVoice. Play

lblMaru.ForeColor　=　RGB(255, 0. 0)

Do

DoEvents

Loop Until mmcWave.Mode　=　mciModeStop

lblMaru.ForeColo工r　=　RGB(100. 100. 100

cmdOK.Enabled　=　True

lf Modes.Loading　=　ModePractice Then

cmdPlay.Enabled　=　True

End If

End Sub

/Private Sub txtInput_Change( )

lblOutput.Caption　=

ChangeH工RAGANA( txt工nput. Text )

End Sub

Private Sub txtlnput_KeyDown_

(KeyCode As Integer, _

Shift As Integer)
If cmdOK.Enabled　=　True Then

If KeyCode　と　vbKeyReturn Then

cmdOK.Value　=　True

End lf

End Sub

⑦Private Sub cmd。K_Click( )
Dim blnAnswer As Boolean

Static blnFirst As Boolean

cmdOK.Enabled　=　False

cmdPlay.Enabled　呂　False

If txtlnput.Text　=

mLineOneQuestionStrxng( 2 ) Then

mmcTrue. Co【limand　=　　Prev

mmcTrue.Command　ォ　Play

lf blnFirst　=　False Then

TestResults. CorrectNum

TestResults.CorrectNum　+ 1

TestResults. AnswerStr

TestResults.AnswerStr　&　1"

End lf
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Timer!.Enabled　=　False

lblNavigate. Caption　=　mudtVoice.Correct

pctMaster. PaintPicture

raudtPicture.HyouiouMask(4) , _

47, 61.

pctMaster.PamtPicture

mudtPicture.Hyoujou(4) , _
47′　61. . . , . ,

Do

. vbSrcAnd

, vbsrclnvert

DoEvents

Loop Until mmcTrue.Mode　=　mciModeStop

blnAnswer　-　True

Else

mmcFalse.Command　= "Prevl

mmcFalse.Command　= "play

If blnFirst　=　False Then

TestResults.AnswerStr　=

TestResults.AnswerStr S　　2

唾rai　遍

Timerl.Enabled　=　False

lblNavigate.Caption　=　raudtVoice. Incorrect

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.HyoujouMask(2) , _

47. 61. . . . ′　′　′　vbSェ:cAnd

pctMaster. PamtPioture

mudtPicture.Hyoujou(2) , _

47, 61, , , , , , , vbSrclnvert

Do

DoEvents

Loop Until mmcFalse.Mode　=　mciModeStop
blnAnswer　=　False

End If

If Modes.Loading　=　ModeTest Then

If mNowQuestionNumber　=　mEndOfTest Then

frmResult.Top　-　frmTest.Top

frmResult.Left　=　frmTest.Left

frmResult _ Show

frmTest.Hide

Exit Sub

End If

pctMaster. PaintPxcture

mudtPicture.HyouiouMaskl1) , _

47. 61. , . .　　, vbSrcAnd

pctMaster. PaintPicture

mudtP⊥cture.Hyoujou(1) ′　_

47. 61. . . . ′ , . vbSrcInvert

Timerl.Enabled　-　True

lblNavigate. Caption　=　mudtVoice.Next

mNowQuestionNumber - mNowQuestionNumber + 1

1blQuestionNumber.Caption　-　Question :

&　mNowQuestionNumber　&　/　&　mEndOfTest

mLineOneQuestlonString( ) =

Split (mLineQuestionString( _

mNowQuestionNumber) , vbTab)

cmdPlay.Enabled　=　True

cmdPlay. SetFocus

txtlnput.Text　=　Empty

iblOutput.Caption　=　Empty

Elself Modes.Loading　=　ModePractice Then

If blnAnswer　=　False Then

blnFirst　=　True

pctMaster. PaintPicture

raudtPicture.HyoujouMaskf 1) , _

47, 61, , , , , , , vbSrcAnd

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.Hyoujou(l) , _

47. 61. , , . . , ′　vbSrcエnvert

Timerl.Enabled　=　True

lblNavigate.Caption　=
mudtVoice. Practice

蝪mdAnswer.Visible　=　True

cmdOK.Enabled　=　True

Else

blnFirst　=　False

cmdAnswer.Vxs⊥ble　=　False

If mNowQuestionNumber = raEndOfTest Then

frmResult.Top　=　frmTest-Top

frmResult.Left　=　frmTest.Left

frmResult. Show

frmTest. Hide

Exxt Sub

End lf

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.HyoujouMask( 1). T

47, 61, , , , , , , vbSrcAnd

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.Hyoujou(1) , _

47, 61, , , , , , , vbSrdnvert
Timer!.Enabled　=　True

lblNavigate.Caption　=　mudtVoice.Next

mNowQuestionNumber　=

mNowQuestxonNumber　+ 1

1blQuestionNumber.Captxon　=

Question :

&　mNowQuestionNumber S　　-'/" _

&　mEndOfTest

mLineOneQuestionString ( ,

Split (mLineC)uestionStr土ng( _

mNowQuestionNumber ) , vbTab)

cmdOK.Enabled　=　False

cmdPlay.Enabled　-　True

cmdPlay. SetFocus

txtlnput.Text　=　Empty

lblOutput.Capt⊥on　=　Empty

End If

End If

End Sub

/Private Sub cmdAnswer_Click( )

txtInput.Text　=　mLineOneQuestionString( 2)

End Sub

Private Sub Form Deactivate) )

mmcwave.Co【ranand　- "Close

mmcTrue.Command　=　Close"

rrancFalse.Command　- "Close

End Sub

private Sub Form Unload(Cancel As Integer)

mmcWave.Command　=　　Close

mmcTrue.Command　=　Close

ramcFalse.Command　=　Close

lOfil尉

End Sub

private Sub Timerl_Timer( )

Static blnDraw As Boolean

Dim intRandom As Integer

If blnDraw　=　True Then

pctMaster. PamtPicture

mudtPicture.HyouiouMask( 1 )

47, hi. .

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.Hyoujou(1) , _

47, 61, .

blnDraw　=　False

End If

Randomize Timer

intRandom　= Int(Rnd　* 10)
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If mtRandom　- 1 Then

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture. HyoujouMask( 3 ) ,

48. らl一. . . . . . VbSrcAnd

pctMaster. PaxntPicture

mudtPxcture. Hyouiou( 3 ) ,

48, 61.　　　　　　　　　vbSrcInvert

blnDraw　=　True

End If

End Sub

Private Sub ShowCha工"acteri )

With pctMaster

. PamtPicture

mudtPicture. CharacterMask( 1). _

0. 8. , . . , , ,vbSrcAnd

-PaintPicture mudtPicture.Character(1) , _

0. 8. , . ′ , , .vbSrcPaint

・ PamtPicture mudtPicture.HyoujouMask( 1 ) ′ _

47, 61. . , . . . , vbS工:cAnd

PaxntPicture mudtPicture.Hyouiou( 1) , _

47. 61, . I . , , , vbSrcPaint

. PaintPicture

mlユdtPicture.CharacterMask( 2 ) , _

150, 8, , , , , , , vbSrcAnd

- PamtPicture mudtPicture. Character( 2 ) ,

150, 8, , , , , , , vbSrcPaint

End With

End Sub

Private Sub txtName_KeyDown(KeyCode As Integer, _

Shift As Integer)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then

cmdName.Value　=　True

End Sub

ここからfrmResult

Optxon Explicit

Private Type CharacterPicture

Character(1 To　2) As Picture

CharacterMaskd To　2) As Picture
Hyoujou(l To　4) As Picture

HyoujouMaskd To　4) As Picture
End Type

Dxm mudtPicture As CharacterPicture

Dim mFormCloseOK As Boolean

⑨private Sub Form_Load( )
Set mudtPicture. CharacterMask( l )

LoadPicture( "imgYマスク. bmp" )

Set raudtP⊥cture.Character(l) -

LoadPicture( " img¥はかせ. bmp" )
Set mudtPicture.CharacterMask(2) =　_

LoadPicturel imgVHukidasiMask.bmp" )

Set mudtPicture.Character(2) =

LoadPicture( img¥HukidasiHontai. bmp )

Set mudtPicture.Hyoujou(1) =　_

LoadPicture( "imgVHutuuHontai.bmp )

Set mudtPicture.HyoujouMaskll) =

LoadPicture( "img¥HutuuMask.bmp )

Set mudtPlcture.Hyoujou(2) =

LoadPicture( "imgYKomattaHontai. bmp )

Set mudtPicture.HyoujouMask(2) =

LoadPicture( "img¥KoniattaMask.bmp )

Set mudtPicture.Hyoujou(3)

LoadPicture( "img¥MabatakiHontai. bmp" )

Set mudtPicture. HyoujouMask( 3 )

LoadPicture( imgYMabatakiMask. bmp" )

Set mudtPicture.Hyoujou(4) =

LoadPicture( img¥NikoriHontai. bmp" )

Set mudtPicture. HyoujouMask( 4 )

LoadPicture( -img¥NikoriMask. brap" )
End Sub

Prxvate Sub Fo工Tn_Activatei ,

Dim FileNumber As Integer

Dim DxrName As String
Call Drive

raForraCloseOK　=　False

Tiraerl.Enabled　=　True

Select Case Modes.Language
Case ModeJ

lblNavigate. Font　= JPN_FONT

lblNavigate.Caption　=

I.これで問題を終わります、 ・. &

1.どこかクリックすると・・ &
I.タイトルに戻ります`l

Case ModeE

lblNavigate. Font　= JPN_FONT

lblNavigate. Caption

..戚依生稽　庚薦亜　魁概柔艦陥′" &
・・焼巷員戚蟹通達　馬檎・・ 良
"展戚堂稽　宜焼逢艦陥."

Case ModeK

lblNavigate.Font　=　KOR._FONT

lblNavigate.Caption　=　END"
End Select

If Modes.Loading　=　ModeTest Then

DirName　=　GetIniValue{

App.Path　&　BACK SLASH　&

SOUND_INIFILE′ "path".　_

"TestDataDirectory" )
FileNumber　=　FreeFile

Open DirName S BACK_SLASH S

gSoundDataFilelndex S　.log" _

Fo工、 Append As　紺ileNumber

Print　#FileNumber,

TestResults.Answe工:Str　&

vbTab S

TestResults.QuestionName S
vbTab　&

TestResults. UserName

Close　#FileNuraber

ISfiT.1印指

Call ShowCharacter

lblTotalQuestion. Caption

TestResults.CorrectNum　&

/　&　TestResults.QuestionNum

lblPe工、centageOfCorrect. Caption

Int( (TestResults.CorrectNum /

TestResults.QuestionNum) * 100) & "%"
mmcWav.FileName　= "CHIME-4.WAV"

mmcWav.Command　= "Open"

mmcwav.Command　= "Prev"

mmcwav.Command　= "Play"
Do

DoEvents

Loop Until mmcWav.Mode　= mciModeStop

mmcWav.Command　= "Close"

mFormCloseOK　=　True

End Sub

Private Sub Form_Click{ ]

If mPormCloseOK　=　True Then

f工mModeSelect.Top　=　Me.Top
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frmModeSelect.Left　=　Me.Left

fr汀iModeSelect. Show

Me.Hide

嘩nrsan

End Sub

Private Sub Form_KeyDown(KeyCode As Integer, _

Shift As Integer)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then Call Form Click

End Sub

Private Sub Form_Unload(Cancel As　工nteger)

mmcWav.Command　=　　Close

End

End Sub

Prxvate Sub lblNavigate_Click< )

Call Form_Clxck

End Sub

Private Sub lblPercentageOfCorrect_Click( ;

Call Form Click

End Sub

Private Sub lblPercentageOfCorrectTitle_Click( )

Call Fo工'nLClick

End Sub

Private Sub lblTitle_Glick( )

Call Form_Click

End Sub

Private Sub lblTotalQuestion Click

Call Form_Click

End Sub

Private Sub lblTotalQuestionTitle Click!

Call Form Click

End Sub

Private Sub pctGrade_Click( )
Call Form Click

End Sub

Private Sub pctGrade_KeyDown　_

(KeyCode As Integer, Shift As Integer)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then Call Form_Cllck
End Sub

Private Sub pctMaster Click( )

Call Form Click

End Sub

Private Sub ShowCha工:acter(

With pctMaster

. PamtPicture

mudtPicture.CharacterMask( 1 ) , _

0. 8. .　　　　　　　′　vbSrcAnd

・PamtPicture mudtPicture.Character(1). _
0. 8, . , ′ . . , vbSrcPaint

・PaintPicture mudtPicture.HyoujouMask( 1 ) , _

47. 61. . . . . . , vbS工rcAnd

・PaxntPicture mudtPicture.Hyoujou(1) , _

47, 61, , , , , , , vbSrcPaint

. PamtPicture mudtPicture.CharacterMask( 2 ) , _

150, 8, , , , , , , vbSrcAnd

・PaintPicture mudtPicture.Character(2) , _

150, 8, , , , , , , vbSrcPaint

End With

End Sub

Private Sub pctMaster_KeyDown　_

(KeyCode As Integer, Shift As Integer)

If KeyCode　=　vbKeyReturn Then Call Form_Click

End Sub

Private Sub Timerl Timer( )

Static blnDraw As Boolean

D土m　土ntRandom As Integer

lf blnDraw　=　True Then

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.HyoujouMask(1). _

47, 61, . vbSrcAnd

pctMaster. PaxntPxcture

mudtPxcture.HyoujOu( l). _

47, 61.

blnDraw　-　False

vbSrcInvert

End If

Randomize Timer

intRandom　=　IntiRnd　★　10　　+　1

If intRando 1 Then

pctMaster. PaintP⊥cture

mudtPicture.HyoujouMask(3) , _

48, 61. . , , , , , vbSrcAnd

pctMaster. PaintPicture

mudtPicture.Hyoujou(3) , _
48, 61, , , , , , , vbSrclnvert

blnDraw　=　True

End If

End Sub
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